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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　再来する嵐あらし









　フェジテ最悪の三日間──後にそう呼ばれる大事変が幕を下ろしてから、早一週間。

　日常を取とり戻もどしたアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院に、再び穏おだやかな日々が流れていた。

　無論、先の事変が生徒達の心に残した傷きず痕あとは大きく、未いまだ癒いえきれるものではない。

　だが同時に、生徒達はあの困難を共に乗のり越こえることで、大きな成長をも遂とげたのだ。

　そして、それは、かつて他者のために、自らの幸福を否定してしまった一人の異能者の少女でさえも──

「……ああ、わかってるさ。だからといって、何もかもが上手うまくいくわけじゃねえ……世の中そんなに甘あまくねえ……だがよ……」

　とりとめもない物思いに耽ふけっていたグレンが、ふと、目を開く。

　途と端たん、視界を染め上げるのは──どこまでも抜ぬけるように澄すんだ蒼あおを湛たたえた大空。

　燦さん々さんと優しく降り注いでは乱反射かがやく、暖かな陽光。

　穏やかにそよぎ、髪かみと身体からだを愛あい撫ぶしていく、心地好よい風。

　先の事変がまるで噓うそのような、平和──

「それでも、あいつらなら……あいつらならきっと、大だい丈じよう夫ぶだ……俺が為なし得なかった夢を……輝かがやかしい未来を築いてくれる……そんな気がする……」

　まるで世界が、そんなグレンの予感を祝福してくれているかのように。

　空は、陽ひは、風は、どこまでも物もの柔やわらかに、グレンを見守り続けていた──

「……と、いうわけで。もうロートルとなったボクは、逞たくましく成長したあいつらに全すべてを委ゆだね、ここで大人しくお昼ひる寝ねをしているわけである！」

　──学院校舎中庭にあるベンチの上に、堂々と横たわっているグレンを。

　要するに、まぁ……彼はサボっているのであった。

「ったく……なーにが緊きん急きゆう全校集会だよ？　どーせ、学院長か理事会のおエラ方が生徒達集めて、ダラダラありがたーい訓示たれるだけだろ、付き合ってられっかっての！」

　ぶつぶつ言いながら、グレンは欠伸あくびをして身を起こし、閑かん散さんとした周囲を見み渡わたした。

　やはり、その目につくのは、先の激しい戦いの爪つめ痕あとだ。

　普ふ段だんは美しい花が咲さき誇ほこる花か壇だんや、青々とした芝しば生ふが広がる庭園は、あちこち地面が抉えぐれて焦しよう土どと化し、無む惨ざんな有様を見せている。

　東西南北の校舎も修復は着々と進んでいるものの、所々の破は壊かい跡あとが未だ生々しい。

　だが、痛ましい光景ではあるが、そこに寂せき寥りよう感かんや悲ひ壮そう感かんはない。

　戦いの余波で半分潰つぶれた花壇には蝶ちようが舞まい、焼け焦こげた芝生や木々は早くも若葉を伸のばし始めるなど、そこかしこに生命の息い吹ぶきが感じられる。

　校舎を修理する金かな槌づちの音は、日がな一日絶えることがない。

　アルザーノ帝国魔術学院は今、再生に向かって力強く胎たい動どうしていた。

「ったく、もう校舎が直るまで休校ってことでいいじゃねーか……ふぁああぁ……もうすぐ今年度の前期課程が終わって、長期休きゆう暇かなんだしよ……真ま面じ目めだねぇ……」

　ふと、グレンはこの学院に講師として赴ふ任にんして以来のこと──今年度の前期課程の出来事について、ぼんやりと振ふり返ってみる。

　考えてみれば──ぶっちゃけ、ロクなことがなかった。

　毎月のように妙みような事件に巻き込こまれ、息いきつく暇ひまもない。おまけに居い候そうろうしていたセリカの邸てい宅たくは先の事変で消しよう滅めつ。今のグレンは豪ごう奢しやな屋や敷しき暮らしから一転、ホームレスだ。

「くっそ、セリカめ……何が〝私は所用で出かけてくるから、お前は屋敷が直るまでホテル使うなりなんなり好きにしろ〟だよ!?　この俺がホテル暮らしできる金なんざ持ってるわきゃねーだろ!?　この学院に来て以来、本っ当に、ロクなことがねぇな!?」

　グレンは忌いま々いましそうに、歯は嚙がみをするしかないが……

「だがまぁ、後期からは夢の生活が始まるんだけどな、俺……くっくっく……」

　そうほくそ笑みながら、懐ふところから石せき盤ばん形がたの魔ま導どう演算器を取り出していた。

「実は……俺は兼かねてから計画していた『Projectプロジエクト：G』をついに発動したのだッ！　この計画さえ成じよう就じゆすれば、俺は……俺はぁ……ッ！」

　そして、グレンは感極まったように立ち上がり、天に向かって叫さけぶのであった。

「働かずに、給料をもらえるんだぁあああああああああああああ──っ！」

　恐おそるべき計画──その名は『Project：G』。

　以前、とある魔ま術じゆつ工こう房ぼうから、グレンがセリカの金でこっそり購こう入にゆうした『複製人形コピー・ドール』と呼ばれる魔導人形。それをグレンの姿へと変身させ、その人形にグレンの行動パターンをインプット、全ての担当授業をその人形に任せ、自分はサボる──『Project：G』とは、グレンにとってはまさに夢のような計画。

　苦難を乗り越こえて成長した生徒達とは裏腹に、何一つ成長していないグレンであった。

「くっくっく……俺の行動パターンをコツコツ魔導プログラム化して、あの『複製人形コピー・ドール』に組み込んできた甲か斐いがあったぜ……ッ！」

　とはいえ、いきなり『複製人形コピー・ドール』に授業を任せるのは、色々と不安だ。

　それゆえに、今はテスト起動した『複製人形コピー・ドール』を、今、学院アリーナで開かれている緊急全校集会に参加させ、その動作確認をしている最中なのである。

　このテストが上手うまくいけば、〝働かずに給料をもらう〟というグレンの夢が一歩大きく前進することになる。

「先の戦いで、俺は生徒達あいつらに教えられた……困難な未来に挑いどむ強さをな。だから、俺も諦あきらめずに〝夢〟を追い続けてみるよ……輝かしい未来のためになッ！」

　苦難を乗り越えて成長した生徒達とは裏腹に、何一つ成長していないグレンであった。

「よーし、そろそろどうなったか、会場の様子を見てやろうか……？」

　グレンは手元の魔導演算器を、慣れた手つきで操作する。

　盤ばん面めん上に指でルーンをいくつか描えがくと、その表面に光の文字の羅ら列れつが躍おどった。

　今、大講堂で待機しているであろうグレンに変身した『複製人形コピー・ドール』……その魔導センサーが捉とらえた映像や音声を、この場で再生する機能を起動したのだ。

　令呪コマンドの起動に応じ、その石盤の上部に取り付けてあった結けつ晶しよう部分が淡あわく光り、その上の空間に四角い窓のような映像が投射される。

　映し出されたのは、今、緊急全校集会が行われている最中の学院アリーナ内の光景だ。

　広いアリーナ内には学院中の生徒達が、ぎっしりと集められ……奥の壇だん上じように一人の男が立っているのが、その投射された映像からわかった。

「ほう？　これが俺の代理、グレン人形が今、見ている光景か……って、ん？」

　グレンの目が、その映像に映し出された壇上の男に釘くぎ付づけになる。

「……あれ？　誰だれだ、こいつ？　……こんなやつ、この学院にいたっけ？」

　見慣れないその男の姿に、グレンが首を傾かしげていると。

　その男は、いきなりとんでもないことを、全学院生徒の前で告げ始めるのであった。

『唐とう突とつだが──諸君の学院長リック＝ウォーケンは昨さく日じつ、更こう迭てつ処分となった』

「……は？」

『本日から、このマキシム＝ティラーノがこの学院の学院長である。皆みな、心するように』

　しばらくの間。

　グレンは、その言葉の意味が理解できず、ただただ呆ぼう然ぜんとしていて──

「はぁあああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　理解が追いついた途端、素すっ頓とん狂きような叫びが空へと吸い込まれる。

　その投射映像内でも、このあまりにも唐突な人事に混迷を極める生徒達の姿が映し出されており──




　──また、学院を襲おそう新たな嵐の波乱が、幕を開けるのであった。








第一章　錯さく綜そうする思おも惑わく









　グレンの驚きよう愕がくから、少し時間は前後して──

「でも、このタイミングで集会だなんて……本当に唐突よね？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たのシスティーナが、右みぎ隣どなりのルミアにそんなことを囁ささやいていた。

　ここは学院アリーナ。

　本館校舎から南東に離はなれた場所に敷ふ設せつされていたため、先の戦火でも無事だったこの場所に、今、魔ま術じゆつ学院の全生徒達が、学年次、クラスごとに整列して集まっている。

　今朝、唐突に通達が下され、開かれることになった緊急全校集会の会場であった。

「そうだよね。今、前期末試験中なのに……何をやるんだろうね？」

　同じく、この待ち時間を持て余していたルミアが、システィーナの話に乗る。

「ねぇ、ルミア、システィーナ。……まだじっとしてなきゃいけないの？」

　いつも通り眠ねむたげな無表情ながら、どこか不満そうなリィエルもぼやく。

「ここ、つまんない。わたし……もう戻りたい」

「あ、あはは……頑がん張ばって、リィエル。後で苺いちごタルト買ってあげるから」

　ぶーたれるリィエルをなんとか宥なだめながら、ルミアは苦笑いするのであった。

　いつの時代も、いつの世代も、集会開始前の待ち時間の退たい屈くつさは異常だ。

　システィーナがふと周りを見回してみれば……

「マジで今日の集会、何やるんだろうな!?」

「う、うん……何か重大な発表があるって……気になるよね……」

「ひょっとして、前期末試験中止とか!?　あんな事件もあったばっかだしな!?」

「ふん、そんなわけないだろ」

「まったくもう……カッシュさんたら、嘆なげかわしい限りですわ」

　クラスメート達……カッシュ、リン、テレサ、セシル、ウェンディ、ギイブルらも、その謎なぞの緊急全校集会の内容についての様々な憶おく測そくを立て、場を弁わきまえず相談天国だ。

　そろそろ注意した方がいいかしら？　システィーナがそんなことを考えていると。

　不意にルミアが、つんつんとシスティーナの脇わき腹ばらを突つついてきた。

「どうしたの？　ルミア。何か気になることでも？」

「うーん、気にしすぎなのかもしれないけど……その……ちょっと見て？」

　困こん惑わくを顔に浮うかべたルミアが、そっと遠くを指さす。
















　そこには、会場内の壁かべ際ぎわに、他の講師達と一いつ緒しよに並ぶグレンの姿があった。

「グレン先生のことだけど……なんか、先生の様子……おかしくない……かな？」

「えっ？」

　よれたワイシャツにスラックス、しっぽ髪がみ……グレンの姿は、実にいつも通りだ。

　だが、少し気になるのは、グレンがやけに無表情で、ぴしっと背筋を伸のばし、手とかかとをきっちり揃そろえた直立不動の姿勢を取っていたことだ……まるで人形か何かのように。

「先生、朝までは普ふ通つうだったのに、今はやけに動きと表情が硬かたいような……？」

「うーん？　まぁ、いいんじゃない？　たまにはああして静かにしてくれなきゃ困るし」

　そんなことを、ルミアとシスティーナがひそひそ言い合っていると。

　壇だん上じようの方で動きがあり、それに応じて会場内がどよめいていた。

　一人の男が奥の壇上に上がり、ゆっくりと壇の中央に向かって歩いていくのが見えた。

「あ、そろそろ始まるみたい」

　一同が注視する中、その男は壇上中央に据すえられた講壇の前に悠ゆう然ぜんと立つ。

　初老の男性だ。入念に手入れがされた顎あご髭ひげ口髭と、整せい髪はつ料りようで整えられた豊かな髪かみが印象的である。首元に品の良いジュストコールを巻き、高級感あるスーツの上に洒落しやれたコートを羽織るその様は、まさしく上流階級の紳しん士しと呼んで差しつかえないだろう。

　だが、その切れ長の瞳ひとみは冷たく鋭するどく、眉み間けんによった皺しわが、どこか神経質で取っつきにくそうな印象をも見る者へ与あたえる。

（あれ？　見覚えない人ね。一体、誰かしら？　……学院関係者？）

　システィーナが、その男をまじまじと観察しながら物思う。

　周囲の生徒達も、その見慣れない男の登場を不思議に思ったらしく、ざわめきが波のうねりのように生徒間に伝でん播ぱし、次第に強まっていく。

（というか……リック学院長はどうしたのかしら？　普通、こういう集会で最初に挨あい拶さつをするのは学院長なんだけど……今日はお休み？）

　と、システィーナがそんなことを考えていると。

「諸君、静せい粛しゆくにしたまえ」

　その壇上に立った男が、口を開き──とんでもないことを言い始めた。

「唐突だが──諸君の学院長リック＝ウォーケンは昨さく日じつ、更迭処分となった」

　しん、と。その瞬しゆん間かん、微かすかなざわめきすら完全に死し滅めつした。

「本日から、このマキシム＝ティラーノがこの学院の学院長である。皆、心するように」

　静せい寂じやく、静寂、静寂……

　しばらくの間、その会場内を圧あつ倒とう的な静寂が支配して……そして。

「はぁああああああああああ──ッ!?　なんだそれ!?　聞いてないぞ!?」

「う、噓うそだろ!?　どうして、いきなりリック学院長が──っ!?」

　どぉっ！　と、会場内に爆ばく発はつ的な混乱と動どう揺ようが伝播していく。

　そんな大おお騒さわぎする生徒達を、その新学院長──マキシムは鬱うつ陶とうしそうに眺ながめ。

「黙だまりたまえッッッ！」

　やがて、猛もう烈れつな一いつ喝かつで黙らせていた。

　再び、しんと静まりかえった会場内を見回しながら、マキシムは断じた。

「君達に一言、言おう。よいかね？　先の騒そう動どうで、かつてアリシア三世女王陛下が創立したこの誇ほこり高き学院を、これほどまで損そん壊かいさせてしまったのは……ひとえに、諸君が根本的に無能なせいなのだ。今のこの有様は、諸君の怠たい惰だと惰だ弱じやくさが招いたのだよ」

　そんなマキシムの心ない物言いに、生徒達の間に苛いら立だちが、徐じよ々じよに立ちこめていく。

「この私が学院長を務めていれば、あんな下げ賤せんなテロリスト共に、こうもいいようにやられることなどなかっただろうに……まぁ、過ぎたことを言っても仕方ないがね」

　苛立ちの目を向けてくる生徒を、蔑さげすむように一いち瞥べつしながら、マキシムが宣言する。

「さて、繰くり返かえすが、この度たび、私が新たな学院長に就任する運びとなった。はっきり言って、この学院は旧きゆう態たい依い然ぜんとし、今の時代のニーズに沿っていない。この私が学院長に就任したからには、この化石のような学院体制を徹てつ底てい的てきに改革するつもりである」

　ざわつく生徒達を完全に置き去りに、マキシムは蕩とう々とうと熱っぽく語り始める。

　……さも自分こそが絶対的に正しいと確信したかのような表情で。

「諸君のごとき未熟者に、自主性も魔ま術じゆつ師しとしての知ち恵えも必要ない。諸君に必要なのは、有事の際、国に貢こう献けんできる確かな〝戦う力〟……魔術師の本質なのだよ。

　たかが学生の分際で、それ以外を追求するなど無む駄だで無意味。

　ゆえに、効率良く確実に魔術師としての力を育はぐくめる……そんな理想の学院へと改革することを、私は諸君に約束しよう。まずは──」

　そして、マキシムが語るその学院改革内容は──まさにとんでもない内容であった。

　総そう括かつすると……今の学院の教育方針を完全に武力至上主義へと転てん換かんし、魔術師としての武力の観点から役に立たない魔術・授業・研究は全すべて切り捨てる、とのことだ。

　当然、自然理学、魔術史学、魔ま導どう地質学、占せん星せい術じゆつ学、数秘術、魔術法学、魔導考古学……等々、魔術師としての武力に直結しない、多くの授業や研究が『仕分け対象』として槍やり玉だまに挙がり、それを専門分野とする講師や教授、生徒達が頭を抱かかえることになった。

　逆に、武力に直結する魔導戦術論や魔術戦教練などは、そのカリキュラムを大おお幅はば強化。

　さらに、帝てい国こく軍ぐんから派は遣けんされた戦術訓練教官を講師として招き、有事に備えた軍事訓練を今後の学院のカリキュラムに組み込こんでいくという。

　そして、極めつけは、マキシムの私し塾じゆくの教え子達を『模も範はんクラス』として、学年次ごとにこの学院へ編入させて特権身分とし、学院の生徒達は、この『模範クラス』を目指すべき目標かつ規範とし、全面的に服従することが強要された。

　まさに、改革とは名ばかりの、魔術学院を根本から破は壊かいする大暴挙であった。

「──以上である。この学院改革が、我らが帝国のさらなる飛ひ躍やくの足がかりとなるだろうことを、私は確信している。改革の本格的な施し行こうは来期からだが、諸君はこの改革を心して受け入れるように──」

　それは──唐突であり、当然の反応であった。

「なんだそれ!?　ふっざけんなぁああああああ──っ！」

「自分勝手もいい加減にしやがれ、このクソ野や郎ろうがぁああああ──っ!?」

　地じ獄ごくの釜かまをひっくり返したかのような騒そう乱らんが、会場内をうねった。

　我に返った生徒達や教師陣じんが、怒いかりに吠ほえくり返るのも無理はなかった。

　そして、この混迷を極めたまま、この重大発表に対する質疑応答の時間となり──

「納得がいきません」

　生徒会長リゼ＝フィルマーが立ち上がって発言をする。普ふ段だんのその物もの腰ごし穏おだやかで怜れい悧りな顔には、今や隠かくしきれない怒りが端はし々ばしに噴ふん出しゆつしていた。

「……マキシム学院長。一体、貴方あなたは何の権限があって、こうもこの学院を根本から破壊するような真似まねを行うのですか？　このような横暴が本当に許されるとでも？」

「君が音に聞く生徒会長のリゼ＝フィルマーだな？　ふん、言っておくが、今の理事会は全会一いつ致ちで私を支持している。やり手気取りの君の糾きゆう弾だんなぞ痛くも痒かゆくもないのだよ」

「……ッ！」

「精々覚かく悟ごしておきたまえ。生徒の自主性育成のために発足したという生徒会執しつ行こう部ぶ……この私が学院長となった以上、そんなものはいらん。即そく、叩たたき潰つぶしてしんぜよう」

　リゼはその眼鏡めがねの奥から鋭い瞳でマキシムを突き刺さすが……対するマキシムは自身の圧倒的優位を確信しているためか、どこ吹ふく風だ。

「ま、待ってくださいっ！　マキシム学院長！」

　続いて、学院の法医師セシリアも悲ひ壮そうな表情で挙手し、発言を始めた。

「先ほど、学院長が仰おつしやった仕分け対象に『法医術』関連も数多く入っていました……どうかご再考ください！　法医術とその関連法律の研究は、将来的に一いつ般ぱん市民が誰だれでも法医治ち療りようを受けられる法医院制度を作るため、とても重要な……」

「駄だ目めだね。現代の法医術は、効率的な軍事活動を支し援えんする上で必要十分な技術が、すでに確立している。ならば、これ以上、予算を使うのは無駄で無意味ではないかね？」

　そんなセシリアの必死の願いも、マキシムは無む慈じ悲ひに切って捨てる。

「そ、そんな……」

　がっくりと。セシリアは打ちひしがれたように、その場にくずおれるしかない。

　その後も、様々な反論が生徒・教師陣問わず噴出するが、マキシムはまるで聞く耳を持たない。どうあってもマキシムは、彼が構想する改革を成し遂とげるつもりのようだ。

　そもそも、反発する生徒や教師達が皆みな、自分の立場や利権を守るのに必死でバラバラ、足並みがまるで揃っていない烏う合ごうの衆しゆうだ。

「ちょっと、カリオス先生!?　貴方、自分の研究室だけ守ろうとして!?」

「なんだと!?　貴様の分野は優ゆう遇ぐうが確定しているだろうが!?　引っ込んでいろ！」

「そんな、私はただ──」

　むしろ、お互たがいに足を引っ張り合っているようでもある。

　これでは、マキシムほどのやり手にとっては思うつぼであろう。

（ふむ、やはりこの学院、御ぎよするのは容易たやすい……この私の敵ではないな……）

　そんな混こん沌とんとした集会場の様子を前に、マキシムがにやりとほくそ笑む。

　そして、そんな紛ふん糾きゆうする会場の一角で──

「……し、システィ……その、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　ルミアが、隣となりで青ざめて押おし黙るシスティーナへ、気き遣づかうような声をかけていた。

「……こんなことって……」

　システィーナはその整った顔立ちを、泣き出す一歩手前のように歪ゆがめている。

　先ほどマキシムが発表した仕分け対象の魔ま術じゆつ・研究に、システィーナが将来志すつもりであった魔導考古学も、当然入っている……無駄で無意味なものだと断じられて。

　つまり、今、彼女は夢を完全に絶たれてしまったのである。

「これから……一体どうなっちゃうの……私達……？」

　システィーナが固く目を瞑つぶって、震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめた……その時であった。




『ちょおっと、待ったぁあああああああああああああああああああああ──ッ！』




　混乱と喧けん噪そうにどよめく会場の暗雲を、一いつ瞬しゆんで吹き払はらう山やま嵐あらしのような叫さけびが上がった。

　そしてその叫びの主が、（どこかギクシャクした奇き妙みような動作だが）壇上に勇ましく躍おどり上がり……会場内の誰もが一いつ斉せいにその人物へ注目する。

　その人物とは──まったくもって予想通り。

　こんな絶望的な状じよう況きようでも、〝あいつなら、きっと何かしてくれるだろう〟と、その場の誰もが密ひそかに期待していた人物。

　先の戦いでは、空に浮うかぶ《炎ほのおの船》へ乗り込み、最強最悪の魔人を倒たおした、この学院きっての英えい雄ゆう的人物。それは──

「「「「ぐ、グレン先生──ッ!?」」」」

『へっ！　どこの馬の骨かわかんねーけどよぉ!?　俺達の学院で、好き勝手やろうたってそうはいかねえぞ、このハゲがぁあああああああああ──ッ!?』

　そう、グレン＝レーダスであった──




　その一方──中庭では。

「──って、おいぃいいいッ!?　なーにやっちゃってんの、あのクソ人形ッ!?」

　グレンが目を見開いて慌あわてながら、投射画像にかじりついている。

「いや、確かに超ちよう絶ぜつムカついてたから、公衆面前で、そう堂々とぶっちゃけてやりてぇええええッ！　とか、超思ってたけどよ!?　実際にやっちゃ駄目でしょッ!?　その人、権力者ぁああああああああ──ッ!?」




　──そんなグレンの遠き願いも空むなしく。

　グレン（複製人形コピー・ドール）は、妙みようにカクカクとした動きでマキシムの前へと歩み寄り……ずだんっ！　と、片足を講こう壇だんの上に乗せてマキシムに顔を寄せ、無表情で凄すごむ。

『はぁー？　より効率的で優れた人材を輩はい出しゆつするための改革？　そのための仕分け？　ぷっ、バカ言ってんじゃねーよ!?　てめぇのアホ改革でゴミ人材が量産されることが目に見えてるじゃねーか──っ！　お前、帝国に多大なる損失をもたらした国家反逆罪で死し刑けいだわ、だーっはっははははははははははははは──っ!?』

　無表情であるがゆえに、ウザさ三倍の笑いが、しんと静まりかえる会場内に響ひびき渡わたる。

「な……き、貴様……ッ!?」

『大体、模範クラスだって？　頭沸わいてんじゃねーの？　てめぇみてーな教育勘かん違ちがいしてるバカに教わってる哀あわれな連中より、このグレン＝レーダス超先生神様が教えてやった連中の方が、数億万倍デキるっての！　Do youドウーユー understandアンダスタン？』

　ここまで、どストレートに罵ば倒とう・否定されることは、さすがに予想していなかったためか、マキシムは呆気あつけに取られて硬こう直ちよくするしかない。

『とにかく、俺はお前なんか学院長だと認めねえ！　いーや断言するね、ここにいる全員がお前を学院長と認めねえ！　お家うちに帰ってママのおっぱいでも啜すすってろ、このハゲ！』

　そして、そんなグレン（人形）のひたすら勇ましい煽あおり音声に──

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」

　生徒達は諸もろ手てを挙げて大賛同、猛もう烈れつな歓かん声せいを送った。

「いいぞぉ、グレン先生──っ！　もっと言ってやれぇえええええええええ──っ!?」

「さすが、先生！　俺達にできないことを平然とやってのける──っ!?」

「そこに痺しびれる憧あこがれるぅうううううううううううう──っ！」

　先ほどの暗く重苦しい雰ふん囲い気きはどこへやら、マキシムというただ一人の仇きゆう敵てきを前に、今ばかりは、グレン肯こう定てい派も否定派も満まん場じよう一いつ致ちで団結し、大盛り上がりだった。

　利権や保身からではない。

　グレン（人形）の後先顧かえりみない、全力で体当たりな批判が皆の魂たましいを打ったのだ。

『なぁ、学院長（笑）サンよ！　ここは一つ、この学院を改革するか否いなか、魔ま術じゆつ師しらしく俺と決けつ闘とうで決めようぜ!?』

「「「「先生、超かっけぇええええええええええええええええええええ──っ!?」」」」

「おい、こら、学院長っ！　逃にげんじゃねーぞっ!?」

「そうだっ！　魔術師として、グレン先生と正々堂々勝負してやれぇ──っ！」

「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」




「ちょ、止めて、煽らないでぇええええええ──っ!?　俺、この学院にいられなくなっちゃうぅうううううううううう──っ!?」

　一方、グレンは投射映像にかじりつき、涙なみだ目めで叫んでいる。

「ちくしょおおお──っ！　下手に俺の人格データを組み込んでいたのが、完っ全に裏目だぁああああ──ッ！　そりゃ俺なら決闘そうするよな、前科あるし!?　ええい！　緊きん急きゆう停止令呪コマンドは、どうだったっけ!?　た、たたた、確か、こうだったかな──っ!?」

　グレンが魔導演算器の表面に、ごちゃごちゃと汚きたなく文字を書いていく──




「くっ……決闘だとぉ……ッ!?　わ、わかっているのかね!?　いくら君が一人で反発したところで無む駄だなのだぞ……ッ!?」

　グレン（人形）が作ったこの圧あつ倒とう的な反逆空気に、さすがに怯ひるんだマキシムが、大量の脂あぶら汗あせを額に浮かべながら必死に反論する。どんな豪ごう胆たんな者だろうが、ここまで大勢が一致団結して敵に回れば、恐おそれおののかない者はない。

「言っておくが、私の後うしろ盾だてがこの学院の理事会を完全に牛ぎゆう耳じっているのだ！　私がこの学院の全権を握っているのだよ!?　いくら君が……ん？」

　マキシムがふと見れば、グレン（人形）の動きが急に、びくんっと止まっていた。

　突とつ然ぜん、無表情で固まっているものだから、やたら怖こわい。

「な、何かね……？　君、一体どうしたのかね……？」

　そのまま、数秒の間を空けて。

　不意に、グレン（人形）が、再びギリギリ……と、無表情のまま動きだす。

　やたらギクシャクした動作で、グレン（人形）は手を伸のばし……マキシムの脳天をむんずと鷲わしづかみし……そのまま、その腕うでを頭上へ、ぴーんと垂直に振ふり上げた。

　すぽーん。

　その途と端たん、マキシムの頭から何かが、すっぽ抜ぬけていた。

「「「「…………あ」」」」

　その場に集つどう全すべての人間が、あんぐりと口を開いて呆ぼう然ぜんとした。

「……え？」

　マキシムが己おのれの頭を、恐る恐る撫なでる。

　つるつるすべすべとした感かん触しよくが、その手に伝わってくる。

　無表情で腕を振り上げたグレン（人形）の手には……マキシムが被かぶっていたカツラが無慈悲に握りしめられていたのだ──




「なんでそうなるのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　ガンガンガンガンッ！　グレンは魔ま導どう演算器をベンチに打ち付けまくっていた。

「ていうか、どんな令呪コマンドだよ!?　相手のヅラむしり取る令呪コマンドとか、一体、どんな需じゆ要ようがあったんだよ、この製作者はぁああああああああ──っ！」

　もうお腹なかがよじ切れ死ぬとばかりに笑い転げる会場の連中。それとは裏腹に、グレンはもう泣き叫わめきたい一心であった。

「ええええええいっ!?　クソッ!?　一刻も早く止めねーと……って、やっば!?　ヒビ入ってるじゃねーか!?　げっ!?　こっちからの令呪コマンド操作をまったく受けつけなくなっちまった!?　ああああああんっ！　もぉおおおおおお──っ！」

　壊こわれた演算器を放り捨て、グレンは号ごう泣きゆうしながら猛もうダッシュしていく──




「「「「ぎゃはははははははははははははははははははははははははは──っ！」」」」

　最も早はや、収まりきれぬ抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの台風が、会場中に疾しつ風ぷう怒ど濤とうの猛もう威いを振るう中──

「お、おのれぇ……問題教師だとは聞いていたがッ!?　よ、よくも、この私にここまで生いき恥はじをかかせてくれたねぇ、グレン＝レーダスぅうううううう──ッ!?」

　見事に輝かがやく不毛の脳天を必死に隠かくしながら（隠しきれてない）、マキシムは鬼おにをも殺せそうな形相でグレン（人形）を睨にらむ。

『へっ！　だったら、どうしてくれるっていうんだ？』

「ぐぅっ……」

　マキシムは沸ふつ騰とう寸前の頭で考える。

　グレンを御み旗はたに一いつ致ち団結して、自分に逆らいまくる生徒達を見み渡わたす。

　これは……駄だ目めだ。この生徒達は統制しきれるものではない。

　無論、自分の学院改革に際し、ある程度の反発が出るのは予想していた。

　だが、掌しよう握あくした理事会と後ろ盾の力を使い、就職先の推すい薦せんや金銭的援えん助じよなどの賄賂わいろをちらつかせて反発する生徒達を徐じよ々じよに懐かい柔じゆうし、切きり崩くずしていくつもりだった。

　自分にはそれができる自信があった。

　この学院を御ぎよせる、と本気でそう思っていた。

　だが、これでは、御する前に生徒達から解職請求リコールが出るのは目に見えている。

　理事会に手を回し、それを握にぎり潰つぶすのは可能だが、限度というものがある。

　ここまで生徒達が一致団結して一斉反発すれば、掌握した理事会の連中もいずれ折れざるを得ない。なにせ生徒達の両親の多くに有力貴族がいるのだ。誰だれだって我が身は可愛かわいい。

　その対策に各方面を懐柔、根回しするには、最早時間が足りなすぎる──

（こ、この男のせいでぇ……ッ!?）

　恐らく、反マキシム派の錦にしきの御旗となったこの男グレンがいる限り生徒達は反発を続け、マキシムがこの学院を完全掌握することは不可能なのだろう。

　まずは──この男を排はい除じよし、学院の連中の心を折るしかない。

　だが、免めん職しよくには、さすがにそれに足る正当な理由が必要だ。

　下手に無む理り矢や理り切れば、それこそ学院中が大反乱を起こす。

　死んだ英雄は生きている英雄より性質たちが悪い。

　ゆえに、グレンを誰もが文句なしで認める正当な手段で叩たたき潰さねばならない。

　幸いその手段は、他でもないグレンが提案してくれている。

　それを利用するしかない。

　マキシムがグレン（人形）に顔を寄せ、修しゆ羅らのごとく凄んで言った。

「いいだろう……そこまで言うならこの学院の行く末、決闘で決めようではないかッ！」

『ほう？　具体的にどうするんだ？　俺とガチでやり合うかい？』

「ふん、バカめ。これだから脳筋は困るよ。私と君でこの学院の行く末を決めるのだ……その方式は、教師としての指導力勝負が妥だ当とうではないのかね？」

　鼻を鳴らしてマキシムが吐はき捨すてる。

「さて、ここで少々話は変わるが、まぁ聞きたまえ。実はな……この私は、今回の改革の一いつ環かんとして、この魔ま術じゆつ学院に存在する『裏学院』を開放するつもりなのだよ」

　裏学院。

　その単語が出た途端、生徒や教師達の間に動どう揺ようが走った。

「裏学院さえ開放すれば、この学院はさらなる莫ばく大だいな区画を拡張することが可能。生徒数や講師の増員・増強、新たなる研究室や実験施し設せつの増設……裏学院の開放が、この学院にもたらす利益と発展は計り知れないのだよ」

「は……？　裏学院だって……？　あのアリシア三世の……？」

「でも、あの裏学院は、彼女の崩ほう御ぎよによって、『鍵かぎ』が失われて……」

　教師や生徒達が口々にそんなことを口走って、顔を見合わせ、呆然としていた。

　裏学院……この学院に在ざい籍せきする者ならば、誰もが知っている言葉だろう。

　このアルザーノ帝てい国こく魔術学院の校舎……その一つ次元の壁かべを越こえた裏側の世界、異界空間に作られた、もう一つの学院校舎。

　それが──『裏学院』。

　アルザーノ帝国の第十三代女王であり、アルザーノ帝国魔術学院の創立者、初代学院長でもあったアリシア三世が、この魔術学院のさらなる発展を願って作っていたもので、この表の学院校舎とは比ひ較かくにならないほど、広大な区画を備えているらしい。

　だが、ついに裏学院が完成した……そんな時、アリシア三世が突然の崩御、その裏学院へ出入りするための『鍵』が失われてしまうという、まさかの事態に陥おちいってしまう。

　その『鍵』が失われた後、様々な魔術師が、別次元の異界にある裏学院へアクセスを試みたが、徒労に終わり……計画は凍とう結けつ・破は棄き。

　裏学院は、幻まぼろしの校舎と成り果ててしまったのである。

「ふっ。だが、見つかったのだよ、その『鍵』が」

　マキシムが懐ふところから、一冊の古ぼけた手記を取り出し、胸を張った。

「これは私が先日入手した『アリシア三世の手記』……そう、アリシア三世の失われた二十四冊目の手記なのだッ！　この手記こそが裏学院への『鍵』だったのだよ！」

　途端、会場内全ての人間が絶句した。

　アリシア三世の二十四冊目の手記──帝国大図書館が莫大な賞金すらかけている激レア稀き覯こう本ぼんではないか。

　ざわ、ざわ、ざわ……生徒達は、まるで冗じよう談だんのような話に動揺を隠せない。

「さて、話を戻もどそう。魔術師としての力を手っ取り早く証明する戦せん闘とう方式は何か？　決けつ闘とう戦かね？　魔導兵団戦かね？　否いや、私は『生存戦』だと思っておる。戦闘能力、状じよう況きよう判断力、継けい戦せん能力……生存戦は魔術師としての武の力の全てを試されるからだ。

　だが、信しん頼らい性せいある生存戦を行うには広大な競技フィールドが必要……生存戦を行うに適した敷しき地ちはなかなかないものだ。つまり……私が言いたいことがわかるかね？」

『はっはーん……裏学院か？』

　無表情に答えるグレン（人形）に、マキシムがにやりと笑った。

「その通りだ。模も範はんクラス……私が指導した生徒達と、君が指導した生徒達で、裏学院のお披ひ露ろ目めも兼かね、そこで生存戦の決闘勝負というのはどうかね？」

『…………』

「日時は、そうだな……後から文句を言われても面めん倒どうだ。今、行われている前期末試験が終わる二週間後としよう。万が一にもありえないが、もし、その生存戦で、君の生徒が私の生徒に勝ったなら、君の無礼は不問にし、私の学院改革も取り下げてやろう」

　途端、グレンのクラスの生徒達が、歓かん声せいを上げて盛り上がる。

「よっしゃ、望むところだぁあああーッ！　先生、俺達に任せろぉおおおお──ッ!?」

「ええ！　わたくし達、絶対その勝負に勝って、この学院を守りますわ！」

「ああ、そんなハゲにこの学院を好き勝手されてたまるかよぉおおおお──ッ！」

　だが──

「しかし、君の生徒が負けるのであれば……それは私の教育方針と指導が〝正しい〟ことの証明に他ならない。その時は当然、私の学院改革は推進……愚おろかにも〝間ま違ちがった〟指導をしていた君には、その責任を取って辞表を提出してもらおうか」

　マキシムのその言葉に、今まで浮うわついていた会場の雰ふん囲い気きが一気に凍こおった──

「こうまで公然と私を侮ぶ辱じよくしたのだ。そのくらいはやって貰わねば、私の腹の虫は治まらんよ。無論、今、この全教職員生徒の前で、私に謝罪して頭を下げ、決闘の申し出を取り下げるならば、全てを水に流してやってもいい……さて、どうするかね？」

　何やら話がとんでもないことになってきた……

　会場の誰もが息を吞のんで、グレンの動向を見守っていた……その時であった。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　妙みような叫さけび声と共に、何者かが壇だん上じようを目指し、猛もう速度で生徒達の間を駆かけ抜けていって──何かを壇上へ向かって投げると。

　ぼんっ！

　グレン（人形）がいる壇上に、突とつ然ぜん、猛もう烈れつな煙けむりが巻き起こった。

「な、なんだぁ!?　煙えん幕まく!?」

「ぬおっ!?　い、一体、誰がッ!?　げほごほっ!?」

　生徒達やマキシムの悲鳴と共に、壇上はあっという間に煙幕に覆おおい尽つくされ……

「えええいっ！　このドグサレ人形が、余計な真似まねしくさりやがってぇ──っ!?　このっ！　このっ！　このぉおおおおおお──っ！」

　どかっ！　ばきっ！　ぐしゃっ！　どがっしゃああああああんっ！

　煙幕の向こう側で、何者かの涙なみだ声ごえじみた叫びと何かを叩き壊す音が盛大に響ひびき渡わたって。

　やがて……煙幕が晴れると。

「はぁー……、はぁー……、はぁー……」

　どこか、くたびれて、憔しよう悴すいしきったような様子のグレンと。

　その足あし下もとに、バラバラになった木偶でく人形のガラクタが四散していた。

　言うまでもないが、そのガラクタの正体は元・グレン人形。破は壊かいすることで、光操作の幻げん影えいによる変身機能魔術が解け、元の無機質な木偶人形に戻ったわけである。

「グレン君……な、何かね？　その足下に散らばる妙なガラクタは？　な、なんか、そのガラクタ、急にそこに出現したような……？」

　さすがのマキシムも訝いぶかしんだような半眼で、ガラクタを一いち瞥べつするが。

「ああ──っ！　まったく、ここって掃そう除じがなってないっすよねぇ──っ!?　こぉんなにゴミ散らかしっぱなしで放置しちゃってさぁ──っ!?　生徒達のそーゆー杜ず撰さんなトコは、改革が必要ですよねぇえええええ──っ!?」

　グレン（本物）が、あさっての方向を向きながら、片足でひょいひょいと人形のガラクタを蹴けって、壇上の端はしへ送った。

「あ、あのぉー、俺とアンタの生徒達で決闘……生存戦やるって話っすけどぉ……？」

　媚こびへつらうような笑いを浮うかべながら、恐おそる恐るマキシムの顔色を窺うかがうグレン。

　正直、ゴメン被こうむりたかった。

　負けた場合のペナルティも嫌いやだが、そもそもマキシムの〝教え子〟とは──

（俺がプライドを投げ捨てて、頭を下げて丸く収まるなら早はえぇんだけどなぁ……）

　プライドを投げ捨てるのは、グレンの大得意技だ。それ自体は特に問題ない。

　だが、グレンがちらりと自分のクラスの生徒達を振ふり返ると。

「せ、先生……ッ！　お、俺達は……ッ！」

　グレンのクラスの生徒達は、複雑な表情でグレンを見つめている。

　なにせ、この勝負にはグレンのクビがかかるのだ。下手なことなど言えない。

　生徒達としては無論、この学院を、自分達の居場所を守るためにマキシムと戦いたい……生徒達の縋すがりつくような目が、何よりも雄ゆう弁べんにグレンへそう訴うつたえかけている。

　されど、グレンにそこまでの重責を背負わせるわけにもいかない……ゆえに、どうしたらいいのかわからない……そんな表情だ。

「…………」

　グレンは、自分の生徒達の顔を順々に見回していく。

　将来、祖父の夢を継ついで魔ま導どう考古学を究めたいと笑顔で語るシスティーナ。

　将来、魔術を真の意味で人の力にしたいと決意したルミア。

　まだ何がやりたいかわからないけど、それをゆっくり探したいと言うリィエル。

　無論、彼女達だけではない。

　故郷に錦を飾かざりたいカッシュ、実力でこの国でのし上がりたいギイブル、貴族として一人前になりたいウェンディ、魔術を商売に役立てたいテレサ、とにかく知識を身につけたいセシル、自分が胸を張れる何かになりたいリン……

　この魔術学院で生徒達が魔術にかける夢は十人十色だ。

　かつて夢を失ったグレンにとっては、眩まぶしいほど輝かがやく夢達なのだ。

　この学院がマキシムの改革を受け入れるということは……その十人十色の夢のほとんどが、完かん膚ぷなきまでに破壊されてしまう、ということだ。

　それだけではない。

　なんだかんだで、生徒達にとってこの学院は、仲間達が一いつ緒しよに切せつ磋さ琢たく磨まして、時に笑い合い、時に泣き合う……そんなかけがえのない場所なのだ。

　マキシムは手前勝手な教育理念で、それを踏ふみにじろうとしている。

　なるほど。ここでグレンが頭を下げれば、自分のクビは守れるのだろう。

　だが──その時、自分が本当に守りたいものはどうなるのか？

「……………………」

　固かた唾ずを吞んで、全校生徒がグレンの挙動を見守る中。

　グレンはしばらくの間、押おし黙だまり……自分に集まる全すべての視線を、半眼で受け止め……やがて、マキシムに振り返り、きっぱりと言った。

「……いいぜ？　俺のクビ……お前らに、預けた！」

　グレンは不敵な笑みを浮かべながら、ゆっくりと左手に嵌はめた手て袋ぶくろを外して……

　すぱぁんっ！　それをスナップを利きかせ、マキシムの顔面へ全力で叩たたき付けていた。

「うぐ!?」

「へっ、後こう悔かいするぜ（俺が）!?　覚かく悟ごしておくんだな（主に俺）!?　てめぇは、この俺が……いや、俺達がぶっ潰つぶしてやるッッッ！（願望）」

　その瞬しゆん間かん。

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」

　全ての生徒達が、諸もろ手てを挙げて、グレンに歓声を送る。

　グレンの尊い覚悟に、誰だれもが感動の涙なみだを禁じ得なかった。

　そして、会場を支配する猛烈なグレンコール……

「せ、先生……マジかよ？　本当にいいのか？　俺達に任せてくれるのか……？」

「僕達のために……？」

　カッシュも、セシルも。

「ええ、なんとなく……そんな気はしてたんですの……」

「そうですね。私達がやめてくださいと言っても、あの方はきっと私達のために……」

「くそっ……あの馬ば鹿か講師、また、一人で格好つけて……ッ！」

　ウェンディも、テレサも、ギイブルも。

　学院を守るために、己が身を捧ささげたグレンの背中を、ただ神しん妙みように見つめるしかなく。

「せ、先生……また私達のために、自分の身を切って……本当に馬鹿なんだから……どうしてなのよ……？　どうして、先生はいつもいつも……」

「駄だ目めだよ、システィ……先生は、私達のために立ってくれたの……もう、私達にできることは先生を信じて、この戦いに勝つことしかないんだよ……」

「ん、わたし達……負けない。わたしにはよくわからないけど」

　システィーナも、ルミアも、リィエルも。感極まったように、そんなグレンの後ろ姿をただじっと見つめ……決意を新たにするしかなく。

（……どうしてこうなった？　あれ？　来期からサボって給料もらう夢の生活……？）

　感動渦うず巻まく大だい歓かん声せいの中。

　やたらカッコいい決めポーズのグレンは、心の中でさめざめ涙を流すのであった。




　そして、そんな風に沸わき立つ会場の一角、壇上の反対側の壁かべ付近に。

「……ふん。相変わらずバカな男」

　一人の娘むすめが腕うで組ぐみをして壁に背を預け、ぼそりと呟つぶやいていた。

　学院の女性用講師服を身に纏まとった、二十歳はたち前ほどの娘だ。燃える紅こう炎えんのような髪かみと凍こおりつくような美び貌ぼうを持つその娘は、呆あきれたような冷めた目で、グレンを遠く眺ながめていた。

「さて……この学院で、貴方あなたは私に何を見せてくれるのかしら？　グレン」

　そう言い残して。

　その娘は、くるりと踵きびすを返し、沸き立つ会場を後にした。




　そして、奇くしくもその同時刻──

　集会場から離はなれた、学院附ふ属ぞく図書館──その地下書庫最さい奥おうの最奥。

　そのあまりの蔵書の多さに、学院側もどこに何の蔵書があるのか把は握あくしきれていない封ふう印いん区画にて。

　一片の光差さぬ暗くら闇やみと、古書特有のすえた匂においが支配するその場所には、見上げるほど巨きよ大だいな書しよ架かが、まるで巨大迷宮のように膨ぼう大だいな数、入り組んで並んでいて。

　その誰も立ち入れないはずのその一角に。

　一人の少女の姿があった。

「なるほど。……ついに、彼女が動きだした……そういうわけですね」

　漆しつ黒こくの闇やみの中、書架に背を預けて佇たたずむ少女が、静かに目を開く。

　そして、少女は自分の両の掌てのひらを見つめ、握にぎったり開いたりしながら、ぼそり呟く。

「やはり、私の力と行動は制限されている……けど、やるしかないわ」

　そんなことを、誰へともなく呟いて。

　少女は、暗闇の中を、ただ一人、静かに歩き始める。




　今、様々な思おも惑わくが、この学院で動き始めていた──








第二章　墜おちた《魔ま術じゆつ師し》









　学級都市フェジテから北へ、駅馬車で四日、早馬で二日ほどの距きよ離りに。

　城じよう壁へきに囲まれた帝てい国こく最大の都市、帝都オルランド──アルザーノ帝国の首都はある。

　その帝都の中央には、女王陛下の居城であり、帝国における政務の中心地である、フェルドラド宮きゆう殿でんが存在する。

　今、その宮殿の一室で、帝国の事実上の最高決定機関たる『円えん卓たく会かい』の会議が行われていた。

　部屋の中央に据すえ置おかれた円卓、そこに現女王であるアリシア七世と、王室に忠誠を誓ちかう十二名の会員が席に着き、今後の国政について熱心に議論を行っている。

　会員達はその誰しもが、帝国を支える軍・政財界の重要人物であり、皆みな、歳月を経て得た経験に裏打ちされた威い厳げんと風格を持つ、海千山千の猛も者さ達ばかりであった。

「──以上が、エルミアナ元・王女殿でん下かに関する情報統制と処置の結果です」

「ご苦労様です」

　報告を受け、アリシア七世が素っ気なく応じた。

「異能者ということは割れてしまったようですが……王家の出という素性が、信しん頼らいに足る者達の間でのみの共有に収まったことは幸いでした」

「……ということは？」

「ええ。情報規制を強化しつつ、引き続きエルミアナを学院に封ふうじてください。彼女には件くだんの組織を釣つる餌えさとしての利用価値がまだありますから。処分するよりそちらの方が、国益に繫つながるでしょう。けど、もし素性が割れたその時は……わかりますね？」

　そのアリシア七世の冷れい徹てつな目と言葉に、海千山千の会員達の背筋に寒気が走った。

（陛下……）

　単眼鏡の老ろう紳しん士し──女王府官かん房ぼう長官グラッツ＝ル＝エドワルド侯こう爵しやくは、形だけでもそう言わねばならないアリシア七世の心中を察し、痛ましげに表情を歪ゆがめた。

「それでは、次の議案を」

「……は」

　すると、軍服に身を包んだ赤毛の男が立ち上がった。

　この場に集つどう猛者達の中でも一際大きな存在感と威い圧あつ感かん、威厳を放つ男だ。

　油断も隙すきもない巌いわおの表情、顔に刻まれた向こう傷、胸元にある無数の勲くん章しようが、彼がくぐり抜ぬけてきた数々の修しゆ羅ら場ばを証明していた。

「私からの議案は、手元の資料の通り兼かねてから提案していた──」

「イグナイト卿きよう……貴公はまた、軍拡を主張されるか！」

　途と端たん、エドワルド卿はうんざりだとばかりに、書類の束を卓たくに叩き付ける。

「今、軍事費がどれだけ国庫を圧あつ迫ぱくしているか、貴公ならば当然、ご存じだろう!?」

　だが、その男──女王府国軍大臣兼けん、国軍省統合参さん謀ぼう本部長アゼル＝ル＝イグナイト公こう爵しやくは、悠ゆう然ぜんと応じた。

「わかっていないのは貴様だ、エドワルド卿。かつて、《ワルドの金きん獅じ子し》と呼ばれた貴公も随ずい分ぶんと老いたようだな」

「な、なんじゃと!?　もう一度言ってみい、若造!?」

「昨今の世界情勢を鑑かんがみるがいい。特に、我らがアルザーノ帝国と、かの忌いまわしきレザリア王国との、古来連綿と続く確かく執しつを」

　アルザーノ帝国と、その隣りん国ごくであるレザリア王国。

　この二国家こそ、北セルフォード大陸の覇は権けんを争う二大国家である。

　領土は左さ程ほど大きくないが、進んだ文明と優れた魔ま導どう技術・工業技術を国家の主幹とし、国全体が王家を中心に一いつ致ち団結して高い政治力を持つアルザーノ帝国。

　広大な領土を利用した第一次産業を国家の主幹とし、宗教戦争で併へい合ごうした様々な人種を聖エリサレス教によって統一し、聖エリサレス教会を中心に全てが動くレザリア王国。

　その二つの国家の国力は、今、完全に拮きつ抗こうしている状態だ。

「お忘れか？　アルザーノ帝国王家の始祖は、隣国のレザリア王国王家の系けい譜ふに連なっている。それゆえ、帝国と王国は、互たがいの国家の統治権について常に対立してきた。

　さらに帝国王家の統治正統性を保障する我らが帝国国教会を、レザリア王国を事実上支配する聖エリサレス教会教皇庁は異い端たん認定しており、両教会の関係も非常に悪い……」

　帝国国教会と聖エリサレス教会。

　元々はまったく同じ『エリサレス教』から、二つに分かれた宗教組織だ。福音主義のバルディア派（新教）と、儀ぎ式しき・礼拝（典礼行こう為い）に重きを置くカノン派（旧教）。

　前者を奉ほうずるのが帝国国教会、後者を奉ずるのが聖エリサレス教会である。

　ざっくばらんに言えば、神と聖書さえ敬えばそれで良いというスタンスで戒かい律りつも緩ゆるく、他宗派とも共存できるのが前者。神と聖書には絶対服従すべきだというスタンスで戒律も厳しく、他宗派とあらば殺してでも排はい除じよに動くのが後者だ。

「レザリア王国は、様々な国や民族を、宗教戦争によって併合し、巨大化していった歴史を持つ。その多種多様な人種を、信しん仰こうによって辛かろうじてまとめ上げている。彼奴きやつ等は王国とは名ばかりの、事実上、聖エリサレス教会が支配する巨大宗教国家なのだ」

「そんなことは、ここにいる誰もが知っておる！　それと軍拡とどういう関係が──」

「かの教会の支配に限界が来ている……そう仰おつしやりたいのですね？」

　事実のみを淡たん々たんと確認するアリシア七世の言葉を受け、イグナイト卿が言葉を続ける。

「御ぎよ意いの通り。最も早はや、信仰心で民を支配する時代などとうに終わっている。近年、かの王国では、元々バラバラな国民達からついに不満が噴ふん出しゆつし始めた。

　だが、かの国の王家の権けん威いはすでに失しつ墜ついしており、レザリア王国はたちまち内部分ぶん裂れつの危機だ。しかし、かの教会は四十年前の奉神戦争時代の権勢が忘れられぬと見える」

　そして、イグナイト卿が円卓会の会員達を見み渡わたして、仰ぎよう々ぎようしく言った。

「……ここまで話せば、諸兄らもおわかりだろう？」

「なるほどねぇ。バラバラな味方を一つに纏まとめるにゃ、敵の存在……それも明確に大義名分を掲かかげられ、おまけに適度に強敵で、適度に勝てそうな敵を作るのが一番だ。はっはーん……教会の連中、まーた、俺達に目ぇつけ始めたってわけかい？」

　派手な伊達だて姿の傾かぶき老人──帝国老舗しにせマフィア『西マハード会社』を牛ぎゆう耳じるルチアーノ家現当主エイブラム＝ルチアーノ騎き士し爵しやくがおどけて言った。

「その通りだ、ルチアーノ卿。連中は我が国に対して統治権、異端認定……掲げられる大義名分が山とある。莫ばく大だいな利益を生む西マハード大陸との貿易海路確保の意味でも、我が国を併合する経済戦略的意味は大きい。

　王国民への反はん帝てい国こく教育も徹てつ底ていしており、戦争を吹ふっかけ、国民の不満の矛ほこ先さきを向けさせるには、我が国は最善の相手だ。昨今、彼かの国の帝国に対する政治的圧力の背景はまさにそれだ。……違ちがいますかな、女王陛下」

「……ええ、イグナイト卿の言う通りです」

　神しん妙みような表情で、アリシア七世女王陛下が言った。

「近年、レザリア王国は露ろ骨こつに武力を背景にした外交戦略を我が国に取っています。今は王国側の穏おん健けん派は有力者と密ひそかに連れん携けいして、これをいなしていますが……第二次奉神戦争勃ぼつ発ぱつの危機は、残念ながら年々高まっていると判断せざるを得ません」

　かの聡そう明めいな女王陛下の判断に、会員達の間に微かすかな動どう揺ようが走る。

「ふっ。聞いたろう？　女王陛下の御お言こと葉ばを。だからこそ、我々はそのいざという時のために今から備えておく必要がある」

「し、しかし──ッ！　貴公ら武断派……最近、図に乗りすぎではないですかな!?」

　イグナイト卿の言葉に、あくまでもエドワルド卿が食い下がる。

「イグナイト卿……貴方を筆頭とする最近の武断派の横暴は目に余る！　先日、教導省の貴方あなたのシンパも暴走し、強引な富国強兵策・教育改革を断行、マキシム＝ティラーノという極きよく端たんな武力至上主義者をアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の学院長へ就任させるという無む茶ちや苦く茶ちやな人事を行ったそうではないかっ！　それというのも、貴方が──」

　だが──

「私は、イグナイト卿の判断を支持する」

「同じく。イグナイト卿の仰る通り、隣国への対策は必ひつ須すでしょう」

「それに、多少強引だが、その教育改革は我が国にとって必要なことではないかね？」

　つい最近、この円卓会に入会した会員達から、たちまちイグナイト卿を支持する声が上がった。その数、メンバーのちょうど半数。

　帝国政府には、様々な派は閥ばつが存在するが、大きく分けると国軍省や強きよう硬こう派議員を筆頭とする『武断派』と、魔導省や穏健派議員を筆頭とする『文治派』に分かれている。

　彼ら武断派の目的は明確だ。

　さらなる富国強兵策の推進──そしてあわよくば、レザリア王国との開戦と、かの国の併合──魔術学院の方針転てん換かんはその第一歩だと言えよう。

「き、貴公ら、わかっているのか!?　これ以上の軍拡は、経済の破は綻たんを招きかねないのだぞ!?　それにアルザーノ帝国魔術学院は、かの偉い大だいなる第十三代女王アリシア三世が創立した、我が国が世界に誇ほこる伝統の──」

　エドワルド卿が厳然と反対するが──

「……致いたし方ありません。この一件、イグナイト卿の意向を汲くみましょう」

　観念したように、アリシア七世が息を吐ついた。

「へ、陛下……ッ!?　しかし、それでは……」

「今は本当に大事な時期なのです。武断派と文治派で争っている場合ではありません。それに……歴代女王でもっとも聡明と謳うたわれたアリシア三世ならば、この国難に際し、学院の方向転換をきっとお許しになることでしょう」

「くっ……」

　アリシア七世の判断と決定に、エドワルド卿が痛ましそうに押おし黙だまる。

　恐おそらく平時であれば、女王はイグナイト卿を筆頭とする武断派を、その卓たく越えつした調整手しゆ腕わんで押さえ込こむことができるだろう。

　だが──今の女王は、レザリア王国との外交調整と根回しに忙ぼう殺さつされている。国内の派閥争いの調停まで、とても手が回らない。

　イグナイト卿もそれを理解して、ここぞとばかりに自分に有利な方策を差し込んできているのだ。

　この状じよう況きようを女王の無能・怠たい慢まんとあざ笑うことは誰だれにもできない。

　女王の外交手腕がなければ、帝てい国こくはもうとっくの昔にレザリア王国と戦争状態だ。

（それにしても、なぜだ……最近はなぜ、こうもイグナイト卿の……武断派の思おも惑わく通りにことが進んでしまう……ッ!?　これではあまりにも……）

　エドワルド卿が己の無力感に打ちひしがれていると。

「あっははははは──っ！　いやぁ、さすがだなぁ、イグナイト卿！　見事な手腕だ。そりゃこの状況じゃ、アリシアちゃんも、お前さんの案を無視できんだろうさ」

　楽しそうに声を張り上げるルチアーノ卿がいた。

「ルチアーノ卿。女王陛下の御おん前まえぞ。口を慎つつしめ」

「おっと、失敬失敬。何せ、一応貴族の肩かた書がき貰もらっちゃいるが、基本ウチはヤクザもんでねぇ、育ちが悪い。多少の無礼は許してくれや、エドワルド卿よ」

　そうおどけて、ルチアーノ卿は一いつ瞬しゆん、アリシア七世を流し見る。

「…………」

　それを受けて、アリシア七世が無言で目配せすると、ルチアーノ卿はにやりと笑って……イグナイト卿に向き直った。

「さて、イグナイト卿よ。お前さん、最近、随分とお手て柄がら続きよなぁ？　先のフェジテ最悪の三日間……その時、お前さんはフェジテそっちのけで自ら軍を動かし、天の智ち慧え研究会『急進派』に繫つながっていた円えん卓たく会かいのメンバー……三大公爵家の一角、アンドリュー＝ル＝バートレイ公爵を、その証しよう拠こ引っつかんで捕とらえたよなぁ？」

　押し黙るイグナイト卿へ、ルチアーノ卿がまくしたてる。

「勢い余ってバートレイ卿はブッ殺しちまったが、さすが、前《紅焰公ロード・スカーレツト》にて、現帝国軍の大だい元げん帥すい様……今や、アンタは帝国の大だい英えい雄ゆうだ」

「…………」

「で、『文治派』の最有力者だったバートレイ卿……噂うわさによりゃ、奴やつこさん『蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ』なる闇やみ組織をも運営してたとも聞くが……まぁ、死人に口なし。今となってはその真相は闇の中だ。

　重要なのは、バートレイ卿が失しつ脚きやくし、そのシンパが軒のき並なみ芋いもづる式しきで捕ほ縛ばくされたせいで、政府内での『文治派』の立場と発言力は下がり、『武断派』が完全にハバを利きかせるようになりやがったってこった。

　バートレイ卿らの後あと釜がまに円卓会や議会に入ってきた連中も、謀はかったように全員『武断派』……いわば、お前さんの子飼いさ」

「……何が言いたい？　ルチアーノ卿よ」

「どーも都合、良すぎねえか？　お爺じいちゃん、そう思うんだが？」

　厳いかめしい表情で睨にらみ合うルチアーノ卿きようと、バートレイ卿。

「なぜだ？　なぜ、お前さんはバートレイ卿と天の智慧研究会の繫がりを看破できた？　しかもフェジテ最悪の三日間……帝国政府としても、先の事件に不安を抱いだく国民の士気高こう揚ようのため、お前さんの英えい雄ゆう的てき功績を大がかりに公表せざるを得ない、あまりにも最高すぎる、デキすぎたタイミングで、バートレイ卿を捕らえることができた？」

　しん……ルチアーノ卿の問い詰つめに、会場が静まりかえる。

「なぁ、イグナイト卿よ」

　ルチアーノ卿が、ぼそりとイグナイト卿に問いかける。

「おいちゃんさぁ、ボケかけた足りない頭で必死に考えたんだけどよぉ？　……もし、万が一、帝国うちと王国れんちゆうが戦争うっちゃらかすとして……誰が一番得するかねぇ？」

「…………」

「あーらあら一見、誰も得しなさそうだが……そういえば、イグナイト公こう爵しやく家けってよぉ……帝国王家の遠とお縁えん……いわば、分家筋ってやつだよなぁ？」

　ルチアーノ卿の発言が円えん卓たく会議室内を凍こおらせる。動揺と困こん惑わくを走らせる。

　だが、当のイグナイト卿は、まったく動じず……平然と無言を貫つらぬくだけだ。

「なぁ、イグナイト卿……お前さん、何か妙みような野心を抱いちゃ……」

　ルチアーノ卿の目が信じられないほど冷たく鋭するどくなりかけた……その時だ。

「お止やめなさい、ルチアーノ卿」

　アリシア七世が、ルチアーノ卿を一いつ喝かつする。

「イグナイト卿は、帝国に仇あだ為なす逆臣バートレイ卿を捕らえ、我々の宿敵たる天の智慧研究会に多大なる損害を与あたえ、我らが帝国に大いなる貢こう献けんを果たしたのです。憶おく測そくだけでその戦功を貶おとしめるのは、この私、アルザーノ帝国女王が許しません」

「おっと、おっと、すまねぇ、アリシアちゃーん。いやぁー、年寄りは疑うたぐり深くなっていけないねぇ……反省反省っと……」

　おどけるルチアーノ卿を尻しり目めに、アリシア七世は会する一同を見回して神妙に言った。

「皆みなさん。これからの帝国は、隣りん国ごくへの対応も含ふくめ、大変難しい時期となるでしょう。こんな時だからこそ、我々は一いつ致ち団結し、この国難に当たらなければならないのです……帝国に住まう全すべての国民の未来のために。

　今まで帝国に尽つくしてくれたバートレイ卿の裏切り……大変痛ましい事実はありましたが、それでも我々は歩みを止めるわけにはいきません。これからもこの帝国のため、この未熟な私に皆様の力ちから添ぞえを、どうかよろしくお願いします」

　そう言って。アリシア七世は、あえて自ら殊しゆ勝しように頭を下げることで、場の不ふ穏おんな空気の一切を払はらってしまう。

　そして、女王の帝国の未来を一心に思うその心と姿に、文治派も武断派も関係なく、女王に対する忠誠をより強固なものにしていくのであった──




（ふん……さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかぬか）

　今回の円卓会議も無事に終しゆう了りようして。

　その帰路、帝てい都とに構えた邸てい宅たくへ向かう馬車の中、イグナイト卿は物思う。

（あの、ルチアーノ卿の振ふり……恐らくはアリシア七世の指示か。円卓会の女王に対する心証を一切下げることなく、この私に釘くぎを刺さしたというわけだ）

　女王が直接、イグナイト卿に釘を刺せば、武断派から女王への反発が生まれてしまう。

　そこで敢あえて、外様家臣のルチアーノ卿……まったく、とんだ女め狐ぎつねである。

（それにルチアーノ卿……アレも決して女王の掌てのひらの上でただ踊おどるような男ではない。全てを知って、あえて知らぬ体ていで踊ってみせるタイプ……実に厄やつ介かいな男だ）

　最大の政敵、バートレイ卿は始末したが……やはり、帝国の機関部を裏から支える海千山千の猛も者さ共。油断すれば、即そく座ざに喰くわれ、地に落とされるだろう。

　だが──

（私は勝つ。必ずや、女王を……円卓会を出し抜ぬいてみせる）

　そろそろ薄うす々うす何かを感づかれるであろうことは、最初から織り込み済みだ。

　ここからは、より慎しん重ちような行動が必要だろうが……問題ない。万事は手の内にある。

（私には、イグナイト家として果たさねばならない『大義』がある。破は滅めつに向かうこの国は、今の温ぬるい女王や円卓会では到とう底てい救えぬ。この帝国を救えるのは、強き意志を以もつて血を流し、流させる覚かく悟ごを持つ者……我らイグナイトだけなのだ）

　イグナイト卿は懐ふところに手を入れ……そっと、それを取り出す。

（今は雌し伏ふくの時……力を蓄たくわえる時。そのために、バートレイ卿の《蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ》も、この私が接収した。軍内の私の派閥も盤ばん石じやくとなりつつある。抜かりはない。何者にも私の邪じや魔まはさせぬ。全てはイグナイトの……そして、この帝国の未来のため……ッ！）

　その手に握にぎられていたのは──一本の赤い鍵であった──




　──カオスの宴うたげでしかなかった学院集会が終わった後。

　魔ま術じゆつ学院校舎の裏庭にて。

「ああ、ちっくしょう……一体、どうしてこんなことになったんだ……？」

　グレンは、校舎の壁かべに背をつけて空を仰あおぎ、一人ぽつんと嘆なげいていた。

　そこは日ひ陰かげになった薄うす暗ぐらい場所だ。日当たりが悪いせいで、土つち肌はだの地面にも疎まばらに生える木にも苔こけがむしてじめじめとしている。

　まるでグレンの心中を代弁しているかのような、湿しめっぽい場所であった。

「マジかよ。マジでかよ。あのマキシム＝ティラーノの教え子達と、俺の教え子達をやり合わせなきゃなんねーのかよ……噓うそだろ……？」

　すでに決まったことを、グレンがいつまでも女め々めしくぶつぶつと愚ぐ痴ちっていると。

「ふん……こんな所にいたのね、グレン」

　ふと、聞き覚えある声が、不意にグレンの耳に飛び込んできた。

「──ッ!?」

　その声を聞いた途と端たん、グレンが弾はじかれたように顔を上げ、声の聞こえた方向を見やる。

　校舎の壁の角の付近に──一人の女性が立っていた。

　学院の女性用講師服に身を包んだ、自分と同い年くらいの娘むすめだ。

　逆光でその顔はよく見えはしないが──

「随ずい分ぶんとバカな真似まねしたわね。自業自得よ、まったく」

　そのどこか突つき放はなすような冷たい声を、聞き違ちがえるはずもない。

　その娘が……ゆっくりとグレンの下もとへと歩み寄ってくる。

「でも、らしくないわね。もう過ぎたることじゃない。だったら、脇わき目めも振らず猪ちよ突とつ猛もう進しんするのが貴方あなたじゃなかった？　違う？」

　ゆっくり近づいてくることで逆光が徐じよ々じよに晴れ、露あらわになっていくその怜れい悧りな相そう貌ぼう。

　その娘の正体は──

「イヴ……？　イヴなのか……ッ!?」

　その娘は、イヴ──グレンの帝国軍時代の上司、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん特務分室室長・執しつ行こう官ナンバー１《魔術師》のイヴ＝イグナイトだったのである。

「なっ……お前、なんでこんな所にいるんだよッ!?」

　すると、グレンが親の仇かたきでも見るような形相でイヴを睨み、恫どう喝かつするように叫さけんだ。

「まさか、お前、また俺ん所に厄介ごと持ってきたんじゃねーだろうな!?」

「…………」

　その沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったグレンが、たちまち目を吊つり上あげていく。

「おい……いい加減にしろよ、テメェ？　俺はもう軍属でもテメェの部下でもなんでもねーんだ……いつも妙なトラブルに巻き込こみやがって……しまいにゃ切れるぞ、あ？」

　しばらくの間……二人はそのまま無言で不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士のように睨み合う。

　……だが。

「ふん……」

　やがて、イヴがふいっと力なく視線を外していた。

「……お？」

　意外だった。

　なにしろ相手はイヴ。一言言えば、その数倍は皮肉と罵ば倒とうが返ってくる……グレンはそう身構えていたのだ。

　だが、今のイヴにはどうにも覇は気きがない。どこか疲つかれているような印象。

　グレンにとっては、なんだか梯子はしごを外されたような気分であった。

「鈍にぶいわね。私がどうしてこんな服を着ているか……少しは考えに至らないわけ？」

　グレンが何度見ても、今のイヴは学院の女性講師服姿だ。

「お前……いつもの特務分室の礼服はどうしたんだよ？　なんで、んな服着てんだ？」

　すると、イヴはどこか力なく溜ため息いきを吐つき、微かすかに肩かたを落として言った。

「……まだ気付かないの？　クビになったのよ」

「は？」

「何度も言わせないで。私は特務分室の室長を解任され、ナンバーを剝はく奪だつされたわ。先の事件で、一人独断専行した責任を取らされてね」

「……はぁ？」

「ついでに、イグナイト家からも勘かん当どうされたわ。今の私は……ただの、イヴよ」

「はぁああああああああ──ッ!?　ま、マジでぇ!?」

　驚おどろきに目を見開くグレンとは裏腹に。

　……バカみたい、と。

　イヴは空を見つめ──先週の記き憶おくに思いを馳はせた。




　──。

　ぱぁんっ！

　肉を派手に打つ音が、その執しつ務む室しつ内に寒々しく響ひびき渡わたる。

　イヴは、自分に向かって振るわれた平手打ちを、ただ黙だまって受け入れるしかなかった。

「ぐぅ……」

　痺しびれるように熱い頰ほおの痛み、軽度の脳しんとうに、ぐらぐらする意識を必死に繫つなぎながら……イヴは前を見る。

「先のフェジテ騒そう乱らんの失敗……貴様には心底失望したぞ、イヴ」

　そこには、彼女の実の父親であるアゼル＝ル＝イグナイト……イグナイト卿きようが、どこまでも冷れい酷こくで蔑さげすみきった目で、イヴを見み据すえている姿があった。

「下げ賤せんな赤い血混じりの出来損ないながら、一応、私の青い血も引くゆえ、私はこれまで貴様には最大限の配はい慮りよをしてきたつもりだった。だが、まんまと裏切られたようだ」

「も、申し訳……ありません……父上……」

　謝罪を口にするイヴに歩み寄り、イグナイト卿はその胸倉を摑つかんで引き寄せる。

「う、……ぐぅ……ぁ……」

　抵てい抗こうできないイヴは、苦しげに顔をしかめながら、為なすがままだ。

「この私自ら貴様に必要な情報を与え、我がイグナイト家の秘ひ奥おう《炎ほのおの眼め》の使用許可を与えてすら、その体ていたらくなのか？」

「で……ですが……わ、私は父上の命令通りにして……室員達にも……情報……伏ふせ……そのために……初動……遅おくれ……」

「なんだと？」

　ぴくり、と。

　巌いわおのような表情のイグナイト卿、その眉まゆ尻じりが微かに吊つり上がる。

「特務分室は……全員……優ゆう秀しゆう……だから、私は……連れん携けいを……取るべき……とッ！」

「物の道理も弁わきまえぬ小こ娘むすめが、知ったような口を利くな」

　イグナイト卿がイヴの胸倉をさらに捻ひねって締しめ上げる。

　半ば宙ちゆう吊づりになったイヴの身体が小刻みに痙けい攣れんする。

　彼女の気道は詰つまり、完全に窒ちつ息そく状態だ。

「……か、ぁ……ッ!?」

「貴様はイグナイトのイグナイトたる由ゆ縁えんを何一つ理解していない。イグナイト家は帝てい国こく有史以来、王家に仕えた魔ま導どう武門の棟とう梁りよう。地位も名めい誉よも栄光も強さも、常に帝国に存在する魔導士達の頂点に立たねばならない……そういう家なのだ。

　優秀な部下を使った方が任務が上手うまくいく？　そんなことは至極当然のこと。そんなものはイグナイトでなくても充じゆう分ぶんに可能なことだ。魔導武門の棟梁としてのイグナイトの帝国内における地位を保つには、その当然に甘んじていては意味がない。

　イグナイトは常に英えい雄ゆうでなければならぬ。だからこそ、あのような大だい舞ぶ台たいで、貴様はイグナイトここにありと、有象無象を黙らせる圧あつ倒とう的勇名を馳せなければならなかった」

　不意に、イグナイト卿が締め上げていたイヴを突き飛とばす。

　イヴは床ゆかへ倒たおれ伏し、開放された気道が酸素を求めるままに、喘あえぐしかない。

「げほっ……ごほっごほっ……ッ！」

「それを何だ？　民間人の少女を助けて好機を逸いつした？　また、あの忌いま々いましい《正義》に後おくれを取った？　……貴様はイグナイトの面つら汚よごしだ」

　心底失望したような目で、イヴを見下ろすイグナイト卿。

　無茶苦茶を言われていると、イヴは思った。理り不ふ尽じんだ。絶対おかしい。

　こんなもの、どう考えても平民の血が混じっている自分に対する、あてつけか虐ぎやく待たいにしか思えない。だが、それを指し摘てきしようものなら、たちまち叩たたかれるだろう。

　仮に……室長がイヴではなく、姉リディアだったのなら……庶しよ子しの自分ではなく、イグナイト家の正当な嫡ちやく子しである彼女だったのなら……こうも扱あつかいは酷ひどかっただろうか？

　だが、こんな理不尽で不当な扱いを受けても……

「申し訳……ございま……せん……ち、父上……」

　なぜか、イヴは父親に逆らえなかった。

　子供の頃ころからイヴは、父親に逆らうことだけはどうしてもできなかったのだ。

　イヴにとって父親は絶対的存在であり、恐きよう怖ふの対象だ。子供の頃から、父親の意向に背そむくことを考えただけで妙みような動どう悸きに襲おそわれ、まともに呼吸もできなくなる。

　それでも、優しかった実の母はとうの昔に亡くなり、自分の縁えんはこのイグナイト家にしかない。イグナイトでなくなれば、イヴはもう何者でもなくなってしまうのだ。

　父親に対する恐怖と恭きよう順じゆん。イグナイト家に対する執しゆう着ちやく。

　それはもう、まるでイヴに課せられた呪のろいのようなものだった。

　父親は怖こわい。それでも、イヴは父親にイグナイト家の一員と認めて欲しい。

　だから──

「つ、次こそ……は……ッ！」

　よろよろと身を起こし、跪ひざまずきながら、イヴは必死に訴うつたえた。

「次こそは、イグナイト家の栄光のために……イグナイトのために……ッ！　この命に替かえても……ッ！　だ、だから父上……ッ！」

　そう。もう自分はイグナイトとして生きていく以外にないのだ。

　それ以外の生き方なんて、知らないのだ。

　だが──

「ふん、次などない」

「……え？」

　イグナイト卿は、実の娘へ無む慈じ悲ひに告げていた。

「貴様はクビだ。今回限りで、貴様の特務分室室長の座と《魔術師》のナンバーは返上してもらう。イグナイトの家名も剝奪だ。さすがに今回の貴様の不手際は目に余る。せっかくの私の戦果に水を差されるのも困る。ゆえに貴様を切らせてもらうことにした」

「…………」

「穢けがらわしい平民の血混じりとはいえ、貴様もイグナイトの血を継つぐ者、いつかは使い物になるかと今日まで目をかけてやったが……結局、ものにならなかったようだ。もういい、このイグナイト家を出て行け。どこへでも自由に行くがいい」

「…………」

「この件に関する各種工作はすでに済ませた。ああ、貴様の後あと釜がまについては心配しなくても良い。貴様の今後については、貴様のような無能に相応ふさわしい任務を用意しておいた。なに、教導省の子飼いが、ちょうど人材を求めていたのでな。精々邁まい進しんするがいい」

「…………」

「さぁ、目め障ざわりだ。消えろ、イヴ。……もう二度と顔を合わせることもあるまい」

　最後に、どこまでも冷たくそう言い残して。

　イグナイト卿は、イヴを一度たりとも振ふり返ることなく、出て行く。

「……………………」

　イヴは立ち尽つくすしかない。

　ただ、呆ぼう然ぜんと──蒼そう白はくな顔で、その場に立ち尽くし続けるしかなかった──




　──。

「……本当に……馬ば鹿かみたい、私……」

「……イヴ？」

「……覚かく悟ごは……してたのよ……でも……でもね……こんなにあっさり……」

　グレンの前で、イヴはどこまでも空くう虚きよで乾かわいた笑いを浮うかべていた。

「……私……父上に認めてもらいたくて……一族に認めてもらいたくて……そのために……ずっと……ずっと……イグナイトのために……」

　不意に、グレンは妙な不安を覚えた。

　まるで──今、この瞬しゆん間かんにも、イヴが突とつ然ぜん、この世界から消えてなくなってしまいそうな──そんな予感に駆かられたのだ。

「そのために……セラも……たった一人の友達すらも……犠ぎ牲せいにして……それなのに……それなのにぃ……ッ！　それ……な……のに……ッ！」

　ぶるぶる、と。顔を手で覆おおって俯うつむくイヴの身体が、瘧おこりのように震ふるえていく。

「わ、私は……今まで……本当に、一体……なんの……ために……ッ!?」

「お、おい……？　大だい丈じよう夫ぶか……？」

　いくらなんでも見ていられず、グレンがイヴに歩み寄ろうとすると。

「近寄らないでッ！」

　イヴが突然、ヒステリックに叫さけんだ。

　グレンがびくりと手を引っ込こめ、足を止める。

「だ、だがよ……」

「うるさいッ！　口答えしないでッ！」

「…………」

「そんなことより、命令よッ！　グレンッ！　後ろ向きなさいッ！」

「いや、後ろ向けって言われてもよ……」

「これは命令よッ！　命令なのッ！　貴方あなたは私の部下でしょうッ!?　早くッ！　後ろ向けって言ってるのよッ！　私の言うことが聞けないわけ!?　向いてよッ！」

　いつものグレンならば、売り言葉に買い言葉で猛もう反はん発ぱつするところだが。

　イヴの、その激情渦うず巻まく気勢に気け圧おされて。

　そして、イヴの目元に、とあるものを見つけてしまったせいで。

「……わぁーったよ……」

　グレンは面めん倒どう臭くさそうに溜ため息いきを吐ついて……くるりと、イヴに背を向ける。

　途と端たん、駆け足の音がグレンの背後から迫せまって来て──

　どんっ！　衝しよう撃げきがグレンの背中を襲った。
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　イヴが……体当たりするように、グレンの背中に縋すがりついて来たのだ。

　グレンが見てしまったものは──イヴの目め尻じりに光る涙なみだ。

　あの冷酷無比な鋼鉄の女には決してあり得ないと思っていたもの。これで二度目。

　恐おそらく──誰だれでも良かったのだろう。

　イヴには、ただ、そのやりきれない感情をぶつける相手が必要だった。一人で人知れず泣くだけでは、とてもその感情を処理しきれなかったのだ。

　だが、イヴは一人で強くあることに慣れすぎて、誰かを頼たよるのがとてつもなく下手だ。

　だから、その感情を発はつ露ろできる相手が──弱さを見せられる相手が──紛まがいなりにも普ふ段だんから感情を正面からぶつけ合っていた腐くされ縁のグレンしかいなかっただけ。

　それだけ。
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　イヴはグレンの背中に顔を押しつけ、グレンの背骨を折らんばかりに力を込めてグレンの背中を抱だきしめ、時にその背中をどんどんと叩き……そのまま、ぶるぶると身を打ち震わせながら、涙を流し続けていた。

「…………面倒臭ぇ女」

　グレンは、溜息交じりの半眼で空を見ながら。

　イヴが落ち着くまで、そのままでいてやるのであった。




「ようするに左さ遷せんか……ご愁しゆう傷しよう様さまなこって」

「うるさい、放っといて」

　ようやく落ち着いたイヴから、先の事件の独断専行によってフェジテを未み曾ぞ有うの危機に追い込んだ責任を取り、軍階の降格処分と特務分室の室長を降ろされた旨むねを聞いて。

　グレンは溜息を吐ついていた。

　イヴは校舎の壁かべに背中をつけ、膝ひざを抱かかえて座り込み──グレンは少し離はなれた場所で、壁に背を預けて脱だつ力りよくしている。

　実に気まずい沈ちん黙もくが二人の間に漂ただよっていた。

「ったく……ミスでクビになって泣くくらいなら、くっだらねえ手て柄がらに拘こだわらず、素直にアルベルト達を頼りゃよかったろうに」

「うるさい……」

「ていうか、部下の手柄は上司の手柄だろ？　実際、普段の任務は俺達を駒こまのように効率良くコキ使って、上手くやるじゃねーか。なのに、なんでお前ってやつぁ、いつもたまの大一番で、一人勝手に妙な暴走しやがんだよ？」

「うるさいって言ってるわ。私にも色々と事情があるの。……後、私、泣いてないし」

　憮ぶ然ぜんと拗すねたように言い放つイヴ。

（俺のシャツの背中がべしゃべしゃだし、お前の目、ウサギみたいに真っ赤なんだが）

　とは、さすがに突つっ込こめないグレンであった。

　グレンは全すべての事情をイヴから聞かされたわけじゃない。

　任務のミスで室長を降ろされ、実家と特務分室を追い出された、という旨しか聞いていない。彼女は自分の落ち度しか語っていない。

　きっと他にも色々複雑な事情があるのだろうが……この意地っ張りをいくら突つついて問い詰つめても、その事情とやらを話してくれることはないのだろう。

「まぁ、いい。特務分室をクビになったとして……なんで、お前、ここに来たんだよ？　その講師服はなんだ？」

「まだわからないの？　後期から有事に備えた軍事教練を生徒達の教育カリキュラムに組み込んでいくって、新学院長マキシムが言っていたでしょう？　それを指導する軍から派は遣けんされた戦術訓練教官が、この私よ」

「……ッ!?」

　軍事教練。そう聞いた途端、グレンの目が鋭するどくなる。

「……私を睨にらまないでよ。これはれっきとした国の方策よ。……マキシムの改革は、さすがに行きすぎているとは思うけど」

「……アルザーノ帝てい国こくとレザリア王国の国際緊きん張ちようが、近年高まってきているってのは、やはり本当なのか？」

　思い当たる節をグレンが硬かたい声で問うと、イヴが小さく頷うなずいた。

「ええ……と、言っても、今すぐどうこうなるわけじゃないわ。少なくとも、後十年は第二次奉神戦争勃ぼつ発ぱつなんて事態はありえない──帝国政策立案研究所インペリアル・シンクタンクはそう結論づけているし、女王陛下もきちんと対策を考えてらっしゃる。……陛下がいる限り帝国は安あん泰たいよ」

「だったら、なぜ……？」

「レザリア王国の武力を背景にした近年の圧力外交戦略に、武断派が過か剰じよう反応しているのよ……今の帝国政府は武断派が強いから。国内戦力の増強路線は、現・武断派の筆頭……アゼル＝ル＝イグナイト……イグナイト卿きようの意向なの」

「……イグナイト卿？　イグナイト？　おい、そいつって……」

　グレンの問い返しに、イヴは何も答えない。

　なんだか複雑な裏事情が見え隠かくれしているようで、グレンも肩かたを竦すくめるしかない。

「そういうわけで。私も今日から、しばらくの間、ここの魔ま術じゆつ講師よ。戦術訓練教官って形だけど。ふん……よろしく、先せん輩ぱい」

　まったく心のこもってない、白々しい『よろしく』であった。

「おい……お前に言っても無む駄だってのはわかる。だが、俺は──」

「軍事教練には反対？」

「──ッ!?」

「貴方の言いたいことなんか、お見通しだわ。まぁ、甘っちょろい貴方のことだもの。そう思うのも無理はないけどね」

　小こ馬ば鹿かにしたように、イヴが鼻を鳴らす。

「言っておくけど、軍事教練自体は、単なる技術の伝授に過ぎないわ。そこに善も悪もないし、今のところ、実際に生徒達を軍に徴ちよう用ようする動きもない。

　けれど、本当に万が一の時……力のあるなしでできることも、生き残る確率も変わるわ。いくら過保護で理想主義者な貴方でも、それだけは痛感してるんじゃなくて？」

「…………」

「それに。本当に有事の際には、軍事教練を受けていようがいまいが、容よう赦しやなく戦争に駆かり出されるわよ？　四十年前もそうだったでしょう？」

「ああ、そうだったな。奉神戦争……《隠いん者じや》のじじいがそう言ってたな……」

　そして、グレンは先の大だい騒そう動どうを思い出す。

　あんな戦火を、誰も欠けずに切り抜ぬけられたのは……奇き跡せきとしか言いようがない。

　そんな奇跡の起きる確率をほんの少しでも高めたのは……やはり、グレンが、嫌いや々いやながらも教えてきた魔術の武としての一面……力であることに疑いはなかった。

「それとも。貴方の教え子は少し強い力を伝授されただけで、力に溺おぼれて道を間ま違ちがってしまうような弱い子達なのかしら？」

「いや……それはねえ……」

「……だったら、少しは信じてあげなさい」

「…………」

「まぁ、悪いようにはしないわ。その点に関しては私も気を使ってあげる。この学院の生徒達が自分に自信が持てる程度に程ほど良よく鍛きたえてあげるわ。あくまで授業の一いつ環かんとして」

「……イヴ？」

「ふん……貴方に話をこうして通しておかなきゃ、後で大おお喧げん嘩かになることは目に見えてるからよ。だから、こうして、わざわざ来てあげたの……」

　イヴは相変わらずふて腐れたような態度であったが。

「……誰だ？　お前。ひょっとしてイヴのニセモノか？」

　グレンは目を瞬しばたたかせながら、イヴを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「……どういう意味よ？」

「いや、言葉通りだが。俺の知っているお前なら、〝ふん、この惰だ弱じやくで平和ボケしきった学院は、私が徹てつ底てい的てきに叩たたき直してあげる。ああ、そう、グレン。私の邪じや魔まだけはしないでね、これは命令よ〟～とか、偉えらそうにツンケンのたまって、生徒達を無茶苦茶な地じ獄ごくの訓練で苛いじめ抜きそうなもんだと身構えてたんだけど……」

「……貴方、この私をなんだと思ってるの？」

「血も涙もない、ドＳ丸出し冷血行き遅おくれヒス女」

「こ、この……ッ！」

　一いつ瞬しゆん、イヴが激げき昂こうしかける。

　だが、次の瞬しゆん間かん、燃え上がりかけた炎ほのおはまるで蠟ろう燭そくを吹ふき消すかのように消え……イヴは覇は気きなく溜息を吐いていた。

「……仕事はするわよ。だって、私……今はそれ以外……やることないから……」

　そんなイヴの姿にはいつものような、輝かがやかんばかりの傲ごう岸がん不ふ遜そんな自信が欠片かけらもない。

　まるで一気に年老いてしまったかのようであった。

「……何もないの……私には……もう……何も……」

　こりゃあ、根が深そうだな。

　すっかり弱りきっているイヴを前に、グレンもつられて溜ため息いきを吐く。

　らしくないイヴの姿に、グレンの調子は狂くるいっぱなしだった。

「……そんなことより、聞いたわよ」

　対応に困っているグレンに、イヴが言った。

「貴方あなたの教え子達……マキシムの教え子達との、生存戦に挑いどむんですって？」

「！」

「わかってるの？　あのマキシムよ？　貴方の生徒達はマキシムのこと知ってるの？」

「……いや、多分、知らねーだろ」

　グレンは溜息を吐きながら呟つぶやいた。

「マキシム＝ティラーノ。アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の第三六六期卒業生。優ゆう秀しゆうだが、非常にプライドが高く、在学中も同期との諍いさかいが常に絶えなかった問題児。卒業後も帝国各地の魔術関連機関を、常に人間関係の問題を起こしながら転々としている。

　ある時、何かのコネで、念願だった魔術学院の学院長の座を射止めたが、やっぱり人間関係のトラブルで失しつ脚きやく……余所よそ者もののリック学院長に学院長の座を奪うばわれちまう。

　その後は『マキシム魔ま導どう塾じゆく』という私塾を開き、食い詰づめ貴族の三男坊ぼうを中心に独自の教育理念で魔ま術じゆつ師しの育成指導にあたっている。その教えは武一いつ辺ぺん倒とうの武力至上主義。とにかく魔術師の〝強さ〟に拘り、魔術を戦争の道具としか思ってねえ偏へん屈くつ屋やだ。

　やつの教え子は皆みな、アマチュア軍人みてえなもんさ。三男坊という生まれから来る鬱うつ屈くつ感かんのためかガラも素行も悪い。

　それでも、マキシムは武断派の政府上層部に一定のコネがあり、自分の塾の卒業生を各政府機関にねじ込こむことに成功している。

　こっちの業界じゃそれなりに有名人だよ、マキシムは」

「つまり、彼が連れてきた『模も範はんクラス』は、皆、彼の教え子……貴方のクラスの生徒はそのアマチュア軍人達と戦うってことよ。ねぇ、貴方、一体どうするつもりなの？」

　イヴの咎とがめるような指し摘てきに。

　グレンは目を細め、考え事に耽ふけるのであった──




　──一方、その頃ころ。

「ええい、まったく忌いま々いましい！　グレン＝レーダスめ！」

　マキシムが、ついに己おのれの物となった学院長室で、歯は嚙がみをしていた。

「前調査で、グレン＝レーダスという問題講師がこの学院にいるとは知っていたが……まさかアレほどとは！」

　いきなり、自分の改革にこれほどの障害が出現するとは思ってもみなかったのだ。

「くっ……〝この学院を舐なめるな〟……か」

　マキシムは忌々しそうに舌打ちする。

　その脳裏に浮かぶのは、先日の出来事だ。




　──。

「くくく……残念だったな、リックよ」

「マキシム殿どの……そうか、今回のこの急な人事異動……君の差し金かね？」

　学院長室にて、執しつ務む机づくえで教導省からの人事異動通達に目を通したリックが、マキシムを感情の見えない目で見上げていた。

「かつて、私が学院長の座を君から奪ってしまったこと……まだ恨うらんでおるのかね？」

「違ちがうね。真に見る目のある者が、ようやく私を正しく評価し、私にあるべき地位を再び与あたえただけなのだよ。貴様は時じ代だい遅おくれなのだ……今回の学院長就任で、私は私のやり方が正しいことを証明しよう。さぁ、この部屋から失うせたまえ！　元・学院長殿！」

　リックは溜息を吐つき……仕方ないと席を立つ。

「やれやれ。君にどんな後ろ盾だてがあるのか知らないが……あまり、この学院を舐めないことだよ。この学院の連中はアクが強くてね……きっと君の思い通りにはならないよ」

　そう言い残して。

　リックは手短に荷物をまとめ、静かに学院長室を去っていくのであった。

「くそ！　最後まで忌々しい男だ！」

　リックが去った後、マキシムは激しく執務机を叩く。

「私の手しゆ腕わんにかかれば、このような旧きゆう態たい依い然ぜんとした学院なぞ……ッ！　リックめ、貴様は外野で指を咥くわえて見ているのだッ！　私は貴様以上にこの学院を発展させてみせるッ！　私のやり方で学院の規模を、総生徒数を、今の何倍以上にもしてみせる……ッ！　教育者として、私の方がリックより優れていることを証明してくれようぞ……ッ！」

　そして、マキシムは窓へと歩み寄り、そこから学院敷しき地ち内を見み渡わたす。

　校舎も、中庭にも、あちこちに先の騒そう乱らんの傷きず跡あとが残っている。

「まずは、私の領地に相応ふさわしい景観を取り戻もどさねばな。この古ふる臭くさいボロ校舎は、全すべて取り壊こわしてやろう。歴史や伝統など知ったことではない。そして、最新の建築様式で以前よりも巨きよ大だいな校舎を建て、私の眼鏡めがねに適かなう生徒と教員の増員を……」

　これからの学院改革の展望に、マキシムが思いを馳はせていた……その時だ。




　──うふふ……この校舎を破は壊かいするのは……お薦すすめ致いたしませんわ。




　そんな女性の声が、どこからか聞こえてきた……気がした。

「ん？　……なんだ、今のは……？　気のせいか……？」

　すると。自分が手をかけている窓のさん……そこに一冊の手帳が置かれていることに、マキシムは気付いた。

「……なんだこれは？　さっきまでこんな物はなかったような……？」

　狐きつねに摘つままれたような気分で、その手帳を手に取り、中をぱらぱらと開く。

「こ、これは……ッ!?」

　そこに書かれていた文面に、マキシムは目を剝むくしかなかった……




　──。

「そうだ、間違いない。これは、かの『アリシア三世の手記』……失われたはずの二十四冊目の手記だ」

　──過去を彷徨さまよっていたマキシムの意識が現在に帰き還かんする。

「この手記には『裏学院』構築計画の全てが書かれていた。『裏学院』に出入りするための『鍵かぎ』の術式についても。そう、この手記は『裏学院』を制せい御ぎよする一種の魔導書グリモアだったのだ。失われた『鍵』が、ここにあったのだよ……ッ！」

　マキシムは、発見した『アリシア三世の手記』をほくそ笑みながら見つめる。

「まさかリックのやつが、このようなものを秘ひ匿とくしていたとはな。どこで入手したのかは与あずかり知らぬが、遠えん慮りよなく使わせてもらおう……」

　マキシムがそんなことを考えていると。

「失礼します」

　一人の学院制服姿の少女が、学院長室へ入室してくる。

　長い髪かみをアップにまとめ、少し野や暮ぼったい黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた少女だ。落ち着いた物もの腰ごし、聡さとそうな眼光が、見る者にいかにも理知的な印象を与える。だが、同時に落ち着きすぎてどこか冷めたような印象も与え、それが彼女を歳とし不相応に大人びさせていた。

　そんな少女が、マキシムの目を正面からじっと覗のぞき込んで……ぼそりと言った。

「〝メイベル＝クロイツェル〟です。マキシム先生にお話があって参りました」

「…………、ふん……なんだ、メイベルか……一体、私になんの用かね？」

　すると、マキシムが一瞬、間を空けて、不ふ機き嫌げんそうに応じた。

「マキシム先生はご自身の教育改革のため、この学院の『裏学院』を開放されるおつもりなのですね？」

「ああ、そうだ。それがどうかしたか？」

「いえ……私はその……『裏学院』の開放には反対です」

　メイベルは難色を示しながら、淡たん々たんと発言する。

「ふむ。一体、何が不服なのかね？」

「『裏学院』は……あのアリシア三世が作ったものと、聞きました」

　アリシア三世──このアルザーノ帝てい国こくでその名を知らぬ者はいないだろう。

　四百年前のアルザーノ帝国を統治した第十三代女王。

　帝国の栄光と発展は魔ま術じゆつにありという卓たく越えつした先見の明から、当時、各魔術ギルドや魔術結社に散さん逸いつしていた魔術の知識や技能を、国が全て統とう括かつしていくという──当時としては、誰だれもが正気を疑う方策を打ち出した名君。

　その方策の集大成が、巨きよ額がくの国費を投じて設立された国営の魔術師育成専門機関──アルザーノ帝国魔術学院である。

　帝国にとってアリシア三世とは、今日、大陸で帝国が魔導大国としてその名を轟とどろかせる基き盤ばんを作った、才媛ぞろいの歴代女王の中でも特に優れた人物なのだ。

「そうだな。アリシア三世は歴代女王の中でも特に優れた政治家で……魔術師だった」

　マキシムが、メイベルの言葉を補足するように続ける。

「さらに、彼女はアルザーノ帝国魔術学院の創設者であり、初代学院長でもあり……女王位をマリアベル二世に譲ゆずった後は、自身も積極的に魔術の研究に従事し、教育者として後進の育成にも積極的だった。多才な彼女が帝国の魔術史に残した功績は、誰の目から見ても今さら疑うべくもないだろう」

「でも……彼女は、同時に、とてもいわくの多い人物でもありました」

　メイベルの指摘に、マキシムが押おし黙だまる。

　メイベルの言う通り、アリシア三世には奇き妙みような噂うわさ・逸いつ話わがとても多い。

　例えば。

『遥はるか遠き後世、聖なる王の血より生まれ落ちる悪魔の化け身しんが国に災いをもたらす』

　アリシア三世が原因不明の病による死の間際、そんな予言を残した──巷ちまたで広く流る布ふしているいわくの中でも、特に有名なのはそれだ。

　一説によれば、アリシア三世こそ『異能者』迫はく害がいを始めた、最初の人物……とも。

　他にも、その晩年は〝何かとてつもない脅きよう威いが空からやってくる〟という誇こ大だい妄もう想そうに囚とらわれ、気が触れていた……とも。そのせいで二重人格症しようだった……とも。

　都市伝説にしか過ぎない『蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ』……その創設者はアリシア三世だったという話もある。『Projectプロジエクト：Flameフレイム ofオブ megiddoメギド』や『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイブ Lifeライフ』を、最初に打ち立てた人物だという話もある。その死因も、公的には病死と発表されているが、実は事故死、暗殺、自殺……巷では諸説あって、はっきりしない。

　無論、全て、噂や都市伝説にしか過ぎない話ではある。

　だが──帝国の発展に多大な寄き与よをした、聡そう明めいで偉い大だいなるアリシア三世には……その多大な功績の裏に、そういった負の逸話が、あまりにも多いのだ。

「『裏学院』は……そんなアリシア三世が作ったものだと聞きました。魔術学院の発展を願って、正式な国策のもとに作ったとされるものですが……実は、何かとてつもなく危険な物を隠かくすためだった……そんな噂もあります」

「それは学院に伝わる七不思議レベルの話だろう？　……くだらぬよ」

「とにかく、いわくの多い彼女です。彼女の手によるものなど、手をつけない方が良いかと思います。触さわらぬ神に祟たたりなしかと」

　だが、そんなメイベルの進言を、マキシムは一笑に付した。

「ふっ。君はそれでも我が『マキシム魔ま導どう塾じゆく』の塾生かね？　そんなありもしない、あやふやな噂で、これほどのものから手を引けと？　馬ば鹿かを言うのはやめたまえ」

「しかし、噂では……」

「噂などでは上層部は動かぬよ」

　マキシムは話はこれで終わりだとばかりに、メイベルに背を向けた。

「上層部……？」

「この件は、教導省の上層部……私の後ろ盾にすでに進言してあるのだよ。お偉えら方は皆みな、この『裏学院』を利用した私の学院改革に乗り気だ。

　なにせタダ同然で莫ばく大だいな学院校舎拡張が為なり、生徒数増員に伴ともなう収益増加が見み込こめるのだ。こんな美味うまい話は他にあるまいて？」

「……ッ！」

「ふっ……『裏学院』の存在は、私の成功を担保してくれている。上層部も二つ返事で、私の改革に莫大な予算を積んでくれることになった。……今さら、退ひけまいよ」

　何事かを思案しながら、メイベルが押し黙っていると。

「そうだぜ、メイベル。お前、何言ってんだ？」

　がちゃり、と学院長室の扉とびらが開き、数名の生徒達が入室してくる。

　彼らはマキシム魔導塾の塾生……この学院に新たにできた『模も範はんクラス』の生徒達だ。

「ザック？　……今日はよく会うわね」

「マキシム先生の改革が上手うまくいきゃ、俺達はその立役者……将来的な出世は約束されたようなもんなんだろ？　先生」

　ザック、と呼ばれた男子生徒が、へらへらと笑いながら言った。

「その通りだ。成功の暁あかつきには、私はお前達を、私の後ろ盾の各政府高官達に口を利きいてやることができる。お前達貧びん乏ぼう貴族の三男坊ぼうが、エリート出世街道に乗れるのだ」

「だったら、なんとしても成功させなくっちゃあな」

　すると、ザックを中心に、模範クラスの生徒達が沸わき立ち始める。

「ああ、先に生まれたってだけで、家を継つぐことが確定して、将来安あん泰たいな無能クソ兄貴どもと俺達は違うんだ……」

「ああ、もうあんな貧乏領地、いらねえよ！」

「しかし、こんな楽勝な仕事で将来が約束されるなんて、俺達ついてるなぁ！」

「マキシム先生、様々！　やっぱ世の中コネだよなぁ!?　あっははははは──っ！」

　彼ら塾生のほとんどは、家や領地を継ぐ見込みのない貧乏貴族の三男坊や庶しよ子し、親に嫁とつぎ先を無む理り矢や理り決められて家を飛び出したお嬢じよう様さま達である。

　貴族特有の特権階級意識を捨てきれず、かといって世の多くの三男坊達がそうしているように、努力で道を切り開いていく……そんな気き概がいもない。ただ、マキシムの〝私について来れば、将来は安泰だ〟という甘かん言げんに縋すがり付いた、甘ったれどもの集まりだ。

「ふっ。お前達……二週間後に、あのグレン＝レーダスのクラスと、『裏学院』を戦場に生存戦を行うわけだが……わかっているかね？」

「ああ、ぐうの音も出ねぇくらいに連中をボコボコにしてやるよ、マキシム先生」

「そもそも、そのグレ某ぼうって一節詠えい唱しようもできねー三流なんっすよね？」

「そんなカスに教わった温ぬるい連中より、マキシム先生に教わった僕達の方が、圧あつ倒とう的に強いに決まってるんだよなあ」

　模範クラスの生徒達は、口々にそんなことを言い合う。

　だが、決して口だけではない。自分で何一つ考えず、ただ黙ってマキシムの言うことを聞いていれば、将来楽ができる……その一心で、マキシムの極きよく端たんな指導を受け続けた彼らは、武に関してだけは非常に高い実力を持っているのだ。

「まぁ、この学院の連中……精々、可愛かわいがってやりますよ」

「あっ、可愛いと言えばさ！　ザック、この学院ってやたら可愛い娘こ多くね!?」

「だよな！　へへ……適当に何人か捕つかまえて喰くっちまおうか？」

「ギャハハハハハッ！　いいね、それ！　どっちが多く落とせるか勝負しようぜ!?」

「ふん。女遊びは貴族の嗜たしなみとはいえ、ほどほどにしておきたまえよ？」

　そんな風に下品にはしゃぐ生徒達へ、マキシムが呆あきれたように言う。

「まぁいい。期待しているぞ、諸君。もっとも……私の〝正しい〟教育方針で鍛きたえられた諸君に期待する、というのもまた妙みような話だがね」

「そりゃ勝って当然っすもんね──っ!?」

　自分達の勝利を栄光を何一つ疑っていない、マキシムと模範クラスの生徒達。

　そして──

「しかし、『裏学院』か……くくく、本当に良いものを拾ったものだ……」




　──ええ、貴方あなたのような真の教育者にこそ、使って頂きたいのです──




　マキシムは『アリシア三世の手記』を手に、不気味にほくそ笑み……

「……………………」

　そんなマキシムの様子を、メイベルはただ、じっと見つめるのであった。




「ねぇ、グレン。貴方……本当に理解している？」

　裏庭では──先ほどから押し黙るグレンに、イヴが淡々と問い詰つめ続けている。

「私も先の事変で、貴方の生徒達の力を見たわ。きっと、貴方の日ひ頃ごろの訓示の賜たまものなのでしょうね。確かに彼らは優れた力を持っていたわ……あくまで学生としては」

「…………」

「でも、今のあの子達じゃ、アマチュア軍人なマキシムの生徒達には勝てないわ。あの子達は普ふ通つうに敗北し……貴方はクビになって、この学院を去ることになる」

　グレンは険しい表情で沈ちん黙もくを守り続ける。

「もう意地張るの止やめたら？　賢かしこく生きれば？　あの子達に事情を説明し、無様でもマキシムに頭を下げ、決けつ闘とうを取り下げるべきよ。ここは、今の貴方がやっと見つけた居場所なのでしょう？　なにせ……私を見捨ててでも、守りに行ったくらいなんだしね」

　ふん、と鼻を鳴らし、イヴが皮肉げに辛しん辣らつな言葉を吐はく。

　だが、グレンが押し黙っていると……

「先生[image: ～][image: ～]っ！」

「ああ、もうっ！　こんな所にいたんですか!?　捜さがしましたよっ！」

　校舎の壁かべの角の向こうから、ルミア、システィーナ、リィエルがひょっこり現れた。

　そして、彼女達はグレンの姿を見つけるなり、一目散に駆かけ寄よってくる。

「私達、皆みんなであの模範クラスに挑いどむんですよ!?　先生には早速、私達の特訓に付き合ってもらわないと！」

「皆、先生のこと、待ってますよ？」

「責任重大なんですよ!?　この学院の未来がかかってますし……何より先生のクビもかかってるんですからね!?　先生にはもっと、真ま面じ目めになってもらわないと！」

「ふふ、システィなんて、先生がクビになるかもって、泣きそうになっちゃって……」

「ちょ、ルミアッ!?　それは言わないでって──」

「私もですけどね。この学院を守りたいし……何より先生を守りたい。だから……」

「ん。みんなで、この学院とグレンを守る……わたしにはよくわからないけど」

「え、ええー……？　も、もうっ！　なんか皆、ずるくないっ!?」

　こんな状じよう況きようでも姦かしましい三人娘達。

　そんな彼女らの姿を見たグレンは……不意ににやりと笑って、イヴに言った。

「……やるさ。やってやる」

　最も早はや、迷いは消えた……そんな清すが々すがしい表情だ。

「呆れた。勝ち目ないのに？　自分のクビがかかっているのに？」

「はっ……俺のクビなんざどうでもいいんだよ」

　イヴの投げ捨てるような言葉に、グレンはきっぱりと返す。

「まぁ、元々身から出た錆さびってのも、多分にあるんだが……」

　グレンは駆け寄ってくるシスティーナ達を、眩まばゆいものを見るかのように流し見て……

「ただ、あいつらの夢をここで潰つぶさせるわけにはいかねーんだよ。……教師としてな」

「！」

「ここで退いたら、もう俺は教師じゃねえ。ぶっちゃけ成り行きもいいとこだが……あいつらを守るためだってんなら、やってやるさ」

　そんなことを言い残して。

　グレンはイヴに背を向け、駆け寄ってくる三人娘達へ向かっていった。

「そう……貴方は……本当に変われたのね」

　妙なことを呟つぶやきながら、不意にイヴが立ち上がった。

「いえ、変わってないのか……貴方は一体、この学院で何を見つけたの……？」

「ん？　何か言ったか？」

　グレンが戸と惑まどいと共に、ちらりとイヴを振ふり返ると。

「いいわ。私も貴方に力を貸してあげる」

「……は？」

「今から貴方一人で、あの子達を勝てるように仕上げるなんて、到とう底てい無理でしょ？　私が協力してあげるって、そう言ってるの」

　その一いつ瞬しゆん、グレンは固まった。固まらざるを得ない。

　イヴがグレンに力を貸す……そのあまりにもあり得ない申し出に、グレンは目を瞬しばたたかせて呆ぼう然ぜんとするしかない。

「お前が？　俺に？　協力する？　い、一体、どういう風の吹ふき回しなんだよ!?」

「……別に」

　イヴはそっぽを向いた。

「ただ……私は知りたいだけよ。今の私と同じ、何もかもを失ったはずの貴方。……そんな貴方が……この学院で何を見つけたのか……私も知りたいだけ」

「……？」

　グレンが、イヴの意味不明の言葉を訝いぶかしんでいると。

「あ──っ！　イヴさんっ!?　来てたんですか!?　どうして、この学院に!?」

　イヴを認識したシスティーナが、嬉き々きとしてイヴに駆け寄ってくるのであった。








第三章　イヴ教官









「と、いうわけでだ、お前ら」

　クラスの生徒全員が集まった、二組の教室にて。

　グレンは、連れてきたイヴを、生徒達へと引き合わせていた。

「来期からこの学院で開講される『軍事教練』の戦術教官講師として、帝てい国こく軍より出向してきた、イヴだ」

「帝国軍、帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん第八魔導兵団所属、イヴ＝ディストーレ従じゆう騎き士し長ちようよ。来期から『軍事教練』の指導を担当させて頂くわ。どうかよろしく──」

　イヴが淡たん々たんと作業のように自己紹しよう介かいを始めた……その時だった。

「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」

　クラス中から、特に男子生徒から歓かん声せいが上がった。

「い、一体、何よ!?　何事!?」

　なぜここまで大おお騒さわぎされるのか理解できないイヴが、目を瞬かせて戦おののく。

「うっひょおおお──っ！　戦術教官って聞いたから、どんなゴリラな鬼おに教官が来るかと身構えていたら、滅め茶ちや苦く茶ちや美人じゃねーかぁああああああ──っ!?」

「なんか、あの物もの憂うげでアンニュイな雰ふん囲い気きと表情がいいよなぁーっ!?」

「ああ、酸すいも甘いも嚙かみ分けた、大人の女性って感じだ……」

「いや、待て、皆みんな！　美人でも、軍人で教官なんだぞ!?　滅茶苦茶厳しい人かも……」

「訓練では、酷ひどい罵ば倒とうをされたり、血ち反吐へどが出るまでしごかれたりして──」

「「「「それならそれで、興奮するから良しっ！」」」」

　カッシュを筆頭とする男子生徒は、イヴの来訪に大だい歓かん喜き状態であった。

「……グレン……このクラス……」

「諦あきらめろ。……いつもこんなんだ」

　半眼で無表情になるイヴに、グレンが溜ため息いき交じりにぼやいた。

「ちょっと、男子っ！　イヴさんに変な目を向けるのはやめてくださいましっ！」

「そうですよ！　イヴさんは私達の大恩人なのですから！」

　すると、騒さわぎまくる男子を窘たしなめるように、ウェンディとテレサが立ち上がった。

「先の戦いでは、最後の攻こう防ぼうで出現したゴーレム巨きよ人じんを前に、その巨人の攻こう撃げきからわたくし達生徒を守るため、最後まで危険な最前線に残って、ご自身の身が傷つくことも厭いとわず戦った、勇ゆう敢かんな御お方かたなのですわよ!?」

「ええ、私達がこうして五体満足で無事にいられるのも、イヴさんのおかげなんです。彼女こそ帝国軍人の鑑かがみです」

　すると。

「そうか！　どこか見覚えがある人だと思っていたら、あの時の人か！」

「そ、そういえば、私も、あの時はイヴさんに助けられて……」

「部隊は違ちがったけど……そういえば、イヴさん、目立った活かつ躍やくはしてなかったけど……ボロボロになりながらも戦ってたよな……俺達のために……」

　徐じよ々じよに、イヴへ尊敬の目が集まり始めていく……

「な、ななな……何よ、その目は？」

　居心地悪そうにイヴが表情を引きつらせる。

「ふ、ふんっ！　私に助けられた？　勘かん違ちがいしないことね」

　そして、腕うで組ぐみして、そっぽを向きながら皮肉交じりに言い捨てる。

「あの時の無能な私には、それしかやることがなかっただけよ。どうせ、私なんか……」

　……が。

「おぉ……しかも、誇ほこらず、恩に着せず、なんて奥ゆかしい人なんだ……ッ！」
















「やべぇ、惚ほれそう……」

「こ、これが真の帝国軍人……ッ!?」

　生徒達の、イヴに対する色いろ眼鏡めがねは外れないらしい。

（ああああ、もうっ！　なんなの、この子達はぁ[image: ～][image: ～]っ!?）

　基本、イヴにとって、周囲の人間は皆、敵だ。

　それゆえに、イヴは面と向かって他人から賞賛されることに慣れていない。

「……ほ、本題に入るわよ」

　気き恥はずかしさとむず痒がゆさを誤ご魔ま化かそうと、イヴは赤くなりかけの顔を片手で覆おおい隠かくし、ぷるぷる震ふるえながら、話を変えるのであった。

「話は聞いたわ。貴方あなた達、この学院の改革とグレンのクビをかけて、模も範はんクラスとの生存戦に挑むのでしょう？　……はっきり言うわ。今の貴方達じゃ絶対、勝てない」

「「「「──ッ!?」」」」

　イヴの飾かざらない斬きりつけるような指し摘てきに、生徒達が息を吞のむ。

「こうして貴方達の顔を見ればわかるわ。明らかに勝機のない戦いを前にしているのに、今の貴方達にはいまいち緊きん張ちよう感かんがない。大変なことに巻き込こまれたけど、心の底では、きっとなんとかなるって、楽観している。……違う？」

　そんな生徒達の反応を完全無視して、イヴが突つき放はなすように淡々と告げる。

「先の戦いを生き残ったっていう自負から？　それとも、自分達には頼たよれるグレン先生がついているっていう安心感から？　断言するわ、貴方達は自うぬ惚ぼれている」

　しん……と。

　先ほどまでの盛り上がりが噓うそのような静けさが、クラスを支配していた。

「だから、私がここにいるのよ」

　静かになった生徒達を前に、イヴは髪かみをつんとかき上げ、やはり淡々と告げた。

「生存戦の開始は、全すべての前期末試験が終わる二週間後。グレンは貴方達をその間に徹てつ底てい的てきに鍛きたえるつもりだった。でも、彼一人で貴方達全員の面めん倒どう見るのは無理よ。だから……私が教官として、力を貸してあげるの。精々感謝することね」

「「「「…………」」」」

「貴方達には今日から、この学院で泊とまり込みの強化合宿に参加してもらうわ。これから寝ねる間も惜おしんで、死ぬ気で私の特訓を受ければ、まぁ、あるいは……」

　ああ、でも。別に嫌いやならいいんだけど？

　イヴが、そう投げやりに締しめくくろうとすると。

「よ、よろしくお願いしますッ！　イヴさんっ！」

　カッシュが立ち上がり、頭を下げていた。

「た、確かに俺達、この勝負、少し甘く考えてたとこあるっす……で、でも……あのマキシムの野や郎ろうに、この学院を好き勝手されるのは我が慢まんできねえし……ッ！」

「それに、俺達、まだ、グレン先生には色んなことを教わりたいんです！」

「どんなことでもしますから……イヴさん、どうか僕達を鍛えてください！」

　そして、カッシュを皮切りに、生徒達が次々と立ち上がり、イヴに頭を下げていった。

「……本当に、なんなの？　この子達……」

　先ほどから予想外なリアクションばかりな生徒達に、イヴが啞あ然ぜんとしていると。

「勝たせてやりたくなるだろ？」

　グレンがにやりと笑いながら、そんなことを呟つぶやいた。

「……知らないわよ。……まぁ、随ずい分ぶんと物好きな連中だとは思うけど」

　そんなグレンへ、イヴは不ふ機き嫌げんそうに、ぷいっと背を向ける。

「それはともかく……まぁ、あんがとな」

　そんなイヴの背中へ、そっぽを向いたグレンが、頰ほおをかきながらぼそりと呟いた。

「……どういうこと？　貴方が私に礼を言うなんて」

「いや……俺一人じゃ厳しいってのは、事実だったんだ」

「…………」

「どういう風の吹き回しか知らんが、お前が特訓に力を貸してくれるっていうのなら、少しは可能性が出てくる。……だから、まぁ、一応……あんがとな」

　すると。

「ふん、勘違いしないでよね」

　イヴがグレンへ振ふり向むき、鼻を鳴らして尊大に言った。

「私は別に貴方のために、この特訓に付き合ってあげるわけじゃないから。私は私の目的のために動いているだけだから。私は今だって、貴方のことが大だい嫌きらいだから」

「な……ッ!?　ンなのわかってるよ！　こっちだってお前のこと大嫌いだからな!?　言っておくが、お前のこと、何一つ許してねーからな!?」

「そう。それで結構よ。なれ合ってるなんて思われたくないから。お互たがいの立場を再確認させてもらっただけ」

「ンだとぉ!?」

　呆気あつけに取られる生徒達の前で、たちまちグレンとイヴの口くち喧げん嘩かが始まる。

「ったく、軍時代から相変わらず可愛かわいくねぇ女だな！　だから、行き遅おくれるんだよ！」

「はぁ!?　余計なお世話よ!?　ていうか、私、まだ十九だし!?」

「いーや、断言するね、お前は絶対、売れ残るね！　顔は良くても性格ブスだし！」

「なっ……そ、そういう貴方だって、絶対、お嫁よめに来てくれる奇き特とくな人なんていないでしょうね！　顔はそこそこだけど、根っからのぐーたらの駄だ目め人間だし！」

「あ？　なんだよ？　やんのか？　こら」

「ふん！　何よ？」

　そして、そのまま、ぐぎぎぎと激しく不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士のように睨にらみ合う二人。

　その子供のようなやりとりに、生徒達は、ぽかんと口を開くしかない。

（あ、あれ……？）

　と、その時。

　何か嫌な予感を、システィーナは覚えていた。

　基本、誰だれに対してもひょうひょうとしているあのグレンが、イヴには取り繕つくろうところもなく、素で真っ向からぶつかって──あまりにも意外すぎる姿を晒さらしている。

　あのクールで硬こう質しつなイヴも、なぜかグレンに対しては、まるで遠えん慮りよがないようだ。

　一見、二人の仲は悪い。

　どこをどう見ても、確実に相性最悪だ。

　だが──

（な、なんだろう……？　なんか、すっごく嫌な予感がする……今は眠ねむれる竜りゆうっていうか……何かを切きっ掛かけに、コロッと何かがひっくり返っちゃいそうな……そんな嫌な予感……その何かが何なのかは、よくわからないけど！　よくわからないけど！）

　そんな風に戦せん々せん恐きよう々きようとするシスティーナに。

「……あ、あはは……なんだか……私達に手て強ごわいライバルが出現したのかも……」

　隣となりのルミアが苦笑いでぼそりと言って。

「ららら、ライバルって何よ!?　ライバルって!?　わ、私は全然、関係ないし!?　そもそもライバルとか言われても意味わかんないし!?」

　システィーナが妙みようにしどろもどろになって慌あわて始めて。

「……システィーナとルミア……なんか変」

　ただ一人、かやの外のリィエルが、不思議そうに首を傾かしげるのであった。




　その日は一いつ旦たん、解散となった。

　グレンは強化合宿のため、学院の学生会館の宿しゆく泊はく棟とうの使用許可申しん請せいを出した。

　この学生会館は、各クラブの合宿や勉強会にもよく使われる総合施し設せつだ。

　泊まり込みで特訓に専念するなら、もってこいの施設である。

　生徒達は泊まり込みのための荷物を纏まとめ、その日のうちに宿泊棟へのチェックインを済ませた。

　当然、男子の部屋があるフロアと女子の部屋があるフロアは別だ。

　合宿の準備が終わると、グレンとイヴは、二組の生徒達を魔ま術じゆつ競技場に集めた。

　時分は、西の地平線にもうじき陽ひが差し掛かるという頃ころ合あい。

　空の色合いが微び妙みように変化し、広々としたフィールドが赤く焼け始めていた。

「まず、これから、貴方達の魔術師としての武力の程ほどを、再確認させてもらうわ」

　整列する二組の生徒達の前で、イヴが宣言した。

「ルールは……そうね、サブストの一対一決けつ闘とう方式でいいわ。別に勝ち負けなんて気にしなくていいから、自由に戦いなさい」

　そういうわけで。

　イヴが適当に組み合わせを指名し、生徒達は一対一の魔術戦を始めた。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》ッ！」

「《大いなる風よ》ッ！」

　指先から飛ぶ紫電、掌てのひらから放たれる突とつ風ぷうが、生徒達の間を交こう錯さくする。

　しばらくの間、魔術競技場を様々な呪じゆ文もんが飛び交った。

　やはり、イヴに今のままじゃ勝てないと断じられ、悔くやしかった生徒もいたのだろう。

　そんな生徒達は、ここで自分の力を示そうと必死に魔術戦を披ひ露ろうし、時折イヴへ「どうです？　なかなかやるでしょ？」と言わんばかりに、得意げな目を向ける。

「……ふうん？」

　そんな生徒達の様子を、イヴは腕うで組ぐみしながら、つんと澄すまして見回していた。

「どうだ？」

　イヴの隣に並ぶグレンが問う。

「彼ら……戦い方は貴方が教えたの？」

「……ああ。魔ま導どう戦術論と魔術戦教練……あくまで、授業の範はん囲い内ないでのみな」

「なるほど。道理で弱いと思ったわ」

　イヴが薄うすら笑い、グレンが固く押おし黙だまる。

「あら？　気を悪くした？　ごめんなさいね、そういう意味じゃないわ」

「わぁーってるよ。魔術師としての技量のわりには、ってことだろ？」

　ふん、とグレンが鼻を鳴らしてそっぽを向く。

　それに構わず、生徒達の魔術戦の観察を続けながらイヴが続けた。

「まぁ、それでも。あの子達は、とてもいい線いってるわ」

　イヴが指さした先にいるのは……ギイブル、カッシュ、ウェンディ。

　先ほどから、特に多くの勝ち星を拾っている生徒達だ。

「それに、あの元・王女……ルミア。随分と度胸あるわね。本当に素人しろうと？」

　次にイヴが注目したのはルミアだ。

　先出の三人と比べたら、勝ち星は少ないが……呪文が顔を掠かすめようが、身体からだに当たろうが、まったく怯ひるむことも動どう揺ようもない、恐おそるべき強固な精神性を発揮している。

「一対一の戦いには向かないけど、あの肝きもの据すわり方……そうね三人一組スリーマンセル・一戦術単位ワンユニツトなら、支援後衛で開花するタイプでしょうね。……軍でも得がたい人材だわ」

「だろうな」

　次に、イヴが目をつけたのは──

　一対一の魔術戦でありながら、ひたすら相手の呪文をかわし続けるリィエルだ。

　なにせ、彼女には相手を有効に攻こう撃げきできる呪文がない。

　格かく闘とう戦せんありなら敵なしだが、格闘戦を封ふうじられるとどうしてもこうなってしまう。

「……そろそろ、なんとかしてあげる時期じゃない？　軍時代からそう思ってたけど」

「……だよな。軍時代は俺とアルベルトが魔術戦を補ほ佐さしていたから、まったく必要なかったけどな。それで戦果もトップクラスだったし」

「それに、下手に覚えさせたら、なんだか今より弱くなりそうで怖こわいしね……」

　そして、イヴは最後に、その少女に目をつけた。

　この二組の中で、もっとも勝ち星を挙げている少女だ。

「《大いなる風よ》──っ！」

「うわぁあああああああああああ──っ！」

　その少女が一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて放った突風が、対戦相手を場外へと吹ふき飛ばす。

「うぉおおお──ッ!?　さすがシスティーナだぜ!?」

　十戦以上戦っても未いまだ負けなし。負ける気配もなし。

　その少女は、一人だけ圧あつ倒とう的な強さをこれ以上ないほど誇こ示じしている。

「システィーナ＝フィーベル。軍属のリィエルを除けば、本当に別格ね。もともとの才能に努力も備わってる。実戦経験も豊富……もう、学生のレベルじゃないわ」

「…………」

「彼女……ひょっとして、貴方あなたがマンツーマンで教えている？　……ああ、安心して。くだらない邪じや推すいをしてるわけじゃないわ」

「ああ、俺がつきっきりで教えた」

「……でしょうね。立ち回り方が、凄すごく貴方っぽいもの」

　ふっ、と。

　イヴが口元を歪ゆがめる。

「でも、きっと貴方もわかっているでしょう？　彼女……そろそろ頭打ちよ」

「！」

「貴方に教わっている限り、これ以上の発展はないわ。残ざん酷こくなようだけど」

「ちっ……ンなこたぁ、わかってるよ」

　グレンが忌いま々いましそうに頭をかいて言った。

「ま、貴方のクラス……総じてよく鍛きたえられているわ。やるじゃない、貴方も」

「で？　どうなんだよ？　改めて見て、模も範はんクラスの連中に……勝てそうか？」

　すると、イヴが呆あきれたように言った。

「は？　聞かなくてもわかってるでしょう？　そんなの──」

　さも当然、とばかりにイヴが、グレンに何事かを言い放った、その時であった。

「ちぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っす」

　その場に、いかにも軽けい薄はくそうな挨あい拶さつが響ひびき渡わたった。

　見れば、学院の制服に身を包んだ生徒達の一集団が、新たにこの場に現れていた。

　だが、その面々には、グレンは見覚えがない。

（……模範クラスの連中か）

　グレンが半眼でいると、その集団は悠ゆう然ぜんとグレンの下もとへ歩み寄って来る。

「いやぁ、グレン先生……でしたっけ？　どうやら先生のクラス、二週間後の生存戦に向けて、早速、練習、頑がん張ばってるみたいっすね？」

　集団の先頭の少年──ザックがおどけたように言った。

　ザックを筆頭とする模範クラスの生徒達は、二組の生徒達の一対一決闘戦風景を見て、皆みな、くすくすと吹き出すように笑いを堪こらえている。

　今はシスティーナがちょうど練習を終えて休きゆう憩けい中だが……皆、明らかに二組の生徒達を見下し、侮あなどっていた。

（こいつら……）

　所しよ詮せん、相手はガキ。グレンが適当にスルーしていると。

　ザックがニヤニヤ笑いながら、言った。

「なぁ、先生。少し提案があるんすけど……練習、手伝ってあげましょっか？」

「……ん？　どういう意味だ？」

「そのまんまの意味っすよ。連中をいっちょ揉もんであげようかと思いまして。ほら、俺達って模範クラスっしょ？　先生のクラスの模範になってやろうかなって」

　ザックの物言いに、グレンの目が僅わずかに鋭するどくなる。

　すると。

「初めまして、グレン先生。私、メイベル＝クロイツェルと申します」

　その模範クラスの集団の最さい後こう尾びにいた、眼鏡めがねの少女──メイベルが言った。

「ところで、先生。私、生存戦とか、率直に言って、お互たがい時間の無む駄だだと思うんです」

「んだとぉ？」

「私達との実力差が明確にわかれば、あの子達も『裏学院』での生存戦で、私達に挑いどもうっていう気がなくなるんじゃないかと。先生が決闘を取り下げて、生存戦が流れてくれるんじゃないかと。だから、私が皆に提案して、こうして連れてきたんです」

　そして、メイベルがグレンの前へ歩み寄り……淡たん々たんと告げた。

「今、ここで勝負しませんか？　私達と貴方の生徒達で」

　しばらくの間、グレンはそんなことを淡々と告げるメイベルを半眼で見み据すえて。

「……いいや、必要ねえよ。断──」

　にべもなく突っぱねて、背を向けようとした──その時だった。

「いいわよ。受けて立つわ」

　イヴがきっぱりとそう言っていた。

「貴方達は……今、ちょうど二十人ね。なら、一対一の個人戦を二十回行う団体戦はどうかしら？　ルールは格闘戦なしのサブスト……これが怪け我ががなくていいでしょう？」

「なぁんか、温ぬるいルールっすねぇ？　まぁいっか、この温い学院ならそんなもんか」

「おーい、皆みんな、決闘戦やるってよ！　戦う順番、くじ引きで決めようぜ！」

　イヴの通達に、ザックやその他模範クラスのメンバーが嬉き々きとして準備に入る。

　メイベルは、そんなイヴを無言で見つめ……やがてくるりと背を向けた。

「おい、イヴ。お前、一体、どういうつもりだ？」

　一体、何が始まるんだ？　と、ぞろぞろ集まってきた二組の生徒達の前で。

　グレンがイヴに詰つめ寄より、微かすかに怒いかりの灯ともった目で睨にらみ付けていた。

「ふん、黙って見てなさい」

　腕組みしたイヴが、そんなグレンを冷ややかに流し見る。

「本当は貴方だって、わかってるでしょう？　今のままじゃ駄だ目めだってことくらい」

「……ちっ。俺、やっぱ、お前のこと嫌きらいだ」

　グレンが視線をふいと外し、イヴに背を向け、吐はき捨てる。

（ど、どうしたのかしら、先生達……？）

　そんな二人の険悪な雰ふん囲い気きを、システィーナは不安げに見つめるしかなかった。




　ほどなくして、二組と模範クラスの決けつ闘とう戦せんの準備が整った。

　この団体決闘戦に参加する生徒と、対戦順も決まった。

　競技場に白線で引いたコートの中に、まずは互いのクラスの一人目の選手が立つ。

「ふん……よろしく」

　眼鏡を押し上げて、油断なく自分の対戦相手を見据えるギイブルと。

「ふぁ……」

　対戦相手のギイブルを見もせずに、欠伸あくびをしているザックだ。

　その身体は脱だつ力りよくしきっていて、いかにも気け怠だるげだ。

「ギイブルーっ!?　頑張れ──っ！」

「お前なら、いけるっ！　勝てるぞ──ッ！」

　二組はそうやって、魔ま術じゆつ戦せんの試合に挑むギイブルを応おう援えんするが。

「なぁ、あっちのあのツインテールの子、すっげぇ可愛かわいくね？　マジパなくね？」

「いや、俺はあの銀ぎん髪ぱつちゃんがいい！　あいつ、絶対チョロいわ！　ちょっと押せば、すぐ喰くえるタイプだわ！」

「お前ら、あの金髪巨きよ乳にゆうちゃんが目に入らないなんて、男としておかしいだろ!?」

「俺はあの青あお髪がみかなー？　しかし、このクラス、どの娘こもクオリティ高すぎだろ……」

　模範クラスの連中は、試合などそっちのけで下品な雑談に興じていた。

「……おい。君ら、やる気あるのか？」

　そんな模範クラス達の態度は、プライドの高いギイブルの神経を逆なでするしかない。

「マキシム魔ま導どう塾じゆくとやらの生徒かなんだか知らないけど、僕達をあまり舐なめるなよ？」

「はぁ？　舐める？　ああ、なんだ、お前ら……まさか勝負になると思ってたの？」

　ザックの言葉に、ギイブルの眉み間けんに皺しわが寄った。

「あのな。俺達は涙なみだぐましく無駄な努力しているお前らの力に、少しでもなってやろうって、そう思っただけだよ。まぁ、胸貸してやるから気楽にかかってきな？」

「…………」

　手加減はいらないな。本気で潰つぶしてやる。

　怒りを持ち前の冷静さで御ぎよして、集中力を高めるギイブル。

　そして──

「……始め」

　イヴの宣言と共に──決闘戦が始まった。

「──《雷らい精せいよ》ッ！」

　即そく座ざにギイブルが動いた。

　ザックを左手で指さし、口早に呪じゆ文もんを唱える。

　弾だん速そくと詠えい唱しよう速度を重視した、黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の紫し電でんが、ザックへ向かって真っ直すぐ走る。

「おお、早はえぇ!?」

「ギイブルのやつ、また腕うで上がってるぜ!?」

　そんなカッシュ達の歓かん声せいが上がるが──

「よっと」

　ザックはそれを見切って、体たい捌さばきでかわし──

「──《第二射》──《第三射》ッ！」

　すかさず身を翻ひるがえし、ギイブルが呪文を連唱ラピツド・フアイアする。

　かわされることを見み越こし、その先の隙を刺さす絶ぜつ妙みようの一手。

「!?」

　さすがに意表を突かれたザックが、一瞬、目を見開くが──

「おっと──《災さい禍か霧む散さんせよ》ッ！」

　二射目を転がりながらかわし、それを追い撃うつ三射目を打ち消しバニシユする。

「な──ッ!?」

　これで決まったと確信していただけに、ギイブルは次の対応の判断を一いつ瞬しゆん迷う。

　だが、その一瞬。そのたった一瞬で──

「《雷精よ》ッ！」

　すかさずザックの放った【ショック・ボルト】の一いつ閃せんが──ギイブルを撃った。

「ぐぅうううう──ッ!?」

　ばちんっ！　ギイブルの全身を、紫電が食くい荒あらす。

　その結果、ギイブルは瞬しゆん時じに意識を刈かり取とられ──地に伏ふせることとなった。

「……ま。あんな無能講師に教えられてるお前らなら、こんなもんか」

　審しん判ぱん員いんを務めるイヴの判定の言葉も聞かず、ザックがくるりと背を向け、フィールドの外へ出て行く。

　サブストルールで【ショック・ボルト】は【ライトニング・ピアス】に読み代えるので──判定など聞くまでもない、ザックの完全勝利であった。

「ぷっ……弱ぇえええええ──っ!?」

「あはははっ！　思ってたより、鈍にぶい連中なのね！」

「でも、おいおい、ザックぅ？　お前、今、ちょっとビビってたろ？」

「は？　ふざけんな、んなわけねーだろ？　あんな雑魚ざこ相手に……」

　対戦相手に敬意の一ひと欠片かけらも払はらわず、やいのやいのと騒さわぎ立てる模範クラス達。

　そして……

「う、噓うそだろ……あのギイブルが……？」

「手も足も出ずに……？　そんな、馬ば鹿かな……」

　二組側は、完全にお通夜状態であった。

（やっぱり、こうなったか……）

　グレンが悔くやしげに歯は嚙がみする。

　──は？　聞かなくてもわかってるでしょう？　そんなの──

　──大敗北よ。決まってるわ。

　──万が一にも、今の貴方あなたの生徒達が勝てる要素なんてない。

　グレンの胸裏に蘇よみがえる、イヴの先ほどの言葉。

（マキシム魔ま導どう塾じゆく……ここの塾生達は、魔術はただの武器だと教えられ、その武器の使い方だけを徹てつ底てい的に叩たたき込こまれた、アマチュア軍人みてえな連中……以前の聖リリィ魔術女学院みたいな、ファッションの強さ気取っていた連中とは違ちがう……ガチな連中だ。

　俺に、あくまでも魔術は学問だの、生きるための知ち恵えだのと教えられちまったこいつらが、単純な〝一対一の戦せん闘とう〟で、いきなり勝てるわけねえ……ッ！）

　全身に沸わき立っていく怒りを堪えながら、グレンはイヴを鋭く睨み付ける。

（くそが……どういうつもりだ、イヴ!?　お前だって、この結果はわかりきっていたはずだ……ッ！　てめぇ、俺に対する意い趣しゆ返がえしか……ッ!?）

　そんなグレンの怒りも露つゆ知らず。

「……次。互いに前へ」

　イヴが無む慈じ悲ひに、両クラスの生徒に次の試合を促うながす。

「は、はい……うぅ……」

　二組ではトップクラスの実力者であるギイブルが、手も足も出ずに倒たおされてしまったことで、二組のロッドはすっかり萎い縮しゆくしながら、フィールドに出て……

「いや、でも、このクラスって本当に可愛い子多いよなぁ！　やっべ、あんまりかっこいいとこ見せすぎて、惚ほれられたらどうしよ!?　よりどりみどりで困っちまうな！」

「ギャハハハハハ！　イードのやつぅ、余よ裕ゆうぶっこきすぎ！」

「お前ぇ！　もっと試合に集中しろよぉ──っ！」

　模も範はんクラスの連中は、ひたすら軽けい薄はくでふざけた様子を崩くずさない。

　互いのクラスの生徒が、再び決闘フィールドで向き合ったのを見計らって。

「……始め」

　イヴはやはり、淡々と決闘戦開始の合図を告げるのであった。




　……結論を言えば。

　それからは無慈悲な虐ぎやく殺さつ、屈くつ辱じよくの公開処しよ刑けいタイムの始まりであった。

　模範クラスの生徒達の実力は──圧あつ倒とう的てきだった。

　次々と一対一の決闘戦は繰くり返され……二組の生徒は次々と瞬しゆん殺さつされていった。

　自分達と彼らとの間に、これほどの差があったのか？

　同い年くらいの学生同士なのに、自分達と彼らとで一体、何がこうも違うのか？

　二組の生徒達は、自身らの認識の甘さをこれ以上なく突つきつけられた。

　先の戦いを生き残った、戦い抜ぬいた……やはり、心の底のどこかにあった自負や自信……そんなものは一瞬でバラバラに打ち砕くだかれた。

「く、くそぉ！　《雷精の紫電よ》ッ！　《雷精の紫電よ》──ッ！」

「うわーっ!?　こ、こいつ強つえぇーっ!?　隙すきがなさすぎるぅーっ!?」

　たまに模範クラスの生徒相手に粘ねばり、一見良い試合をする生徒もいたが……それはただの舐めプレイ。本当は一瞬で決着がつくのに、遊びで長引かされていただけだった。

　奮戦空むなしく二組が無む惨ざんに打ち倒される度たび、模範クラスからは嘲ちよう笑しようが上がり──

　そして──




「……両クラス、二十人目の選手。前へ」

　本日の模も擬ぎ決闘戦、最後の組み合わせ。

　その凜りんと美しい顔立ちを怒いかりに歪ゆがめたシスティーナと、どこか冷めた雰ふん囲い気きのメイベルが、決闘フィールドの中央で対たい峙じしていた。

「くそっ……頼たのむシスティーナ……お前だけでも勝ってくれ……ッ！」

「俺達の仇かたきを取ってくれ……ッ！」

　祈いのるような心境で、二組の生徒達はシスティーナを見つめている。

「おーい、メイベルぅー、そいつ美人だから、あんま苛いじめんなよぉー？」

　対するザックを筆頭とする模範クラスの連中は、相変わらずであった。

「あれ？　そういえば、メイベルのやつ、俺達の中じゃどれくらいの強さだったっけ？」

「さぁ？　覚えてねーな」

「いや……おかしいだろ。俺達、いつも一いつ緒しよにマキシム先生に教えられてるだろ？」

「そうねぇ。なんか、彼女の実力、思い出せないのよね……？」

「まぁいいや。どうせ勝つし。マキシム先生に教えられた僕達が負けるわけないし」

　そんなことを聞き流しながら。

「……貴女あなた達は最低だわ」

　システィーナが厳然と、目の前のメイベルに言い放った。

「ええ、確かに強いのかもしれない。でも、貴女達は強い力を持つ意味を、何一つ理解してない……弱い者を苛めて喜ぶ子供よ。魔ま術じゆつ師しの風上にも置けないわ」

　対するメイベルは無言。

　そんな無言の相手に、システィーナは突き刺すように宣言する。

「……負けないわ。貴女達には絶対負けない……負けられないのよ」

　すると。

「この学院では、前口上を教わるようになったのですか？　戦いに挑む魔術師の口が語るべきものは呪文だけですよ？」

　メイベルは、そんなシスティーナの怒りをさらりと受け流し、眼鏡めがねを押し上げる。

　そんなメイベルの挑ちよう発はつのような指し摘てきに、システィーナはさらに眉まゆ根ねを吊つり上げる。

　ハラハラしながら見守る二組の生徒達。

　ニヤニヤしながら見守る模範クラスの生徒達。

　そして──

「……始め」

　イヴがそう宣言した瞬しゆん間かん。

「《大いなる風よ》ッ！」

「《大いなる風よ》ッ！」

　両者まったく同じタイミングで、黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪じゆ文もんを叫さけんだ。

　巻き起こる壮そう絶ぜつな突とつ風ぷうと突風が、真っ向からぶつかり、四方八方に激風が吹ふき荒れる。

「うお!?」

「きゃ!?」

　見守っていた両クラスの生徒達が、体の浮うきそうな衝しよう撃げきに慌あわてて身を縮こませる。

「《雷らい精せいの紫電よ》ッ！　《続く第二射ツヴアイ》ッ！　《更なる第三射ドライ》ッ！」

「《霧む散さんせよ》──《さらに》──《さらに》」

　すかさず放った、システィーナの【ショック・ボルト】三連唱ラピツド・フアイアに。

　まるで動じず、メイベルが【トライ・バニッシュ】を三連唱ラピツド・フアイアして、打ち消す。

（噓……ッ!?　こ、この人……強い……ッ!?）

　この一合いで、システィーナはメイベルの実力を猛もう烈れつに悟さとった。

　今まで見てきた他の模範クラスの連中とは──一人だけ次元が違う。

　そして、システィーナに生じた、マナ・バイオリズムの隙──

「《虚こ空くうに叫べ・残ざん響きよう為するは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》」

　メイベルがシスティーナの致ち命めい的てきな隙へ、黒くろ魔ま【スタン・ボール】を冷静に唱える。

　圧縮空くう気き弾だんが、システィーナへと弧こを描えがいて飛来する。

　着弾と同時に炸さく裂れつする音波と振しん動どうの衝撃が、システィーナの意識を刈り取ろうとする。──その一瞬前。

「《秩ちつ序じよ在あれ》──ッ！」

　最近、覚えた白しろ魔ま【リズム・キャンセル】──負荷が大きいため、日の使用回数は決まっているが、マナ・バイオリズムを瞬時にロウ状態へ戻もどす切り札を唱え──

「──《疾しつ風ぷうよ》ッ！」

　次の瞬間、激風を纏まとったシスティーナが、背後で炸裂する爆ばく音おんと振動波を置き去りにその場から脱だつする。

　そして、メイベルを中心に大きく弧を描いて、瞬時にその背後へと回る。

　黒魔【ラピッド・ストリーム】による、システィーナの超ちよう高こう速そく機動だ。

「《紅ぐ蓮れんの炎えん陣じんよ》──ッ！」

　高速機動のまま、システィーナはすかさず黒魔【ファイア・ウォール】を唱える。

　放射状に、爆ばく発はつ的てきに広がる炎ほのおの壁かべが、メイベルを背後から吹き飛ばそうとして──

「《光の障しよう壁へきよ》」

　それすら読んでいたのか、メイベルが見もせずに【フォース・シールド】を唱える。

　メイベルの背面に光の障壁が展開され──システィーナの呪文を防ぐ。

「く──ッ!?」

「…………」

　そして、次々と次なる呪文を繰り出し、激しく凌しのぎ合うシスティーナとメイベル。

　学生同士の魔ま術じゆつ戦せんとは思えない、恐おそるべき高度な戦いがそこに展開されていった。

「ぉおおおおお──っ！　いいぞぉ、システィーナぁああああ──っ！」

「頑がん張ばってくれぇえええええ──っ！」

　二組の生徒達はそんなシスティーナの奮戦に、必死に声せい援えんを送り……

「ま、まぁ……向こう側にも、ちったぁデキるヤツがいるみたいだな……」

「ああ……ぜ、全然、たいしたことはねーんだけど……」

　システィーナの実力に、模範クラスの連中は平静を装いながらも、啞あ然ぜんとしていた。

「ていうかよ……メイベルのやつってこんなに強かったっけ……？」

「あれ？　うーん……どうだったっけなぁ……なんか、印象が……」

「メイベルさん、ずっと私達と一緒に塾じゆくに通っていましたよね？　アレ？　なんで、私達……彼女の力にまったく気付かなかったんでしょう？」

「そうだよな、えーと……そもそもメイベルって、いつから俺達のクラスにいたっけ？」

　そんな意味不明なことで、模範クラスは首を傾かしげていたが。

（……くっ!?　この人……なんて強いの!?）

　ひっきりなしに呪文を応おう酬しゆうし合いながら、システィーナは歯嚙みをしていた。

　最も早はや、加熱疾しつ走そうする戦せん闘とう思考は、言語的な意味をシスティーナの頭に何一つ結ばない。

　ただ、これまでに培つちかった直感と呼吸が、呪文を矢や継つぎ早ばやに紡つむがせる。

　飛来してくる雷らい閃せんを打ち消しバニシユ、熱波を障壁で受け止め、時に体術でかわし──反はん撃げきに収束する突風を放つ。

　実力が拮きつ抗こうした魔術師同士の、魔術のみを使用した純魔術戦は、いわば、互たがいのマナ・バイオリズムの崩し合いだ。

　そのための道筋を、戦いの流れの中で瞬しゆん時じに組み上げ、迷いと恐れなく実じつ践せんできる者が勝つ。

　だが──

（崩れない……この人、マナ・バイオリズム……全然、崩れない……ッ!?）

　再三再四、メイベルが放ち、飛来してくる【スタン・ボール】の圧縮空気振しん動どう弾だん。

　システィーナが【ラピッド・ストリーム】の高速移動で逃にげる、逃げる、逃げる──

　激しい魔力の消費に、いつの間にかシスティーナの息が上がってきている。

（……負けられない……負けられないのよ……ッ！　こんな人達に……ッ！）

　牽けん制せいの黒魔【マジック・バレット】──魔力弾を無数に放ち、メイベルを下がらせる。

　大苦戦がもたらす焦しよう燥そうに、システィーナはどんどん切せつ羽ぱ詰つまっていく。

　精神的な余裕が……なくなっていく。

（この人達は、私達を……先生を馬ば鹿かにした……ッ！　先生の指導は無意味だって……先生は無能だって……だから、負けられない……ッ！）

　メイベルが放った【ファイア・アロー】、小さな炎の矢が数本、システィーナへ飛ぶ。

　咄とつ嗟さに【エア・スクリーン】を合わせ、空気障壁を展開して、それをいなす。

（もし、私まで負けたら……この人達の言ったことが、本当になってしまう……ッ！）

　黒魔【ホワイト・アウト】を唱える。

　巻き起こる真っ白な吹雪ふぶきが──メイベルを直ちよく撃げきし、一瞬、両者の視界を覆おおう。

　決まったか──

　──否。決まってない。

　凍とう気きに包まれる瞬間、彼女が【トライ・レジスト】を唱え、防ぼう御ぎよしているのが見えた。

（私はそんなの認めない……先生の教えを貶おとしめられるなんて我が慢まんできない……だから、負けられない……ッ！　私は……負けられないのよ……ッ！）

　そんな強きよう迫はく観念に突き動かされるように──システィーナは必死に呪文を括くくる、括る、括り続ける。

　そして──未いまだ、吹雪晴れぬ視界の悪い中──

「《拒こばみ阻はばめよ・嵐あらしの壁よ・その下か肢しに安らぎを》──ッ！」

　システィーナが一瞬早く、黒魔改【ストーム・ウォール】を差し込こんだ。

　その呪文は、システィーナが初めて作った即そつ興きよう改変呪文。

　いわば、グレンの教えの象しよう徴ちようのような呪文だった。

「──ッ!?」

　猛烈な風の壁が──メイベルに絡からみつき、その動きを縛しばり付ける。

　ここぞ好機とばかりに。

「《秩序在れ》──ッ！」

　システィーナは本日、最後の白魔【リズム・キャンセル】を切って──

「これで終わり──《大いなる風よ》──ッ！」

　メイベルが対抗呪文カウンター・スペルを唱える暇ひまもなく、トドメの【ゲイル・ブロウ】を叩たたき付ける。

　──勝った！

　──今度こそ、メイベルは対たい抗こうできない！

　システィーナが勝利を確信した……その時だった。

　メイベルを直撃したはずの突風の戦せん槌ついが──メイベルをすり抜ぬけてしまう。

「……え？」

　愕がく然ぜんとするしかないシスティーナの前で。

　そのメイベルの姿は、ぐにゃりと揺ゆらいで……まるで幻まぼろしのように消えていってしまう。

「──黒魔【イリュージョン・イメージ】ッ!?」

　今、システィーナが攻こう撃げきしたメイベルは、光操作によって生まれた虚きよ像ぞうだったのだ。

（まさか……あの【ホワイト・アウト】で生じた、一瞬の視界不良の間に……ッ!?）

　システィーナが慌てて、見失ったメイベルの姿を探ろうとすると。

　とん。

　その背中に手を押し当てられる感かん触しよく。

「…………ッ!?」

　メイベルが……システィーナの背後に立ち、その左手をつけていた。

　硬こう直ちよくして動けないシスティーナ。

　打ちひしがれたように顔を歪ゆがめる、二組の生徒達。

「……惜おしかったですね」

　愕然とするシスティーナへ、メイベルが勝ち誇ほこるでもなく淡たん々たんと告げる。

「でも、貴女あなた……試合の最中に、少し余計なことを考えすぎじゃないでしょうか？」

「…………」

「貴女は目の前の敵を見ていません。だから、こんな手に引っかかるんです」

　メイベルは、システィーナへトドメの呪文を撃うたない。

　ただ、背後を取って、その背中に手を押し当てただけ。

　だがそれは──誰だれも文句のつけようがない、これ以上ないほどの〝敗北〟であった。

「……参りました」

　しばらくの間、無言で俯うつむいていたシスティーナが絞しぼり出すように、そう呟つぶやいて。

「そこまで」

　イヴが作業のように、試合終しゆう了りようを告げる。

　メイベルは手を下ろしてシスティーナへ背を向け、下品な歓かん声せいを上げる模も範はんクラスの生徒達も置き去りに、そのまま一人競技場から去っていく。
















　鉛なまりのように重たい空気が……敗北を喫きつした二組の上にのし掛かかっていた。




（本当に、イヴのやつ、どういうつもりなんだ!?）

　グレンは、すっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまった自分の生徒達を前に、イヴに対する不満と苛いら立だちを隠かくしきれなかった。

　見れば、このあまりの屈くつ辱じよくと敗北感に、涙なみだすら浮かべている生徒もいる。

　当のイヴは、いつもの冷たいすまし顔で、淡々と手元のボードに何かを書き連ねていた。

（はぁ……こいつら……ショックだったろうな……）

　ちらりと、システィーナを見る。

　システィーナも茫ぼう然ぜん自じ失しつして、膝ひざを抱かかえてしゃがみ込んでおり……ルミアとリィエルが、何事かを言って慰なぐさめているようであった。

　結局……皆みな、根底に〝自信〟があったのだ。

　いくら指し摘てきされようが、本人ですら気付かない〝過信〟があったのだ。

　なにせ、自分達は先のフェジテが滅ほろぶか否いなかの大事変を戦い、生き抜いたのだから。

　だが、今や──そんななけなしの自信は、完全に破は壊かいされてしまった。

　グレンはそんな生徒達に何か声をかけてやりたかったが……なんと言ってやればいいのかわからない。どうしても言葉が口を突ついて出ない。

（……ああ。つまりなんだ。俺もショックなんだな……）

　魔術は人殺しの道具。

　グレンは常つね日ひ頃ごろ、そう主張する反面、自分の運命を切り開く知ち恵えとしての魔術を……ただの人殺しの術すべではない一面を、やはり信じていたのだろう。

　だから、グレンは魔術を人殺しの道具と連呼しながら、生徒達には知恵としての魔術を教えてきた……つもりだった。

　だが、敗北した。

　魔術は人殺しの道具であると徹てつ底てい的てきに教えられ、鍛きたえられてきた者達に。

　無論、わかる。知恵としての魔術を完成させるには……生徒達はまだ若すぎる。

　こんな年ねん齢れいで真の魔ま術じゆつ師しとして完成できるほど、魔術は底の浅いものではない。

　だが──

（やっぱ、悔くやしいぜ。すまねえ、お前ら。俺が力不足なばっかりに……）

　どうにもやりきれないものがあった。

　グレンが悔しげに拳こぶしを握にぎり固め、俯いた……その時だった。

「や、止やめてくださいましっ！」

「な、いいだろ!?　な!?　な!?」

　女子生徒の悲鳴と、軽けい薄はくな男子生徒の声が上がった。

　顔を上げて見れば──

「ぶ、無礼者っ！　わたくしに触さわらないでくださいましっ！」

　模範クラスのザックとその取り巻きが、ウェンディに絡んでいるのが見えた。

「堅かたいこと言うなよ、可愛かわいい子ちゃん？　なぁ？　なぁ？　俺、どうだったよ？　カッコ良かったろ？　惚ほれちゃったろ？　これから俺達とお茶でもどう？」

　ザックが嫌いやがるウェンディの腕うでを摑つかんでいる。

　取り巻き達が、ウェンディの身体を嫌らしい目でなめ回すように見ている。

「は、放はなして！　放してくださいまし！　嫌ぁっ！」

　先ほどの試合で、自分が手も足も出なかった相手にこうも囲まれて、ウェンディはすっかり怯おびえて震ふるえていた。

「貴方あなた達！　ウェンディに何をするんですか!?」

　テレサが助けに入ろうとするが──

「そいえば、お前もスッゲェ美人だよなぁ？」

「スタイル抜ばつ群ぐんだしねっ！　ねぇ、君も俺達とどう？」

　彼女も取り巻きの生徒達に阻まれ、手を摑まれ、身動きが取れなくなってしまう。

　自分達より圧あつ倒とう的てきに強いと、先ほど、文字通り痛いほど証明した連中だ。

　二組の生徒達は及および腰ごしで、それを遠巻きに眺ながめるしかない。

「お、おい！　お前らふざけんなよっ！　ウェンディ達を放しやがれっ！」

「……いい加減にしろよ」

　ただ、カッシュとギイブルだけが、負けじとその場に割って入るが……その表情には決死の覚かく悟ごしかない。もし乱らん闘とうになれば、負けるとわかってしまっているからだ。

「あん？　なんだよ……弱よえぇ連中が逆らうなっての」

「もう一回、〝試合〟すっか？　まーた返り討ちにしてやろうか？　ん？」

　二組を完全に格下だと舐なめきったザック達が、薄うすら笑いをカッシュ達に向ける。

「くっ……」

　カッシュやギイブルの額に脂あぶら汗あせが滲にじむ。

　二人にできることは、ただ退ひかないこと、それだけであった。

「はっ、腰こし抜ぬけだなぁ」

　そんなカッシュ達を挑ちよう発はつするかのように、ザックが吐はき捨てた。

「まぁ、お前らみてーな温ぬるい連中が、俺達に勝てるわけねぇしなぁ？」

「ったく、ザコは大人しく引っ込んでろっての。俺はこれからこの子口く説どき落とすのに、忙いそがしいんだからよ。へへっ……こいつ、絶対、俺の女にしてやるぜ……」

「ほら、失うせろって。しっしっし」

　たかが、しつけと育ちの悪いガキ共。

　そう思って今までその不快な言動を見み逃のがしていたグレンだったが……ここまで自分の生徒達をコケにされて黙だまっていられるわけがない。

（ええい、もう大人げねえとか知るか！　魔ま術じゆつ戦せん（物理）のお稽けい古この時間だ──）

　こめかみをビキビキさせたグレンが、減げん俸ぽう覚かく悟ごで懐ふところの愚ぐ者しやのアルカナを摑む。

　そして、その騒さわぎに足を踏ふみ入れようとした……その時であった。

「そこまでよ」

　それよりも一いつ瞬しゆん早く、イヴが割って入っていた。

「貴方達。今は私が管かん轄かつする教練の時間よ。試合の協力には感謝するけどね、それ以上の好き勝手は許さないわ」

「!?」

「解散よ、解散。余計なことしてないで、さっさと解散なさい」

　すると。

　ザックは取り巻きの生徒達と顔を見合わせて……にんまりと笑って言った。

「えーと、確かイヴ先生、でしたっけ？」

「……何よ？」

「あはは、いや、何……ひょっとして先生って、俺達のこと舐めてません？」

　途と端たん、イヴの冷ややかな目がほんの僅わずかに細められる。

　同時に、ザックの暴言に二組の生徒達が凍こおり付いていた。

「知らないと思ってんすか？　マキシム先生から聞いたんすけどぉー、あんた……帝てい国こく軍ぐんのイヴ＝イグナイト……今は母方のディストーレ姓せいでしたっけ？」

「とにかく、先の騒そう乱らんで負傷して、左手の魔術能力を喪そう失しつしたんすよね？」

「で、イグナイト家から勘かん当どう、百ひや騎つき長ちようから従じゆう騎き士し長ちようにまで降格……ぷっ！」

　嘲あざけるような視線が、イヴを容よう赦しやなく突き刺さしていく。

「えっ……？　イヴさん、左手の……？」

「魔術能力を……喪失……ですって……？」

　一方、カッシュやウェンディは、目を見開いてイヴを見つめる。

　心臓に近い左手は、魔術師がもっとも強い魔術を使える手だ。

　その左手の魔術能力を喪失したなど、魔術師としては死んだも同然だ。

「いくら教官だからといってさ。あんま、教官ぶって俺達に逆らわない方がいいよ？」

「そうそう、長いものには巻かれろってよく言うじゃん？」

　イヴが左手の魔術能力を失っているということは──あの化け物みたいに強い模範クラスの連中には、太刀たち打うちできないということではないか。

　二組の生徒達の顔が、不安と絶望の表情に揺ゆれる。

　イヴを助けてやってくれと、二組の生徒達の視線が、グレンに集まる。

　だが。

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…………」

　グレンは、なぜか怒おこる気も失せたのか、呆あきれ返ったように特大の溜ため息いきを吐ついていて。

「ねぇ、グレン。あの人達……ばかなの？」

「……察してやれ」

　そして、半眼で見上げてくるリィエルへ、そんなことを返していた。

　そんなグレン達の薄い反応を、生徒達が訝いぶかしんでいると。

「……ふうん？　ああ、そう」

　イヴが半眼で、ふわりと髪かみをかき上げながら、言った。

「貴方達……そういうこと？」

　すると、イヴは一同にくるりと背を向け……すたすたと決けつ闘とうフィールドの中央に立つ。

　そして、模範クラスの生徒達を振ふり返って、宣言した。

「私、一応、教官だし……舐められっぱなしってのは癪しやくね。いいわ、〝試合〟してあげる。ああ、言葉を取り繕つくろうのも面めん倒どうね。これから、私は貴方達を〝シメ〟る」

「は、はぁ？」

「大人げないかしら？　なら一応ハンデあげる。【ショック・ボルト】だけでやってあげるわ。ほら、遠えん慮りよなくかかってきなさいな」

「……はぁ？」

　何言ってんだ？　この女。左手で魔術使えないくせに。

　模範クラスの生徒達の顔に、そんな表情がありありと浮うかんでいた。

「おい、ザック、どうする？　なんか、あの行き遅おくれ、調子のってんぞ？」

「ま、いいんじゃね？　ここで教官シメといた方が、後々、やりやすいだろうし」

「よっしゃ！　そういうことなら、誰だれからいく？」

「じゃんけんで決めようぜ？　じゃんけん……」

　いつものように、やいのやいのとザック達が騒ぎ始めると──

「──ッ!?」

　数本の紫し電でんが空気を切きり裂さき、寄り集まるザック達の頭を、正確無比に掠かすめていった。

「しゃらくさいわね」

　見れば、イヴがゆるりと右手をザック達へと向けている。

「全員まとめてかかってきなさいよ。どうせ結果は変わらないんだから」

　イヴの佇まいは……何一つ変わっていない。

　あのどこか気け怠だるげで、無気力でふて腐くされたような……覇は気きのない表情だ。

　なのに、なぜか……何かがおかしい。

　突とつ然ぜん、イヴの背せ丈たけがとてつもなく大きくなったような……そんな錯さつ覚かくがある。

　師であるマキシムを相手にしても、感じたことのない圧あつ迫ぱく感かんと存在感だ。

「はっ……こ、後こう悔かいすんなよ？」

　そんなはずはない。気のせいだ。俺達は強い。

　あんな覇気のない、左さ遷せんされた軍人くずれに負けるはずがない──俺達は強いんだ。

　そう自分に言い聞かせ、ザック達は散開し、イヴを取り囲む。

　そして。

「……始め」

　イヴが静かに目を閉じて、そう宣言すると共に。

「くたばれぁあああああああああああああ──っ！」

　ザック達が一いつ斉せいに呪じゆ文もんを唱え始め──

「《雷らい精せいの──》」

「《紅ぐ蓮れんの──》」

　だが、その誰よりも早く──イヴが動いた。

「《雷精よ》、《踊おどれ》」

　イヴが五発同時起動シンクロノス・ブートした、黒くろ魔ま【ショック・ボルト】。

　その紫電が、瞬しゆん時じに五人の模も範はんクラスの生徒達を撃うち倒たおしたのだ。

「な、何ィ!?」

　同時に、イヴは後方に跳ちよう躍やく。

　その場に、模範クラスの誰かが放った【スタン・ボール】が着ちやく弾だん。

　その地点は、ちょうど土つち肌はだが見えており……

　ぶわっ！　と、猛もう烈れつな砂さ塵じんが上がった。

　その大量の砂塵が、その場の者達の視界を完全に覆おおい尽つくしてしまう。

「お、おいっ!?　何やって──ぎゃあああ──っ!?」

「ど、どこ行きやがった、見え──あぐぉおおおおお──っ!?」

　すこぶる悪くなった視界に戸と惑まどう模範クラスの生徒達。

　そんな彼らを、砂すな煙けむりの向こうから次々と飛来する紫電が、片かた端はしから打うち倒していく。

「ち、ちくしょう!?　なんでだ!?　向こうだって、こっちは見えないはず──なんでこんなに正確──ぎゃあああああ──っ！」

「た、助けてぇ──ぐわぁあああああああ──っ!?」

　宣言通り、イヴは【ショック・ボルト】以外の術をまったく使っていない。

　そんな、あまりにも一方的な展開に、二組の生徒達は目を瞬しばたたかせるしかなかった。

「くそぉっ！　誰か、このうぜぇ砂煙を吹ふき飛ばせっ！」

「お、《大いなる風よ》──ッ！」

　砂塵の隙すき間まにちらりと見えた赤い髪を目印に、模範クラスの誰かが【ゲイル・ブロウ】を撃ち込こむが──

　当然、もうすでにそこにイヴの姿はなく──

「ちょ、お前、こっちに向かって撃つなぎゃああああああああああ──っ!?」

　その突とつ風ぷうの戦せん槌ついは、砂煙ごとその方向にいた模範クラスの生徒を三人、吹き飛ばす。

　おかげで、視界を覆う砂煙はすっかり晴れたが──

「って、どこへ行ったんだ、あの行き遅れ──ッ!?」

「ど、どこにもいねえ!?　そんな馬ば鹿かな──ッ!?」

「誰が行き遅れよ？」

　そんな苛いら立だち交じりの声は──頭上から聞こえた。

「《雷精よ》──《踊れ》」

　見上げるほどに天高く跳躍していたイヴが──容赦なく呪文を唱える。

　刹せつ那な、模範クラスの生徒達の頭上へ、雨あめ霰あられと降り注ぐ無数の紫電。

　そして──

「……っと」

　重力に従って、イヴが足音軽く着地する。

　残心の後、静かに目を開くと。

　その周囲は死し屍し累るい々るい。

　二つの足で立っている者など一人もいなかった。

「あら、ごめんあそばせ。私、アルベルトほどじゃないけど、結構、早はや撃うち得意なの」

　当然、その言葉に応こたえる者はいない。

　イヴは、最も早はや彼らには興味ないとばかりに背を向け、二組の下へやってくる。

　二組の生徒達は呆ほうけたように、イヴの気怠げな表情を見つめていた。

　彼らは、こないだのジャティスに酷ひどくやられ、色々と精神的に限界だったイヴしか知らない。絶不調で、雑魚ざこゴーレム相手にも苦戦していたイヴしか知らない。

　ゆえに、以前のイヴとはまるで別人のような姿に、ただただ驚おどろくしかなかった。

「で？　……どうだった？」

　ぼそりと漏もれたイヴの問いかけに、

「そ、その……イヴさん、凄すごいっす……」

「け、桁けたが違ちがいすぎる……」

「これが、本当の帝国軍人の力ですの……？」

　カッシュも、ギイブルも、ウェンディも口々にイヴを賞賛するが……

「……あのね、私じゃないわよ」

　イヴが眉まゆを顰ひそめ、呆れたように言った。

「貴方あなた達よ、貴方達。貴方達が連中とやりあって、どう感じたかって聞いてるの」

　すると。

　二組の生徒達は、しばらくの間、顔を見合わせて……やがて。

「……正直……勝てる気がしねっす……」

　カッシュが無念そうに皆みんなの胸中を代弁した。

「技量が違いすぎる……あれが、マキシム魔ま導どう塾じゆくなのか……」

「ああ、くそ……無む謀ぼうだったのかなぁ……あんなやつらと勝負するなんて……」

「私達は……この学院は一体、どうなるんですの……？」

「グレン先生……すみません……僕達の技量じゃ、とても……」

　皆、口々に悔くやしさや不安を口にしていく。

　場をどんどんと鉛なまりのように重たい空気が支配していくが……

「あら、そう？　おかしいわね」

　イヴが髪をかき上げながら、そんな生徒達へ、つんと言った。

「私の目には、連中と貴方達の間に、魔術の技量にそれほど差があるようには、とても見えなかったんだけど？」

「……えっ？」

　イヴの意味不明な指し摘てきに、生徒達の視線が一斉にイヴへと集まった。

「技量に差があるようには見えなかったって……貴女あなた、どこに目がついてるんです？」

　下手な気休めや慰なぐさめはよしてくれとばかりに、ギイブルがイヴへ嚙かみつく。

「どう考えても、僕達、ボロ負けだったでしょう？」

「はぁ……貴方達は、その派手な負け方に囚とらわれすぎよ」

　イヴがギイブルを流し見る。

「思い返しなさい、どうして負けたか。魔術そのものの技量で劣おとっていたから、貴方達は負けたの？　本当にそう？」

「そんなのそうに決まって──」

　反射的に、ギイブルが苛立ち交じりに反論しようとするが、

「……いや……待てよ……？」

　ふと、何かに気付いたように押おし黙だまる。

　それを筆頭に、他の生徒達の間にも徐じよ々じよに、沈ちん黙もくが広がっていく……

　そうだった。自分達と連中とで使っていた呪文に差はないし、一節詠えい唱しように連唱ラピツド・フアイア……魔術的な技ぎ巧こうもそこまで違いはない。

　むしろ、グレンの教えのおかげで、呪文の即そつ興きよう改編などを使える分、魔術の技量に関しては、自分達の方が上とまで言ってもいいくらいだ。

　では、なぜ、ここまで強弱に差がついたのか？

「気付いたようね」

　生徒達の考察が充じゆう分ぶんに行き渡わたったであろうタイミングで、イヴが口を開いた。

「そうよ。貴方達と彼ら……魔術の技量……つまり、使ってる手札カードの強さや数は、左さ程ほど差はなかったはずよ」

「ま、マジか……ッ!?」

「じゃあ、何が貴方達と彼らを分けたのか。それは──手札カードを出す速度。つまり、次の手を打つ判断の速さや、その善よし悪あしで負けたのよ、貴方達は」

　その指摘に、ギイブルが微かすかに目を見開いた。

「そういえば……僕はあの時、一いつ瞬しゆん、対処を迷って、それで……」

「お、俺も……もう、次、途と中ちゆうでどうしたらいいかわからなくなって……」

　他にも身に覚えがある生徒が口々に言った。

「いい？　マキシム魔導塾の連中は武力重視の実戦派を謳うたってるわ。でもそれは、早々にある程度の手札を揃そろえたら、後はその手札を使う訓練ばかりを重視しているってこと。手て垢あかのついた手札だけしか使わずに訓練してるんだから、判断力は速くなって当然よ」

「……ッ!?」

「一方、グレンに教わった貴方達は何をやっていたか？　それは、手持ちの手札をひたすら増やし続ける作業をしてたってわけ。わかる？　手持ちの手札を使い慣れただけの連中と、手持ちの手札を多く持っているだけの貴方達。連中と貴方達の違いはそこよ」

　ざわざわざわ……あまりにも明確で的確なイヴの指摘に、なるほどといった感情が生徒達の間へ広がっていった。

　だが──

「……でも、だからなんだっていうんです？」

　ギイブルはさらにイヴに嚙みつく。

「連中が僕達より圧あつ倒とう的に強い、という事実は変わらないでしょう？　そんな慰めを言われても……」

「……慰めじゃないわよ。まだわからないの？　眼鏡めがね君」

「なっ──めが……」

　イヴに変なあだ名で呼ばれて、目を白黒させるギイブル。

　そんなギイブルをスルーして、イヴが言った。

「この目で見て確信した。はっきり言うわ。連中の強さはもう頭打ちよ。マキシムに師事している限り、もうあれ以上伸のびない。どうやら連中は評判倒だおれだったようね」

「えっ？」

「逆に。貴方達は伸びるわ。あんな連中、目じゃないくらいにね」

　何を言ってるんだ？

　噓うそだろ？

　俺達があいつらより？

　同様と困こん惑わくが、生徒達を支配する。

「とりあえず、メイベル……彼女だけは何か別格みたいだから置いておくわ。本当にマキシムに師事したのかどうか怪あやしいくらいの上級者だし。アレはシスティーナ以外はマトモに相手にしたら駄だ目めな子よ。

　で、その他の連中なんだけど……彼らは本当に戦せん闘とう訓練だけしかやってないわ。彼らは魔術そのものに関しては、非常に脆ぜい弱じやくな土台しか持っていなかった。あの土台じゃその上に積めるものは今のが限界よ。でも、貴方達は違うわ」

　ばさり、と。イヴは懐ふところから書類を取り出す。

　それはどこから入手してきたのか──グレンの授業カリキュラム表と成績表だ。

「貴方達には、連中と違って、すでに非常にしっかりとした土台がある。グレンが作ってくれた、非常に強固で大きな土台がね。つまり、幅はば広ひろい魔術の教養、地力、基き礎そ……これだけの土台があれば、その上にはいっくらでもモノが積める」

「…………」

「……貴方達、グレンに感謝することね。魔ま術じゆつ師しって、土台に物積む作業は比ひ較かく的てき、簡単なんだけど、土台を作るのは本当に時間がかかるの。おまけに土台作りの最中はまったく伸びた気にならないから、継けい続ぞく的てきに行うのは、非常に苦痛を伴ともなう困難な作業。

　まぁ、今までは教師がグレン一人だけだったから、貴方達の魔術師としての土台作りだけで手て一いつ杯ぱいで、それ以外のことには、なかなか手が回らなかったみたいだけど」

「…………」

「そうね。これから生存戦で連中と競うことを念頭において……土台の上にモノを積む訓練を、みっちりつけてあげるわ。グレン一人だけじゃ手が届かないところを、私がやってあげる。すでに土台はできてるんだもの。二週間で見み違ちがえるほど伸びるでしょ」

「…………」

「まぁ、余所よそ者ものの頼たよりない左さ遷せん軍人に出しゃばられたくないっていうんなら、別に……」

　相も変わらず、ふて腐くされたように、イヴがそっぽ向いてそう締しめくくる。

　だが、そんなイヴを前に、生徒達は顔を見合わせ……

　そして。

「「「「よ、よろしくお願いしますッ！」」」」

　生徒達は一いつ斉せいに頭を下げていた。

「な……ッ!?」

　突とつ然ぜん、生徒達に大声で迫せまられ、イヴは目を白黒させた。

「イヴさんっ！　いや、イヴ先生っ！　俺達を鍛きたえてくださいっ！」

「グレン先生に、イヴ先生が加わってくれれば、百人力ですっ！」

「僕達、このまま負けっぱなしじゃ終われないんですっ！」

　次々と、生徒達に詰つめ寄よられて……

「ああもう、わかった！　わかったから!?　そう興奮しないでよ、鬱うつ陶とうしいっ！」

　イヴはうんざりしたように、生徒達を突つっぱねるのであった。

　そんなイヴと生徒達のやりとりを、システィーナは遠目でぼんやりと見つめていた。

　イヴの言葉や生徒達の復活から力を貰もらったように、敗北に打ちひしがれたシスティーナの目に、徐々に力が戻もどってくる。

「イヴさんって……やっぱり、凄い人なんだ……」

「システィ？　もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……ごめんね、心配かけて」

　心配そうなルミアに薄うすく笑いかけ、システィーナが立ち上がった。

「そうよ、私なんてまだまだだったのよ……まだ、イヴさん達には遠く及およばない……もっともっと、頑がん張ばらなきゃ！　たった一度の敗北くらいで……ッ！」

「ふふっ……システィは、やっぱりそうじゃなきゃ」

「ん。なんだか、らしくなった」

　立ち直ったシスティーナを、安あん堵どしたように見つめるルミアとリィエル。

　こうして、波乱に満ちた初日の特訓は、お開きとなって。

　イヴは、意い気き揚よう々ようと合宿所へ戻っていく生徒達の背中をぼんやりと眺ながめていた。

「よう」

　そんなイヴの背中へ、グレンが声をかけていた。

「何よ？　俺の可愛かわいい生徒達に余計なことすんなって、文句でも言いに来たわけ？」

「……アホ。違ちげぇよ」

　いちいち嚙みついてくるイヴへ、グレンが舌打ちしながら続ける。

「教育方針に関して言えばな……まったくお前の言う通りだったんだよ。あいつらは俺が思った以上に優ゆう秀しゆうでな……そろそろ俺一人だけじゃ限界だった。上手うまくやりゃ、もっと伸びるのに……って、最近、申し訳ねえなって思ってたんだよ」

「……そう」

「だから、なんだ……お前が力を貸してくれるってんなら……その、なんだ……すげぇ助かる……まぁ……一応、あくまで一応、礼を言っておくわ……あんがとな」

「ふん……」

　ぷいっと。

　イヴは素っ気なくそっぽを向いて、鼻を鳴らした。

　だが、その頰ほおには、ほんの微かに赤みが差している。

「しかし、なんだ……」

　二人の間にどことなく漂ただよう気まずさを誤ご魔ま化かすためか、グレンが言葉を続けた。

「……お前、本当に、あのイヴか？」

「は？　どういう意味よ？」

「いや……さっきから俺の知っているイヴとお前が、まったく重ならないんだが」

「……あ？　何それ？」

　びきり、と。

　イヴのこめかみに青筋が立つ。

「いや、だって、おかしいだろ!?　イヴ＝イグナイトって女は、もっと冷血で、嫌いやなヤツで、鼻持ちならなくて、嫌なヤツで、行き遅おくれで、嫌なやつで、人を駒こまのようにしか思ってなくて、嫌なやつで、顔を突き合わせる度たびに嫌み言って、嫌なやつで、えーと……とにかく、とてつもなく嫌なやつだったはずだっ！」

　びしり、と。

　グレンがイヴの鼻先へ指を突きつける。

「なのに、何故なぜだッ!?　なんで、いきなり面めん倒どう見みの良い〝皆みんなのお姉様〟みたいになってんだよ!?　おかしいじゃねーかッ!?　しかも、俺のことを認めるだと!?　馬ば鹿かなッ!?　ありえねーだろっ!?」

「な……な……なぁ……ッ!?」

　イヴの肩かたがぶるぶる震ふるえ、その顔がたちまち怒いかりで真っ赤になっていく。

「さては!?　お前、イヴのニセモノだな!?　乗っ取られたか!?　それとも着ぐるみか複製人形コピー・ドールか何かか!?　ええい、チャックはどこだ!?　スイッチはどこだ!?　正体を現せッ!?」

　すると、グレンがわりと本気で何かを看破しようと、イヴの肩やら腰こしやら足やら、身体のあちこちをまさぐり始めて……

　そのほっぺを両手で、ぐにーっと、引っ張ったところで……

「《死ね》ッッッ！」

　ちゅっどぉおおおおおおおんっ！

「ぎゃあああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　イヴが巻き起こした派手な爆ばく炎えんが、グレンをお空に吹ふき飛ばすのであった。

「ぐぼはぁっ!?　てっ、てめ、何しやがる!?」

「貴方あなたね、本当に私のことを一体、なんだと思ってるわけ!?」

「はぁ!?　お前、今までの我が身を振ふり返ってみろ、コラ！　別人だぞ、マジで！」

「何よ、うるさいわねッ！　このデリカシー死し滅めつ男ッ！」

「なんだと、この冷血ヒス女ッ！」

「本っ当に、軍時代から気にくわない男ね、貴方はッッッ！」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだっつーのッッッ！」

　そして、グレンとイヴは、至近距きよ離りで額と額を突き合わせ、嚙かみつくように睨にらみ合いながら、子供じみた口くち喧げん嘩かを始める……

　それは喧嘩だ。

　どう見ても、心底ウマの合わない、仲の悪ぅ[image: ～][image: ～]い二人の喧嘩。

　なのに──

「何よ、貴方のこと、少しは認めてあげたってのに!?　やっぱ、最低男だわ！」

「はっ！　ちょっと、お前を見直してやったらすぐこれだ、この行き遅れ女め！」

（……ま、まずい……な、何か……まずいわ……ッ！）

　システィーナは……そんな仲の悪い二人に、とてつもなく嫌な予感を覚えるのだ。

　今すぐどうこう、ということはないだろうが……

　将来的に、イヴが何かとてつもなく強大な敵になりそうな、そんな予感がするのだ。

（て、敵と言っても、私にはなんのことだかよくわかんないけど！　私にはなんのことだかよくわからないけどッッッ！）

　システィーナが背中を焦こがす妙みような焦しよう燥そうに身み悶もだえしていると。

「ねぇ、システィ……」

　ルミアが曖あい昧まいに笑いながら言った。

「しばらくの間……私達、共同戦線を張らない？」

「えええええええ──ッ!?　何、言っちゃってるの、意味わかんないんだけど!?」

「多分……私とシスティのペースだったら、間に合わないかも……」

「だだだだ、だから、一体、なななな何のことかしらららら」

「別にイヴさんを邪じや魔ましたりするわけじゃないけど……でも、私達ももう少し、攻こう勢せいに出てみない？　……ね？　多分……私達、結構、ピンチだよ？」

「るーみーあ──っ!?　こ、こないだの一件から、なんかちょっと、少し変わっちゃったみたいなんだけどぉーっ!?」

「うん、私、変わったかも。だって、後からああしてればよかったなんて……もう、後こう悔かいしたくないから」
















　穏おだやかに、それでも静かな決意を湛たたえて微笑ほほえむルミア。

「ええええええ──ッ!?　やっぱり、私、意味がわかんないわかんないわかんない！」

　ひたすら慌あわてまくってテンパるシスティーナ。

　そんな二人を余所よそに、相変わらず、グレンと激しく喧嘩しているイヴ。

「……なんか……最近、皆、変。なんなの？」

　さすがに、自分の周りの少女達の何かしらの変化を感じ取ったのか。

「……グレン？　グレンがどうかしたの？」

　リィエルは、グレンと少女達を見比べて、何事かを無表情で考え始めるのであった。








第四章　強化合宿









　現在、宿無し文無しのグレンは、色々と適当な理由をつけて、学院の学生会館の宿しゆく泊はく棟とうの一室を一時的な仮宿として暮らしている。

　この件で色々と裏で根回ししてくれた生徒会長のリゼにはますます頭が上がらなくなるが……贅ぜい沢たくは言ってられない。

　そして、今日からは二組の生徒達も、この学生会館の宿泊棟で寝しん食しよくを共にする。

　生存戦へ向けての強化合宿の始まりであった。

「ふぁ……」

　合宿一日目の早朝。

　とある所用のために一際早起きしたグレンは、まだ少々早いが二に度ど寝ねするのも中ちゆう途と半はん端ぱだと判断し、そのまま約束の場所へと向かおうと、学生会館を後にした。

　生徒登校前の薄うす暗ぐらい早朝であるがゆえに、誰だれもいない閑かん散さんとした学院敷しき地ち内ない。

　古びた校舎の偉い容ようも、前庭の花か壇だんも、いつもと違ちがった趣おもむきがある。

　朝の爽さわやかな空気を無む理り矢や理り肺に詰つめ込こみながら、グレンが歩いていると……

「……ん？」

　ふと、グレンが気付く。

　敷地内の石で舗ほ装そうされた道路の先に、一人の少女が立っていた。

　模も範はんクラスの女子生徒、メイベルだ。

　メイベルは、やってくるグレンを、あからさまにじっと見つめている。

　いかにもグレンをここで待ち構えていた……といった雰ふん囲い気きであった。

「……朝っぱらから、ンなとこで何やってんだ？　お前」

　仕方なく、声をかけるグレン。

「生存戦を取り下げる気は、ないのですか？」

　メイベルはグレンの顔をじっと見つめ、淡たん々たんと言った。

「あれだけの実力差を見せつけられたというのに。もう、やっても無む駄だでしょう？」

「そんなことを言いに、わざわざ俺を待っていたのか？　……暇ひまだな、お前も」

　グレンは肩を竦すくめて苦笑いする。

「生あい憎にくだがな。俺も俺の生徒達も退く気はねーよ。この学院は俺達にとって、大事な場所なんだ。それを、ぽっと出のお前達に、好き勝手させるわけにはいかねえんだよ」

　グレンが挑ちよう戦せん的てきに言い放ち、メイベルが押おし黙だまる。

「ま、二週間後を楽しみにしてな。なにせ、超ちよう・嫌なやつだけど、とっても優ゆう秀しゆうな教官様がこっちにはついてんだ。……超・嫌なやつだけど。……嫌なやつだけど」

「貴方、どれだけ、その人が嫌きらいなんですか？」

「うっせ。まぁ、後で吠ほえ面づらかくなよってこった」

　話は終わりだ、と言わんばかりに言い捨て、グレンがメイベルの傍かたわらを過ぎる。

　……だが。

「そういうことではないのです」

　すれ違う瞬しゆん間かん、メイベルがそんなことを呟つぶやいていた。

　思わずグレンがふと足を止め、メイベルを振り返る。

「……どういうことだよ？」

「いえ……〝危険〟なんです、この生存戦は」

「〝危険〟？　バカ言え。魔ま術じゆつ競技にゃ、常にある程度の危険が付き物じゃねーか。お前らさ、そうやって俺達を見下すの、いい加減に──」

　グレンがさすがに苛いら立だちを隠かくせず、メイベルを怒ど鳴なりつけようとすると。

「だから、そういう意味ではありません。あの『裏学院』は──ッ！」

　メイベルがグレンを真っ直すぐ見つめ、必死に何かを訴うつたえかけようとして……

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?」

　何も言わず、ただ、口をぱくぱくとさせていた。

「はぁ？　『裏学院』が……なんだって？」

「だ、だから、それは……、[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　眉まゆを顰ひそめてグレンが問い返すが、メイベルはやはり口をぱくぱくさせるだけだ。

「……やっぱり……この身はすでに……」

　メイベルは諦あきらめたように口を押さえた。

　そして、悔くやしげに自分の両手を見つめ、やがて、くるりとグレンへ背を向けた。

「なんなんだよ？」

「……いえ、なんでもありません。失礼しました」

　最後にそう言い残し、メイベルが足早に去っていく。

　わけがわからない。一体、彼女は何がしたかったのか？

　だが……グレンはふと、気付いた。

「そう言えば、メイベルのやつ……今まであの野や暮ぼったい眼鏡めがねで気付かなかったが……誰かに似てる気がするな……一体、誰だ？」

　そんなことを呟きながら、グレンは去っていくメイベルの背中を見送るのであった。




　その頃ころ──システィーナも目を覚ましていた。

　彼女が眠ねむっていたそこは、学生会館の宿泊棟の女子部屋だ。

　カーテンの隙すき間まから見える窓の外の光景は薄暗く、早朝特有の寒気が部屋内を支配している。ルミアやリィエルなど、同室の数名の女子生徒達の寝ね息いきが聞こえてくる。

　部屋に所ところ狭せましと並ぶ二段ベッドの上に横たわっていたシスティーナは、毛布を払はらいのけながら身を起こす。

　ベッド脇わきの梯子はしごを伝って床ゆかへ下り……女子部屋を出る。

　そして、洗面所で顔を洗い、更こう衣い室しつで運動用ローブに着き替がえ、宿泊棟を出た。

「そういえば、最近、色々ゴタゴタしていたから、先生と朝の特訓するのは久しぶりね」

　まだ暗い学院敷地内を悠ゆう然ぜんと歩きながら、システィーナがそんなことを呟く。

　昨夜、グレンからじきじきに『明日の朝、久々やるぞ』と通達され、システィーナはどこか浮うき足立つ気分を抑おさえられなかった。

　しん、と冷え込む冷たい朝の空気が、システィーナに残っていた僅わずかな眠ねむ気けも吹き飛ばし、その肌はだを痺しびれさせ、気を引き締しめさせる。

「…………」

　歩きながら思い起こすのは、昨日の出来事──メイベルという少女に完敗したことだ。

　負けたという事実は、システィーナにはとてつもないショックであったが……

（やっぱり、私、自うぬ惚ぼれていたのね……）

　ジンを倒たおし、魔ま人じんを倒し、様々な修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけたことで、やはり慢まん心しんしてしまったのだろう。

　冷静に考えれば、ここの最近の修羅場での勝利が、真の自分の実力によるものかどうかといえば、全然、違うのに。

　確かに、自分の実力も少しはあるだろうが、それ以上に、敵の油断、運、グレンやリィエル、ルミアらのアシスト……自分の実力以外のものがとても大きい。

　──うちのシスティーナはその類たぐい稀まれなる才ゆえに、知らず知らずのうちに天てん狗ぐになるところがある──とは、彼女の実の父、レナードの言葉だ。

（うん、気をつけないと。私なんかまだまだ……私はもっと強くならないと……私自身の夢のために……先生やルミア、リィエルのために。だから、もっと先生に色んなことを教えてもらわないと！　鍛きたえてもらわないと！）

　実は、先のフェジテ騒そう乱らんの後、システィーナはルミアに、今まで黙っていたグレンとの秘密特訓について、正直に打ち明けていた。

　あの時、ルミアのグレンに対する想おもいを聞かされ、どうしてもルミアにだけは、伝えなければいけない気がしたのだ。

　別にやましいことをしていたわけではないし、元々ルミアを守るための秘密特訓だ。

　だが、グレンに想いを寄せるルミアにとっては、抜け駆がけみたいな行こう為いには違いない。

　だが。やっぱりというか、案の定というか。

　システィーナの打ち明けに、ルミアは欠片かけらも怒おこることなく、笑顔でシスティーナを応おう援えんしただけだ。そもそも、ルミアは、ずっと以前から、このことに気付いていたようなきらいすらあった。

　本当に、子供の頃から、親友の懐ふところの深さには頭が下がる思いだ。

（そんなルミアに報むくいるためにも……一度や二度の敗北で、へこたれていられないわ！）

　そうして決意を新たに、システィーナは魔術競技場へと足を踏ふみ入れる。

　そこには、すでに人ひと影かげがあった。

「あっ！　先生！　遅おそくなってすみま──……せ？」

　駆かけ寄よったシスティーナは、その人影が二つあることに気付き、言葉を失った。

「……よぉ」

　そこにはいつものように、眠たげで気け怠だるげなグレンの姿と──

「おはよう、システィーナ。ご機き嫌げんいかがかしら」

　そんなグレンに背を向け、憮ぶ然ぜんと立っている──イヴの姿があったのだ。

「あ、あれ……？　イヴさん……？　どうして……？」

　いつもの自分とグレンの二人きりの秘密の時間に交ざり込んだ、異物──異物と称しようするのは失礼だが、やはりシスティーナにとってはそう感じられてしまう。

　なぜ、グレンがイヴと一いつ緒しよに、ここにいるのか。

　そもそもシスティーナは、このグレンとイヴの関係がいまいちわからないのだ。

　先のフェジテ騒乱では、グレンと相当の確かく執しつがあったらしいことを、ルミアから聞いていたが……昨日のように、ただの喧けん嘩か友達のような関係も見せるのだ。

　そんな困こん惑わくするシスティーナへ、グレンはきっぱりばっさり告げる。

「もう、俺はお役やく御ご免めんだ、白しろ猫ねこ」

「……へ？」

「今日からは、この女がお前の特訓の面めん倒どうを見る。俺がこいつに、お前を頼たのむって頼んだんだよ。良かったな、俺から解放されて」

　唐とう突とつな宣言に、システィーナはしばらくの間、呆ぼう然ぜんとするしかなくて……

「ぇえええええええええええええええええええええええええええええ──っ!?」

　システィーナが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「な、なななな、なんで!?　どうしてですか!?」

「いや、それはな……」

「ひょっとして、先生、もう私の面倒は見きれないって……」

「まぁ、ある意味そうだ。俺にはもう、お前は無理だ」

「そ、そんな……ッ!?」

　打ちひしがれたように、表情を歪ゆがめるシスティーナ。

　やはり、昨日の無様な敗北がいけなかったんだろうか。今まで、ずっとグレンの薫くん陶とうを受け続けてきたのに、あの体ていたらくのせいで、愛あい想そを尽つかされてしまったのだろうか。

　そもそも、今まで当たり前のように特訓をしてもらったけど……それが、グレンには重荷であり、ただ嫌いや々いや付き合ってくれていただけだとしたら？

「ま、待って……待ってくださいっ！　昨日のことは、ごめんなさいっ！　私、もっと……もっと、頑がん張ばりますからっ！　だから──」

「いや……んなこと言われてもなぁ……俺がお前の面倒見てやっても、もう仕方ねえっつーかさ……意味ねえっつーかさぁ……」

「そ、そんな……やっぱり、昨日ので私を見限ったんですね……ぐすっ……」

　冷たい物言いのグレンに、システィーナが暗く俯うつむき、自分に対する悔しさと不ふ甲が斐いなさに、目め尻じりに涙なみだを浮かべて震ふるえていると。

　すぱぁんっ！

　イヴの鞭むちのように鋭するどいローキックが、グレンの足を激しく打ちよう擲ちやくした。

「うぎゃああああああああああああああ──っ?!」

「貴方あなたって、本っ当にデリカシーないのね!?　わざとやってるの!?」

　足を押さえて転げ回るグレンへ、イヴが心底呆あきれ果てたように言った。

「それじゃ誤解されるでしょう!?　なんで、貴方は女心がわからないのよ!?」

「え？　誤解……？」

　システィーナが少し涙に濡ぬれかけた瞳ひとみを瞬しばたたかせる。

「勘かん違ちがいしないで、システィーナ。グレンは別に貴女あなたに愛想を尽かしたわけでも、見限ったわけでもないわ。貴女を次なるステージに押し上げるため、貴女を私に託たくしたのよ」

「次なるステージ……？」

「単純に言うとね。……グレンはもう、今の貴女に教えられることがないのよ」

「──ッ!?」

　イヴの指し摘てきに、システィーナははっと目を見開いた。

「本来、貴女とグレンの魔ま術じゆつ師しとしてのスタイルはかけ離はなれているわ。恵めぐまれた魔力容量キヤパシテイで真っ向から戦える貴女と、貧弱な魔力容量キヤパシテイをなんとかやりくりして、相手の隙すきを突つくグレン。貴方達師弟は、はっきり言って真逆のちぐはぐなのよ」

「で、でも……今まで先生は、私に上手うまく教えてくれましたよ……？」

「だから言ったでしょ。もう限界なのよ、貴女じゃなくて、グレンの方が。彼、貴女を鍛えるために、今まで相当無理してきたはずよ」

　イヴがこめかみを掌てのひらで押さえながら、淡たん々たんと告げる。

「知ってる？　グレンがマトモに使いこなせる軍用魔術って、実は【ライトニング・ピアス】、【ブレイズ・バースト】、【アイス・ストーム】……この基本三属くらいなの。でも、貴女、グレンから様々な術を教わったわよね？　異常な習得速度で」

　イヴの指摘通りだ。

　黒くろ魔ま【ブラスト・ブロウ】、【エア・ブレード】、【ラピッド・ストリーム】、【シュレッド・テンペスト】等々……システィーナは、グレンから様々な軍用魔術を教わった。

　だが、そう言えば、グレンが実戦でそれらの術を使っているのは見たことない。

「当然、貴女の努力と才能もあるでしょう。でも、それを差し引いても、貴女の成長速度と習得速度が異常なの理解できる？」

「そういえば……なんで……？」

「彼、魔術そのものに関する造ぞう詣けいに関しては図ず抜ぬけてるわ。悔しいけど、その点に関しては、私も勝てない。だから、彼は自分では使えないけど、貴女が使いやすいように……今まで、貴女のためだけに魔術式をかみ砕くだいて調整して、教えてたのよ。

　それがどれほどの負担になるか、貴女ならわかるでしょう？

　貴女が習ったのは、同名の軍用魔術と威い力りよく・効果はまったく同じだけど、その中身は、貴女の固有魔術オリジナルみたいなものよ。これが貴女の異常な成長速度の秘密よ」

「────ッ!?」

「だけど、ついに教えるグレン側に限界が来たわ。今の貴女の魔術師としての強さの成長は、彼に教わっている限り、頭打ち。だから、私の出番なのよ」

「…………」

「私と貴方は同タイプの魔術師よ。魔力容量キヤパシテイと魔ま力りよく制せい御ぎよに優れる天才型。彼と違ちがって、私は貴女本来の持ち味をもっと伸のばせる。……まぁ、この男が、やけに必死に頭を下げて頼み込こんでくるから、仕方なく、ね。し　か　た　な　く」

　システィーナは聡そう明めいな少女だ。

　イヴの言わんとしていることは全すべて理解できた。

　恐おそらく、師事の対象をグレンからイヴに代えれば、自分はもっと魔術師として成長できるのだろう。

　だが──グレンをもう卒業してしまう。

　そう考えると、どうしようもない寂さびしさがシスティーナの胸を一いつ杯ぱいにする。

「割り切りなさい。生徒は、いつか先生の下から巣立っていくものよ」

　イヴが無む慈じ悲ひにそんなことを言う。

　システィーナが何も答えられず、その場で立ち尽くしていると……

「……まぁ、貴女がグレンを卒業できるのは、まだまだ当分先の話だけど」

「え？」

　意外な言葉に、システィーナは目を瞬しばたたかせた。

「はぁ……言ったでしょう？　グレンはもう、今の貴女に教えられることがないって」

　言われてみれば、それは妙みような表現だ……とは思っていたが。

「私は貴女の手札を補強させてもらうだけよ。同タイプと言っても、私の戦せん闘とうスタイルがそのまま貴女に流用できるわけないし、そもそも魔術師がそこまで手の内を明かすわけないでしょう？　私に師事して手札を増やしたら……またグレンの下に帰りなさい。

　なにせ、彼、お人ひと好よしだもの。喜んで貴女独自の手札の切り方を……貴女だけの戦闘スタイルを、考えて鍛えてくれるわよ。

　今の貴女がやるべきことは、クラスの連中と逆。今まで作った土台を、もっと大きく強固に固め、鍛え直すこと。上にさらなるモノが積めるようにね。……それだけ」

「い、イヴさん……」

「まったく……本当に、色々と世話が焼ける子なんだから。まるで、セ……」

　イヴは何かを言いかけて口を噤つぐみ、ばつが悪そうにそっぽを向く。

　そんなイヴの横顔を、システィーナは、しばらくの間、呆然と見つめて……

「イヴさんって……本当に凄すごい魔術師なんですね……」

　やがて、心底、感服したように言った。

「私は目先のことしか見えなかったのに……イヴさんは先の先まで考えてくれて……」

「知らないわよ。グレンに頼まれたから、し　か　た　な　く、やってあげるだけ」

「それでも、本当に凄い人です……なんだか、尊敬してしまいます」

「やめてよ。くすぐったくて仕方ないし」

　ふん、と。

　どこまでもツンケンしながら、髪かみをかき上げるイヴであった。

　システィーナはこの時、確信した。

　グレンに、イヴ。この二人についていけば……自分はさらに伸びる。

　大切な人達を守れるように……本当の意味で、もっと強くなれる。

「グレン先生、イヴ先生、今後ともよろしくお願いします！」

「まぁ、面めん倒どう臭くせぇけど、毒を喰くらわば、皿までだ」

「ふん。言っておくけど、私、グレンほど甘くないから。ついてこられないなら、容よう赦しやなく置いていくから」

「あ、あはは……」

　システィーナはなんとなく、イヴのキャラを理解できてきた。

　この人は、とりあえず強がって、他人を攻こう撃げき的てきに突っぱねないと気が済まない人らしい……その本来の面倒見の良さとお人好しさとは裏腹に。

　一見、取っつきにくい人だけど、尊敬に値する素敵な女性なのだと思った。

　……思ったのだが。

（でも、なんだろう……この不安感……？　私、なんでこんなに焦あせってるんだろう？　なんでイヴさんって、こんなに強敵感が拭ぬぐえないんだろう……？）

　なぜかシスティーナは、冷ひや汗あせが止まらなかった。

　なにせ──

「はぁ!?　貸し!?　ふざけんなよ、てめぇ!?　俺がお前にいくつ貸してると思ってんだ、コラ!?　さっさとノシつけて返しやがれ、ああん!?」

「はぁ!?　何、言ってるわけ!?　それはこっちの台詞よ!?　私が貴方にいくつ貸してると思ってるの!?　さっさと返しなさいよ!?　この唐とう変へん木ぼく！」

　──グレンとイヴの二人は、今だって、ただ喧けん嘩かしているだけなのに。

　どこをどう見ても、すこぶる仲の悪い二人にしか見えないのに。

（どうしよう、ルミア……私、なんだか不安と焦りが止まらないよ……その不安と焦りの正体は、さっぱりわからないけど！　わからないけど！）

　ぐぎぎぎ、と睨にらみ合うグレンとイヴを見て。

　システィーナはひたすら脂あぶら汗あせを垂らし続けるのであった。




　こうして、グレンとイヴ、二組の生徒達の強化合宿が始まるのであった。

　まずは、早朝訓練。

　システィーナの秘密特訓が終しゆう了りようする午前五時頃ごろ、合宿所で眠ねむる生徒達が全員叩たたき起こされ、イヴ指導の下、訓練が行われる。

　準備運動、走り込み……特筆することもない鍛たん錬れんから始まって。

「さて……まずは軽く、汗を流したところで、本番に入るわよ」

　競技場の中心で、生徒達を集めたイヴが、すまし顔で髪をかき上げて言う。

「生存戦は、魔術師のあらゆる能力が要求される総合実じつ践せんよ。一人一人が戦闘と索さく敵てきと探たん索さくをある程度こなせないといけないってところが、厄やつ介かいなところね。

　でも、貴方達はやっぱり、圧あつ倒とう的に対人戦の経験が不足しているわ。魔術戦教練を受けていたと言っても精々、生徒達同士で軽くやり合っただけでしょ？　まぁ、それでもある程度効果はあるけど。後、二週間で今以上に伸ばせるかと言ったら、無理よ」

「つまり……どうするんすか？」

　カッシュが手を上げて、発言した。

「決まってるでしょ。生徒同士で軽くやり合っても効果は薄うすい。なら、実力が自分より遥はるかに上の相手との魔術戦を、限界ぎりぎりまで繰くり返しやる。……これだけよ」

「……え？　まさか、それって……」

「ええ、そうよ」

　イヴが薄ら寒く微笑ほほえみ、指先を上に向けた手招きをしながら、言った。

「遠えん慮りよなくかかってきなさい。まとめて」

　そんなイヴの姿に、生徒達がさぁーっと青ざめて、息を吞のむ。

「安心して。一いち撃げきで意識を刈かり取るような真似まねはしないわ。痛くしないと覚えないから、それなりに痛くはするけど。貴方あなた達が辛かろうじて対処できるレベルでやってあげる」

「え、えーと……それって……つまり……？」

「そう。これから、貴方達が精も根も、体力も魔力も尽つき果はてて、限界を超こえて、ぶっ倒たおれるまで、ひたすら全力で私にかかって来なさい。まとめて。

　そして、戦いながら私の立ち回りをよく見なさい。私の動きを見ながら、ひたすら私の攻撃を防いで、私に一撃を入れることだけ考える機械になりなさい。いいわね？」

　それは何の理り屈くつも理論もない、単純極まりない訓練だが……俗ぞくに言う、地じ獄ごくというやつではないだろうか？

「本当は、もっと優しく教えてあげたいけど時間がないわ。そのための強化合宿よ」

「「「「…………」」」」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ。私、この手の訓練で人の限界を見極めるのすっごく得意だから。貴方達の身体を壊こわすようなことは絶対ないから。その代わり……まだまだ限界に達してないのに、限界を迎むかえた振ふりをしてサボったりしたら……わかるわよね？」

　ぼっ！

　薄ら寒く嗤わらうイヴの右手の指先に、炎ほのおが灯ともった。

（（（（こ、この人、ドＳだ……ッ!?））））

　生徒達がみるみる青ざめていく中で……

「じゃ、別に格式ばった訓練でもないし……早速、開始！」

　イヴがそう宣言して──

「「「「う、うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」

　ええいままよ、とばかりに、生徒達は慌あわてて散開し、イヴを取り囲んで──

「ら、《雷らい精せいの紫し電でんよ》──っ！」

「《大いなる風よ》ぉおおおお──ッ！」

　生徒達が、口々に呪じゆ文もんを叫さけんでいく。

　無防備に悠ゆう然ぜんと立つイヴへ向かって、紫電や突とつ風ぷう、冷れい気き弾だんに火矢に空気弾……ありとあらゆる呪文が雨あめ霰あられと殺さつ到とうしていって。

　イヴが、足音軽く地を蹴けって駆かけ出しながら、余よ裕ゆうの表情で呪文を唱え始めて。

　──競技場を凄すさまじい怒ど号ごうが支配した。




　…………。




　そして──途と中ちゆう、何度かの休きゆう憩けいを挟はさみつつ、一時間後。

「まぁ……初日はこんなものかしら？」

　イヴが、悠然と立つその周囲で──

「げほっ……ごほごほがはごほっ！　し、死ぬ……死んじゃう……ッ!?」

「ぜはぁー……ぜはぁー……ぜはぁー……ッ！」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでマナ欠けつ乏ぼう症しよう寸前の生徒達が、死し屍し累るい々るいと倒れ伏ふしていた。

「く、苦し……こほっこほっ……」

「も、もう駄だ目めですわ……吐はきそう……」

　リィエルを除く生徒達全員をまとめて一度に相手したというのに、イヴは一いつ滴てきの汗もかかず、呼吸一つ乱していない。システィーナすら子供扱あつかいだ。

　否いや応おうなく、自分達とイヴの懸けん絶ぜつした実力差を痛感させられる生徒達であった。

「まったく、いつまでヘバってるのよ？　これからが本番よ？」

「「「「うぇえええええええええええ──ッ!?」」」」

　無慈悲なイヴの言葉に、生徒達が悲鳴を上げる。

「……違ちがうわよ。地じ稽けい古こはもう終わり。今、これ以上やったら、身体壊すだけよ」

「えっ？」

　カッシュやギイブルが拍ひよう子し抜ぬけしたように、目を瞬しばたたかせる。

「で、でも、今、イヴ先生、これからが本番って……」

「ええ、そうよ。ある意味、貴方達に今、一番必要な作業よ。……ついて来なさい」

　そう言って。

　イヴはへとへとの生徒達を促うながし、学生会館のとある一室へと連れて行くのであった。




　そこは学生会館の視し聴ちよう覚かく室しつであった。魔ま術じゆつ的てきに記録した映像資料などを中空へ投射再生する、筐はこ形がたの魔ま導どう装置が設置されている。

　そんな部屋で、グレンが待ち構えていた。

「よう、大分、シゴかれたようだな？　お前ら」

「ええ、おかげさまでね……」

　いつも皮肉っぽいギイブルも、今ばかりはその皮肉にキレがない。

　ここで一体、何をやるんだと生徒達が訝いぶかしんでいると。

　グレンが一つの魔ま晶しよう石せきを、ぴんと親指で弾はじき上げて一同に見せていた。

「この魔晶石には、さっきまでのお前達の地稽古の様子が、映像魔術で記録してある」

「はぁ……朝から姿が見えないと思ってたら、そんなことをやってたんですか？」

「まぁな。で、これからこいつをお前らの前で再生する。よーく、見とけよ？」

　一体、何のために？　グレンの意図がわからず、生徒達は首を傾かしげるしかない。

　グレンは筐形の再生魔導装置に、その魔晶石をセットし、装置を操作する。

　装置に取り付けてある水晶から、生徒達の特訓の映像動画が、光の魔術で窓のように中空へ映し出され、再生されるのであった。

　…………。

「……これは酷ひどい」

　動画再生から十数分。生徒達は皆みな、顔を真っ赤にして頭を抱かかえる羽目になった。

　その動画には、イヴ一人を相手に一方的にやられている生徒達の姿が映っている。

　……別にやられることはいいのだ、元々、実力差がありすぎるのだから。

　問題は……

「うわぁ……今の俺、何やってんだ……意味ねーだろ、その呪文……」

「……今の僕……全然、イヴ先生の動きを見てなかったなぁ……」

「ちょ、俺!?　なんで、そこで【ゲイル・ブロウ】撃うっちゃうんだよ!?　どこをどう考えても、それイヴ先生の誘さそいだろう!?」

「うあああぁ、俺、ヤケクソになってる……恥はずかしい恥ずかしい恥ずかしい……」

　訓練中は気付けなかった、自分達の想像を絶するヘタレさ、立ち回りの拙つたなさに、皆、身み悶もだえするしかなかった。

「ちょっと、今のところ止めるぞ？」

　そして、それをじっくりと見るグレンは、映像動画の再生を頻ひん繁ぱんに止めて……

「おい、ギイブル。今のわかるだろ？　お前は連唱ラピツド・フアイアの後の判断がいつも遅おせぇ。そのせいで余計な攻こう撃げきくらってる」

　グレンは一人一人の問題点・改善点を丁てい寧ねいに指し摘てきし、対処法を教授していく。

「連唱ラピツド・フアイア後のマナ・バイオリズムの乱れは仕方ねーから、せめて、身体は動かせるように、周辺に注意を払はらうべきだな」

「わ、わかってますよ……くっ……」

「うーん……カッシュ……お前は、やっぱ突つっ込こみすぎだな……この映像見りゃわかると思うが、お前、勇ゆう猛もうさをはき違えてるぞ」

「う……そうっすね……すんません……」

「……リン。お前が戦い苦手なのはよくわかるから無む茶ちやは言わねえ。だが、せめて、もう少し目を開けてられるようにな。戦いが苦手だとしても目を閉じちまうのは致ち命めい的てきだ。戦いに貢こう献けんしろとは言わんが、せめて自分の身は自分で守れるようにならないとな」

「は、はい……頑がん張ばってみます……」

　こんな大反省会は粛しゆく々しゆくと進んでいく……

「う……私も疲つかれてくると、想像以上に杜ず撰さんな立ち回りになってるわね……」

「私は、単純に呪文の詠えい唱しよう速度が遅おそいかな。もっと速く唱えないと……」

　システィーナもルミアも、魔術戦という観点で自分に存在する問題点に頭を悩なやませる。

　と、その時。

「ねぇ、グレン。なんで、わたしだけ……仲間はずれなの？」

　部屋の隅すみの机についていたリィエルが、ぼそりと言った。

　リィエルは机に積まれた参考書の山に囲まれ、ノートを広げている。

　その眉まゆは八の字になり、いかにも不満そうであった。

「ほらほら、リィエルさん。集中しなきゃだめよ」

　その隣となりには、生徒会長のリゼ。

　グレンの要よう請せいで、リィエルの学問としての魔術の勉強を手伝っているのであった。

「う～、グレン、助けて。私もそっちに交ざりたい」

「お前に実じつ践せん系けいの訓練はいらねーよ。お前に必要なのは頭だ、頭。……ったく、こないだエルザと一いつ緒しよに勉強したこと、全部、吹ふっ飛ばしやがって……いい加減、【ショック・ボルト】くらいは、まともに使えるようになりやがれ」

　そして、グレンはリゼに向き合い、曖あい昧まいに笑った。

「それにしても、すまねえな、狐きつね。こんなこと協力してもらってよ……」

「いえいえ。先生にはいつもお世話になっていますから」

　くすり、と。リゼが穏おだやかに笑う。

「それに……今は、学院全体が先生の味方なのですよ？」

「……ん？　俺の味方？」

　リゼの言葉に、グレンが目を瞬かせてると。

「グレン先生！」

　この部屋に、息せき切って、学院の法医師セシリアがやってくる。

「セシリア先生？」

「これ……よかったら、使ってください。魔ま力りよくと疲ひ労ろうがあっという間に回復する魔術薬です。特訓で疲れた生徒さん達に是ぜ非ひ……」

「そ、それって『復活薬』じゃないっすか!?　そんな高価で貴重なものを……まさか、セシリア先生が作ったんすか!?」

　すると、薬くすり瓶びんを差し出したセシリアが、グレンへにっこりと微笑ほほえみかける。

「もし、生徒さん達が特訓で怪け我がをしたら、遠えん慮りよなく私に言ってくださいね？」

「せ、セシリア先生……その、ありがとうございます……」

　グレンが薬を受け取って、呆ほうけていると……

「ふっ！　グレン先生っ！　私も力を貸そうッ！」

　精神支配術の権けん威いツェスト男だん爵しやくが、いきなり空間転移魔術でグレンの前に現れる。

「生徒諸君の中には、人を傷つける攻性呪文アサルト・スペルが苦手という者もおろうッ！　そんな者には攻性呪文アサルト・スペルよりも精神支配呪文をお薦すすめするッ！　希望者には、この私が直じき々じきに攻せめ手としての精神支配術を指導してせんじよう……特に可愛かわいい女子ッ！　ふひひひ……ッ！」

「あ……いや……確かに、それは非常に助かるんすけどぉ……」

　下心満々のツェスト男爵の申し出に、グレンが頰ほおを引きつらせていると──

「ふっはははははははは──っ！　我が心友にて永遠の好敵手、グレン先生ぃいいいい──ッ！　聞いたぞぉッ！　生徒の特訓なら、この私の新作発明品を使うといいッ！」

　魔導工学教授オーウェルが駆け込んできて、妙みようなスーツをグレンへ押しつけてくる。

「世紀の大天才たるこの私が、十年かけて研究開発していた『ハイパーグレートウルトラデラックスエクスサイズマッスルスーツ』だぁ!?」

「なぁにこのクソだせぇ恥ずかしいタイツ……」

「これを身につけていると、内部に仕込んだ魔術式が勝手に着用者の肉体改造を開始、一晩で筋肉もりもりのムキムキマッチョマンに大・変・身ッ！　つまり、着用しているだけで、極限まで強くなれる優れものなのだぁあああああ──ッッッ！」

　オーウェルがグレンへ、一枚のパネルを提示する。

「……何をどうしたらこうなるんだよ？」

　そのパネルには、今にも折れそうなもやし少年が、丸太のような手足のマッチョになっている、劇的ビフォーアフターな比ひ較かく画像が張ってあった。

「この素晴らしすぎるスーツを、グレン先生のクラス四十人分用意してやった！　喜ぶがいいッ！　ふっはははははははははははははははははははははは──ッ！」

「アホォオオオ──ッ！　誰だれがこんなもん使うか、ボケェエエエエ──ッ!?」

「それと……こっちは、このスーツを作る合間の休きゆう憩けい時間で適当に作ったんだが」

　そして、次にオーウェルは、天てん秤びんに似た魔導機械を投げやりに放ってくる。

「これは遠えん隔かく操作できる水晶形人工使い魔を同時に四十体飛ばし、その四十の視点から、動画映像を多角的に記録できるガラクタだ。これを使えば、生徒一人一人の動きを完全に個別キャプションできるぞ。まぁ、その『ハイパーグレートウルトラデラックスエクスサイズマッスルスーツ』と比べたら、ゴミだがな」

「って、どう考えてもこっちの方が、百万倍有用だろ!?」

「ふはははははは──っ！　他にも何か入り用ならば、いつでもこのオーウェル＝シュウザーを頼たよるといいっ！　ふは──っははははははははははははははは──ッ！」

　渡わたすモノだけ渡し、まくしたてるだけまくしたて、高笑いするオーウェルの図。

「ったく、こいつらは……」

「ほら、先生。皆、貴方あなたの力になりたいんですよ」

　リゼの含ふくむような笑いに、グレンがどこか気まずそうに頰をかく。

　そのグレンの態度はまるで素直ではないが……やはり、こうして様々な形で協力を申し出る者達の存在は、ありがたかった。

「やれやれ、そういえば……こんな時に、セリカのやつはどこ行きやがったんだ？」

　照れ隠かくしに話をそらし、グレンがそんなことを言う。

「ったく、俺がこんなに苦労してるってのによ……」

「ああ、アルフォネア教授でしたら……いえ、なんでもないです」

　すると、腕うでを組んだリゼが意味深に薄うすく微笑んでいた。

「うん？　狐、お前……セリカのこと何か知っているのか？」

　セリカは数日前、所用で出かけてくると言って出て行ったきり音おと沙さ汰たがない。セリカのことだから滅めつ多たなことはないと思っているが、さすがに心配になってくる頃ころだ。

「……心配ありませんよ。今、教授は〝お仕事〟を、とても頑張っておられます」

「仕事？　あいつは今、一体、何を……？」

　グレンがリゼを問い詰めようとした、その時だ。

「グレン。話があるわ」

　ちょうど、つんと澄すましたイヴが、グレンの下へやってくる。

「生徒達の個別の特訓方針で相談があるの。ずっと彼らを指導していた貴方の意見を聞きたいわ。ちょっと、こっちに来てくれない？」

「……ああ」

　仕方なく、セリカの行方に関しての追つい及きゆうを諦あきらめ、グレンがイヴの方へと向かった。

　そんなグレンの背中へ、リゼが微笑みながら言った。

「グレン先生。頑張ってください。……学院の皆が、貴方に期待しています」

「おうよ。任せな。……かったりーけどな」

　グレンは、そんなリゼへ背中で応じるのであった。




　……こうして、グレン達の強化合宿の日々は始まった。

　イヴ主導で行う早朝のスパルタ猛もう特とつ訓くん、その後のグレン主導で行う反省会。

　昼休みは反省会で出た反省点を元に、イヴとグレンの監かん督とく下、徹てつ底てい的てきに反復練習。

　放課後は、再び日が暮れるまでイヴを相手に魔ま術じゆつ戦せんの地じ稽げい古こ。都度、生じた個々の問題点や課題は、グレンが個別に指導して潰つぶしていく。

　そして、夕食後は再び反省会。その後、生徒達は圧縮睡すい眠みん魔術を使って合宿所で泥どろのように眠ねむって──また次の日の朝、叩たたき起こされ、再び猛特訓の一日が始まる。

　グレンとイヴが二に人にん三さん脚きやくで指導し、とにかく自分達より遥はるかに高レベルな術者を相手に魔術の対人戦の経験を無む理り矢や理り積みまくる、という荒あら行ぎようの日々が続いた。

　イヴの実戦形式の特訓は非常に厳しいものだった。

　生徒相手にまるで容よう赦しやがない。

　かなり手加減している……とはイヴ本人の談だが、生徒達にはとてもそうは思えない。

　これで、もしイヴが左手を使えたらと考えると、震ふるえが止まらなかった。

　当然、生徒達の身体は一日ごとに精も根も尽つき果はて、ボロボロになってしまう。それを法医魔術で強制的に治して続けられる特訓は、最も早はや拷ごう問もんだ。

　生徒達は、これまで経験したことのない次元の違ちがう辛つらさに辟へき易えきするしかない。

　それでも、不満が出なかったのは──合宿から逃にげ出す者がいなかったのは。

　イヴのその厳しさの裏側に優しさがあることを、徐じよ々じよに理解していったからだ。

　一見、無む駄だに厳しいだけだが、その根底には〝勝たせてあげたい〟という情がある。

　〝ついてこられない子は知らない〟

　〝嫌いやならやめれば？〟

　そんな突き放はなすような態度でありながら、なんだかんだで、イヴは親身に粘ねばり強く生徒達を指導し、見捨てない。

　彼女は、どこまでも素直じゃない天あまの邪じや鬼くなだけだったのである。

　だが、最初の三日は──本当に地じ獄ごくだった。

　生徒達はただただ一方的にボロボロにされ、あまりの特訓のきつさに口も利きけず、食べ物も喉のどを通らない始末。

　同時並行の前期末試験は当然、散々で、初日の夜の合宿所の雰ふん囲い気きは最悪であった。

　ただ、この学院という大切な場所を守りたい……グレンをクビにさせたくない……その一心で、必死にイヴについていっているだけ。そんな状態であった。

　変化が現れたのは四日目の午後からだ。

「……そうね。今までは私が四十人まとめて相手していたけど……今日からは三十人にして、残りの十人をローテーションしていくやり方でいこうかしら？」

「……え？　なんでっすか？」

「いいから。早く準備なさい」

　そして、相変わらず地獄が始まる。

　四十人でかかっても全然敵かなわないのに、三十人でやっても無意味でしょ？

　生徒達は誰もがそう思ったし──やはり案の定、イヴにボコボコにやられた。

「……案の定ね。年ねん齢れい的てきにも今一番伸のびる時期だし……やっぱり、上質の実践訓練を集中してやっているっていうのが、特に効いてるわね」

「まぁ、普ふ段だんの学院生活じゃできねーからな、こんな無む茶ちや苦く茶ちやな戦せん闘とう訓練」

「彼らの意識の高さもあるわね。やらされているなら、こんな特訓に効果なんてないわ。やっているからこそ効果があるのよ。……ふん、よほど慕したわれてるようね、貴方」

「うるせぇ、ほっとけ」

　その日の特訓の終わり。

　黄昏たそがれの中、生徒達が疲ひ労ろう困こん憊ぱいで地面に這はいつくばっている中、イヴとグレンが何事か話しているが……生徒達の朦もう朧ろうとした頭はその意味を結ばない。

　そして、その日から……毎日、少しずつ特訓に変化が生じていった。

　イヴが一度に相手をする人数が、三十人から二人減り……次は、三人減り……と。

　地稽古の特訓の都度、少しずつ減っていったのだ。

　また、最初の三日は、生徒達は皆みな、食事も喉を通らないほど疲つかれていたのだが──

「ぉおおおおおお──ッ！　終わったぁああああああああ──っ！」

「腹減ったぁあああああ──っ！　メシだっ！　メシをよこせぇええええええ──っ！」

　数日も経たてば慣れてきたのか、いつの間にか、日に三度、しっかり食べられるようになっていた。

　食事の時間になる度たび、学生食堂の一角が、ボロボロとなったグレンのクラスの生徒達で占せん拠きよされ、そこは飢うえた生徒達の大戦争となった。

　そして、動画映像による反省会の時も──

「お、ギイブル。今の立ち回り、なかなかいいんじゃねーか？」

「……ふん」

　合宿開始当初は、映し出されるのは無様で格好かつこ悪い立ち回りばかりで、グレンからは駄だ目め出だしの指導しかなかったのに、ぽつぽつと褒ほめられる回数が全体的に増えていった。

　また、生徒達の意識の高さもあった。

「うーん……ここだ。ここで、いつもイヴさんに撃うたれるんだよなぁ……」

　少し余よ裕ゆうができてくると、生徒達は就しゆう寝しん前まえに学生会館の談話室に集合して、借りた映像再生魔ま導どう器きで、自主的に作戦会議や戦術研究をし始めるようになる。

「やっぱ、僕達、攻め手がワンパターンなのかもね……」

「そう言えば、私達、知ってる呪じゆ文もんの数のわりに、使ってる呪文はいつも同じですね」

「なんか、他の呪文も攻め手に加えてみねーと駄だ目めなのかな……？」

　考えて、工夫して、ボコボコにされて、改善点の指し摘てきを受けて。

　また、考えて、工夫して、ボコボコにされて、改善点の指摘を受けて。

　全身全ぜん霊れいで鍛たん錬れんに励はげむ日々が、あっという間に過ぎていく……

　……そして、十日目の晩。

　いつものように、行われた反省会にて。

　そろそろかなと思ったグレンが、生徒達の初日の特訓風景と本日の特訓風景を、比較して投射再生してやると……

「……な、なんだこれ……？」

「う、噓うそだろ……？」

　生徒達の誰もが、驚おどろきと動どう揺ようを隠せず、啞あ然ぜんとしていた。

　なぜなら──

「こ、これ……本当に俺達か……ッ!?」

　──初日と比べて、自分達の立ち回りが格段に上達していたのだ。

　イヴにボコられるのは相変わらずだが、その内容と練度の違いは一目でわかる。

　自分達のあまりにも急激な変化と成長に、驚きを隠せない生徒達へ。

「別に驚くことじゃないわ。貴方達くらいの魔術の土台があれば、元々このくらいの立ち回りができて、当然なのよ」

　壁かべ際ぎわで腕を組んで背を預けているイヴが、淡たん々たんと言った。

「ただ、それを使いこなす訓練が圧あつ倒とう的てきに不足していたから、宝の持ち腐ぐされだっただけ」

「ほ、ほへー……」

「もちろん、このまま、どこまでも伸び続けるってわけじゃないわ」

　呆ほうける生徒達の気を引き締しめるように、イヴが警告する。

「今の土台に積めるものには限りがあるってことを忘れないこと。貴方達のこの成長は、グレンが今まで作ってくれた土台があればこそよ。

　これからも魔ま術じゆつ師しとして成長したかったら、その土台を地道に作っていくことをゆめ忘れないように。慢まん心しんせず、グレンの教えをよく聞きなさい。……いいわね？」

「「「「はいっ！　イヴ先生っ！」」」」

　一いつ斉せいに声を揃そろえて、返事をする生徒達。

「な、何よ……？　皆、一体、どうしたの？」

　そんな予想外のリアクションに、イヴが目を白黒させる。

「いや、なんつーか……俺達、イヴ先生に教えてもらえて本当に良かったっす！」

「ありがとうございますっ！」

　満面の笑みを向けてくる生徒達を前に、イヴは微かすかに頰ほおを赤らませ、そっぽを向く。

「……別に。一応これ、仕事だし。お礼言われる筋合いなんかないし」

　いつものように、イヴがそうツンケンと突つっぱねても。

　生徒達はにこにこと、イヴに向ける信しん頼らいのこもった表情を崩くずさない。

「はぁ[image: ～][image: ～]、あのねぇ、貴方あなた達。弛たるんでない？　強化合宿はまだ終わってないの。残りの日は仕上げよ。明日から特に厳しくいくから覚かく悟ごなさいね」

「「「「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」」」」

　やっぱり、声を揃えて嬉うれしそうに叫さけぶ生徒達。

　イヴは、なんなのこいつら？　と、ばかりに半眼で溜ため息いきを吐つくしかなく……

「……やれやれ」

　そんなイヴを前に、グレンはどこか複雑な表情で肩かたを竦すくめていた。




　そして──その日の晩。

　談話室に、カッシュを筆頭としてカイにロッド、アルフにビックスにシーサー、ルーゼルなど、二組の男子生徒の過半数が集まっていた。

　彼らは、いつものように再生機を借りて特訓光景を食い入るように見つめている。

「……俺達は……強くなった」

「ああ、強くなったな……」

　カッシュの呟つぶやきにカイが応じる。

「でも……確かに、合宿前と比べたら凄すごく強くなったけど……それでも、あの化け物みたいに強い模も範はんクラスに通用するのか……？」

「そうだな……ぶっちゃけ不安だ」

　ロッドの言葉に、カッシュが己おのれの心情を素直に吐と露ろする。

「なぁ、皆。今の俺達に必要なのは、やっぱり自信……自分を信じる心なんだと思う」

　カッシュが男子生徒達を振ふり返って、そう言うと。

　男子生徒達は皆、静かに頷うなずいていた。

　そんな彼らの頭上では、再生機から特訓光景が窓のように投射され、流れている。

　思い起こされるのは、今までの地獄の特訓の日々……

「行こうぜ、皆……今こそ、俺達自身を試す時だ」

「ああ、そうだな、カッシュ。これは俺達が乗のり越こえなければならない壁かべだよな……」

　そう言い合って、男子生徒達は顔を見合わせ、席を立った。

　この強化合宿の間に、すっかりボロボロになってしまった運動用ローブを羽織り……その部屋を、確固たる意志を漲みなぎらせる足取りで、出て行くのであった。




　一方、その頃ころ──学生会館宿しゆく泊はく棟とうにある大浴場にて。

　脱だつ衣い所じよで衣服を脱ぬぎ捨てて髪かみを下ろし、その肢し体たいにバスタオルを巻いたイヴが、浴場に足を踏ふみ入れる。

　そして、壁に設置されたカランを捻ひねり、熱いシャワーで身を清め始める。

　戦いを生なり業わいとしているとは思えない、白く輝かがやく傷一つない肌はだ、女性として過不足なく均整が取れた優美な曲線を描えがく身体からだが、湯ゆ煙けむりに曇くもる鏡に映える。

　訓練後の、それなりに汗あせばんだイヴの身体に、降り注ぐ湯が心地好よく流れていった。

（ふん……まだまだ相当のハンデを積んでいるとはいえ、この私に汗をかかせるなんて……思ったよりやるじゃない、あの子達……）

　ほんの微かに口元を歪ゆがめ、イヴは降り注いでくる湯に、その艶なまめかしいうなじを、豊かな胸の双そう丘きゆうを、妖よう美びな細ほそ腰ごしの曲線を、しなやかなおみ足を撫なでさせた。

　一通り身を清めると、イヴはカランを捻ってシャワーを止め、湯船に向かっていく。

　大理石をふんだんに使った泳げそうなほど大きな湯船には、熱いお湯が張られており、沸わき立つ白い湯気で向こう側の壁が見えないほどであった。

「……ふぅ」

　湯船に身を沈しずめて、息を吐はく。

　身体に刻まれた微かな疲ひ労ろうが、お湯に溶とけ出して、流れていくようであった。

　湯の熱が、浸つかるイヴの思考を少しずつ、少しずつ、胡う乱ろんにほぐしていく……

（なんだか……最近、心が軽い……気がする）

　イヴはそんなことを思っていた。

（軍にいた時は……父上にひたすら従っていた時は……こんなことなかったのに……）

　だが。

　イヴが、ふと、自身に生まれかけた新たなその感情に気付いた時。

　ぞくり。

　イヴは例えようのない恐きよう怖ふに襲おそわれていた。

（だめ……だめよ……ッ！　こんな日々も悪くないなんて……ッ！　このまま教師でも別にいいかだなんて……そんなことを考えたら、絶対、駄目よ、イヴ……ッ！）

　イヴは、歯は嚙がみしながら頭を抱かかえ、強く念じる。

（私は、イヴ！　イヴ＝イグナイトッ！　誇ほこり高きイグナイトの系けい譜ふ……ッ！　今はこんな所にいるけど……嫌いや……嫌よ……こんな所で終わるわけにはいかない……ッ！）

　決意を新たに、イヴは左手を睨にらみ付けた。

　一度切り落とされ、魔ま術じゆつ能力を失ってしまった、左手を。

（そうよ、私はイグナイトのために……ッ！　そう生きないと、私は何のために生まれてきたのかわからないッ！　私はこの左手を戻もどして、いつか必ず父上に……ッ！　だから、気を強く持たないと……ッ！）

　イヴが、そんな悶もん々もんとした迷いと葛かつ藤とうを抱えていると。

　大浴場の出入り口扉とびらの向こう側に、複数の人の気配を感じた。

　きゃいきゃいと微かに届く話し声から、恐おそらく二組の女子生徒達だろう。

「…………」

　湯の中で、イヴは落ち着いて深呼吸をする。感情の制せい御ぎよは魔術師の基本中の基本だ。

（……よし）

　胸中に渦うず巻まく葛藤を、頭の隅すみにスッパリと追いやって……

「やっぱり、お風ふ呂ろの時間が楽しみなのよねーっ！」

「あはは、そうだね」

「ん」

　裸ら体たいにタオルを巻いたシスティーナ、ルミア、リィエルを先頭に……

「あら、イヴさん、先に入っていらっしゃいましたの？」

「うふふ、ご一いつ緒しよさせてくださいね」

「あ……その……お邪じや魔まします……」

　ウェンディ、テレサ、リンら、その他二組の女子生徒達も一斉に浴場へと入ってくる。

　すると、先ほどまでの静せい寂じやくと静せい謐ひつの空間は一変。

　浴場は無数の悩なやましい肌はだ色いろが戯たわむれる、とても賑にぎやかで姦かしましい空間へと変へん貌ぼうした。

　黄色い声はひっきりなしに上がり、浴場という閉へい鎖さ空間に耳うるさく反はん響きようしていく。

「…………」

　女性が風呂場に集まればこうなるのは、別に学生も女性軍人も変わらない。

　イヴは特に気にした風もなく、そのまま目を閉じてお湯に身を任せ続ける。

　やがて、その瑞みず々みずしい身体を清めた女子生徒達が、イヴと同じ湯船に浸かり始めて……

「ねぇねぇ、イヴさんって、本当に帝てい国こく軍ぐんの軍人さんなんですか!?」

「うんっ！　信じられないくらい、お肌綺き麗れいですよね!?　ああん、素敵！」

「その、炎ほのおみたいに鮮あざやかな赤い御お髪ぐしも素敵！　綺麗～っ！」

「ねぇねぇ、何か、お手入れのコツみたいなものあるんですかぁ!?」

　あっという間に、イヴは女子生徒達に取り囲まれてしまう。

（はぁ……この子達、なんでこんなに私に懐なついてくるのかしら？　こんな冷めて可愛かわいげのない女、話しても面白くないでしょうに……）

　と、思いつつも。

「コツというか……まぁ、ナルミオイルを取り寄せて、ちょっとだけ……」

　無視もどうかと思い、一応、適当に無難な返答をしていくイヴ。

「きゃ──っ！　ナルミオイルですって!?」

「セレブだわ[image: ～][image: ～]っ！」

「イヴさん、さっすが──っ！」

　だが、女子生徒達は、イヴのつまらない返答にいちいち喜び、大おお騒さわぎをする。

「ねぇねぇ、イヴさんの初うい陣じんってどんな感じだったんですかぁ!?」

「イヴさんのことですもの、きっと大だい活かつ躍やくだったんですよねっ!?」

（……な、なんなの？）

　戸と惑まどうイヴを余所よそに、女子生徒達は次々と楽しそうにイヴへ話しかけていく。

「そ、そうねぇ……初陣は、さすがの私も緊きん張ちようしたかしら？　あれは確か四年前……」

　イヴもその勢いに吞のまれ、柄がらでもなく饒じよう舌ぜつに語ってしまう。

　女子生徒達は皆みな、楽しそうにイヴの話に耳を傾かたむけ、どんどんと盛り上がっていく……

　と、その時だ。




　ちゅっどぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

「「「「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」」」」

「ルーゼルぅうううう──っ!?　傷は浅いぞ、しっかりしろぉおおおおお──っ!?」

「カッシュ！　これって多分、性別を条件起動式にした魔術罠マジツク・トラツプ……ッ!?」

「くそっ!?　退ひけッ！　退けぇえええええええええええ──ッ！」




　大浴場の外の廊ろう下かの方から……何かの爆ばく発はつ音おんと悲鳴が上がった……ような気がした。

「……あれ？　イヴさん……何か今、変な音が……？」

「さぁ？　気のせいじゃない？」

　戸惑う女子生徒達とは裏腹に、湯により深く身を沈めたイヴはすまし顔だった。

　すると。

「あの……イヴさん？」

「あはは……お隣となりいいですか？」

「ん、イヴ。一緒に入ろ？」

　ちょうど身体からだを洗い終えたシスティーナ、ルミア、リィエルがイヴの隣に入ってくる。

「……別にいいけど」

　いつもの三人組ね、と。

　特に突つっぱねる理由もないので、そう返す。

（リィエルがグレンに懐いていたのは、軍時代から知ってたけど……システィーナとエルミアナ王女まで、なぜかグレンに懐いているのよね……）

　イヴがちらりと、その三人娘むすめを流し見る。

「あ、あはは、お湯が気持ちいいですよね、イヴさん」

「そうですよね、とってもいい湯加減ですよね」

「ん」

　システィーナ、ルミア、リィエル……どう控ひかえめに見ても、ハイレベルな美少女達だ。

　リィエルはともかく、こんな少女達がグレンに懐く理由がさっぱりわからない。

　探せば、もっと他にマシな男がいくらでもいるだろうに。

「あ、あのぉ……イヴさんって、グレン先生と本当はどういう関係なんですか……？」

　イヴが疑問に思っていると、システィーナが恐おそる恐るそんなことを聞いてくる。

「以前、帝国軍で、グレン先生の上司だった……とは聞いていたんですが……」

「あはは、その……なんだかイヴさんとグレン先生……とっても仲が良いっていうか、気安いご関係に見えて……ちょっと、気になってしまって……」

「べべべ、別に他意はないんです、他意は！　ただ、ほ、ほら、先生ったら、本当に美人に弱いから！　グレン先生がイヴさんに何か失礼なことしないようにですねーッ!?」

　システィーナとルミアが何か遠回しにそんなことを聞いてきて……

「ねぇ……イヴって、グレンのこと好きなのごもぐぅっ？」

　どストレートに斬きり込こんだリィエルの両りよう肩かたを、システィーナとルミアが左右から摑つかんで引き下げ、リィエルの顔下半分を湯に沈めていた。

「り、リィエルったら!?　も、もう何言ってるの!?」

「あ、あはは、イヴさん、違ちがうんです、そんなつもりは決して……」

（何を勘かん違ちがいしてるのよ、この子達は……？）

　呆あきれるしかない。イヴは半顔を片手で覆おおって、溜息を吐ついた。

（この年とし頃ごろの女の子ってこんなもの？　それにしても、リィエルまで……こういう男女の機き微びにまったく興味ない子だと思ってたのに……リィエルもお年頃ってやつ？）

「ご、ごめんなさい、イヴさん！　へ、変なこと聞いちゃって!?」

「し、失礼でしたよね!?　詮せん索さくなんていけないことですよね!?　すみませんっ！」

「ぶくぶくぶく……」

　慌あわてて頭をぶんぶん振ふって、謝ってくるシスティーナとルミア。

　そんな二人に顔の下半分を沈められて、半眼のリィエル。

「あ、あはは！　お、お湯が気持ちいいですねぇ、イヴさん!?」

「ええ、とってもいい湯加減ですよね！」

「ぶくぶくぶく……」

　と、強引に話題を変えようとしているのに、システィーナとルミアは、ちらちらちらちらと、イヴの様子を窺うかがっていた。

「はぁ……」

　イヴはもう一度、大きな溜息を吐いて、言った。

「安心なさい。私とグレンには何もないわ。貴女あなた達が邪じや推すいしているようなことなんてね」
















「じゃ、邪推だなんて、そんな！」

「先に謝っておくけど……私、彼みたいなデリカシーの欠片かけらもない理想主義者、あまり好きじゃないのよ。それに……彼も私を憎にくんでる」

「!?」

　イヴの素っ気ない物言いに、システィーナ達が押おし黙だまる。

「憎む……？　先生が……イヴさんを？」

「詳くわしい話は避さけるけどね。私はとある任務で彼の大切な人を……自分の手て柄がらのために利用して、見捨てて……死なせたのよ。絶対、彼は私を許さないわ。……一生ね」

「その人って……ひょっとして……？」

　気まずそうに、システィーナが口ごもり……リィエルを見る。

　リィエルはふるふると頭を振る。どうやら、詳細は知らないようだ。

「とにかく安心なさい。私と彼の間に、そんな浮ういた話、あり得ないから」

　素っ気なくそう言い捨てて。

　イヴは風呂から上がろうと立ち上がるのであった。

「あっ……その、すみま……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、勘違いしないで。別に気分を害したわけじゃないわ。もう結構、前から湯に入っていたから、のぼせてきただけ……」

　と、その時だ。




　ちゅっどぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

「「「「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」」」」

「カッシュ!?　カッシュぅうううう──ッ！　こっちも地じ獄ごくだぞぉおおおお──ッ！」

「「「「ぐわぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ！」」」」




　大浴場の窓の外の方から……何かの爆発音と悲鳴が上がった……ような気がした。

「……あれ？　イヴさん……今、何か変な音が……？」

「さぁ。気のせいじゃない？」

　湯船から上がってバスタオルを身体に巻き、髪かみをくしけずるイヴはすまし顔だった。

「とにかく、私は貴女達が思うような人間じゃないわ。悪いけど、自分の利益のためなら何でもする……もっと、ゲスな最低女よ」

　そう言い残して、浴場から去っていくイヴ。

　そんなイヴの背中を前に、システィーナもルミアも、何も言えなくなってしまう。

　イヴは、自分のことを最低女と言うが……とてもそうとは思えなかった。

　なぜなら、グレンの大切な人を死なせてしまった……そう語る一いつ瞬しゆん。

　ほんの一瞬だけ……イヴは今にも泣き出してしまいそうな顔をしていたからだ。

　……ちなみに。

「ぶくぶくぶくぶくぶく……（システィーナ、ルミア。……そろそろ苦しい）」

　リィエルは、未いまだお湯の中に、顔の下半分を沈しずめられていた。




「……ふん、罪な男。あんな唐とう変へん木ぼくのどこがいいのかしら？」

　風ふ呂ろから上がって着き替がえたイヴが、火ほ照てる身体を手でぱたぱた扇あおぎながら、廊下を歩く。

　その途と中ちゆう、煤すすだらけで気絶している〝男子生徒のようなもの〟が折り重なっていたが……それには脇わき目めも振らず、その傍かたわらを颯さつ爽そうと過ぎ去っていく。

　イヴがこの宿しゆく泊はく棟とうの一室に借りている自室へ向かって、真っ直すぐ歩いていると。

　暗い廊下の十数メトラ程ほど先にある扉とびらが少し開き、中から光が漏もれているのが見えた。

（あれは……確かグレンに割り当てられた部屋ね）

　最近は本当に夜よる遅おそくまで淡あわいランプの照明が点つきっぱなしな、小さな不夜城だ。

「ふん……」

　すると、何を思ったのか。

　イヴはその部屋の前を通り過ぎ……その足で給湯室へと向かうのであった。




　こん。こん。こん。三回のノックが、グレンの部屋に響ひびき渡わたる。

「私よ。入っていいかしら？」

「……ああ、勝手にしろよ」

　グレンが投げやりに返事を返すと、イヴが部屋の中へ入ってくる。

　元々学院の宿泊施し設せつの一室なので、ここはベッドや机、テーブルなどといった最小限のものしかない、殺風景な部屋だったのだが──今は酷ひどい有様だ。

　床ゆかには足の踏ふみ場もないほど本や紙束が散らばり、今、グレンが頭を抱かかえながら向かっている机の上も、本や論文が山と積まれている。

　その頭上には、再生機が光の魔ま術じゆつで投射する映像窓がいくつも浮かんでいた。

「……まだやってたの？」

　イヴは音もなく歩み寄り、がちゃりと何かをグレンの机の上に置いた。

「…………」

　グレンはそれに見向きもせず、ひたすら作業に没ぼつ頭とうしていた。

　イヴがグレンの手元を覗のぞき込めば案の定だ。

　グレンは二組の生徒達一人一人が抱える課題やこれからの訓練方針を、一心不乱に紙へと書き連ねていた。

　最近は毎晩、夜遅くまでこれだ。グレンは映像記録や書類と必死に格かく闘とうしている。

　生徒達の急成長は、イヴの存在がとても大きいが……日々成長し、変化する生徒達に合わせて、グレンが細かく課題を洗い出し、訓練方針を調整していたのも大きい。

　グレンが毎日毎日、律りち儀ぎに生徒全員分作るこの資料のおかげで、イヴも生徒達へより効果的な稽けい古こをつけることができたのである。

　とはいっても、生徒達全員分の課題と訓練方針を組むのは重労働。

　グレンの全身には、隠かくしきれぬ色いろ濃こい疲ひ労ろうが滲にじんでいた。

「はぁ……貴方、最近、ちゃんと睡すい眠みん取ってるの？」

　イヴが呆れたように、グレンの横顔を覗き込む。

「ああ？」

　グレンはそんなイヴに見向きもせず、羽根ペンをインク壺つぼにつけ、紙に文字を連ねる。

「少しは鏡、見なさいよ。……酷いくま。見られたもんじゃないわ」

「うっせえな。放っとけよ」

　すると、グレンは欠伸あくび交じりに伸のびをして、肩かたと首をポキポキ鳴らした。

「この程度がなんだってんだよ。生徒達の負担が一番大きいんだぞ？　諸悪の根源な俺がこの程度、やってやんねえでどうすんだよ」

「……ふん、案外、熱血なのね」

「はっ……そりゃ、こっちの台詞せりふだ」

　グレンはがくんと椅い子すの背もたれに身体からだを預け、天てん井じようを見る。

「お前もまぁ、よく毎日変わる俺の訓練方針の指示……しかも四十人全員分に、文句の一つもなく対応できるな？　まぁ、おかげであいつら、タケノコみてーに伸びてるが」

　グレン一人では絶対に無理だった。

　教養を身につけさせることはできても、課題や訓練方針は立てることができても、グレンは所しよ詮せん魔ま術じゆつ師しとしては邪じや道どうタイプだ。

　イヴのように正統派に伸ばすような効果的稽古など、つけてやれるはずもない。

「……一応、礼を言っておく。あんがとな。お前がいて良かった」

「別に。今の私の仕事だし」

「ふん……まぁ、さすがは帝てい国こく軍に名高き《紅焰公ロード・スカーレツト》様ってとこか？　お前、軍人より教師の方が向いてんじゃねーか？」

「……うるさいわね。放っておきなさいよ」

　ふて腐くされたように突つっぱねるイヴを余所よそに、グレンは雑に積み上げた書類を机の上でトントンと叩たたいてまとめ、くるりと振り返ってイヴに差し出した。

「ほらよ。明日からの連中の課題と訓練方針だ……これを後で読んでおいてく……」

「ふうん？　どれどれ？」

　なぜか途中で言葉を詰つまらせるグレンを余所に、イヴはその書類を受け取り、ぱらぱらと斜ななめ読みしていく。

「はぁ……貴方あなた、よく見てるわね。よくもまぁ、こんな細かいことに気付くこと。なるほど……確かに言われてみれば、あの子達には、こんな弱点もある……」

「…………」

「ええ、いいわ。明日から、この子達の訓練はこの点を意識して……」

「…………」

「……って、何よ？　珍めずらしく褒ほめてやってんのに、さっきから黙って」

　すると、イヴはグレンの呆れたような視線に気付いて、目を不ふ機き嫌げんそうに細めた。

「いや……お前、なんて格好してんだ……？」

　指し摘てきされて、イヴがふと自分の姿を顧かえりみる。

　風呂上がり姿のイヴは、胸元の大きく開いた薄うすいシャツ姿だ。先ほどまで暑かったため、ローブは袖そでに腕うでを通さず、肩に羽織るようにかけているだけだ。

　さすがに、もう身体は冷えたようだが……うなじやら、二の腕やら、胸元やら、太ももやら……イヴの優美なラインがもろに出るその姿は、色っぽくて無防備で仕方ない。

「う、うるさいわね……さっきまで風呂上がりで暑かったのよ！」

「だからって、そんな格好で男の部屋に入ってくんなっての！　アホか!?」

「はぁ？　何言ってるの？　女でも私は軍人よ？　軍の人間がそんなことでいちいち…………、……って、そんなにジロジロ見ないでよ、変態っ！」

　ばしんっ！

　途中まで余よ裕ゆうの表情を取り繕つくろっていたが、イヴは急に顔を真っ赤にして、グレンの顔へ書類の束を叩き付ける。肩にかけていたローブの前を合わせ、ささっと身体を隠す。

「ぎゃあああああああ──っ!?」

　その威い力りよくと衝しよう撃げきで、椅子から転がり落ちてしまうグレン。

　おかげで、せっかくまとめていた書類も資料もバラバラだ。

「だぁああああ、もうっ!?　つか、何しに来たんだよ、お前は!?　俺は忙いそがしいんだ、邪じや魔ますんじゃねーよっ！　ほら、しっしっしっ！　用が済んだら、あっち行けっ！」

　うがあ！　と、イヴに吠ほえかかるグレン。

　すると、イヴがつんと髪をかき上げ、憮ぶ然ぜんと言った。

「……酷いわね。せっかく、紅茶を淹いれてきてあげたのに」

「……紅茶？」

　ようやく、グレンは机の端はしに、ティーセットが置かれていることに気付く。

　恐おそらく淹れ立てだろう。ティーポットからは、まだ湯気が立っていた。

「……お、お前が、俺に、紅茶だと……？」

「ったく、そんなにあからさまに警けい戒かいしなくてもいいでしょう？　……毒なんて入ってないわよ、失礼ね」

　グレンが世界の終末を前にでもしたように、戦せん々せん恐きよう々きようとティーセットを見つめる中。

　イヴは、淡たん々たんと二つのカップに紅茶を注ついでいく。

「命令よ。一息入れなさい。……今の貴方、本当に酷い顔してるわ」

「命令って……今のお前の軍階、俺の軍時代の軍階より下じゃねーか……まぁ、俺は退役しちまってるけどよ……」

「うるさい。黙だまれ」

　そんなこんなで。

　二人は夜遅くのティータイムとしゃれ込こむのであった。

「…………」

「…………」

　だが、無言。

　二人は同じ部屋で、同じテーブルで顔を突き合わせながら、無言で紅茶を啜すすり続ける。

「…………」

「…………」

　やがて、そんな沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか。

「……どうなのよ？」

　イヴがぶっきら棒に聞いてくる。

「何がだよ？」

「私が淹れた紅茶。……どうなのよ？　感想くらい言いなさいよ」

「クッソ不味まずい」

　グレンは迷わず答えた。

「渋しぶくて苦くて酷ひでぇ味だ。一体、何をどうしたらこんなに不味く淹れられんだ？　紅茶に何か恨うらみでもあんのか？　ったく……相変わらず、紅茶はド下手なんだな」

「ふん……放っておきなさい」

　イヴも自覚はしているらしい。ふて腐れたように鼻を鳴らすだけだ。

　一応、料理はイヴの趣しゆ味みの一つなのだが、なぜか彼女は究極のメシマズであった。

「ったく……お前も少しはセラのやつを見習えよ。あいつは……」

　不意に、そんな言葉が思わずグレンの口を突いて出る。

　やべ、地じ雷らいだ……グレンがそう思って、口ごもった時にはもう遅おそい。

「そうね……あの子が淹れてくれた紅茶は……とても美味おいしかった……」

　イヴはそんなことをぼそりと呟つぶやいて、押おし黙ってしまう。

　紅茶の真紅の液面に、己おのれの瞳ひとみを映し、ぼんやりと自分自身と向き合っているかのようであった。

「…………」

「…………」

　そのまま。

　イヴが部屋を出て行く気配はなく。

　グレンも出て行けとは言えず。

　気まずい、重苦しい沈黙が……二人の間を支配する。

　……どれくらい時間が経たっただろうか。

「なぁ……イヴ。お前……なんで、あの時、セラを見捨てたんだ？」

　やがて、グレンが意を決したようにそう、問うのであった。

　その言葉を機に、二人の脳裏に蘇よみがえるのは……やはり、二年前のあの事件だ。

　特務分室が、《女じよ帝てい》セラ＝シルヴァースを永遠に喪うしなった……あの運命の日。

　イヴの判断で、アルベルトの援えん護ごが遅おくれ……結果、セラが死んでしまった事件。

　勝利という結果を摑つかむために、セラを切ってしまった、あの事件。

「セラが逝いったばかりの頃ころは……正直、俺も頭に血が上っててな。お前のせいだなんだと口くち汚ぎたなく罵ののしるばかりだったが……まぁ、最近、色々あって、ようやく頭も冷えたよ。あの時の事件に、冷静に向き合えるようになった……と思う」

「…………」

「で、冷静になるとな……やっぱり、どう考えても、あの時のお前の判断……腑ふに落ちねーんだよ」

「…………」

「お前は確かに冷れい酷こくな効率厨ちゆうの手て柄がらキチで、俺達を駒こまのように扱あつかってコキ使う嫌いやなやつだが……いくらなんでも、あんな〝捨て駒〟をやるようなヤツじゃなかったはずだ。

　社交舞ぶ踏とう会かいの一件もそうだが、一見、〝捨て駒〟をやってるように見えても、ギリギリの一線でフォローはしている……そういう立ち回りをするやつだったはずだ」

　イヴは無言。目を細め、ただひたすら無言を貫つらぬく。

「それに……お前はあんなにセラと仲良かったじゃねーか。いやまぁ、セラのやつが一方的にお前に絡からむだけだったような気もするが……性格ブスで友達いねえお前の、唯ゆい一いつの友人だったじゃねーか。なのに、なんでだ……？」

「…………」

「一体、あの時……お前に何があった？」

　そんなグレンの問いかけに。




　──そんな、父上ッ！　どうして!?　ここは《愚者グレン》と《女帝セラ》の援護に《星アルベルト》を回すべき盤ばん面めんでは!?　お願いします、このままでは──ッ!?

　──ならぬ。彼奴きやつらは所しよ詮せん、イグナイトたる我らの駒に過ぎぬ。

　──貴様は裏切り者の《正義ジヤテイス》を仕留め、最大効率で戦果を上げることのみ考えれば、それでよい。それがイグナイト家の大義だ。逆らうなら──




　あの日以来、未いまだイヴを苛さいなみ続ける悪夢が、脳内で生々しく再生され……

　やがて、沈黙を保っていたイヴが、不意に重苦しく口を開いた。

「何もないわよ。……そう、何もない」

「…………」

「私は、戦果欲しさに、あの子セラを切り捨てた。……それだけ」

　今度はグレンが目を細めて、無言となる番であった。

　すると、イヴは開き直ったように言い放つ。

「ふん……今さら何も言い訳しないわ。そうよ？　あの時、あの子を切り捨てる決断をしたのは私、あの子を殺したのは私よ？　私はあの決断から逃にげも隠かくれもしないわ。恨みたければ恨みなさい、好きなだけね」

　そう言いきって、イヴが乾かわいた冷酷な笑いを浮うかべると。

「……そうかよ。なら、もう何も聞かねえよ」

　どこか冷えきったグレンの言葉が、イヴを殴なぐりつける。

　再び二人の間に訪れる、気まずい沈黙。

（……バカね、私。……本当にバカ）

　沈黙の中、イヴは心の中で自じ嘲ちようするしかない。

　多分、ここで真相をぶちまけて、〝本当はやりたくなかった〟、〝後こう悔かいしている〟と哀あわれっぽく涙なみだでも浮かべてみせれば、グレンの心証を相当良くすることができるだろう。

　グレンの同情を買い、今後、何かにそれを利用することもできるかもしれない。

　女の涙は武器だ。賢かしこく器用に生きたいなら、そうすべきだ。

　だが……そんなことを思いつく計算高さと賢さかしさはあっても、そんなことを実行する器用さのないイヴには、どうしてもそういう狡ずるい立ち回りができない。

（これでいいのよ。だって、父上や家なんて関係ない……結局、あの時、決断したのは私……これは、私の罪……私が背負わないといけないことだもの……）

　かちゃり。

　イヴはいつの間にか空になったカップを皿に置いた。

「……邪魔したわね」

　イヴは、ティーセットを放置したまま、その居たたまれない気分から逃げるように、そのまま部屋から出ようと立ち上がり……

「ああ……俺からは、もう何も聞かねえ」

　そんなイヴの背中に、グレンが声を投げた。

「だから……いつか話せよ。お前からな」

「……なっ!?」

　イヴは思わず硬こう直ちよくしてしまう。

　グレンはそんなイヴと目を合わせようとはせず、明後日あさつての方向を向くだけだ。

「…………」

「…………」

　お互たがいわだかまりが完全に解けたわけではない。

　互いが素直に歩み寄るには、互いに失ったものが大きすぎる。

　だが、ほんの少しだけ何かが雪解けした……そんな気配。

「な、なんのことだか……ッ！」

　イヴがそのまま、グレンから逃げるように部屋を出ようとすると。

　動どう揺ようしていたせいか、イヴは不意に、床ゆかに積み上げていた本に蹴け躓つまずいてしまう。

「きゃ!?」

　ぐらりと傾かしぐイヴの身体からだ──

「イヴ!?」

　グレンは反射的に椅い子すを蹴って立ち上がり、イヴに手を伸のばして──

　がしゃん！

　二人は、もつれ合うように倒たおれていた。

「痛たたた……」

　と、イヴは思わず呟くが、口で言うほど身体が痛くないことに気付く。

　なぜなら……

「……おい」

「あ」

　イヴは、床に仰あお向むけになったグレンに馬乗りになって、組くみ敷しいていたからだ。

　どうやらものの弾はずみで、咄とつ嗟さにグレンをクッションにしてしまったらしかった。

「あ、そ、その……わ、悪かったわね……私としたことが……」

「いや、謝罪はいいから、早くどけ。自分の姿を見ろ」

「……え？」

　指し摘てきされ、イヴは自分の姿を改めて見下ろす。

　もつれ倒れたショックで、肩かたに羽織っていただけのローブはずり落ち、シャツの胸部は大きく開き、裾すそがめくり上がってしまっている。しなやかなおみ足は露あらわになり、豊かな胸元、黒いレースの下着がちらちらと見え隠れしてしまっている。

　これは──傍はたから見れば、どう見ても、グレンを誘ゆう惑わくして押し倒している構図だ。
















「な、な、な、な──」

　イヴが初心うぶな少女のように真っ赤になり、石像のように硬直してしまっていると。

　がちゃっ！

「先生──っ！　夜よる遅おそくまで、お疲つかれ様っ！　お夜食を作ってきまし──」

「ふふっ、私達、三人で協力して作っ──」

「ん。食べて……ん？」

　ちょうど、システィーナ、ルミア、リィエルが唐とう突とつに入室してくるのであった。

「「「「…………」」」」

　グレン、イヴ、システィーナ、ルミアの間に、圧あつ倒とう的てきな沈ちん黙もくが訪れる。

「グレンとイヴ……何やってるの？　……格かく闘とう術の組み手？」

　唯一、状じよう況きようをよくわかってないリィエルのそんな呟きを皮切りに。

「い、イヴさぁああああああああん!?　あ、あ、貴女あなた、一体、何をぉ──ッ!?」

「うわぁ……そ、そんな風に押し倒しにいっちゃうものなんだ……うわぁ……」

　システィーナが素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げ、ルミアはルミアで真っ赤になった顔を両手で覆おおうものの、その指の隙すき間まからしっかりと、グレンとイヴの様子を見つめている。

「なななな、なんて大だい胆たんなッ!?　こ、これが大人!?　これが大人の女性の攻せめ方なの……ッ!?　あわわわわ!?　だだだ、駄だ目めですってッ!?　ここは学校で──ッ!?」

「イヴさん……やっぱり、先生のことを……」

　すっかり大混乱の渦か中ちゆうにあるシスティーナとルミア。

「ああもう……なんなの、この子達……？」

　イヴは顔の半分を片手で覆って、深い、深い溜ため息いきを吐つくしかなく。

「……いいから早く下りろ。重い」

　グレンも同じように深い溜息を吐くしかないのであった。




　その後──なんだかんだで誤解は解けて。

　せっかくだから、皆みんなで夜食会をしよう、という流れとなった。

　グレンのために作った夜食……といいつつ、どう考えても一人分じゃきかない量のサンドイッチのバスケットを、皆で囲みつつ、和わ気き藹あい々あいと夜食をとる一同であったが……

「……なんなのよ、この配置」

　イヴの左右両りよう隣どなりにはシスティーナとルミア、その対面にリィエル。

　グレンはイヴと斜はす向むかいの、もっとも遠い位置だ。

「え？　と、特に意味はありませんよ？」

「あはは……はい、意味はないんです」

　そして、システィーナもルミアも、妙みようにイヴのことを警けい戒かいしてしまっている。

「……あのね。貴女達、まだ何か誤解しているみたいだけど……」

　イヴが呆あきれ顔がおで、弁明しようとしても……

「こ、これは！　あの……そ、そうですっ！　これはですね！　節操のない先生が、イヴさんみたいな魅み力りよく的てきな女性に襲おそいかからないよう守っているだけでして──」

「白しろ猫ねこ……お前、俺のこと、なんだと思ってんの？」

　システィーナはまだ混乱しているのか、意味不明なことを言いだし……

（うぅ……ま、負けませんからね……むむむ……）

　ルミアはイヴを完全にライバルを見る目で、じっと見つめている。

　そんなわけで……

「ね。グレン、おいしい？」

「…………」

「わたし、それ、一生懸けん命めい作った。……苺いちごタルトサンド」

「……ああ、うめぇ。新食感だな、これ」

「そう。……よかった。もっと食べて」

　イヴへの牽けん制せいに必死なシスティーナ、ルミアを余所よそに、リィエルは隣となりに腰こしかけるグレンへ、無む垢くな表情で自分の作ったサンドイッチを差し出している。

　この場は……完全に、リィエルが漁夫の利を得ていた。

「ったく、いつでもどこでもうるせぇ連中だぜ……」

　パンに苺タルトを挟はさむという、あまりにも斬ざん新しんすぎる料理を、グレンがうんざりしながら齧かじっていると……

　ふと──グレンはそれに気付いた。

　ぶちまけられ、足下に散らばっている様々な書類や資料の中……奇き妙みようなメモ書きが一枚紛まぎれ込こんでいたのだ。

「……ん？　なんだこれ？」

　それを拾い上げ、ランプの火にかざして見る。

　非常に読みづらい文章だ。

　例えるなら、想像を絶するほど重たいペンで必死に書き殴ったような……そんな文字。

　半分くらい判読不能な文章から、辛かろうじて読める部分を拾うと──




　──グレン＝レーダスへ。

　──『裏学院』は罠わな。×××××××だ。足を踏ふみ入れ××××××。

　──火を使うな。×にされて、××される。絶対に、火を使うな。

　──アリシア三世に、気をつけろ。彼女の正体は×××××。




「……なんだこりゃ？」

　グレンは、思わず背筋がぞくりと冷えるのを感じた。

　グレンはそのメモに、見覚えがない。

　誰だれかの悪戯いたずらにしては、何かがおかしい。

　紙はどこにでもあるものだし、インクも市し販はんのものだろう。言語も一いつ般ぱん的てきな共通語だ。

　だが、そのメモには……ただの悪戯には決して感じられない、何か真に迫せまった必死さが血のように滲にじんでいるのだ。

　その文字一字一字から感じられる裂れつ帛ぱくの危機感、不ふ穏おんな空気……見ているだけで、気分が悪くなり、正気が削けずれていくような錯さつ覚かくがあった。

「……くっ」

　グレンは頭が痛くなってきたので、そのメモから目を離はなした。

　いつの間にか、グレンの全身を気持ち悪い汗あせが滝たきのように流れていた。

　そして、目の前のイヴ達の騒さわがしい光景を余所に、グレンは物思いに耽ふける。

　先のメモで特に気になる単語と言えば……やはり『裏学院』、そして『アリシア三世』の二つだろう。ご多た分ぶんに漏もれず、グレンもその二つのキーワードに関する噂うわさやいわくは、充じゆう分ぶんすぎるほど知っている。

　だが、噂はあくまで噂に過ぎない。そもそも『裏学院』は、学院が打ち立てた正式なプロジェクトだ。危険などあるはずがない。

　だが、しかし……どうにも気味が悪い。

「…………」

　あのメモは……普ふ通つうに考えれば悪戯だ。間ま違ちがいなく悪戯のはずだ。

　悪戯だと一笑に付して、破り捨て、綺き麗れいに忘れるのが妥だ当とうなのだろう。

　だが──

「……おい、イヴ」

　グレンは、システィーナ達と談笑していたイヴの鼻先へ、件くだんのメモを突つきつけた。

「……何それ？」

「お前に、一つ相談があるんだが……」

　どこか神しん妙みような表情のグレンに、イヴは訝いぶかしんだ表情を向けるのであった。








第五章　生存戦









　強化合宿の日々は、瞬またたく間に過ぎ去って──

　──ついに、生存戦の日がやってくる。




　その日、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院は、奇妙な緊きん張ちようの空気に包まれていた。

　グレンのクラス──二年次生二組の生徒達四十人と、マキシムの教え子──模も範はんクラスの生徒四十人が、学院の中庭に集まっている。

　無論、グレン、マキシム、生存戦の審しん判ぱんを務めるイヴの姿もそこにある。

　そして、東西南北の校舎の窓から学院の生徒達が、この中庭の様子を……この学院の行く末を、固かた唾ずを吞のんで見守っているのであった。

「やるだけのことはやったぜ……」

「ええ、後は全力を尽つくすだけですわ」

　二組の生徒達は、緊張と静かな闘とう志しを湛たたえており……

「あー、面めん倒どう臭くせぇなぁ。マジでやんのか？　勝負見えてるだろ、こんなの……」

「いいよいいよ、適当に遊んでやろうぜ？」

　模範クラスの生徒達は、怠たい惰だと慢まん心しんに浸つかりきっていた。

「さて、辞表を書く覚かく悟ごはできたかね？　グレン君」

「はっ……どうだかな」

　マキシムの嫌いやみに、グレンが肩かたを竦すくめて応じる。

「それにしても……イヴ君。まさか、君がグレン君側についていたとはね」

　そして、マキシムは、グレンの隣でそっぽを向いて佇たたずむイヴへ言葉をかける。

「君は非常に若く美しい。力も才能もある。実は、私は君のことをいたく気に入っていたのだよ。そんな三流講師になど与くみせず、これからは私の力にならぬかね？」

　紳しん士し然ぜんを取とり繕つくろいながら、そんなことを言うマキシム。

「私なら、この学院で君に様々な便べん宜ぎを取り計らってやれる。それに君の事情は知っているよ。私なら後々、君のお父上に口を利きいてあげることもできよう。……どうかね？」

　だが。

「別に？　私は、グレンに与したとかそんなんじゃないわ。ただ、父上に仰おおせつかった仕事をこなしただけ。教えを請こわれたから、務め通り教えただけ」

　露ろ骨こつに色目を使ってくるマキシムに、イヴは冷ややかに鼻を鳴らすだけだ。

「そもそも、貴方あなたみたいな小物が、私の父上に口利きなんてできるわけないでしょう？　帝国に名高き三大公こう爵しやく家の現当主よ？　身の程ほどを知りなさい」

「ぐっ……」

「おい、エロジジイ。年とし甲が斐いもねえナンパは後にしろ。さっさと始めようぜ。俺とお前の決けつ闘とう……生徒達同士の生存戦をな」

　グレンの斬きりつけるような物言いに、マキシムが舌打ちした。

「ふん。いいだろう。生存戦……ルールは以前、君に通達した通りだよ」

　生存戦。魔ま術じゆつ師しの魔術戦競技の形式の一つだ。

　広大な競技フィールドに参戦者全員をバラバラに配置し、競技開始とする。

　参戦者は、他の参戦者を探して魔術戦をしかけ、勝ち残っていく。不利だったり、魔ま力りよくを温存したかったりしたら、逃にげたり、隠かくれてやり過ごしたりするのもありだ。

　そして、最後の一人まで残った生存者、時間切れで生存者が複数出た場合は、撃げき破は数がもっとも多い生存者が優勝……というのが、基本的な生存戦のルールである。

　ただ、今回は、グレンのクラスとマキシムのクラスの勝負。

　ゆえに、単純に両クラスの生存者数の多い方が勝者となる。
















　魔ま導どう兵団戦と違ちがうのは──全体を俯ふ瞰かんできる指揮官がいない点。

　競技参戦者は全すべて自己判断で動き、その繰くり返かえされる局地戦を戦い抜ぬかなければならないということだ。

「それと、肝かん心じんの脱だつ落らく基準なのだが……サブストによる致ち死し判定など温ぬるいと思わぬか？」

　マキシムがにやりと笑いながら、そんなことを言った。

「ゆえに、今回の勝負は、気絶……単純な戦せん闘とう不能を致死判定としよう。何、使用可能な攻こう撃げき手段は、護身用の初等呪じゆ文もんのみ……大したことはあるまい？」

　殺傷能力の低い初等呪文のみで、戦闘不能を致死判定……それは、つまり。

（こっちを嬲なぶる気満々ってことか。えぐいルールを提示しやがるぜ……）

　あるいは、サブストルールにした場合、その致死判定の審判を務めるイヴが、グレン贔屓びいきの判定を下すことを警戒したのか。

　いずれにせよ、受け入れるしかない。

　ルール選せん択たくは決闘の受理側にある。

「良いかな？　それでは、早速、『裏学院』をここに開放しよう」

　ルールを確認し終えて、マキシムが『アリシア三世の手記』を開く。『裏学院』の鍵かぎであり門……その機能を制せい御ぎよする一種の魔導書だ。

「待った。こっちからも追加ルールだ」

　マキシムが動く前に、グレンが突とつ然ぜん、口を挟んだ。

「戦闘不能を致死判定にするのはいい。だが、今回の生存戦、炎えん熱ねつ系けい呪文の使用は全面禁止だ。それを破ったら一発反則退場……この追加ルールの要求を吞んでもらう」

　途と端たん、模範クラスの生徒達から侮ぶ蔑べつの声と視線がグレンへ一いつ斉せいに集まった。

「ぷっ……炎熱系禁止だってよ？　だっせぇ」

「ぬりぃ連中だなぁ……そんなに怪け我がが怖こえぇのか？」

　炎熱系呪文は、護身用の初等呪文でも特に怪我しやすい危険な魔術だ。

　戦闘不能を致死判定にすると聞いて、グレンが泡あわを食った……模範クラスは当然そう判断する。

　だが、グレンは構わず、追加ルールを主張し続ける。

「互たがいに条件は同じだろう？　頼たのむ、炎熱系呪文だけはなしにしてやってくれ」

　そんなグレンの脳裏に蘇よみがえるのは──やはり、あの怪かい文書だ。

　──火を使うな。×にされて、××される。絶対に、火を使うな──

　あの警告だけは……何か嫌な予感がするのだ。

「炎熱系の禁止……？　……ほう、そうか、そういうことか……？」

　すると、マキシムが何か合が点てんがいったようにグレンを睨にらみつけていた。

「あのくだらんメモ書きの悪戯は、やはり君の仕し業わざだったか、グレン＝レーダス」

　そんなマキシムの言葉に、グレンは目を見開いた。

（この物言いは……まさか、あの怪文書、マキシムのやつにも送られていたのか？）

「ふん。あんなものを送りつけて、一体、なんの揺ゆさぶりか作戦かは知らぬが……聞けんな。そもそも、君にルール決定権は……」

　グレンの悪戯と決めつけ、マキシムはグレンの進言を突っぱねようとするが。

「炎熱系呪文なしでやってくれるなら、私がこの決闘戦の景品になってあげるわ」

　すまし顔で腕うで組ぐみして佇むイヴが、きっぱりとそう言っていた。

「イヴ!?」

「ええ、貴方が勝ったら、私は貴方の陣じん営えいについたげる。貴方の秘書でも愛人でも、なんでもやってやるわよ。……これなら悪い条件じゃないでしょう？」

「ぬ……」

　すると、優美なラインを描えがき誇ほこるイヴの肢し体たいを、マキシムは頭の天てつ辺ぺんからつま先まで、舐なめるように眺ながめ……微かすかに喉のどを鳴らして。

「……ふ、ふん。いいだろう。気にくわないが……それで手を打ってやる」

　見事なまでに釣つられるのであった。

（お、おい、イヴ……お前、ちょっとやりすぎ……）

　グレンがひそひそ声で、イヴに警告するが……

（馬ば鹿かね。いつまで寝ねぼけてるのよ？　どうして、貴方はいつも土ど壇たん場ばの土壇場にならないと鈍にぶいわけ？）

　イヴが呆あきれたような、嚙かみつくような目でグレンを睨み返す。

（わかってるの？　連中の反応から察するに……あの怪文書が、マキシム陣営の仕し掛かけた戯たわむれや罠わなの類たぐいじゃないって、今、ほぼ確定したのよ？）

（──ッ!?）

（つまり、あの怪文書を送りつけたのは、この決闘に介かい入にゆうした善意の第三者の可能性が非常に高くなった。理由はまったくわからないし、試してみる気も起こらないけど、『裏学院』での炎熱系呪文の使用は、本当に〝何かが拙まずい〟のよ）

（やはり……そういうことになるのか……）

（ええ。『裏学院』に『アリシア三世』……都市伝説レベルだけど、いわく付きの厄やくネタばかりよ。貴方も気をつけなさい。この生存戦……何かが起きるかもしれないわ）

　グレンとイヴが、声を潜ひそめてそんなやりとりをしていると。

「さて。準備はいいかな？　各々方。早速、始めよう……」

　マキシムが『アリシア三世の手記』のとある頁ぺーじを開き。

「……《開門》」

　そのとある一文を左手の人差し指でなぞる。その途端、魔力が手帳を走って、なぞった一文が強く光り輝かがやき始め……すると、それに応じるかのように……

「──ッ!?」

　ぐにゃり、ぐにゃりと、周囲の校舎が、風景が飴あめのように歪ゆがんでいった。

　そして、中庭に集つどった者達を中心に、東西南北の校舎が時計回りに回転し始める。

　人間達はそのままに、世界だけが回転していく。

　その角速度は徐じよ々じよに加速し、際限なく加速し、歪む校舎と回転する世界のため、風景が徐々に人の目に認識不能となっていく。

　そして、その歪みが回転の中で──新たな風景を徐々に結像していく。

　ある臨界点を過ぎると、世界の回転は徐々に緩ゆるやかになっていき……やがて、世界の回転が完全に止まると。

　目の前には見たこともない風景が広がっていた。

　そこは──どこかの建物のエントランスホールであった。

　背後には門のように巨きよ大だいな正面玄げん関かん口があり、その門には、暗黒に銀河が輝く大宇宙のような空間が無限に湛えられている。

　もし、そこから足を踏ふみ外はずしたら、無限の闇やみにどこまでも落ち続け、二度と戻もどって来られないような気がした。

　ホールはとても広く大きく高い。石積みの壁かべや石を敷しいた床ゆかがむき出しになっており、内装は魔術学院のものより、ひたすら無骨。屋や敷しきというより、砦とりでと称しようした方が良いかもしれない。

　辺りは薄うす暗ぐらく重苦しい雰ふん囲い気き。壁のあちこちに設置された古めかしいランタンの光が辛かろうじて闇を払はらっている。

　ホールの奥には吹ふき抜ぬけの上階へと続く重厚な階段があり、ホールの周囲にはいくつもの扉とびらが設置されているのが見えた。

　グレンは吹き抜けの天てん井じようを見上げる。

　一体、ここは何層あるのだろうか。上の方は深しん淵えんの闇に吞のみ込こまれ、見えない。

　そのエントランスホールの大きさ、天井の高さから、ここがとてつもなく巨大な建物の内部だということが、否いや応おうなく予想できた。

「ま、マジかよ、これ……？」

「パねぇ……こんなもんが俺達の学院の裏側に……？」

　その場に会した生徒達は、模も範はんクラスも含ふくめて、皆みな一様に啞あ然ぜんとしている。

「こ、これが、別次元の異界に作られたっていう『裏学院』だってのか……？」

「大規模とは聞いていたけど……限度ってものがあるでしょう？」

　グレンも。イヴも。

「り、理解したかね？　この『裏学院』の校舎を有効活用することが、どれだけの利益をもたらすかということを……」

　張本人のマキシムすらも圧あつ倒とうされ、戦おののいている。

「…………」

　ただ、唯ゆい一いつメイベルだけが、その圧倒的な偉い容ようを前にしても、なぜかいつもの冷静さを崩くずさず、周囲の様子をちらちらと窺うかがっていた。

　一同がひとしきり『裏学院』の圧倒的スケールに驚おどろき倒たおした後で。

　マキシムは再び『アリシア三世の手記』のとある頁の文面を、次々となぞっていく。

　すると、ホールの中央で呆ほうけている生徒達の前に、『門』が出現するのであった。

「さて。その『門』は、くぐる者を『裏学院』の校舎内のいずこかへ、ランダムワープさせるように設定されておる。生徒達の初期配置はこの『門』で決まるのだよ」

「アンタの生徒が、勝負に有利な初期配置になる仕込みがないっていう保証は？」

「やれやれ……そんな小細工、君の生徒ごときに必要あるまい？」

「生徒達の初期配置は、私が審しん判ぱんとして広域索さく敵てき結界で確認するわ。不正は不可能よ」

　最後に、その他細々としたことを、マキシムやイヴと確認し合って。

　グレンは裏学院の規模に圧倒されている二組の生徒達を振ふり返った。

「ようし、お前ら！」

　呆気あつけに取られていた生徒達が我に返り、グレンへ視線を集める。

「この学院の未来とか、俺のクビとか、今は気にすんな！　とにかく全力でやれ！　この二週間で培つちかったこと、全部出してくりゃそれでいいっ！」

　すると、力強く笑うグレンのそんな言葉に勇気をもらったのか……

「もちろんよっ!?　先生！　私達に任せてくださいっ！」

「はい！　頑がん張ばりますね！」

「ん」

　システィーナ、ルミア、リィエルが力強く応じて。

「よっしゃ！　皆、気合い入れて行こうぜッ！」

「ええ、特訓の成果……見せてあげますわっ！」

「ふん……やられっぱなしは趣しゆ味みじゃないんでね」

　カッシュ、ウェンディ、ギイブルを筆頭に、二組の生徒達が沸わき立つ。

　そんな二組の姿に、模範クラスの連中が嘲ちよう笑しようを浴びせるが、最も早はや誰だれも気にしない。

「よっしゃあ！　いざ、出しゆつ陣じんじゃあああああああああ──っ！」

　グレンが上げた鬨ときの声と共に。

　二組の生徒達は、意い気き揚よう々ようと『扉』へ向かうのであった──




　──たんっ。

　足音軽く着地する音が、辺りに響ひびき渡わたった。

　しん……とした静せい寂じやくが、じんじんと耳じ朶だを打つ。

「……ここは？」

『門』をくぐり抜けたシスティーナが、油断なく周囲を探ると。

　そこは、古めかしい建築様式で建てられた、とても広い石造りの部屋のようであった。

　教きよう壇だんと、延々と並ぶ長机がある。天井はとても高い。

　当然、自分以外、誰もいない。

　ここは──教室なのだろうか？　だとしたら、やはり『裏学院』は、表の学院とは比ひ較かくにならないほどの規模を誇る巨大校舎なのだろう。

　窓はない。そのため、酷ひどく暗く、視界が悪く、息が詰つまるような閉へい塞そく感かんがある。

　壁に灯ともるランタンの火は頼たよりなく、まるでどこかの牢ろう獄ごくのような雰囲気であった。

「これが『裏学院』……確かに広いけど、こんな陰いん気き臭くさい場所に通うのは御ご免めんだわ」

　もう生存戦は始まっている。システィーナは気を取り直して、周囲に注意を払う。

「……あら？」

　ふと、システィーナはそれに気付いた。

　教室の壁に掲けい示じ板ばんのようなものがあり……そこに羊皮紙が張ってある。

　その羊皮紙には、こう書かれていた。




　──校舎内の火遊び厳禁

　──これを犯した者は『裁断の刑けい』に処す

　学院長・アリシア三世




「火遊び厳禁……うーん、先生の言った通り、この校舎内では、炎えん熱ねつ系けい魔ま術じゆつは使わない方がいいのかしら？　ただの学内注意ともとれるけど……」

　システィーナはその後に続く物ぶつ騒そうな言葉を見つめて、目を細める。

「それにしても『裁断の刑』って、何よ？　なんだか気味悪いわね」

　まぁ、今は言っても始まらない。システィーナは早速、動き始めることにした。

「まずは、いかに早く味方と合流するかがポイントよね。ようし……頑張るぞ」

　システィーナは索敵結界の魔術を展開しつつ、教室を出る。

　そして、迷路のように入り組んだ廊ろう下かをゆっくりと歩き始めた……




　一方──『裏学院』のエントランスホールにて。

　そこで待機するグレン達の頭上には、窓のような映像が無数に浮ういていた。

　窓に映る光景は全すべて廊下に教室──『裏学院』内の風景のようである。

　中には『裏校舎』内を彷徨さまよう生徒達の姿が映し出されているものもある。

　そして、この『裏学院』校舎内の簡略的な地図を表す映像も、同時に浮いていた。

　生存戦の開始から、早三十分──

「くっくっくっ……それにしても壮そう観かんな眺ながめだとは思わないかね？」

　まだ盤ばん面めんに大きな動きがないのが退たい屈くつだったのか、不意にマキシムが言った。

「この手記は本当に便利な代物だよ」

　マキシムが手にした『アリシア三世の手記』を、グレンに見せつけ、ほくそ笑む。

「この手記一冊で、『裏学院』の機能を全て管理できるのだ。このように『裏学院』内の光景を光の魔術で投射するなど、造作もないことなのだよ」

「へーへー、すげーすげー」

　グレンは得意げなマキシムを半眼で流し見ながら、考える。

（ったく、あの手記……最早、手記とは名ばかりの魔ま導どう書しよじゃねーか……しかもかなりの力を持つ……どうして、あんなものが、あいつの手に……？）

　漂ただようきな臭くささに、グレンは眉まゆを顰ひそめるしかない。

（それに……一体、なんなんだ？　ありゃ）

　グレンが頭上の映像を見る。いくつかの映像に、火遊び厳禁の張り紙が映っている。

　この頻ひん度どだと恐おそらく、あの張り紙は『裏学院』全体に満まん遍べんなくあるのだろう。

（やっぱり、あの警告のメモ書き……何か、関係が……？）

「……グレン。……盤面が動きだしたわよ」

　イヴの言葉に、グレンが我に返る。

　イヴが視線を向ける先を見上げれば……確かにイヴの言う通り、何名かのグレンの生徒達が、マキシムの生徒達と遭そう遇ぐうし始めている窓があった──




　とある廊下にて──

「止まれよ、そこのお前」

　不意に響き渡った声に、一人廊下を進んでいたシスティーナがふと、足を止めると。

　先の廊下の十字路の角から二人。後ろの教室の扉が開いて一人。

　合計三人の模範クラスの生徒達が現れ、システィーナを挟はさみ撃うちにしていた。

「ふっ……お前だけは、雑魚ざこクラスの中でもちょっと強いみたいだからね……悪いけど、早々に潰つぶさせてもらうから」

「いくらお前でも、さすがに三人同時は相手にできねーだろ？」

「卑ひ怯きようか？　はは、悪く思うなよ？　これが〝生存戦〟だ」

　自分達の有利と勝利を確信して疑わない模範クラスの生徒達。

　だが、システィーナは何も応じず、無言で身構える。




　一方、とある教室にて──

「ぉおおおおおおお──っ！　ラッキーッ！　こいつはついてるぜッ！」

　ルミアの前に現れた模範クラスの生徒──ディーンは大はしゃぎだった。

「二組の中でも一番の美少女の金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうちゃんに、こうしていきなり出会えるなんて……俺、ついてるぅうううう──ッ！」

「あ、あはは……どうも……」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　痛くしないよ、手加減してあげっから！　それはそうと、俺が君に勝ったら、俺と付き合ってくんない？　ね？　いいだろ？　俺が強くてカッコいいってとこ、今から見せてあげるからさ！」

「えーと……お付き合いは、お断りしますね……」

「いいからいいから。女は黙だまって強い男に従ってりゃいいんだって。てなわけで──」

　曖あい昧まいに笑って戸と惑まどうルミアへ、ディーンは左手を向けて──




　また一方、とある階層の遮しや蔽へい物ぶつのない廊下にて──

「……見つけたよ」

　廊下を歩いていた模も範はんクラスの生徒──ザックの背後から、不意に声がかかる。

　振り返れば、ギイブルがいた。

　どうやら、そこの教室の中に潜ひそんでいたらしい。

　一応、索敵結界張ってたはずなんだがな……そう舌打ちしながら、ザックが言った。

「あ？　何の用だよ？」

「決まってるだろう？　……先日の借りを返しに来たんだよ」

　そう言い捨てるギイブルを、ザックはへらへらと笑いながら振り返る。

「はっ、雑魚が何、格好かつこつけてんだよ？　馬ば鹿かじゃねーの？　背後から不意討ちしときゃよかったじゃねーか？　まぁ、お前如ごときの不意討ちを喰くらう俺じゃねーけどよぉ？」

「御ご託たくはいらない。さっさと始めよう」

　そう言って、ギイブルは眼鏡めがねを押し上げ、ザックを鋭するどく睨にらむ──




　また一方、とある階段の踊おどり場にて──

「あははっ、いたぁ！」

「くすくす……どう料理してあげましょうかしらぁ？」

「……ウェンディ」

「大丈夫ですわ、二対二です。わたくしが前衛を。テレサは援えん護ごを頼たのみますわ」

　遭遇した二人組の模範クラスの女子生徒達。

　ウェンディは、テレサを庇かばうように前へ出る──




　また一方、とある儀ぎ式しき実験室にて──

「よっし、やっと一人目見っけ！　ったく、俺、どうも引きが悪いな……急がないと他の連中に獲え物もの取られちまうってのに！」

「けっ……こないだのように行くと思うなよ!?」

　眼前の相手などまるで眼中にない模範クラスの生徒を、カッシュが怒ど鳴なりつける。




　広大な区画を誇ほこる『裏学院』のあちこちで。

　今、グレンの生徒達とマキシムの生徒達が、次々と激げき突とつし始めていた──




　…………。




　──生存戦開始の当初。

　マキシムは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情で、『裏学院』内各所から送られてくる映像を眺めていた。

　なにせ、勝敗は決まっているのだ。

　自分が教えてきた生徒達は、自分の『正しい教育方針』で、徹てつ底てい的てきに魔ま術じゆつ師しとしての武力のみを研けん鑽さんし、練度を上げてきたのだ。魔術師に必要ないその他の素養は、その一切合切を切り捨て、自分の考える『最強の魔術師』を、育て上げてきたのだ。

　そう、所しよ詮せん、魔術など戦争のための武器。学問だの、生きるための知ち恵えだの、そんなものは全て無む駄だ。現実の見えない甘ったれどもの理想論に過ぎない。

　ならば、その無駄を省き、純じゆん粋すいに力のみを鍛きたえ上げることこそが、真なる魔術師への近道。それこそが正しい魔術教育。

　ゆえに、この生存戦は出来レース。負けるはずがない。

　勝利が約束された消化試合であり、自分の教育方針がいかに優れているか……それをこの温ぬるい平和ボケした学院に知らしめる、最高のデモンストレーションとなるのだ。

　そうなるはずだったのに──




「《大いなる風よ》ッ！」

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》ッ！」

「遅おそいわ！　《光の障しよう壁へきよ》──ッ！」

　廊下で魔力と魔力がぶつかり合い、炸さく裂れつする。

　三人を同時に相手しているというのに、システィーナは自分に向かって飛んでくる呪じゆ文もんを正確無比に捌さばき続けていた。

「ちょこざいな……ッ!?」

「なんだ、おかしいぞ……ッ!?　三人なら楽勝で勝てるはずだったのに……ッ！」

「くそっ!?　囲め、囲めぇえええええええ──ッ!?」

　自分達がたった一人にあしらわれている──その事実にしびれを切らした模範クラスの生徒の一人が、連れん携けいを勝手に乱して、システィーナに回り込こもうとして──

「《雷精の紫電よ》──ッ!?」

「ぐわぁああああああ──ッ!?」

　その生徒の隙すきを、システィーナが左手で放った雷らい閃せんが、すかさず狙ねらい撃つ。

「ちぃいいい──ッ!?　でも、今だッ！」

「《白き冬の──」

　システィーナのそのマナ・バイオリズムの乱れた隙を狙って、残った二人の模範クラスの生徒が、システィーナへ波動冷気の呪文を打ち込もうとするが──

　ばちぃ！　呪文も唱えずに続いた、システィーナの右手からの雷閃の一いち撃げきに、さらに一人の模範クラスの生徒が撃ち倒たおされ──

「ば──ッ!?　い、今のは──ッ!?」

「《大いなる風よ》──ッ！」

　そして、一呼吸でマナ・バイオリズムを整えたシスティーナが、さらに呪文を放つ。

　局地的に巻き起こって収束する【ゲイル・ブロウ】の突とつ風ぷうが、最後の模範クラスの生徒を容よう赦しやなく吹ふき飛ばし、壁かべに叩たたき付ける。

「そんな、馬鹿な……今のは二反響唱ダブル・キヤスト……ッ!?　そんな高等技術……」

　その生徒は愕がく然ぜんと目を見開き……やがて、がくりとくずおれ、意識を失うのであった。

「よし、決まったわ！　さすがイヴさん直じき伝でん！」

　システィーナは油断なく周囲に注意を払はらいながら、悠ゆう然ぜんとその場を立ち去っていく──




『……私……負けちゃったんだね……』

『だろ？　ちょっとは俺の強さ、わかってくれた？』

　ディーンが、足下に力なくぺたんと座り込んで俯うつむくルミアを見下ろしている。

『でも……ディーン君、凄すごいね。そんなに強いなんて……素敵……』

『ははは、ようやくわかってくれたみたいだね！　どう？　惚ほれた？』

『う、うん……私……あなたみたいな人、初めてだよ……』

『で？　俺の女になってくれる気になった？』

『うん……よろしくお願いしますね、ディーン君……』

　そう消え入るように呟つぶやいて、真っ赤な顔のルミアがディーンを見上げて……

　……と、そんな幸せな夢を見て、眠ねむりこけているディーンを。

「……ぐがー……ぐがー……ぐがー……」

「あはは……ごめんね」

　ルミアは苦笑いをしながら、見下ろしていた。

　魔ま術じゆつ戦せんが始まった直後、呪文を改変して、黒くろ魔ま【ショック・ボルト】と見せかけて、白しろ魔ま【スリープ・サウンド】を起動したのだ。

　ルミアを格下と舐なめきっていたがゆえに、ディーンは対抗呪文カウンター・スペルの選せん択たくを完全に間ま違ちがえ、ご覧の有様であった。

「……でも、私達、負けられないから」

　そのいつもどこか緩ゆるやかな顔を、この時ばかりは凜りんと引き締しめて。

　ルミアも次なる戦場を求めて、歩き始める──




「な、なんなんだ、お前……ッ!?」

　ザックは驚おどろきを隠かくせなかった。

「《虚こ空くうに叫さけべ・残ざん響きよう為するは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》──ッ！」

　ギイブルが放った【スタン・ボール】の圧縮空くう気き弾だんが飛んでくる。

「ちぃ──《大気の壁よ》ッ！」

　ザックは慌あわてて、【エア・スクリーン】を唱え、空気障壁を自分の周囲に展開。

　圧縮空気弾の炸裂が巻き起こす、大だい音おん響きようと振しん動どう衝しよう撃げきをいなす。

「くっ……《雷精の──」

　びりびり震ふるえる大気の中、反撃とばかりに、ザックがギイブルへ指を差すが──

　ギイブルの姿がない。彼はすでに近場の教室内へと飛び込んでいたのだ。

「や、野や郎ろう──ッ！　逃にげんじゃ──」

　ザックがそれを追って、その教室内に飛び込もうとするが──

「うおッ!?」

　扉とびらから顔を出した途と端たん、三本の雷閃が教室内から飛来し、慌てて顔を引っ込める。

「クソがッ！　《白き冬の嵐あらしよ》──ッ！」

　苛いら立だったザックが、手だけ教室内に差し入れ、波動冷気を撃うち込む。

　たちまち、教室内に冷気の嵐が渦うずを巻き、真っ白に染まっていく──

「へへ、どうだ……これで何も見えねえだろ……？」

　どう料理してやろうかと、ザックが悠然と教室内へ足を踏ふみ入れようとすると──

「《大いなる風よ》！」

　ザックの背後から呪文が上がった。

　ギイブルだ。ギイブルはすでにその教室後方の扉から、廊ろう下か側に出ていたのだ。

「な──」

　ザックの背後から、突風の戦せん槌ついが殴なぐりつけるように渦を巻いて迫せまってきて──

「た、《大気の壁よ》ッ！」

　辛かろうじて【エア・スクリーン】の展開が間に合うが──

「ぅおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　その突風の威い力りよくで、ザックの身体からだがそのまま十数メトラほど押し下げられ、その靴くつ底ぞこを盛大にすり減らされるのであった。

「ふん……」

　ギイブルは眼鏡を押し上げながら、そんなザックを鋭く油断なく睨み付けている。

「くっそ……マジでなんなんだよ、お前……ッ!?」

　ザックが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

　ギイブル……この間の決けつ闘とう戦せんの時と比べて、特に魔術の技量が変わったわけではない。

　ただ──一いつ瞬しゆんの判断力が段だん違ちがいだった。

　以前と比べて、次に差す一手の取捨選択が、まるで別人のように速く正確なのだ。

「お前、この二週間で一体、何をやった……ッ!?」

「御託はいらないと言ってるだろ？　……かかってこいよ」

「ちっ……調子に乗りやがって……ッ！　いいぜ、本気でやってやるよっ！　へっ……俺の速はえぇ立ち回りについてこられるかなッ!?」

「ふん……君の立ち回りなんて、イヴ先生と比べたら、遅すぎて欠伸あくびが出るね」

「舐めんなッ！　《雷精よ》ッ！　《第二射》ッ！　《第三射》ッ！」

　不意にザックが【ショック・ボルト】を三連唱ラピツド・フアイアする。

「ふん」

　その一射目、二射目を、ギイブルは見切って、体たい捌さばきでかわし──

「《災さい禍か霧む散さんせよ》──」

　その三射目を【トライ・バニッシュ】で打ち消しバニシユ──

「な──ッ!?」

「──《雷精よ》ッ！」

　それはまるで、どこかで見た光景の焼き直し──驚きよう愕がくに固まるザックに向かって、ギイブルは意い趣しゆ返がえしだとばかりに【ショック・ボルト】を撃ち返す。

「ぐわぁあああああああああああああああ──ッ!?」

　ギイブルの放った紫電が、ザックの左手を撃つ。

　先日の決闘戦で、自分がギイブルにやったことをそっくりそのまま返され、ザックは屈くつ辱じよくに打ち震えるしかなかった。




「これは一体、どういうことなのだッ!?」

　ずだんっ！　とマキシムが地じ団だん駄だを踏む音が、ホールに寒々しく響ひびき渡わたっていた。

　頭上に無数に浮うかぶ映像が、厳然と告げている──模も範はんクラスの大苦戦を。

　──否いな、むしろ、苦戦どころか、完全に圧あつ倒とうされている。

「馬ば鹿かな……ッ！　この私の〝正しい教育方針〟で教えられた生徒が、こんな温い学院の連中に、あのような苦戦をするはずがないのだッ！　完かん膚ぷなきまでに圧勝して然しかるべきなのだッ！　なのになぜ──ッ!?」

　驚愕と屈辱に顔を真っ赤にしたマキシムが、グレンを振ふり返る。

「ありゃまぁ……こりゃ、思ってた以上に凄くなってるわ、あいつら……」

　見れば、グレンすらも目をぱちくりさせながら、生徒達の活かつ躍やくを見守っている。

　となると、この大おお番ばん狂くるわせの立役者は……

「イヴ君……君、一体、何をした!?　どんな訓練を施ほどこしたのだッ!?」

　すると、イヴは髪かみを手ぐしで梳すき上げながら、淡たん々たんと突つき放はなすように言った。

「……別に？　貴方あなたが普ふ段だん、生徒達にやらせていることを、改めてあの子達に、しっかりやらせただけよ？　……もっと高いレベルで」

「な……ッ!?　それだけで、こうなるわけが……ッ！」

「彼らには元々、あれくらいの力があったのよ。ただ、まだ上手うまく使いこなせていなかった……というだけで」

「う、噓うそだ……この学院の連中にそんな力があるわけないのだ……ッ!?　こんな温い方針に染まった、〝間違った〟教育現場で……ッ！」

「単純な話よ。貴方の教育方針とグレンの教育方針。魔ま術じゆつ師しとしての力のみを効率的に追い求め、土台作りを無む駄だなものと切り捨てた者。力なんか求めず、効率度外視で魔術師の土台をこつこつと築き上げ続けてきた者。……最終的に上になるのは、どっちか？」

「ぐ……」

「もう、どう見ても結果は出ているわ。認めたら？　貴方の教育方針は〝間違っていた〟のよ。……最初からね」

「そんな……そんなはずが……ッ!?　わ、私が……私の方針がぁ……ッ!?」

　ぎりぎりと憤ふん死し寸前の表情で、頭上に映し出されている映像を凝ぎよう視しする。

　今やマキシムの生徒達は、グレンの生徒達に次々と討ち取られていっていた。

　趨すう勢せいがどちらにあるのか、火を見るより明らかであった。




　そして、グレンの生徒達の快かい進しん撃げきは止まらない──

　ばちばちばちっ！

「ぎゃああああああああああああああああああ──っ！」

　紫し電でんを身体に漲みなぎらせて、ばたりと倒たおれる模範クラスの男子生徒。

　そのすぐ傍そばに、左手をまっすぐ伸のばしたリィエルが無表情で突っ立たっている。

「ん。大発見。相手の身体に直接触さわったら、わたしでも呪じゆ文もん、当たる」

　そんなことを、リィエルはどこか誇ほこらしげに呟いていた。

「……勉強した甲か斐いあった。……何を勉強したかよく覚えてないけど」

　リィエルの新しい力──【ショック・ボルト】の零れい距きよ離り射しや撃げき。

　そのあまりにも本ほん末まつ転てん倒とうな新技をひっさげて、リィエルは次なる獲え物ものを求め、彷徨さまよう。




「こっちですわ！　テレサ、早く！　急いでくださいましっ！」

「え、ええ……ッ！」

　ウェンディがテレサの手を引いて、廊下を走っている。

「きゃははは──ッ！　待ちなさいよっ！」

「逃がすと思ってるわけ──ッ！」

　そんな二人を追う、模範クラスの女子生徒二人。

　ウェンディとテレサは、その模範クラスの女子生徒達と二対二の魔術戦を行っていたが──しばらくすると敵かなわないと見たのか、脱だつ兎との如ごとく逃げ出したのである。

　ウェンディとテレサは、ちらちらと後ろを振り返りながら、逃げ続け──

　やがて、廊下に引いてある妙みような線を踏み越こえていく。

　模範クラスの女子生徒二人は、その線に気付かず、それを踏み越えようとして──

　ばちんっ！

「「キャアアアアアアアアアアア──ッ!?」」

　途端、その線に沿って紫電が壁かべのように立ち上り、それをもろに受けた模範クラスの二人は呆気あつけなく失神して、倒れてしまう。

「よしっ！　上手くいきましたわ！」

「模範クラスの方々だけに反応する条件起動式の魔術罠マジツク・トラツプ……成功ですね」

「別に、真正面から切って戦うだけが魔術師じゃありませんものね！」

　ウェンディとテレサが、にやりと笑い合ってハイタッチするのであった──




「《雷らい精せいの紫電よ》──ッ！　《雷精の紫電よ》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

　無数の紫電が、殴りつける突とつ風ぷうが、リンへと殺さつ到とうする。

「か、《輝かがやく壁よ・彼の災さい禍かを阻はばみて・我を護まもれ》……ッ！」

　だが、リンは恐きよう怖ふで今にも閉じてしまいそうな目を必死に開き、黒くろ魔ま【フォース・シールド】を詠えい唱しよう。

　眼前に展開した光の障しよう壁へきで、本当にギリギリで身を守る。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！」

　疲ひ労ろうで大きく息を吐つき、涙なみだ目めになっているリン。

　それでも、リンは次なる攻こう撃げきに備え、おどおどと震えながら身構える。

「くそ……いつまで粘ねばるんだよ、このチビ女……ッ！」

「さっきから何一つ反撃しない雑魚ざこのくせに、生意気な……ッ！」

　模範クラスの生徒二人が、苛立ったようにリンを睨にらむ。

「もう諦あきらめなさいよ？　貴女あなた……防ぼう御ぎよの練習はそれなりに積んでるみたいだけど……攻撃はできないんでしょ？」

「ああ、お前、さっきから何一つ反撃しないもんな！」

「…………ッ！」

　そう、リンがこの二週間やったことは、グレンの方針でイヴを相手に、ひたすら相手の攻撃から、自分の身を守る練習だけだった。

　リンに相手を倒す手段など何一つない。

　元々、リンは性格的にも能力的にも、戦いにまったく向いていないのだ。

　だが、それでも。

（い、一発でも相手に多く呪文を撃うたせれば……少しでも疲つかれさせれば……私も……皆みんなの役に……立てるよね？　わ、私には……これくらいしか……）

　ぐしっと、涙を拭ぬぐって、リンが身構える。

「ちっ……しゃらくせえっ！　おい、ファラ！　次で決めるぞ！」

「ええ、ジェリド、合わせてっ！　《雷精の紫電よ》──ッ！」

　再び、模範クラスの生徒二人が、リンに向かって一いつ斉せいに呪文を唱え──

「か、《輝く壁よ・彼の──うっ」

　疲労が重なったためか、対するリンは呪文を嚙かんでしまい──

　自分に向かって飛来してくる紫電を、為なす術すべもなくリンが見つめていると──

「リィイイイイイイイイインッ！」

　何者かが【フィジカル・ブースト】で強化した身体能力で、その間に飛び込こんでくる。

　自らの身体からだを、リンを護る盾たてとする。

「か、カッシュ君!?」

「無事だったか!?」

　燻くすぶる紫電が自らの身体を食い荒あらすのも構わず、カッシュが剛ごう毅きに笑っていた。

「よく頑がん張ばったな、下がってろっ！　《虚こ空くうに叫さけべ・──」

　そして、カッシュは、模範クラスの二人へ向かって、呪文を唱え始めた。

「はっ！　遅おせぇよ、雑魚がっ！　《雷精の紫電よ》──ッ！」

「《凍いてつく氷ひよう弾だんよ》ッ！」

　模範クラスの放った【ショック・ボルト】の紫電が、【フリーズ・ショット】の凍とう気き弾だんが、呪文詠唱スペリング中のカッシュを容よう赦しやなく撃ちつける。

　が──

「《──・残ざん響きよう為するは・──》」

　激しい紫電が身体を締しめ上げようが、盾代わりにした右みぎ腕うでや足が氷こおり漬づけにされようが──カッシュの呪文詠唱スペリングは止まらない。

「こ、こいつ!?　まさか【トライ・レジスト】を予あらかじめ何重にも──ッ!?」

「なんて、脳筋──」

「《──・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》ッ！」

　驚愕に固まる模範クラス達の前で、カッシュの呪文が完成。

　圧縮空気弾が弧こを描えがいて飛び──着弾。

「ぎゃああああああああああああああ──ッ!?」

「嫌いやぁああああああああああああああああ──ッ!?」

　その炸さく裂れつ音おんと振しん動どうで、模範クラスは容赦なく吹ふき飛び、失神するのであった。




　ばちっ！

「ぐわっ!?」

「リデル!?　くそっ、またか……ッ!?」

　その模範クラスの三人の集団は焦あせっていた。

　なにせ、さっきからどこからともなく【ショック・ボルト】で狙そ撃げきされているのだ。

「一体、どこに潜ひそんでやがる、卑ひ怯きようもんめ……ッ！」

「ちくちくちくちく、うぜぇ……ッ!?　くそっ！」

　そんな、彼らから離はなれた廊ろう下かの先──階段付近。

　黒魔【セルフ・トランスパレント】──自己透とう明めい化かの呪文と、黒魔【ノイズ・カット】──音遮しや断だんの呪文を自分に付呪エンチヤントし、完全に隠おん密みつ潜せん行こうしているセシルの姿があった。

　今のセシルは、模も範はんクラスの連中程度の索さく敵てき結界には捉とらえられないのだ。

「…………」

　無論、これだけ深層意識領域エリアリソースを、隠おん密みつ系けい呪文の維い持じに割さけば、当然、相手を一いち撃げきで倒せるような攻性呪文アサルト・スペルは、セシルには撃てない。

（でも、これでいいんだ……やつらに、見えざる敵がいると、プレッシャーを与あたえ続け、疲れさせる……セコく削けずる。僕は裏方……これでいいんだ……）

　多少後ろめたいが、心を鬼おににして。

　セシルは、慌あわててその場を離れていった模範クラスを、ゆっくりと追い始める……




「くそっ……おのれぇええええええ──っ！」

　不ふ甲が斐いない模範クラスの生徒達の姿に、マキシムの苛いら立だちは最高潮に達していた。

「メイベルはどうしたのだ!?　私の生徒達の中でもっとも優ゆう秀しゆうなメイベルはどこ行ったのだ!?　早く、あの忌いま々いましい連中を駆く逐ちくしたまえ、メイベルぅううううう──ッ！」

　マキシムが頭上の窓映像に向かって吠ほえたてる。

　だが、無数にある窓映像のどこにもメイベルの姿はなかった。

　この映像魔ま術じゆつでフォローしきれない場所にいるのだろうか？

「やれやれ。メイベル……こないだの模も擬ぎ魔術戦で、白しろ猫ねこを圧あつ倒とうしたあの女子生徒か」

　グレンが苦々しく呟つぶやく。

「ええ、マキシムの生徒達の中で、あの子だけは本当に学生詐さ欺ぎの規格外よ。私もメイベルを見たらとにかく逃にげろとしか、あの子達には教えてないわ」

「……だろうな。それで正解だよ」

「彼女が本格的に動きだす前に、なんとか、システィーナやギイブルら、二組の主力が合流しておきたいところね……」

「ああ、メイベルなら、この状じよう況きようを一人でひっくり返しかねんしな。……冗じよう談だん抜ぬきで」

「まったく、とんでもないのが、いる所にはいるんだから……リィエルの剣けん術じゆつと錬れん金きん術じゆつを解禁して欲しいくらいだわ、もう」

　だが、そんなグレンやイヴの懸け念ねんを余所よそに──

　メイベルはいつまで経たっても、一向に姿を現す気配がなかった。

「メイベルぅうううううううううううううううううううううう──ッ！」

　エントランスホールに、マキシムの怒ど号ごうだけが響ひびき続けていた。




　……そこは、四方を書しよ架かに囲まれた書しよ斎さいのような部屋であった。

　奥に据すえられた高級感あるマホガニーの机には、何らかの資料や、火の灯ともった燭しよく台だい、ペーパーナイフ、羽根ペン、インク壺つぼなどの筆記用具が置かれている。

　そして、開きっぱなしの机の引き出しには、火打ち石式拳銃フリントロツク・ピストルが入っていた。

　このまま、すぐに執しつ務む机づくえとして使えそうな……というより、何者かがつい先ほどまでここにいて、今は席を立っているだけのような……そんな雰ふん囲い気きが漂ただよう部屋だ。

　机上の燭台が灯す炎ほのおの揺ゆらめきが、闇やみを淡あわく払はらい照らすこの部屋は──知る人ぞ知るだろう『裏学院』の学院長室──アリシア三世の部屋だ。

　真っ当な手段では、ここに到とう達たつできない。ここは魔術的な細工によって『裏学院』の校舎内を、決まった道順で通過せねば発見・入室できない、『秘密の部屋』なのだ。

　その正しい道順──暗証呪経路パスルートを知る者は──故・アリシア三世のみ。

　だが、その誰だれも立ち入れないはずの部屋の机の傍そばに、今、一人の少女の姿があった。

　メイベルだ。

　彼女は衣服を脱ぬぎ捨て、上下の下着姿になっていた。

　そして、執務机の上にあった羽根ペンとインク壺を使って、燭台の明かりを頼たよりに、自分の全身のあちこちに、何か文字をつらつらと書き連ねていた。

「……このインクがまだ残っていて、本当に良かったです」

　誰へともなく呟く間も、メイベルは自分の柔やわ肌はだに文章を書いていく作業を止めない。

　その手つきは、どこか書き殴なぐるように乱暴で、手早い。

　まるで何かに急せかされているような……そんな鬼き気き迫せまる勢いであった。

「……後、少し……もう少しで再さい編へん纂さんが終わる……彼女の支配から解かれる……」

　書く。書く。書く。

　何事かを呟きながら、メイベルは自分の身体へ、必死に文章を書き続ける。

「急げ……急がないと……」

　つ、と。常に硬こう質しつな美び貌ぼうを湛たたえたメイベルの額を、一筋の汗あせが伝う。

「来る……彼女が……来る。来てしまう……ッ！」

　闇の中。そんなメイベルの呟きを聞く者は──誰もいなかった。








第六章　Ａの奥おう義ぎ書しよ









　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の行く先を背負った、運命の生存戦。

　意外にも、それは、グレンの二組の圧倒的優勢で進んでいった。

　勝利の手て応ごたえに高こう揚ようする二組の生徒達。

　だが、そんな時──事件は起こった。




「てめぇの快かい進しん撃げきもそこまでだよ……白しら髪が女おんな……ッ！」

　裏学院第三階層の、とある十字路の廊下の中央にて。

　システィーナが、前後左右の廊下からやってきた四人の模範クラスに囲まれていた。

「へへへ……悪く思うなよ……？　状況を全すべて利用する……これが生存戦だ」

　その内の一人……ザックが、システィーナへ告げる。

　つい先刻、ギイブルにあっさり捻ひねられ、命からがら逃げてきたザック。

　他の仲間と合流した彼は、とにかく今、一番猛もう威いを振ふるうシスティーナを真っ先に落とそうと、一計を案じたのである。

「ははは、さすがにこの状況じゃ、君もどうしようもないだろ？」

　右の廊下から歩いてくる模範クラスの生徒──ノイシュも勝ち誇ほこったように言う。

　左の廊下からやってきた男子生徒も、後ろの廊下から距きよ離りを詰つめてくる女子生徒も……最も早はや、自分達の勝利を疑っていない。

「てめぇさえ落とせば、俺達の勝ちみてーなもんだ……くたばりやがれ」

「……そうかしら？」

　だが、対するシスティーナは動じず、いかようにも対応できるように、悠ゆう然ぜんと身構えている。

　その怜れい悧りな目に、ここで負ける悲ひ壮そう感かんなどサラサラ感じられない。

　その余よ裕ゆうが、模範クラスの生徒達を逆なでする。

「ちっ、ムカつく女だぜ……可愛かわいいのは顔だけか……ッ！」

「もういいっ！　やっちまおうぜッ!?」

　模範クラスの生徒達が、システィーナに左手を向けて、呪じゆ文もんを唱えようとした──

　まさに、その時であった。




「うわぁあああああああああああああああああああぁぁぁぁ──ッ！」




　身の毛もよだつような絶ぜつ叫きようが、裏学院のどこからか響き、辺りに幾いく度ども反はん響きようする。

　その反響の具合から察するに、発信源はここからそう遠くない。

「──ッ!?」

　システィーナを含ふくめ、その場にいた者達が思わず硬こう直ちよくしてしまう。

　その叫びは──どう考えても、普ふ通つうではなかった。

　この生存戦で倒たおされた者が発した、ただの無念と苦痛の発はつ露ろとは思えない。

　何か理解し得ない理り不ふ尽じん、想像を絶する恐きよう怖ふ、正気を崩ほう壊かいさせる何か──不運にもそれらに遭そう遇ぐうし、弾はじけ飛ぶ理性が絞しぼり出した、魂たましいの砕くだけ散る〝音〟だ。

「ちょ、ちょっと待って……今の悲鳴……いくらなんでもおかしくない？」

　全身から、ぞわっと吹き出す冷たく不快な汗の感かん触しよくを堪こらえ、システィーナが言った。

「……あ？　今は生存戦中だぞ？　お、お前、体ていのいいこと言って逃げる気だろ……？」

　ザックが強がったように吐はき捨てるが……そんな彼もまるで石像のように動けない。

　しばらくすると。

　ぞるり。

　静せい寂じやくが支配するその空間に、奇き妙みような音が……響いた。

　ぞるり。ぞるり。ぞるり……

　その奇妙な音は、システィーナから見て、右の通路、左の通路、背後の通路……それぞれの奥のほうから、同時に近づいてくる。

「な、なんだ……？」

　目を凝こらせば。

　通路の奥、特とく濃のうの闇の中から。

　さらに特濃の闇を纏まとったナニカが、ゆっくりと……ゆっくりと、近づいて……くる。

　やがて。

　十字路の廊ろう下かの壁かべにかかっているランタン、その心細く揺れる炎の淡い光が。

　その闇の中から近づいてきた、ナニカの正体を、一同の前に露あらわにした──

「な、な、なぁ……ッ!?」

　誰も──動けなかった。

　誰もが──言葉を失った。

　幾度となく修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたシスティーナさえも。

　なぜならば──

　現れたそのナニカは、あまりにも人の想像を絶した存在だったからだ。

　そのナニカ──全体的には一応、人の形をしている。

　その極ごく薄うすの衣を纏った身体からだのラインが示す通り、女性に類する存在なのだろう。

　だが、それ以外のパーツがあまりにも人間離ばなれしていた。

　そのしなやかな女性の手足は、まるで千枚下ろしにでもかけたかのように、薄っぺらい紙のようなものが何千何百と折り重なって構成されていた。

　動く度たびにざわざわと蟲むしのように蠢うごめいては、めくれていくその手足の断面には、這はいずる百足むかでの如ごとき禍まが々まがしい文字がびっしりと綴つづられており、その様はまるで、手足を模した本を思わせる。

　その頭部は千切れた本の頁ぺーじのようなものが折り重なり、まるで蛇へびのように蠢いている。

　その頁の隙すき間まからただ一つだけギョロリと覗のぞく眼球だけが、闇の中で爛らん々らんと不ふ吉きつに輝かがやき、その蒼そう冷れいの虹こう彩さいで周囲の空気をどこまでも凍いてつかせた。

　思わずその異形から目を背そむければ、今度は、ぷん……と、饐すえたインクの匂においが空間を汚お染せんしていることに気付く。

　その腐ふ臭しゆうにも似た強く不快な匂いが、胃を捻ひねるように絞り、否いや応おうなく喉のど奥おくにこみ上げる酸が舌を痛つう烈れつに刺し激げきする。

　視界に入れるだけで、眼球の奥に特濃の闇が染しみ込こんでくるような錯さつ覚かく。

　脳を直接搔かきむしり、正気を削けずる、直視に堪たえないナニカ。

　システィーナ達の前に現れたのは、そんな特上の狂きよう気きと冒ぼう瀆とくの具現であった──

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　先ほどとまったく同質の絶叫が、未知の怪かい異いと遭遇したザック達から上がった。

　本の怪かい物ぶつ──とでも称しようするべきか。

　その怪物が、ぞるり、ぞるりと、頁でできた足を引きずって、頁でできた手を伸のばして迫せまってくる。

　その数、合計三体。

　その三体の怪物が──不意に、爆はぜるように動いた。

　それぞれ手近な模も範はんクラスの生徒達へ、肉にく食しよく獣じゆうのように襲おそいかかったのだ。

「ひぃいいいいい──ッ!?」

　意外にも、怪物達は、生徒達を捕とって喰くらいはしなかった。

　その奇妙な頁の手で、模範クラスの生徒達に触ふれるだけだった。

　だが──異変はすぐに起こった。

「う、うわぁああああ──ッ!?　お、俺の手が……俺の身体がぁああああ──ッ!?」

　怪物に触れられた生徒達の身体が……指先から、つま先から、まるで千枚下ろしにかけられたかのように、本の頁みたいなものと化して、解ほどけ始める。

　そして、その散らばった頁が、宙をくるくると舞まい始めた。

「やだ、やだぁああああああああああああああああああああ──ッ!?」

「た、助け──」

　程ほどなくして、生徒達は完全に無数の頁へと分解されてしまう。

　宙を舞まうその頁は、ひとりでに寄り集まり……表紙で装丁され……

　やがて。

　どさ。どさ……

　本となって、床ゆかに落ちる。

　床に落ちたその三冊の本が──哀あわれな模範クラスの三人のなれの果てであった。

「……な……何これ？」

　我に返ったシスティーナが、ぼそりと呟つぶやく。

　凍こおり付く心臓を必死に叱しつ咤たして、行動を縛しばり付ける恐怖の鎖くさりを振り解ほどこうとする。

「し、し、知るかよぉおおおお──ッ!?」

　ザックも悪夢のようなその現実に、震ふるえながら後ずさりする。

　三体の本の怪物は、今度はシスティーナやザックを次なる獲え物ものと定めたのか、ゆっくりと二人へにじり寄ってくる──

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もつて・刺さし穿うがて》──ッ！」

　最早、違い反はんがどうこう言っている場合じゃない。

　システィーナは迷わず黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】──軍用の攻性呪文アサルト・スペルを放つ。

【ショック・ボルト】とは比ひ較かくにならない高出力・高こう威い力りよくの雷らい閃せんが、本の化け物を激しく穿つが──

（──噓うそ!?　まるで、効いてない!?）

　雷閃を受けても、化け物は止まる気配を見せない。

　その表面を焦こがすことすらできない。

「寄るな……寄るなぁああああ──ッ!?　《紅ぐ蓮れんの炎えん陣じんよ》ぉおおおお──ッ！」

　恐怖に耐たえられず──ザックは黒魔【ファイア・ウォール】の呪文を唱えた。

「──ッ!?　だ、駄だ目めッ!?　ここで炎ほのおの呪文は──ッ!?」

　システィーナが警告を発するが、もう遅おそい。

「燃えやがれ、この本の化け物がぁあああああああああああああ──ッ！」

　轟ごうっ！

　巻き起こる炎の壁が拡散し──にじり寄ってくる本の怪物達を吞のみ込んだ。

『キシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?』

　途と端たん、炎に吞み込まれた怪物達が、身の毛もよだつような奇き声せいを上げ、苦しむようにのたうち回る。その頁のような手足が燃え上がり、みるみる灰と化していく。

　どうやら、そのよく燃えそうな見た目通り、炎には弱いらしい。

「ひゃは、ひゃははははははは──ッ！　なんだよぉ、大したこと──」

　己おのれが身を蝕むしばむ恐怖を誤ご魔ま化かすように、ザックが高笑いするが──




　──有罪ギルテイ。




　そんな女性の声が、不意にザックの耳元で囁ささやかれたような気がして。

　ザックの身体に異変が起きる──

「ぁああああああ──ッ!?　お、俺の身体……俺の身体がぁああああああ──ッ!?」

　突とつ然ぜん、ザックの身体も手先つま先から、本の頁となって解け始めた。

　だが、先ほどの三人の生徒と違ちがうのは。

　どこからともなく、巨きよ大だいなハサミが空中を飛んできて──

「や、やめろぉおおおおおお──ッ!?　やめてくれぇえええええ──ッ!?　お、俺を……俺を刻まないでくれぇえええええええええええええ──ッ!?」

　そのハサミがひとりでに、ザックの頁と化した部分を、次々と切り刻んでいく点だ。

　そして──

　ほどなくして、ザックの身体は全すべて頁と変えられて、細かく切り刻まれ──

　謎なぞのハサミは再び、どこかに飛んでいって姿を消し──

　ザックがいた場所には、本ですらない、ただの紙くずの小山ができていた。

　──死。

　何よりも強くそう思わせる、圧あつ倒とう的てきな説得力がある光景であった。

「な……」

　さすがに……システィーナはまったく動けなくなってしまった。

　そのあまりにも衝しよう撃げき的てきな出来事に、思考が完全に凍り付いてしまった。

　心の底のどこかで、動け、呪じゆ文もんを唱えろと自分自身を叱咤しているのに、この身体はまるでその命令を聞いてくれない。

　そんなシスティーナへ、ザックの呪文で焼け焦げた怪物達が、にじり寄ってくる。

　半ば灰と化しているがゆえに、なお一層のこと悍おぞましいその姿。

　その頁の手が、ゆっくりとシスティーナの顔に迫ってきているのに──

「…………ぁ……」

　システィーナはただ、呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめるしかなく──

「──《大いなる風よ》ッ！」

　不意に、凜りんと響ひびいた少女の声が、辺りを猛もう烈れつなる突とつ風ぷうとなって吹ふき抜けた。

　殴なぐりつける風の戦せん槌ついが、システィーナに触れようとしていた本の怪物を吹き飛ばし──廊下の奥へ押し流す。

「いいいいいいいやぁあああああああああああああああ──ッ！」

　次の瞬しゆん間かん、その場に猛もう然ぜんと飛び込んでくる蒼あおの衝撃。

　力任せに振ふるわれる大たい剣けんが、嵐あらしを巻いて、残りの本の化け物を殴りつけ──

　やはり、廊下の奥へと吹き飛ばす。

「システィ！　しっかりして！　気を確かに！」

「システィーナ。ぼうっとしちゃだめ」

　駆かけつけたのは──ルミアとリィエルであった。

「……はっ!?」

　それで、ようやく我に返ったシスティーナが、思い出したように息を吐はき出す。

　恐きよう怖ふで詰つまっていた肺に空気が通り、脳へ酸素が供給され、思考が動きだす。

「ご、ごめんっ！　た……助かったわ……ッ！」

　慌あわてて身構えるシスティーナ。

「でも、何なの、あの化け物達……ッ!?」

「わからないよ……突然、私達の前に現れて……二組の皆みんなも、模範クラスの生徒達も見境なく襲って、本に変えていって……」

「人を本に変える……って、どんな仕し掛かけよ!?　あり得ないでしょう!?」

「ん……あの変な化け物。いくら斬きっても死なない。……困った」

　と、その時であった。

　キン、キン、キン！　けたたましい金属音が、三人の間に響き渡わたる。

　三人が持たされていた宝石形の通信魔導器に入電したのだ。

『白しろ猫ねこ、ルミア、リィエルッ！　聞こえるかッ!?』

　どこか切せつ羽ぱ詰つまったようなグレンの叫さけびが、耳に飛び込んでくる。

「せ、先生!?　じ、実は私達……今、妙みような化け物に襲われて──」

『わかってるッ！　こっちも把は握あくしているッ！　今、『裏学院』の校舎のあちこちで、その妙な化け物が突然、どこからともなく出現し、もう何人もやられているッ！』

「そ、そんな……」

　足下が崩ほう落らくするような感覚を抱いだくシスティーナ。

『こんなやべぇ場所には一分一秒たりともいられんっ！　生存戦は中止だ！　お前ら第二階層の中央にある大講義室を目指せ！　そこで生き残った連中全員で落ち合って、ここからおさらばする予定だッ！　いいか、その位置からのルートは──……』

　グレンが手短に、システィーナ達へルートを告げる。

「わ、わかりました……ッ！」

『気をつけろ！　あの怪物は大した相手じゃねえが……やつの手に触さわられたら、なぜか本にされちまう！　後……もう、わかってると思うが、絶対に火は使うなよ!?　この『裏学院』には、何か妙な〝ルール〟がある！』

「は、はい……ッ！」

　すると、グレンは次の生徒達に指示を出すためか、そこで一方的に通信を切った。

「ルミア、リィエル、聞いた？　行くわよ」

「うん、わかったよ」

「ん」

　顔を見合わせて頷うなずき合う三人の少女達。

　と、そんな彼女達をあざ笑うかのように。

　ずるり、ずるり……新たな本の怪かい物ぶつ達が、暗くら闇やみの向こうから迫せまってくる……

「……こ、怖こわいけど……突とつ破ぱするわよっ！」

「うんっ！」

　システィーナとルミアが左手を構えて、身構え──

「いいいいいいやぁああああああああ──ッ！」

　こんな状じよう況きようではあるが、リィエルが水を得た魚のように大剣を振りかざし、怪物達へと突とつ進しんするのであった。




「くそっ！　一体、何がどうなってるんだ、こりゃ!?」

　生徒達に緊きん急きゆう用回線で通達を行い終えたグレンが、苛いら立だち交じりに吐き捨てる。

　そして、ホールの隅すみでは、

「違う、私じゃない……私はこんなの聞いていないッ！　私の責任じゃない……ッ！」

　マキシムが頭を抱かかえて、真っ青になって震えながら、弁明をしていた。

「どあほっ！　言ってる場合かっつーの!?」

　ブン殴ってやりたい衝しよう動どうを必死に抑おさえて、グレンが頭上の空間を見れば。

　そこには、未いまだ阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景が、無数に映し出されていた。

　どの投射映像にも、本の怪物と慌てふためいて逃にげ惑まどう生徒達の姿があった。

　グレンは先ほどから、なるべく近くの生徒達と合流できるように脱だつ出しゆつルートを指示し、被ひ害がいを最小限に抑えていた。

　幸い、化け物の戦せん闘とう能力は高くないらしく、攻こう撃げきが効かないというだけで、左さ程ほどの脅きよう威いではないが──もう何人かの生徒達は、怪物によって本にされてしまっている。

　もちろん、グレンの生徒達もだ。

　ちくしょう、ふざけやがって……ッ！

　グレンの頭が沸ふつ騰とうしかけた──その瞬間。

「落ち着きなさい、グレン」

　グレンの心中を敏びん感かんに察したイヴが、腕うで組ぐみしながら冷ややかに言った。

「なぜか〝本にする〟という点に、何らかの意図が感じられるわ。恐おそらく、殺すのが目的じゃない。十中八九、彼らはまだ死んでない。救う手立ては──必ずあるわ」

「……ああ、わかってるよ！」

　ならば、今は──無事な生徒を一人でも多くこの『裏学院』から退たい避ひさせることだ。

　本にされた生徒達を救うには、自分が取り乱して突つっ走っては敵かなわない。

　今すぐこの部屋を飛び出して駆けつけたい衝動を必死に堪こらえる。

　そして、グレンが再び避ひ難なん誘ゆう導どうの指示を出そうと、投射映像を見上げ、宝石形の通信魔ま導どう器きを取り出した──その時だった。

　ぷつん、ぷつん、ぷつん……頭上に浮うかぶ投射映像が次々と消しよう滅めつしていく。

　これでは、避難誘導ができない。

「おいっ!?　何、ふざけてんだッ!?　いい加減にしろよ、テメェ!?」

　グレンがホールの隅で蹲うずくまるマキシムへ、食い殺さんばかりに吠ほえかかるが──

「ち、違うッ！　私じゃない！　私じゃないんだよぉおおおお──ッ!?」

　マキシムが恐怖に醜みにくく歪ゆがんだ表情で、ぶんぶんと頭を振る。

「い、一体、何なんだ!?　何が起こってる!?　こんな異常なこと──この手記には、どこにも書いてなかっ──」

　震ふるえる手つきで、マキシムが『アリシア三世の手記』をぱらぱらとめくると。

　そこには、ついさっきまで几き帳ちよう面めんな文字で記き載さいされていた、裏学院の建築日誌や日々の雑感、裏学院制せい御ぎよの魔術式に関する記述など──どこにもなかった。

　ただ、べったりとした血文字で──




　──私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私を殺して私ヲ殺シテ私ヲ殺シテ私ヲ殺シテ私ヲ殺シテワタシヲコロシテワタシヲコロシテワタシヲコロシテコロシテコロシテコロシテコロシテ──




「ぁあああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　全身を舐なめ上げる怖おぞ気けに、マキシムが思わず手記を取り落とす。

　すると、床ゆかに落ちた手記が、一いつ瞬しゆんでバラバラの頁ぺーじに解ほどけ……ばっ！　と宙を舞まった。

「な……なんだこりゃ？　何が起きたんだ？」

　呆気あつけに取られるグレン達の前で、漂ただよう頁達はやがて生き物のようにうねって動いて、寄り集まり……頁が人型を形成していく。

　その紙の質感は、魔ま法ほうのように変へん貌ぼうしていき──

　やがて、一人の女性が、グレン達の前に姿を現していた。

　長い金きん髪ぱつをアップにした、中年女性だ。

　まるで王族が着るかのような豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとっている。

　女としてはとうが立って久しいが、不気味な美しさと魅み力りよくに溢あふれている。

　その蒼そう眼がんだけが、この暗闇の中でぎょろりと動き、爛らん々らんと光っていた。

　謎なぞの女性の唐とう突とつな出現に、マキシムは悲鳴を上げ、腰こしを抜ぬかしてへたり込こむ。

　百ひやく戦せん錬れん磨まのイヴですら、言葉を失って啞あ然ぜんと硬こう直ちよくするしかない。

「な……何者だ、てめぇ……？」

　思わず喉のどをついて出たグレンの問いに、その女は、にこりと嗤わらって答えた。

『アリシアです。……アルザーノ帝てい国こく第十三代女王にて、この学院の初代学院長……アリシア三世ですわ、くふっ、くふふふふ……ッ！』

　がくがくと身体からだを打ち震わせ、不気味に低く嗤うその姿、その壊こわれた笑顔。

　完全に正気を逸いつしていることが、一目で理解できた。

『さて、マキシム様。私を使って、この学院にお越こし頂き、まことにありがとうございます。貴方あなた様のおかげで、私は使命を果たすことができますわ』

「ひ、ひぃいいぃぃぃ……ッ!?」

　女の優ゆう雅がな一礼に応じる余よ裕ゆうは、失神寸前のマキシムにはない。

『そして、ようこそいらっしゃいました、我が真なる学院へ。貴方も、私の〝本〟にしてさしあげましょう……永遠にこの私の力となるのです……さぁ──』

　ぞるり……女の両手が本の頁のように、ぱらぱらと解ける。

　その見るも悍ましき腕手が、マキシムへとざわざわと伸のばされる。

「や、や……やめぇ……ッ!?　く、くる、来るなぁ……ッ!?」

　恐怖に硬直してしまったマキシムは、まったく動くことができず。

　女の腕手が、今、まさにマキシムを抱ほう擁ようしようとしていた──

　──その瞬しゆん間かん。

　銃じゆう声せい、銃声、銃声、銃声、銃声、銃声──

　銃口閃光マズル・フラツシユの明めい滅めつと共に、女の身体が後方へ吹ふき飛ぶ。

　一呼吸で弾だん倉そう内の弾だん丸がん全すべてを撃うち尽つくす、グレンの拳けん銃じゆう全弾掃射フルブレツトだ。

　こいつはヤバい──そう確信をもって直感したグレンは、その一瞬、迷わず、その女の全身の急所へ弾丸を叩たたき込こんだのだ。

　──殺やった。

　歴戦の魔導士であるがゆえに、何をどうしたら人間が死ぬのか知り尽くしているグレンとイヴは、反射的にそう確信するが──

『──くふっ。ひひひ……』

　むくりと起き上がるその女は──無傷。

　何一つ傷を負っていない。

「なん……だと……ッ!?」

「この人……あの本の化け物と同じ……ッ!?」

『あは、あははははははははははははははははははははははは──ッ！』

　女は爛々と輝かがやく目を剝むき、今度はグレンへ猛もう速度で飛びかかってくる。

「グレン!?」

「ちぃ──ッ!?」

　間ま違ちがいなく仕留めたと錯さつ覚かくしていたがゆえに、グレンとイヴの反応が遅おくれて。

　その女の腕手が、グレンの目と鼻の先まで肉にく薄はくしつつあった──その時。

　ぱんっ！　乾かわいた銃声一発。

　ばしゃっ！　突とつ然ぜん、女の胴どうに、インクのような黒いしみが放射状に出現する。

　否いな、そのシミは実際に、インクなのだろう。

　インクの饐すえた油の匂においが、ぷん、と周囲に広がった。

　そして。

「……間に合いました」

　ホールに続く通路付近に、一人の少女が火打ち石式拳銃フリントロツク・ピストルを構えている姿があった。

　その銃口からは、真新しい硝しよう煙えんが上がっている。

「お前は──メイベル!?」

　グレンが、その少女を認識した瞬間。

　インクに染まった女が布を引き裂さくような悲鳴を上げて、もだえ苦しみ始めた。

　そして、その女は手足からつま先から、無数の本の頁と解けて崩くずれていく。

　周囲に散っていく頁には、文字が読めないくらい、べったりとインクがついていた。

「ど、どうなってんだ？　倒たおした……のか？　なんで……？」

「〝本〟としての体裁が保てなくなったのです」

　啞然とその様を眺ながめるグレンへ、メイベルが告げる。

「は？　〝本〟？」

「説明は後です。早くここを離はなれましょう。……彼女達が来ていますよ」

　ずるり、ずるり、ずるり……

　音が……このホールに繫つながる廊ろう下かの奥から聞こえてくる。

　その何かが這はいずるかのような音は、あの本の怪かい物ぶつの這いずる音だ。

「ええい、くそ！　何がなんだかわかんねーが……」

「今は、あの子の言う通りにするしかなさそうね」

　先導するメイベルの背中を追って。

　グレンとイヴは、失神したマキシムを左右から支え、ホールを後にするのであった。




　そこは裏学院校舎第二階層、南の大講義室。

　位置と構造的に、裏学院中に散らばった生徒達が避ひ難なんするのに一番適していると、グレンが判断した場所だ。

　石机が段状に並ぶその部屋に、今、避難してきた生徒達が続々と集まってきている。

「……簡易的ではありますけど、結界を張りました。これでしばらくは、あの本の怪物達も入ってこられないでしょう」

　メイベルはどこからともなく取り出した本の頁のような紙を、この大講義室へと続く三つの出入り口の付近に、ペタペタと貼はりながら、そんなことを呟つぶやく。

　グレンは舌打ちしながら周囲を見み渡わたした。

　そこには……

「あ、危なかったわね……」

「うん、そうだね」

「ん、大だい丈じよう夫ぶ。システィーナとルミアは、わたしが守る」

　なんとか無事にここへ辿たどり着いたシスティーナやルミア、リィエル。

「くそ……また、なんかとんでもねえことに巻き込まれちまったようだぜ……」

「みたいだね。どうなることやら……」

　それに、カッシュ、ギイブル、ウェンディ、テレサ、セシル、リンら、二組の生徒達。

「ひぃいいい……い、一体、なんなんだ……なんなのだ、アレは……ッ!?」

「嫌いやだ嫌だ嫌だ……助けて……誰だれか助けてくれよぉ……」

　そして、寄り集まって蹲り、震えて頭を抱かかえる、マキシム達模も範はんクラスの姿があった。

　最終的に、ここに辿り着けた生徒達の総数は約三十名弱。半分以上の生徒達はここに至るまでに、あの本の怪物に触さわられ、本にされてしまったようだ。

　二組の生徒にも、模範クラスの生徒にも多大な犠ぎ牲せい者しやが出てしまっているが……生き残りの数は、二組クラスの方が圧あつ倒とう的てきに多い。比率にすれば四対一くらいだ。

　なんだかんだで、先の事件で生死の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた……その本当の実戦経験の差が、いざという時の冷静さと対応力を露ろ骨こつに左右した形となっていた。

（くそ、どうすりゃいい？）

　グレンは、生徒達の不安げに縋すがるような目を一身に受け止めながら考える。

（……生き残りをこの広い空間に集めて、マキシムの『アリシア三世の手記』で、表学院への『門』を開き、脱だつ出しゆつさせる予定だったんだ。だが……件くだんの手記は妙みような化け物へと変わり果て、失われちまった……脱出手段がねえ……どうする……？）

　この絶望的な状じよう況きように、グレンが痛んでくる頭を必死に押さえていると。

「こうなることは……わかっていたんです」

　そんなグレンの下へ、メイベルが歩み寄ってくる。

「だから、貴方達にはこの裏学院での生存戦から手を引いて欲しかったんです。文章で警告もしたんです。せめて、私が彼女と全ての決着をつけるまでは……」

「おい、お前。とりあえず、知っていることを全部話せ。全部だ」

　当然、グレンはメイベルを警けい戒かいしつつ、そう問い詰つめた。

「お前は何者だ？　あの化け物どもはなんなんだ？　この裏学院はなんなんだ？」

「そうですね……一体、何から話すべきでしょうか。まずは私の正体でしょうか？」

　すると、メイベルは一呼吸置いて、言った……

「私は、マキシムが摑つかまされた偽にせ物ものではない……本物の『アリシア三世の手記』です」

　……あまりにも意味不明すぎることを。

「おい、バカ野や郎ろう。ふざけてる場合じゃねえぞ？」

「ふざけてなんかいません」

　グレンの怒いかりをさらりと流し、メイベルは左ひだり袖そでをまくった。

　そして、右手でその左手を爪つま弾びくと。

　パラパラパラ……その左手がまるで本の頁ぺーじのようにめくれた。

「────ッ!?」

　それを目の当たりにしたその場の一同に、驚きよう愕がくと動どう揺ようが走る。

「これで、わかりましたか？　私は人間ではありません。〝本〟なのです」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべて硬直するグレンにメイベルが続ける。

「私の生みの親……執しつ筆ぴつ者はタイトルの通り、アリシア三世です。正確には、アリシア三世の人格と記き憶おくを複製した一種の魔ま導どう書しよ的存在が、この私、メイベル。

　生前のアリシア三世は、こうなる時に備えて、私を学院附属図書館の封ふう印いん書庫の奥で、密ひそかに眠ねむらせていたのです。

　普ふ段だんの私は本当に手記の姿ですけど、有事の際には、アリシア三世の少女時代の姿形を取って、事態を収拾すべく行動を起こすよう、定義プログラムされています。

　この裏学院は、とある邪じや悪あくな魔術儀ぎ式しき場。私はその儀式の完かん遂すいを防ぐために──」

「ちょっと待てよ」

　すると、グレンが警戒も露あらわに吐はき捨てる。

「いきなり話がおかしいだろ。アリシア三世がこんな事態に備えて、お前を残していただと？　このクソったれな裏学院を作ったのは、アリシア三世だろうが!?」

「話は最後まで聞いてください、グレン先生」

　メイベルが目を細めて続ける。

「彼女は……アリシア三世は、二重人格障害者だったのです」

「な……？」

「アリシア三世は『魔導考古学』を研究するうちに、〝何らかの真実〟に気付いてしまったらしいのです。そのせいで彼女は気が触ふれ、二重人格となってしまった。晩年の彼女は狂きよう気きに陥おちいった彼女と、正気のままの彼女……その二つの人格を持っていたのです」

「つまり……この『裏学院』を作ったのは……？」

「そう、狂気に陥ったアリシア三世。そして、この私を残したのは、辛かろうじて正気を保っていた、アリシア三世。

　狂気の彼女は『裏学院』を使った、とある狂くるった儀式を断行しようとし、正気の彼女はそれを止めるために私を残した。

　彼女は二つの人格の間で、完全に自己矛む盾じゆんな行動を取っていたのです」

「…………」

「少し……長い話になります。どうか、聞いてください」

　すると、メイベル……『アリシア三世の手記』は、ぽつぽつと語り始めた。

　それは、本である彼女自身メイベルに記述されたという、この事態の全すべての真実であった。

　偉い大だいなる女王にて、教育者でもあったアリシア三世。

　晩年、『魔導考古学』に傾けい倒とうした彼女は、ある時、唐とう突とつに発はつ狂きようしてしまった。

「理由は不明です。こればかりは、私にも記述がないからわからないのです。ただ、彼女は『魔導考古学』を研究する過程で、〝なんらかの真実〟に気付き……そのせいで、何かに怯おびえ……とにかく、それに対たい抗こうするための力を求めるようになったのです」

「その対抗するための力ってのは、なんだ？」

「それは……禁忌教典アカシツクレコードという名前だけしか、私にもわかりません」

　また、その名前か。

　厄やつ介かいごとの先々で、先回りするように出てくるその単語に、グレンが苦い顔をする。

「狂気の彼女は、その禁忌教典アカシツクレコードに限りなく近づいた『Ａの奥おう義ぎ書しよ』と呼ばれる本を作り上げることを目的としていました。その本を作るために必要な参考文ぶん献けんは……人間」

「おい、まさか……？」

「はい。狂気の彼女は、その人格と記憶をベースに『Ａの奥義書』を作り、本化させた人間を大量に『Ａの奥義書』へ取り込こむことで完成品を作り上げようとしました。人間を構成する大量の情報の中に、禁忌教典アカシツクレコードへと至る道がある……そう考えていたのです」

　そして、メイベルは辺りを見回しながら言った。

「この裏学院は、そのための巨きよ大だいな魔ま術じゆつ儀式場。『特異法則結界』という魔術をご存じですか？　異界の内部を、通常の世界法則とは異なるルールで支配する魔術です。人間を本に変え、情報化するなどという超ちよう常じよう現象が起きる理由は、まさにそれです。

　この世界で『Ａの奥おう義ぎ書しよ』の断片……あの本の怪物に触れた者は、その身体からだを本に作り替かえられてしまうんです」

「…………」

「でも、そんな狂気に墜おちた彼女の計画は頓とん挫ざしました。

　いざ生徒達を犠ぎ牲せいにする前に、正気の彼女がギリギリでそれを止めたんです。

　正気の彼女は、その人格をベースに私を執筆した後、『Ａの奥義書』を『裏学院』の最奥に押し込め……そのまま『裏学院』そのものを封印してしまった。

　そして……自殺したんです。この銃じゆうで」

　メイベルは、先ほどグレンを救った火打ち石式拳銃フリントロツク・ピストルを見せる。

（アリシア三世の死因については、病死、暗殺死、事故死、諸説あったが……自殺だったのかよ……）

　グレンは、苦々しくその古ぼけた銃を見つめるしかない。

「かくして、『Ａの奥義書』は『裏学院』に封印され、『裏学院』は完全に表学院から隔かく絶ぜつされることになってしまったのですけど……最近、その境界にヒビが入りました」

「まさか……先の異変の学院校舎の損そん壊かいか？」

「はい。表の学院と裏の学院には次元位相的に密接な関係があります。表の学院が今までにないほど破は壊かいされたせいで、『Ａの奥義書』──狂気のアリシア三世が、表の学院に干かん渉しようする、ほんの僅わずかな隙すき間まが次元の間に生まれたんです。

　そして、『Ａの奥義書』は、その隙間からマキシムへ、自身の断片を渡わたしました……外側から『裏学院』の出入り口を開けさせ、人を招き入れるために」

「そうか。その断片が、マキシムが持ってきた『アリシア三世の手記』か」

「……はい」

「合が点てんがいったぜ。そりゃそうだよな、外から閉ざした鍵かぎは、外からじゃねーと開かねえってのが道理だしな。……マキシムはまんまと利用されたってわけか」

「『Ａの奥義書』は、これからも様々な手段で表の学院に干渉を行い、人を誘さそい込み、人の捕ほ食しよくを続けるでしょう。そうやって『Ａの奥義書』の力が増し続ければ、いずれ表の学院もこの『特異法則結界』に侵しん食しよくされ、彼女の餌えさ場ばとなってしまう。最も早はや、彼女は自己の力を増強するという手段が目的と成り下がった、ただの災害なのです」

「なるほどな」

　グレンが肩かたを竦すくめて、溜ため息いきを吐いた。

「まぁ、要はなんだ、アレだな。……うめぇ話ってねえんだなぁ。俺の複製人形コピー・ドールもダメダメだったし……まったく、世知辛がれぇ世の中だぜぇ……」

「複製人形コピー・ドール？　先生、なんですか？　それ」

「な、なんでもない！　なんでもないぞぉーっ!?　あはははは──っ！」

　ぴくりと眉まゆ根ねを上げるシスティーナに、慌あわててグレンが弁明するのであった。

　そんなグレンの様子に、イヴが呆あきれたように肩を竦める。

「まぁ、状況はわかった。……問題は、だ。俺達はここから脱出できるのか？　本になった連中は……元の姿に戻もどせるのか？」

　そんな息を詰めたようなグレンの問いかけに。

「今、この裏学院の機能と『特異法則結界』を、上位権限で支配しているのは『Ａの奥義書』──狂気のアリシア三世です」

「ほう？　つまり？」

「彼女を消しよう滅めつさせれば、結界は解かれ、先生達は私の機能を使って、この裏学院から脱出することができます。生徒達も元の姿に戻る……のですが……その……」

　すると、淡たん々たんとしたメイベルが珍めずらしく言葉を濁にごす。

「……〝裁断の刑けい〟に処されなかった者以外は」

「……ッ!?」

　グレンの脳裏に、あの吐き気を催もよおすような光景が思い浮かぶ。

　二組の生徒には、炎えん熱ねつ系けい魔術の使用を予あらかじめ厳禁していたから大だい丈じよう夫ぶだったが……あの本の怪かい物ぶつが現れた時、マキシムの生徒達の何人かが苦し紛まぎれに炎熱系魔術を使って、処されてしまったのだ……〝裁断の刑〟に。

「『Ａの奥義書』は、ありとあらゆる物理的・魔術的攻こう撃げきに無敵になるよう設計されました。けど、恩おん恵けいには代だい償しようが必要──それが魔術です。そんな無茶な特性を付ふ与よしたため、元々、本という特性存在の弱点である、炎ほのおに極きよく端たんに弱くなってしまいました」

「そうか。その弱点を補うために作ったのが、火遊び厳禁っていうルールか」

「はい。これを『裏学院』内で犯した者は無条件で本化されて……裁断処分されてしまいます。『特異法則結界』のルールは、状じよう況きようが限定されるだけに強力で絶対的です。この『裏学院』で、このルールから逃のがれられる者はいません」

「…………」

　死。その言葉に、グレンが押おし黙だまる。

　無む惨ざんに裁断されてしまった生徒達は全員、模も範はんクラスだ。グレンにとって連中など、ただの横暴な余所よそ者ものだ。今までだって何度、ぶん殴なぐってやろうかと思ったことか。

　だが、実際にこうして、その死の事実を改めてかみしめると。

　ひょっとしたら。自分がもっと上手うまくやれば、救えたのでは……と考えてしまうと。

「せ、先生……？」

「あの……大丈夫ですか？」

　心配そうに声をかけ、顔を覗のぞき込んでくるシスティーナやルミア、リィエル。

「ああ……大丈夫だ」

　ぶんぶんっ！　と頭を振ふって、両手で頰ほおを張り、気を取り直す。

「今はグダっても仕方ねえ。とにかく今は、まだ救えるやつを救うために動くだけだ。ごちゃごちゃ考えるのは後回しだぜ」

「…………」

　イヴはそんなグレンの後ろ姿を、どこか眩まぶしそうに無言で見つめていた。

「おい！　メイベ……おっと、一応、アリシア三世女王陛下、と呼んだ方がいいのか？」

「メイベルでいいですよ」

「そうかい。なら、メイベル！　古本回収作業だ！　お前、『Ａの奥義書』の本体の居場所、知ってるんだろ？　とっとと案内しろ！」

　すると、メイベルが微かすかな驚おどろきを見せて言った。

「協力……してくれるのですか？」

「あのな、協力せざるを得ないだろうが」

　ズレたことを言ってくるメイベルに、グレンが憮ぶ然ぜんと応じた。

「ここから脱だつ出しゆつしなきゃなんねーし、本にされた俺の生徒を放っておくわけにもいかねえし、クソガキだが、まだ救える模範クラスの連中見捨てんのも寝ね覚ざめが悪ぃ」

「…………」

「それに放置すりゃ、これからもその古本と裏学院が、表の連中に悪さすんだろ？　ンな危ねえもん、放置できるかっての！」

「その……貴方あなたは……怒おこっていないのですか？　アリシア三世を……私達を……？」

「怒ってるに決まってるわ、ボケ！」

　グレンが、メイベルに猛もう然ぜんと喰くってかかる。

「まったく余計なことしくさりやがって！　だが、そんなことは後だ、後！」

　そして、グレンはふて腐くされたように、ぷいっとそっぽを向いて。

　メイベルはそんなグレンを、含ふくみがあるような目でじっと見つめている。

「……そういう人なんですよ、陛下」

　システィーナが苦笑いで言った。

「その力も、怒いかりも、本当に大切に思えるもののために振るう……そういう人なんです。たまに思いっきり道を間ま違ちがえそうになりますけどね」

「……そう。……とても生徒思いなのですね」

　そう呟つぶやいて。メイベルは溜息を吐つくのであった。

「私にも……アリシア三世にも……グレン先生のほんの十分の一でも生徒を思う心があったなら、こんなことにはならなかったのに。

　狂きよう気きに陥おちいっていたとはいえ、『火遊び厳禁』……生徒を殺あやめるこんなルールを作ってしまうなんて……もう、かつての私は、教師として完全に失格だったんですね……」

　そう誰だれにともなく呟くメイベルの横顔は……とても寂さびしそうであった。




「さて……これから古本回収作業を始めるわけだが……」

　グレンは、この場所に集つどう者達を見回しながら、作戦を考えていた。

　敵の質は大したことないが、とにかく物量が凄すさまじい。

（俺やイヴだけじゃとても手が回らんな。とにかく、こっちも頭数が必要だ……）

　単純な戦術的見地から、グレンがそう結論づけると。

「当然、私達もついていきますからね！　先生」

　システィーナ、ルミア、リィエルがグレンの前に出る。

「先生は戦い方が危なっかしいから、背中を守る人が必要でしょう？」

「足手まといにはなりませんから。だから、先生、お願いします。私達も一いつ緒しよに……」

「ん。わたしはグレンの剣けん」

　そんな頼たのもしい三人娘むすめ達の言葉に、グレンが思わず頰を緩ゆるめていると。

「へっ！　この期に及およんで仲間ハズレはなしだぜ、先生！」

「ふん、さっさとこのくだらない騒そう動どう、終わらせましょう」

「ええ！　わたくし達も先生のお力になってさしあげますわ！」

　カッシュ、ギイブル、ウェンディら二組の生徒達も、次々グレンの下へ集まってくる。

「さすがに、リンみてーな、戦い苦手なやつは、ここに置いていくけどさ……なんか、敵の数、スゲェ多いだろ？　頼むよ、先生。俺達も連れてってくれよ！」

「わたくし達でも、先生の露つゆ払はらいくらいはできますわ！」

「自うぬ惚ぼれかもしれませんがね。……むしろ、僕達がいないと戦力的に難しいのでは？」

　カッシュやウェンディ、ギイブル達が縋すがるようにグレンへ頼み込こむ。

　生徒達は皆みな、あれほどの恐きよう怖ふを前にしても、折れていない。

　グレンが教えてきた通り、冷静に客観的な事実を見極め、今、自分達が為なすべきことを見み据すえ、自分にできることをしようと決意を目に漲みなぎらせている。

　理性で感情を制せい御ぎよし、常に怜れい悧りなる思考の中に身を置く……もう、立派な魔ま術じゆつ師しだ。

（ったく……あのヒヨッコどもが、いつの間にか頼もしくなりやがって……）

　グレンが苦笑いしながらそんなことを、密ひそかに呟いて。

「ああ、わかった。むしろ、こっちから頼む。今回はお前らの力を貸してくれ」

「よっしゃあああああああああ──っ！」

　グレンに認められ、任された……その嬉うれしさに二組の生徒達が沸わき立つが。

「わ、私は行かないぞッ！」

　そんな叫さけびが、その場に水を差す。

「あんな狂くるったモノに立ち向かうなんて……どうかしている!?」

　マキシムであった。目を血走らせ、冷ひや汗あせを滝たきのように流し、見ていて不安になるほど、過呼吸を繰くり返している。まさに理性崩ほう壊かい寸前といった有様であった。

　見れば。

「誰か助けて……誰か助けて……誰か助けて……」

「嫌いやだ、嫌だ……本にされるなんて嫌だ……嫌だ……」

　その周りの模範クラスの生徒達も、皆一様に恐怖に支配されているようであった。

　皆、あの狂気に吞のまれ、正気と精神を削けずられ、心が折れてしまったのだ。

「も、もう、私達はお終しまいだ……あんな化け物に敵かなうわけがない……私達は一人残らず本にされてしまうのだ……嫌だ……本にされるくらいなら、いっそ……」

「おい、てめぇ、しっかりしろよ!?　ンな情けねぇこと言ってる場合か!?」

　グレンが呆れたように、苛いら立だったように、マキシムへ吐き捨てる。

「う、うるさいっ！　君こそなぜだ!?　なぜ、あのような恐怖に立ち向かえる!?　あんな吐き気がするほど悍おぞまましい、狂った存在に……どうして戦いを挑いどめる!?」

　そんな、マキシムの問いかけに。

「うるせぇ、そりゃ俺が教師だからだよ！」

　グレンはきっぱりと答えていた。

「そりゃ俺だって、本当はあんな狂気の産物に関かかわるなんざゴメンだ！　けどよ、俺は教師だ！　教師として、生徒を守らにゃならねーし……何より、生徒達が俺の背中を見てんだよ！　真の魔術師とはなんたるやを、俺の背中にその目で問いかけてんだよ！」

「──ッ!?」

「だったら……ここで、みっともねぇ真似まねなんざできるか、面めん倒どう臭くせぇ」

　そう言い捨てて、くるりと背を向けるグレンを。

　マキシムは、呆ぼう然ぜんと打ちひしがれたように、見つめるしかなかった。

　──そして。

　リンなど、戦せん闘とうが特に苦手な生徒達、心が折れたマキシムや模範クラスの生徒達を、結界の張られた安全な大講義室に待機させて。

　グレンは有志の生徒を引き連れ、メイベルの案内で裏学院内を歩いていた。

　総勢十数名。『Ａの奥おう義ぎ書しよ』が潜ひそんでいるという区画を目指して、校舎内を歩き続ける。

　黒幕も、グレン達の決意に気付き、来きたるべき戦いに備えているのだろうか。

　先ほどから、本の怪かい物ぶつの出現は、すっかりなりを潜めていた。

「ったく、マキシムのやつらめ……こんな時こそ、自じ称しよう戦せん闘とう専門家どもの出番だろうが」

「形だけで中身のない連中に、それを要求するのは酷こくよ」

　グレンの呆あきれたような呟きに、隣となりを歩くイヴが素っ気なく応じる。

「てか、それにしてもよ」

　ふと気付いたグレンは、先頭に立って道案内するメイベルに声を投げる。

「一つ聞きてえんだが……お前、そこまで今回の事件の真相を知っておきながら、なんで今の今までずっと黙っていたんだよ？　もっと、早く公おおやけにしてりゃ──」
















「これは、私の……アリシア三世の不始末です。だから、私は一人で決着をつけるつもりでしたし……何より、公にすること自体が不可能だったのです」

　メイベルが淡たん々たんと答えた。

「……どういうことだよ？」

「私は正気のアリシア三世によって執しつ筆ぴつされましたが、同時に、狂気のアリシア三世の検けん閲えつも受けていて、気付かぬうちに、私の行動原理プログラムは書き換かえられていました。それゆえに『Ａの奥義書』の行動原理を邪じや魔まする行動に制限がかかっていたのです。

　そんな私には、暗示の魔ま術じゆつでマキシムの生徒になりすまし、彼の行動を監かん視しすることだけで精せい一いつ杯ぱいでした。この『裏学院』に突とつ入にゆうし、私自身を『インク』で再さい編へん纂さんし、元の行動原理を修復するまで、こうして貴方達に真実を話すことすらできなかったのです」

「インク？　再編纂？　……なんだそりゃ？」

　すると、メイベルはポケットから、一つのインク壺つぼを取り出した。

「インクとは、生前のアリシア三世が、私や『Ａの奥義書』の執筆に使った、特とく殊しゆな魔術インク。その調合法は、生前のアリシア三世以外は誰も知らない完全な失伝魔術ロスト・ミステイツクです」

　すると、グレンの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「ひょっとして……さっき、ホールであの妙みような女を倒たおした弾だん丸がんは……？」

「はい、そのインクを弾丸にしたものです。このインクだけが、炎ほのおを封ふうじられたこの空間で、『Ａの奥義書』を害せる唯ゆい一いつの手段。貴方に渡わたしておきます。……この銃じゆうも」

　メイベルは、単発式の火打ち石式拳銃フリントロツク・ピストルとインク壺をグレンに手渡す。

「いいのか？」

「いいんです。私、銃の扱あつかいは得意というわけじゃないし……それに、やっぱり、その銃には嫌な記き憶おくしかありませんので。……なにせ、私を殺した銃ですから」

　グレンがインク壺を開くと、中には球状になったインクがいくつか入っていた。

　触さわってみると、小さなビー玉サイズのそのインク球はぶよぶよで弾力があり、不思議と形は崩くずれない。これならどんな口径の銃にも合いそうだ。

「インクは……あまり無む駄だ遣づかいをしないでください。私の再編纂に相当量を使ってしまったから、もう残りはそれしかないんです。それがなくなったら……終わりです」

「……ああ、了りよう解かいだ」

　グレンは早速、そのインク弾を、自身の使い慣れたパーカッション回転弾倉拳銃リボルバーの空から弾だん倉そうに、慣れた手つきで装そう塡てんし始めるのであった。




　……やがて。

「ここです。この部屋の最奥に『Ａの奥義書』は……狂ったアリシア三世、もう一人の私がいます」

　メイベルの案内で一同が辿たどり着いた場所は──

「なるほど……図書室、か。まぁ、らしいっちゃらしいよな」

「と、図書室？」

　その部屋の門もん扉ぴをくぐって、その部屋に入室したシスティーナは、グレンの呟つぶやきに首を傾かしげるしかなかった。

　比ひ較かく的てき広い幅はばの通路が、まるで無限回かい廊ろうのように消失点の果てまで続いている。

　その通路の中央には、読書のための机と椅い子すが等とう間かん隔かくに並び、やはり消失点の果てまで続いている。

　そして、そんな通路の両りよう脇わきに壁かべのように立ち並ぶ無数の書しよ架か、書架、書架──ぎっしりと古書が詰つまったその一つ一つの書架の高さは見上げるほど高く、その頂点は濃のう厚こうな暗くら闇やみの果てに吸い込まれて目視できないほどだ。

「どう考えても、図書室ってレベルじゃないでしょ……図書館って呼んだ方が……」

「しっ、来ましたよ」

　メイベルの忠告に、その場に集う一同が表情を引き締しめる。

　すると……

　ぞるり、ぞるり、ぞるり……

　書架の陰かげから。脇に逸それる通路の陰から。

　わらわらと、件くだんの本の怪物が次から次へと群れるように現れる。

　ばさっ……どさどさっ……

　はたまた、書架から本が勝手に抜ぬけ落ち……その本が件の怪物へと変へん貌ぼうしていく。

　グレン達の行く手は、あっという間に、折り重なる本の怪物達に阻はばまれてしまう──

「ちっ……なんちゅう数だよ、まったく……」

　グレンが黒くろ魔ま【ウェポン・エンチャント】で、魔ま力りよくを漲らせた拳こぶしを打ち合わせる。

　拳に漲る魔力が紫し電でんとなって弾はじけ、一いつ瞬しゆん、辺りの闇やみを鋭するどく払はらった。

「……おい、お前ら、ここが正念場だ……頼たよりにしてるぜ！」

　そんなグレンの叫びに。

「はいっ！　背中は任せてくださいっ！」

「援えん護ごします！」

「ん、突とつ貫かんする」

　システィーナ、ルミア、リィエルが応こたえ……

「ああああ、もうっ！　やってやらぁあああああ──っ！」

「……ふん。さっさと終わらせよう」

「こ、こ、こ、怖こわくありませんわ──っ！」

　カッシュ、ギイブル、ウェンディも……

「あ、足を引っ張らないようにしないと……」

「そうですね。できることをしないと……」

　セシル、テレサも……

　グレンに付き従う生徒達皆みんなが力強く頷うなずいて、身構える。

「おい、イヴ」

「……何よ？」

　そして、グレンは隣に立つイヴを見向きもせず、言葉だけを投げる。

「言っておくが……俺はお前が嫌きらいだ」

「そう、奇き遇ぐうね。私もよ」

「だが、今だけは力を貸してくれ。俺のためじゃねえ、生徒達を護まもるためだ。頼たのむッ！」

　そう一方的に言い捨てて。

　グレンは、本の怪物の群れへ向かって、拳を振ふり上げて駆かけ出した。

「……ふん、勝手な男」

　イヴは忌いま々いましそうにそんなグレンの背中を見送るが──

「いいわよ。盛大な貸し一つ──一生かかっても返済してもらうからッ！」

　そう叫んで。

　イヴは右手を構え、援護の呪じゆ文もんを唱え始める。

　その右手に、膨ぼう大だいな魔力が紫電を立てて漲みなぎるのであった──




　──駆ける。駆ける。駆ける。

　無限に続く書架の回廊を。

　グレンを先頭に、生徒達の集団が必死に駆ける。

　そんなグレン達を、阻むように押し寄せるのは、無数の本の怪物の群れ。

『キシャアアアアアアアア──ッ！』

　その頁ぺーじの腕うでを伸のばし、前後左右から、生ける屍ゾンビのように襲おそいかかってくる。

　だが、押し寄せる津つ波なみのような、本の怪物達を──

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが魔力の灯ともった拳で殴なぐり飛ばし──

「いいいいいいやぁあああああああああ──ッ！」

　リィエルが旋せん風ぷうのように振るう大たい剣けんが薙なぎ払い、血路を開く。

　散発的に襲いかかっては駄だ目めだと、一度に十数体、大挙して本の怪物が迫せまれば──

「システィ！」

「ありがとう、ルミアッ！　《集え暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　ルミアの《王者の法アルス・マグナ》でブーストされた、システィーナの黒魔【ブラスト・ブロウ】──壮そう絶ぜつに渦うずを巻く風の破城槌が、本の怪物を纏まとめて空へと吹ふき飛ばす。

　バラバラと、本の怪物の雨が降ってくる中──

「《大いなる風よ》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

　左右の書架の陰から迫ってくる本の怪物達を、ウェンディやテレサを筆頭とした生徒達が【ゲイル・ブロウ】の呪文を唱え、突とつ風ぷうの弾だん幕まくを張って、押し返していく。

　背後から迫ってくる、本の怪物の群れは──

「《寄りて集つどえ・土つち塊くれで創られし・白はく痴ちの巨きよ人じん》ッ！」

　ギイブルが唱えた、召しよう喚かん【コール・エレメンタル】。それによって召喚されたアースエレメンタル……土塊の巨人が、その大きな両手を広げて摑つかみかかり、進行を妨さまたげる。

　そして──

　どうしても、グレン達の攻こう撃げきを抜けて迫ってくる本の怪かい物ぶつ達へ──

「《蒼そう銀ぎんの氷精よ・冬の円舞曲ワルツを奏で・静せい寂じやくを捧ささげよ》」

　暗闇を鋭く斬きり裂さく、輝かがやくレーザー光が襲いかかる。

　その高速レーザー光は、まるで意思を持った生物のように、弧こを描えがいてその空間を踊おどり狂くるい──されど、グレン達だけは避さけ──本の怪物達だけを次々と撃っていく。

　無数に翻ひるがえり、跳ちよう弾だんするレーザーによって、一瞬、一同の視界が無数の断片に分断される。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　レーザーに撃たれた本の怪物だけが、巨きよ大だいな氷柱に閉じ込こめられ、沈ちん黙もくした。

　黒魔【アイシクル・コフィン】。

　冷れい凍とう光線によって対象を血液まで氷こおり漬づけにする、Ｂ級軍用魔術であった。

　当然、こんな芸当ができるのは──

「イヴ!?」

「ふん」

　殿しんがりを務める彼女は、右手の人差し指を上に立て、淡たん々たんと己おのれの仕事をこなしていた。

「お前！　炎の魔術だけが能じゃなかったんだな!?」

　正面から襲いかかってくる本の怪物を殴り倒しながら、グレンが叫さけぶ。

「は？　私はエリートよ？　なんでもできるわよ。……ただ、炎が一番得意ってだけ」

　憮ぶ然ぜんと応じて、予唱呪文ストツク・スペルの黒魔【アイス・ストーム】を時間差起動デイレイ・ブートする。

　巻き起こる凍とう気きの嵐あらしと氷ひよう礫れきが、迫る本の怪物達を押し返し、薙ぎ払い、凍いてつかせる。

　こうして、決して倒せない本の怪物達を、触ふれずに捌さばきながら、一同はメイベルの案内に従って、複雑に通路が絡からみ合う図書室内を黙もく々もくと駆け抜けていく──

「しっかし、倒せねえってのは厄やつ介かいだな！　敵は増えるばっかりってこった！」

　こうして何とか、迫り来る敵の群れを押し返して捌いているが、こうしている間にも書架から次々と新手の怪物が現れ、グレン達に迫ってくる──

「先生の【イクスティンクション・レイ】でも駄目なんでしょうかね？」

「……やってみるか」

　システィーナの疑問に、グレンが懐ふところから虚量石ホローツ──黒魔改【イクスティンクション・レイ】の起動触しよく媒ばいを取り出すが──

「やめなさいっ！」

　その動きを察したイヴが、呪文で本の怪物を薙ぎ払いながら、鋭く警告を発する。

「その呪文は、炎えん熱ねつ・冷気・電でん撃げきの三属性複合呪文でしょう!?　例の〝火遊び厳禁〟のルール違い反はんに引っかからない保証も、連中に通用する保証も、どこにもないわ！」

「──ッ!?」

「特異法則結界空間を甘く見ないで！　たまたまルール的にセーフだったみたいだからよかったものの、本来なら貴方あなたの銃じゆうだって危なかったのよ!?　今は貴方の銃技とインク弾だけが、こっちの切り札なの！　それを忘れないで！」

「ちっ……厄介な……」

　グレンが渋しぶ々しぶと虚量石ホローツをしまう。

「おい、メイベル！　その『Ａの奥おう義ぎ書しよ』とやらがいる場所はまだなのかよ!?」

　己おのれに伸びてくる頁の触しよく手しゆをひらりとかわし、カウンターの拳を本の怪物へ叩たたき込こむ。

「すみません……まだです……ッ！」

「ああ、そうかよ！」

　そして、敵の攻こう勢せいは刻一刻と激しくなる一方であった。

（確かに、この本の怪物は大したことない連中だ。そんなに動きが速いってわけじゃねえし、簡単にぶっ飛ばせる。この程度なら生徒達でも対応可能。だが……）

　炎ほのおや特とく殊しゆインク弾以外では倒たおれないという、この特異法則結界空間限定の不死身さ。

　そして、今もなお、数を増やし続ける本の怪物の、その底なしの物量。

　それが、じわり、じわりと、グレンの胸中を焦しよう燥そうで蝕むしばんでいく……




　そんなグレンの懸け念ねんは、徐じよ々じよに現実となっていくのであった──




　……図書室にグレン達が突とつ入にゆうして、どれくらいの時間が経たっただろうか。

　どのくらいの距きよ離りを、ひたすら走り続けていただろうか。

「くっそぉおおおおおおお──ッ!?　数多すぎだろ、ゴキブリか、こいつら!?」

　最も早はや、右も左も、正面も背後も、本の怪物の密集陣形フアランクスだった。

　何十何百と折り重なるそれらは、まさに津波。

　一気にグレン達を吞のみ込まんと、大挙して押し寄せてくる。

「くぅ──」

「《拒こばみ阻めよ・嵐の壁かべよ・その下か肢しに安らぎを》──ッ！」

　ルミアの異能のアシストを受けたシスティーナが、黒魔改【ストーム・ウォール】の嵐の結界で足止めをし──

「任せて！　ふぅ──ッ！」

　リィエルが大剣で打ち返す。

　それに合わせて生徒達が、突風の弾幕を必死に張るが。

「げほっ！　やべ……」

「カッシュ!?」

　生徒達の魔力は徐々に底をつき始め、マナ欠けつ乏ぼう症しようの症しよう状じようが出始めていた。

　となると必定、本の怪物の進行を妨げていた呪文の弾幕は、緩ゆるんでいく。

「《蒼銀の氷精よ・冬の円舞曲を奏で・静寂を捧げよ》──ッ！」

　その穴をイヴが埋うめるが、それだって限界はある。

「おい、まだなのかよ!?　メイベルッ!?」

「も、もう少し……ッ！　後、ちょっとですから……ッ！」

　さすがのメイベルも額から脂あぶら汗あせを垂らして、必死だった。

　そして、グレン自身も、息が上がりつつある。

「ぜぇ……ぜぇ……くっそ……どうする……ッ!?」

　と、その時だ。

　疲ひ労ろうからか、今まで先せん陣じんを切って走っていたグレンが、何かに躓つまずいてしまう。

　ぐらっ、と傾かしぎ、よろめくグレンの身体からだ。

「や、やっべ……ッ!?」

　そんな体勢を崩くずしたグレンへ、今が好機とばかりに、本の怪物が一いつ斉せいに襲いかかる──

「せ、先生っ!?」

　フォローを入れようにも、誰だれもが眼前の敵の相手に必死で、手が回らない。

「しまっ──」

　グレンへ本の怪物の頁の触手が伸びて、触れようとしていた──

　まさに、その瞬間。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気き迫はく漲みなぎる叫びと共に、カッシュが【フィジカル・ブースト】で増幅エンハンスされた身体能力で走ってきて……グレンに手を伸ばす怪物達へ体当たりをしていた。

「カッシュ!?」

　その隙すきに、グレンが素早く体勢を立て直すが──

「……へへっ、先生……どうやら俺はここまでみてーっす」

　カッシュは本の怪物達に取り囲まれ、その場に一人取り残されてしまった。

「くそっ、今行く！　待ってろ！」

　グレンが走る足を止めて振ふり返り、カッシュの所へ戻もどろうとするが。

「馬ば鹿か！」

　そんなグレンの襟えり首くびを引ひっ摑んだイヴが、グレンを引きずるように連れ去っていく。

「おいっ！　放せッ！　ふざけんな、カッシュのやつが──」

「うるっさいっ！　貴方があの子の心意気に報むくいる方法は──救う方法は──」

　ぶんっ！

　イヴはそのまま走りながら、帝てい国こく式軍隊格かく闘とう術じゆつを使って、引きずるグレンを器用に肩かたへ担ぎ上げるように背負い、ぐるんと前方に投げ……強引に立たせる。

「──この戦いに勝つしかないのよッ!?」

「──ッ!?」

　イヴの叱しつ責せきに、表情を歪ゆがめるグレンへ。

「先生ぇええええ──ッ！」

　後方で、本の怪物に取り囲まれたカッシュが声を上げた。

「俺は信じてるぜ！　アンタがいつものようになんとかしてくれるって！　だから──」

　そうまで言われてしまったら、もうグレンに振り返ることなどできやしない。

「くそッ！　カッシュ、すまねえっ！　待っててくれッ！」

　がり、と。

　歯を食いしばって、グレンは前へ進むしかない。

「イヴ先生ぇええええ──っ！　グレン先生を頼──」

　そして、怪物に吞み込まれて消えたカッシュの声が──不意に途と切ぎれた。

「………………」

　常に、何かを蔑さげすむような冷たい表情を崩さないイヴも……

　この時ばかりは、人知れずその表情が、微かすかに歪むのであった。




　──そして。

　そんなカッシュの脱だつ落らくが皮切りだったのか。

　図書室を目指し、集団で突つき進すすむ生徒達は、疲労の限界とマナ欠乏症で、一人……また一人と脱落していくのであった。

　皆みな、グレンを前に進ませるために、己が身を犠ぎ牲せいにして──




「……うぅ……やっぱり怖こわい……怖いですわ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ウェンディ」

　本の怪物の群れの中に取り残され、ぺたんとへたり込んで震ふるえるウェンディ。

　そんな彼女を、テレサが横から優しく抱だきしめる。

「私達は、ここでグレン先生を信じましょう……先生達ならきっと……」

「うぅ……グレン先生……イヴ先生……どうか……」

　そんな彼女達が、本の怪物の群れの中に消えていく──




「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　こんな所で……クソッ！　僕もまだまだか……」

「ギイブル……でもまぁ、僕にしてはよくやった方かな……？」

　本の怪物の群れの中に取り残され、荒あらい息を吐はくギイブルとセシル。

「先生！　僕はこんな所で終われないッ！　もっと上を目指したいんだ！　だから──」

「そうだね、グレン先生！　イヴ先生！　後はよろしくお願いしま──」

　そんな彼らも、本の怪物の群れの中に消えていく──




　次々と──脱落していく、生徒達。

　誰も彼かも、何の恨うらみも零こぼさない。怒いかりも悲しみもない。

　ただ、グレンを信じて、グレンを前へと送り出す。

　……気付けば。

　最初は二十人弱いた集団は、今や、グレン、システィーナ、ルミア、リィエル、メイベル、そしてイヴ──たった六人にまで減っていた。

「クソッ！」

　駆かけながら、グレンは忌いま々いましそうに書しよ架かを殴なぐりつけた。

「落ち着きなさい」

　そんなグレンへ、隣となりに並んで走るイヴが、冷ややかに声を突き刺さす。

「あの子達は死んだわけじゃないわ。『Ａの奥おう義ぎ書しよ』さえ処分すれば、元に戻……」

「わかってるッ！　わかってるよ、ンなこたぁッッッ！」

　イヴを見向きもせず、グレンは吠ほえた。

「だが──俺は、お前ほど冷静にはなれねえんだよッッッ！」

「……ふん」

　そんなグレンの叫さけびを鼻で笑うイヴ。

（冷静？　この私が冷静？　冷静に見えるんだ？　そう……）

　それは、イヴにとって、生まれて初めての経験かもしれなかった……こんなに腸はらわたが煮にえくりかえって、焦こげそうなほどの感覚を抱いだくのは。

　自分達に後を託たくして、信じて、次々と自ら本になっていった生徒達。

　そんな彼らと過ごしたこの二週間の日々を思うと、握にぎりしめた拳こぶしにこもる力が抑おさえられそうにない。イヴの手の骨は、今にも砕くだけ散ってしまいそうだ。

（こんなことで心を乱して……だから、私はイグナイト失格なのよ……ッ！）

　だが。

　それでも、今は。

　その激情に素直に身を任せたい、その激情のままに力を振るいたい。

　……そんな気分なのであった。




　そして──無限とも思われる行程の果てに。

　ついにグレン達は──その場所に辿たどり着いていた。




「ふ──ッ！」

　その場に足を踏ふみ入れた、その瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、メイベルが右みぎ腕うでを左手で摑つかみ──右みぎ肘ひじから先を千切り取る。

　千切った右手は、たちまち無数の頁ぺーじと解ほどけてバラバラに散っていき、グレン達の背後の空間に規則性をもって配置され、虚こ空くうに五ご芒ぼう星せい法ほう陣じんを形成──結界を構築した。

　グレン達を追ってきた本の怪かい物ぶつの群れが、その結界に阻はばまれ、身動きが取れなくなる。

「おい、メイベル!?　お前、なんてことを──ッ!?」

「心配しないでください、グレン先生。私は人の姿を取っているけど、所しよ詮せん〝本〟です。この程度では死にません」

　確かに、メイベルの千切れた右手の先からは出血はなく、ただ、解けた頁の断面がぴらぴらと覗のぞいているだけだ。痛ましい姿であることに変わりはない。

　しかし、それを意にも介かいさず、メイベルは前を見み据すえる。

「それよりも……いよいよです」

「！」

　そこは、ホールのように開けた空間だった。

　周囲三百六十度を、やはり見上げるほどに高い書架で囲まれた、本で形作られた大部屋。

　天てん井じようは相変わらず濃のう厚こうな闇やみの中へ吞まれ果て、見ることは叶かなわない。

　そんな空間の最奥には、無数の本が積まれた古机が一つ。その机に向かう一人の女が、ランプの火の光だけを頼たよりに、黙もく々もくと羽根ペンで書き物を行っている。

　やがて、その作業に一段落がついたのか。

　その女は、不意に羽根ペンをインク壺つぼに置き、眼鏡めがねを外し……席を立ってグレン達を見つめ、にっこりと穏おだやかに笑った。
















「ようこそ、我がアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の皆みな様さま」

　その女の姿には、見覚えがあった。

　先ほど、ホールでマキシムを襲おそった、あの手帳から出現した女にうり二つ。

　恐おそらくは、生前の崩ほう御ぎよ寸前のアリシア三世の姿形を取った、その女こそが──

「お前が……『Ａの奥義書』とやらの……本体か？」

「ええ、そうですわ。私こそが、アリシア三世の遺い志しを継つぐ者……アリシア三世そのものと言っていい存在ですわ」

「ふん、冗じよう談だんじゃないです」

　メイベルが鼻を鳴らして言い捨てる。

「彼女は……アリシア三世はもうとっくに死んだんです。貴女あなたも、私も、狂くるった哀あわれな女の残ざん骸がいにしか過ぎません。人ですらない私達本の断片に、今を生きる人達を脅おびやかす権利なんてどこにもありません。地に帰る時が来たんです。そう、貴女も……私も」

「いいえ、貴女は間ま違ちがっていますわ。私を……『Ａの奥義書』を完成させることこそ、アリシア三世……私の本願。その証しよう拠こに私は、こうして今、ここに在あるではないですか」

「そんなこと……彼女は望んでいません。他人を犠牲にしてまで完成させる禁断の力なんて、彼女は望んでいなかった」

「いいえ、彼女は望んだのです。やがて空より来きたる脅きよう威いに備え、彼女は力を欲ほつしたのです。焚ふん書しよされずに、私がこうしてここに〝在る〟ことこそ、その証左」

「違ちがいます。狂きよう気きに陥おちいっていた彼女は、すでに人格が二つに割れていて……ッ！　自分達の生徒を犠牲になんて、彼女に……本来のアリシア三世にできるわけが……ッ！」

「だとしたら。……狂っているのは貴女よ……くすくすくす……」

　闇が──特とく濃のうの闇が、狂気が、穏やかに笑う『Ａの奥義書』から立ちこめる。

　幻げん視しの闇が、直視する者の魂たましいを吸い込こもうとする。

　闇の中爛らん々らんと輝かがやく彼女の双そう眸ぼうが、むき出しの精神を搔かきむしっていく──

「私の邪じや魔まをしないで、もう一人の私。……私は、私自身を至高の存在アカシツクレコードへと近づけなければならない……それだけが……それだけが、私の存在意義なのだから……ッ！」

　その女──『Ａの奥義書』──アリシア三世が、両りよう腕うでを広げた途と端たん。

　彼女を護まもるように、再び無数の本の怪物がその周囲に出現するのであった。

「心配しないで！　貴女達を殺したりはしないわ！　皆、私の資料にしてあげるっ！　私を完成させるための参考文ぶん献けんになるのッ！　目録を付けて、大切に保管してあげるわ！　あはっ、あっははははははははははは──っ！」

　そして、高笑いに呼応するように大量の本が宙に浮うかび、彼女の周囲を回転し始める。

「まだ、こんなにいやがったのかよ!?」

　出現した本の怪物達を前に、グレンはうんざりしたように叫ぶ。

「……わかっていましたけど、問答は無用です、グレン先生」

　メイベルが身構えながら言った。

「彼女の存在を──『インク』で塗ぬり潰つぶしてください。もう、それしかありません」

「ああ、わかってるよ！」

　グレンが、温存していた特とく殊しゆインク弾だん装そう塡てん済みの回転弾倉拳銃リボルバーを、引き抜ぬく。

「システィーナ、ルミア、リィエル！　構えなさい！　グレンの援えん護ごよッ！」

　イヴが予唱呪文ストツク・スペルを時間差起動デイレイ・ブートし、右手に凍とう気きを集めながら指示を飛ばす。

　システィーナ、ルミアが呪文を唱え始め、リィエルが大たい剣けんを振ふりかざして突とつ進しんする。

　今、最後の戦いが始まるのであった──




「いいいいいいやぁあああああああああああああああ──ッ！」

　通路を埋うめ尽つくす密集陣形フアランクスを組んで迫せまる本の怪物達を、リィエルが薙なぎ払はらう。

　その嵐あらしの如ごとく唸うなる大剣の獅し子し奮ふん迅じん。

　一ひと太刀たちごとに、数体の怪物が空を舞まい、書架に叩たたき付けられ、床ゆかをバウンドする。

《戦車》のリィエルにとって、この程度の敵、文字通り敵にならない。

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　システィーナの唱えた黒くろ魔ま【ブラスト・ブロウ】──暴風の破城槌が、アリシア三世の前で壁かべを作る本の怪物達を、まとめて吹ふき飛ばす。

「《悪あく辣らつなる鬼き女じよよ・其その呪のろわれし腕うでで・彼の者を抱ほう擁ようせよ》──ッ！」

　ルミアが両手を前に突つき出して唱えた白しろ魔ま【ホールド・モーション】──金かな縛しばり念動場の呪文が、それでもなお接近してくる本の怪物達の動きを一時的に止め──

「《蒼そう銀ぎんの氷精よ・冬の円舞曲ロンドを奏で・静せい寂じやくを捧ささげよ》──ッ！」

　イヴが唱えた黒魔【アイシクル・コフィン】──冷れい凍とうレーザーが、空間を自在に踊おどり狂って翔かけ抜け──アリシア三世を護るように浮ふ遊ゆうする、全すべての本を氷こおり漬づけにする。

　ついでとばかりに、アリシア三世の足下も凍こおり付かせ、その動きを封ふうじ──

「グレンッ！」

「わかってらぁっ！　ぉおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　すかさずグレンが抜き撃ちクイツク・ドロウ。

　疾とく旋せん回かいする銃じゆう口こうが、インク弾だんを吐はき出す。

　動けないアリシア三世へ向かって、闇を斬きり裂さいて真っ直すぐ飛ぶ火線。

　彼女の守りを全て剝はがした上での、必殺の攻こう撃げきであった。

　……通常ならば、これで決まる。

　あの状態・状じよう況きようで、バーナード仕込みのグレンの射しや撃げきを回かい避ひできるはずがないのだ。

　だが──

　とある書架から、本がひとりでに抜け、高速で飛んできて──

　ばしゃっ！

　その身を挺ていして、インク弾からアリシア三世を護った。

　インクでべっとりと汚よごれたその本は、まるで力を失ったかのように床へ落ちる──

「あらあら……また、大切な本をこんなに汚して……マナーがなってない子達」

「く──ッ!?」

　先ほどから何度やっても、何度連れん携けいしても──これだ。

　守りを全て剝がしてからの、必殺の攻撃？

　とんでもない。

　彼女の守りは、この図書室にある全ての本だったのである。

　メイベルがその身を挺して張った結界で、ある程度分断されているとはいえ……この辺りの一帯には、まだまだ大量の本がある。

　傍かたわらの書しよ架かを見上げれば、天井が見えないほど高く──そのどの本ほん棚だなにも、うんざりするほど、ぎっしりと本が詰つまっているのだ。

「くっそ、どうしろと!?」

「グレン！」

　イヴの警告に、グレンが我に返れば。

　辺りの本棚から大量の本が抜け出し、グレンを目がけて、放たれた矢のような速度で飛んでくる。

「う、ぉ──ッ!?」

　グレンは腕を交差させて、防ぼう御ぎよ姿勢を取るしかなく──

「《光の障しよう壁へきよ》──ッ！」

　イヴが咄とつ嗟さに唱えた、黒魔【フォース・シールド】。

　グレンの眼前に瞬しゆん時じに展開された光の魔ま力りよく障壁に、ドガガガッと、もの凄すごい衝しよう撃げき音おんを立てて、無数の本が激げき突とつしていく。

　もし、コレをまともに受けていたら、全身の骨が折れていただろう。

「ぼさってしてるんじゃないわよ！」

「す、すまねえ……だが……ッ！」

　敵の一体一体は、本化攻撃さえ注意していれば、たいしたことはない。

　アリシア三世それ自体も、特に戦せん闘とう能力を持っているわけではなさそうだ。

　だが、この桁けた外はずれの物量が絶望的な壁となって、グレン達の前に立ちはだかっている。

　そして、ここぞとばかりの好機に、グレンが放つインク弾は、その桁外れの物量の前に悉ことごとく防がれ──その数を無む駄だに減らしていく。

「焦あせるな！　落ち着きなさい！　きっと、もっと絶好のチャンスがあるわ！　今は耐たえて敵の攻こう勢せいを捌さばき続けるしかない！」

「ちぃいいいいい──ッ！」

　それから、グレン達は死中に活路を見いだそうと、必死に戦った。

　グレンが魔力の灯ともった拳こぶしで、本の怪かい物ぶつを殴なぐり飛ばす。

　システィーナが風の呪文で、飛んでくる本を吹き飛ばし。

　ルミアが金縛りの呪文で、本の怪物達の動きを止める。

　リィエルが大剣を振るって、敵の津つ波なみを斬り開き。

　イヴがあらゆる魔術技ぎ巧こうを尽くして、アリシア三世に隙すきを作ろうとする。

　その間にも、メイベルは次々と自分の身体からだを千切って、破って、より勢いを増して背後から押し寄せる本の怪物の洪こう水ずいを、必死に押し止とどめ──

　何度でも、何度でも、何度でも、アリシア三世に牙きばを立てようと試みる。

　だが。

　何度やっても、何度やっても、何度やっても。

　手を変え、品を変え、いくら意表を突いても。

　結局は──アリシア三世の圧あつ倒とう的てきな物量差に、阻はばまれてしまう。

　じりじり、と。

　グレン達の心の中に、焦しよう燥そうと絶望の影が差していく──




　そして──攻こう防ぼうの果てに。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　一いち縷るの好機を見いだしたグレンが、黒魔【グラビティ・コントロール】で重力を操作。

　書架を蹴けって、天高く跳ちよう躍やくし──

「《大いなる風よ》──ッ！」

　システィーナの【ゲイル・ブロウ】が、そんなグレンをさらに天高くかち上げる。

　一いつ瞬しゆんで取った、アリシア三世の頭上。

　本の怪物と、浮遊する本が取り囲む、アリシア三世に存在した唯ゆい一いつの死角──頭上。

　身を擦すり削けずるような立ち回りの果てにようやく摑つかんだ、今までで最高の好機。

　グレンは上下逆さまの視界の中、拳けん銃じゆうを構え──

「決まれぇええええええええええ──ッ！」

　──引き金を引き絞しぼる。

　再度、銃口から吐き出される、インク弾。

　だが、空より降り落ちる流星のごとき、それは──

　ばしゃっ！

「……残念」

　アリシア三世ではなく、机の上の本を盛大に汚していた。

「う、噓うそ!?　先生が──外した!?」

　システィーナが信じられないとばかりに、目を見開くが。

「違ちがうわ、外されたのよ！」

　イヴが舌打ちしながら、グレンを見上げる。

　見れば。

「──か、ぁ……ぐぅ……」

　空中にいるグレンの脇わき腹ばらに、どこからか飛んできた本がめり込こんでいる。

　あの衝撃で、照準がずれてしまったのだ。

　そして、そんなグレンに追い打ちをかけるように──

　無数の本が、流星群のようにグレンへ殺さつ到とうし、猛もう烈れつに打ちつけていく。

「ぐぁあああああああああああ──ッ!?」

　衝撃でグレンが山なりに吹き飛び、手を伸のばす本の怪物の海の中へ落ちていく──

「せ、先生ぇええええええええええええええ──ッ！」

　システィーナが思わず悲鳴を上げた時。

「《見えざる手よ》ッ！」

　冷静に戦せん況きようを見定めていたルミアが、白魔【サイ・テレキネシス】の呪文を叫さけびながら、グレンへ左手を伸ばす。

　放たれた念動波が、グレンの身体を摑み──そのまま、ルミアの下へと引き戻もどす。

　当然、空飛ぶ本達が、そんなグレンを追つい撃げきしてくるが──

「邪じや魔まはさせないっ！」

　リィエルが跳躍して、大剣を嵐のごとく振るい、その悉くを弾はじき返した。

「先生!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ちっ……すまねえ……またしくじっちまった……ッ！　ごほっ！」

　口の端はしから血の筋を零こぼすグレンへ、ルミアが急いで白魔【ライフ・アップ】──癒いやしの呪じゆ文もんを施ほどこしていく。

「くっそ！　アレも駄だ目め、コレも駄目……もう、どうすりゃあいいんだよッ!?」

　グレンが悔くやしげに床を叩く音が、辺りに寒々しく響ひびき渡わたった。

「……グれン先生。私、そろソロ……限界デス……早ク勝負……決メ……ないト……」

　見れば。

　メイベルはすでに見るも無む惨ざんな姿に成り果てていた。

　次々と全身を千切って結界を張り続けたせいで、ボロボロだ。

　今のメイベルに、頁ぺーじの断面が見えていない部分など存在しない。身体を構成する頁を大量に失ったことによる弊へい害がいか、言語機能にも支障を来きたしているようであった。

　どうする？

　どうする？

　……どうする？

　誰だれもが、必死に脳をフル回転させて思考の渦うずに吞のまれる中──

「……もう、大切な本を、こんなにインクで汚して……」

　アリシア三世が遺い憾かんそうに溜ため息いきを吐つき……やがて、名案とばかりに手を打ち鳴らした。

「そうだわ！　本をインクで汚した人も、〝裁断の刑けい〟に処すことにしましょう！」

「──ッ!?」

　その言葉に一同が凍り付いた。

「そうだわ、そうしましょう！　大切な本を汚す人なんて、そのくらいのお仕置きがあって然しかるべきなのですわ。早速、そういうルールを作りましょう……」

　そんなことを言って。

　アリシア三世が机につき、羽根ペンで何かを書き始めた。

「彼女……コの裏学院のるーる……新シク作る気……このママじゃ……イずれ、いんくも……使エナくなる……」

「マジ……かよ……ッ!?」

　そうなれば……終わりだ。もうどうしようもない。

　メイベルの言葉に、目眩めまいがするような絶望が、グレン達を襲おそった。

「せ、先生……どうしよう……？　どうすればいいの……？」

【ストーム・ウォール】で、怪物達の進行を阻むシスティーナが、震ふるえる声で言った。

「それは……ッ！」

　システィーナの不安げな言葉に、グレンが押おし黙だまる。

　……実は。

　……実を言うと。

　ただ一つだけ──攻こう略りやく法ほうはあった。

　最初からわかっていた。

　あまりにも単純で明快すぎる攻略法だ。何せ、敵がそれをわざわざ禁止するくらいなのだから、とてつもなく有効な手段であることは確実だ。

　グレンは、縋すがるような目で見つめてくる、システィーナ、ルミア、リィエルを、ちらりと流し見る。

　しばらくの間、彼女達を見つめながら、何かを物思って。

「おい、イヴ」

「何よ？」

　やがて、グレンはインク弾だんが装そう塡てんされている拳銃のグリップを、イヴへ突つきつけていた。

「お前……一応、銃は使えるだろ？」

「……どうする気？」

「決まってんだろ。俺は──炎えん熱ねつ系けい魔ま術じゆつを使う」

　そんなグレンの決意に満ちた言葉に、一同が息を吞んで目を見開く。

「そもそもこの劣れつ勢せいは、連中の戦力が一向に減らないことが最大の原因だ。なら、俺が全力で炎熱系魔術を撃うって、やつらの数を減らす！　もうそれしかねえ！」

「だ、駄目ですよッ！　先生！」

「そうですよッ！　そんなことをしたら〝裁断の刑〟が──ッ!?」

　システィーナの脳裏に、目の前で一人の生徒が為なす術すべもなく本にされて、切り刻まれていった──あの最悪の光景が蘇よみがえってしまう。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　このままじゃ、もう全ぜん滅めつだ！　一か八ばちかでやるしかねえだろッ!?」

「でも、それじゃあ、確実に先生が死んでしまいます！」

「そうよ、何か他に方法が──」

「──ないッ！　あるかもしれんが、考えている暇ひまがねえッ！」

　グレンが断言して、イヴに拳銃を押しつけた。

「イヴ！　後は任せたッ！　こいつらを……生徒達を頼たのむッ！」

　グレンの決意に満ちた目が、イヴを正面から真っ直ぐ射い貫ぬく。

　すると。

「……ええ、いいわよ？」

　にやり、と。

　イヴが、いつものように不敵に微笑ほほえみ、差し出された銃へと手を伸ばし──

「私に任せなさい──」

　その一瞬、そんな彼女の脳裏を過よぎっていくのは──




　──イヴ先生ぇええええ──っ！　グレン先生を頼──

　──うぅ……グレン先生……イヴ先生……どうか……

　──そうだね、グレン先生！　イヴ先生！　後はよろしくお願いしま──




「ええ、私はイグナイトだもの。上手うまくやるわ──」

　この二週間を共に過ごした、二組の生徒達のことばかりで──




　──よ、よろしくお願いしますッ！　イヴ先生っ！

　──やったぁ！　俺達、強くなってるよ!?

　──ああ、グレン先生とイヴ先生のおかげだよなっ!?

　──ありがとうございますっ！　イヴ先生っ！




「ええ、安心して私に任せなさい。ただし──」

　イヴが、グレンの差し出す銃へと伸ばす手が……グレンとすれ違う。

「……え？」

　呆ほうけたようなグレンの呟つぶやきを置き去りに。

　イヴが、グレンの傍かたわらを軽やかにすり抜ぬけ、そのまま伸ばした掌てのひらの上に──

　ぼっ！

　音を立てて、火が灯ともっていた。

「──こっちの方を、ね」

「イヴ!?」

　驚きよう愕がくに固まるグレン達の前で。

　自信に満ちた表情で微笑むイヴの掌の上に灯る火は、業ごう火かとなって渦を巻いていく。

　眩まばゆい光こう焰えんが闇やみを払はらい、凄すさまじい熱気が、グレン達の頰ほおをちりちりと痺しびれさせる。

「バカ野や郎ろう!?　お前、何やって──ッ!?」

「はぁ……私もヤキが回ったものだわ……私も教師として、あの子達に胸を張ってみたいなんて、思ってしまうなんて……ホント、馬ば鹿か」

「おい、やめろッ！　イヴッ！　炎ほのおを引っ込めろ!?　でないと──」




　──有罪ギルテイ。




　もう、遅おそかった。

　見れば、すでにイヴの手足の本化が始まってしまっている。

「うるさいわね。貴方あなたのショボい炎えん熱ねつ呪じゆ文もんで、この詰つんだ状じよう況きようを打破できるわけないでしょう？　適材適所──ここは炎の魔術の大家イグナイトの出番よ。それに……」

　イヴが、グレンを振ふり返り……切なげに微笑んだ。

「あの子達には、まだ貴方が必要なのよ」

「な……ッ!?」

「だったら、何の価値もない私が……」

　そして、何かを振り払うように、イヴが正面へと向き直って──

「イヴ……ッ！　おい、止やめろぉおおおおおおお──ッ!?」

　グレンの静止の叫さけびも聞かず。

　イヴは魔力全開で、呼吸をするように為せる呪文を唱えた。




「《真紅の炎えん帝ていよ・劫ごう火かの軍旗掲かかげ・朱あけに蹂じゆう躙りんせよ》──ッ！」




　黒くろ魔ま【インフェルノ・フレア】。

　並の炎とは比ひ較かくにならない超ちよう高熱の灼しやく熱ねつ劫ごう火かが津つ波なみとなって、あらゆるものを吞み込こみ焼き尽つくす──Ｂ級軍用攻性呪文アサルト・スペル。

　イヴを中心に、業火が火柱となって昇のぼり立ち──図書室内を真紅色に染め上げていく。

「はぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　身体からだから頁をぼろぼろ零しながら、イヴが腕うでを振るうと──炎が猛もう速度で[image: ]ほとばしった。

　床ゆかを、書しよ架かを、天井を。

　グレン達を除く、ありとあらゆる場所を、紅ぐ蓮れんの灼しやく熱ねつが容よう赦しやなく舐なめ広がっていく。

　全すべてを赤く、赤く、赤く染め上げる──本も、本の怪かい物ぶつも、書架も。

　それはまさに、焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの具現。

　アリシア三世を護まもる一切合切を、灰すら残さず消しよう滅めつさせていく。

「な──そ、そんな……わ、私の本がぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　信じられない光景に、アリシア三世は、魂たましいも割れよと悲鳴を上げて──

「おのれ……よくも……おのれぇええええええええええええええ─ーっ！」

　それが報復だとばかりに。

　現在進行形で身体が頁ぺーじに解ほどけて、本と化していくイヴへ。

　どこからともなく無数のハサミが飛んできて、殺さつ到とうし──

　イヴだった頁を、バラバラに切り刻んでいく。

「い、嫌いやぁあああああああ─ーっ!?　やめてぇええええええええ──ッ!?」

　その絶望的な光景に、泣なき叫ぶシスティーナ。

「イヴさ……ん……そん……な……ッ!?」

　悲しげに呆ぼう然ぜんとするルミア。

「イヴ……噓うそ……？」

　呆けたように立ち尽くすリィエル。

　そんな、三人の少女達の視線を感じながら。

　イヴは薄うすれゆく意識の中で……物思う。

（この私が……こんな所で、こんな無様な……あはは……もう涙なみだも出ないわ……）

　イグナイト失格だ。

　こんな無能の体ていたらくでは、勘かん当どうされて当然だったのだ。

　だが。

　それでも。

　イヴは……ふと、ここ二週間の出来事を思い出す。

　次々と、二組の生徒達の顔が走馬灯のように走っていく。

　なぜか、こんな無能な自分を慕したって、懐なついてくれた、生徒達。

　そして……こんな無能で誰だれも認めてくれなかった自分を前に、涙してくれている、システィーナ、ルミア、リィエルを見る。

　それを思えば……

（……あぁ……悪くない……なんだか悪くないのよ……こういうのも……）

　やがて。

　自分という存在が、真っ暗くら闇やみの中に沈しずんで消える直前。

　最後に思い浮うかんだのは──

　ウマの合わない元・同どう僚りようの憎にくたらしいどや顔。

（……グレン……こう見えて、私……本当は貴方のこと……──）

　ぷつん。

　そこで、イヴの意識は完全に闇の中に消えた。




　──そこには、無む惨ざんな紙くずの小山が出来上がっていて──




　そして、全てが焼け爛ただれていく破は滅めつ的てきな光景の中で。

　だんっ！

　誰かが猛もう然ぜんと机の上に飛び乗った、鈍にぶい音が響ひびき渡わたっていた。

「イヴ。こう見えて俺、本当はお前のこと──」

　机に片足乗り出したグレンが、硬こう直ちよくするアリシア三世の額へ銃じゆう口こうを押し当てている。

「──嫌いじゃあなかったよ」

「ひっ!?　や、やめ──」

　聞かず、無む慈じ悲ひに絞しぼられる引き金。




　一発の銃声が──

　──燃え盛る炎の海の中で、空むなしく木霊こだまするのであった──








終章　再出発









　暗い静せい寂じやくが包む図書館の通路に、二冊の本が無造作に落ちていた。

　その本は本らしくずっと沈ちん黙もくを保っていたが……やがて、ひとりでにバサリと開いた。

　そして、その本の頁が、はらはらと勝手に解け、宙を漂ただよい舞まい始める。

　やがて、空中をくるくると踊おどる頁達は寄り集まり……人の形を作っていく。

　ただの紙だったそれは、徐じよ々じよにその質感を変えていき……人間となっていった。

「……ぅ……？」

「……こ、ここは……」

　先ほどまで本だった二人──ギイブルとセシルが頭を振りながら身を起こす。

「……元に……戻もどったのか……？」

　と、その時。

　そんな、目を瞬しばたたかせている彼らの下へ、複数の駆かけ足の音が近づいてくる。

「ぉおおおおおいっ！　ギイブル──ッ！　セシルぅうううう──ッ！」

「あれは……カッシュ達？」

　手を振りながら走ってきたのは……カッシュやウェンディ、テレサらを筆頭とした、二組の生徒達だ。皆みな、グレン達を前に進ませるために本になった者達ばかりである。

「良かった！　お前らも無事だったんだな!?」

「……ああ、おかげさまでね」

「本になった生徒達は皆、元の姿に戻れたみたいですわ！」

「と、いうことは……？」

「ああ！　やっぱ、グレン先生とイヴ先生がやってくれたんだよ！」

　この勝利に沸わき立つ生徒達。

「で？　グレン先生達は、どこなんだ？」

「ああ、先生達なら、この先だよ」

「そっか！　ようし！　皆で、先生達を迎むかえに行こうぜ！」

　そう言って、頷うなずき合って。

　生徒達は、ぞろぞろと図書室の奥へ向かって走っていった。




　──。

　全てが灰と化し、焼け爛れた静寂の中で──

「……お、終わったの……？」

　システィーナのぼそりとした呟つぶやきを受けるように。

　グレンは、ゆっくりと銃じゆうを下ろした。

　机の上に残されていたのは……どの頁もインクでベタベタに汚よごれた一冊の本だ。

　それはもう読めない。何が書かれていたのか理解できない。

　ならば、最も早はやそれは本としての体てい裁さいを為なしておらず……ただの紙くずであった。

　狂くるえるアリシア三世の歪ゆがんだ遺い志しは……人を捕ほ食しよくする禁断の『Ａの奥おう義ぎ書しよ』は……今、永遠に失われてしまったのである。

　だが、そんな本には見向きもせず。

「…………」

　グレンが無言で振ふり返る。

　呆然と立ち尽くすシスティーナ達の下へと戻ってくる。

　そして──

　切り刻まれた紙くずが、小山のように積み上がったものの傍かたわらにやってくる。

　つい、先刻まで、イヴだったものだ。

　グレンはその紙くずの山を、どこか複雑な表情で目を細めて見下ろし──

「……馬ば鹿か野や郎ろう」

　ただ一言。小さく、絞り出すように呟いていた。

　その背中はいつもと比べて、とても小さく見えて……システィーナも、ルミアも、リィエルも、とてもグレンにかける言葉が見つからず、また言葉を発する余よ裕ゆうもない。

　やがて。

「ぉおおおおおおいっ！　先生ぇええええええ──ッ！」

　そこへ、カッシュ達が歓かん喜きの表情で駆け寄よってくるのであった。

「やったなぁ、先生！　また、学院を救ったぜ!?」

「やれやれ、本当に定期的に危機に陥おちいる学院だよ……もう勘かん弁べんして欲しいね」

「ふふっ！　でも、先生ならわたくし達を助けてくれるって、信じていましたわ！」

　皆、呆然とするシスティーナ達を余所よそに、グレンを取り囲んで大はしゃぎだった。

　だが──

「えーと、ところで、グレン先生……あの、イヴ先生はどこに？」

　そんな、セシルの何気ない問いかけに。

　勝利の喜びに沸き立つ生徒達が、ようやく我に返って気付く。

　グレン達を取り巻く妙みような雰ふん囲い気きに……

「あ、あれ……そういやそうだよ。イヴ先生、どこ行ったんだよ？　先生……」

「先ほどからお姿が見えないし……ここに来るまでにもいらっしゃらなかったし」

　そして。

「先生。火遊び厳禁のルールがあったのに、ここで炎えん熱ねつ系けい魔ま術じゆつを使ったのは誰です？」

　周囲の焼け焦こげた様子を見回したギイブルが、脂あぶら汗あせを浮かべながらそんなことを問う。

「そ、そうだよ、先生!?　火はやべぇんじゃなかったのかよ!?」

「確か、〝裁断の刑けい〟が……」

「……………………」

　だが、グレンは生徒達の問いに応じず、無言。

　無言で、足下に堆うずたかく積もった紙くずをじっと見つめ続ける。

「おい……先生……まさか……噓うそだろ……？」

　理解が徐々に場へ浸しん透とうしていくにつれ、たちまち勝利に沸き立つ歓喜が一変……鉛なまりのように重たい空気が一同の頭上にのし掛かかっていく。

「おい、先生……冗じよう談だんだろ？　いつものアンタの悪ふざけだろ？　あー、面おも白しれぇ……だから、もういいよ……イヴ先生を出せよ……なぁ……？」

「……………………」

　だが……無言。グレンは無言を、貫つらぬき続ける。

　代わりに、システィーナが震ふるえる声で絞り出すように言った。

「イヴさんは……グレン先生を……私達を守るために、炎ほのおの呪じゆ文もんを……」

　それで、全てを悟さとった生徒達も、押おし黙だまるしかなかった。

　それから、しばらくの間。

　時間が停止したのではないかと錯さつ覚かくするほど、誰だれも微び動どうだにできず。

　ただただ、誰もが呆ぼう然ぜんと、紙くずの小山を見下ろすしかなく。

　……やがて。

　その場の誰かの、すん、という鼻すすりの音を皮切りに。

　ある者は、がくりと膝ひざを折り。

　ある者は、肩かたを震わせて。

　またある者は、頭を抱かかえて。

「……ちくしょう……マジ……かよ……なんでだよ……」

「そ、そんなことって……ぐすっ……」

　生徒達の誰もが……さめざめと涙なみだを流し始めた。

「…………くそ」

　そんな悲しみに暮れる生徒達を見ていられず、グレンが歯を食いしばっていると。

「グレン先生……」

　グレンの隣となりにメイベルがやってきた。

　千切った頁ぺーじを回収したのか、メイベルは所々解ほつれていたが、ほぼ元の姿へと戻っていた。

　そして、その腕うでには、最早使い物にならない『Ａの奥義書』が抱だかれている。

「すみません……貴方あなた達には、大変ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました」

　何か、メイベルの雰囲気が、今までより、少し大人びていた。

「……メイベル？」

「いえ。『Ａの奥義書』をこうして回収し……その狂きよう気きの部分を全すべて塗ぬり潰つぶされた今の私は……メイベルというより、アリシア三世なのでしょう。狂気の私も、正気の私も、表裏一体、等しく私。なればこそ、今、こうして一つになった今の私は……もちろん、本質的には別人ですが……限りなく生前のアリシア三世その人なのです」

　静かに黙もく禱とうするように目を閉じ、メイベルが息を吐ついた。

「バラバラになり、様々なノイズが交じっていた私達ですが……今ようやく、こうして面と向かって、アリシア三世として、貴方とお話ができるのです……グレン先生」

「残念だが……お前と話すことなんざ、何もねえよ」

　グレンは冷めたように言った。

「本質的に、アンタがこのふざけた裏学院と奥義書を作ったアリシア三世とは違ちがう存在だって理り屈くつではわかる。だが、理屈じゃねぇんだ……この感情は」

「そうですね……貴方のお怒いかりは当然ですね」

　そして、メイベルは神しん妙みようにグレンへと告げた。

「だから……これは、私のせめてもの罪つみ滅ほろぼしです」

「……は？」

　すると。

　メイベルは涙に暮れる生徒達をかき分け、紙くずの小山の傍そばへと歩み寄る。

「私は……生前の私は……教育者として完全に失格だと思っていました。なにせ生徒達を犠ぎ牲せいにし、殺すような恐おそろしいルールを作ってしまったのです……狂気に囚とらわれていたとはいえ、最早、私は教育者を名乗るのもおこがましい、ただの怪かい物ぶつでした」

「お、おい……？」

「ですが……いくら正気を失い、狂気に陥ったこんな私でも……最後の最後の一線で教育者としての矜きよう恃じだけは捨てきれなかったのかもしれません。……今、私は、生前の私自身のことを全て思い出したのです。きっと、今なら……」

　そんなことを呟いて。

　何事かと涙交じりに、メイベルの挙動を見守る生徒達の中で。

　メイベルはそっと跪ひざまずいて……紙くずの小山に手を乗せて。

「この学院の学院長、アリシア三世の権能をもって、ここに宣言します。〝私は、貴女あなた達の火遊びの違い反はん行こう為いを……不問に致いたし、赦します〟」

　メイベルがそんなことを宣言した……その瞬しゆん間かん。

　紙くずの小山が、優しい黄金色の光に包まれた。

「な──ッ!?」

　そして、つむじ風が渦うず巻まき、頁の破片がくるくると舞まい踊おどり始める。

　踊りながら、無む惨ざんに切り刻まれた頁が再び元通りくっついて、次々と修復されていき──はらはらと床ゆかに降り注いでいく。

　やがて、落ちた頁は生き物のように動いて、人の姿を形作っていき──

　そして──

「ん……？」

　元通りになったイヴが……ゆっくりと、目を開いていた。

「……何……？　私、どうなって……？　なんだか頭がぼうっとして……」

　そして、イヴは気付く。自分が二組の生徒達に取り囲まれ……皆みな一様に、涙と歓喜が入り交じった表情で震えながら、こちらを見つめていることに。

「なんなのよ、もう……貴方達、なんで泣いて……？」

「「「「わぁあああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」」」」

　途と端たん、生徒達に飛びつかれ、抱きつかれ、もみくちゃにされるイヴ。

「良かった！　良かったよぉおおおおおおお──ッ!!」

「うわぁああああああああああああんっ！」

「ぐすっ、イヴ先生[image: ～][image: ～]ッ！」

「わきゃあ!?　ちょ──貴方達、なんなのよ、もうッ!?　放して、苦し──」

　イヴは目を白黒させて怒ど鳴なるが、生徒達の興奮は止まらない。

「……良かった……本当に……」

「そうだね……」

「ん」

　見れば、システィーナ、ルミア、リィエルも涙ぐんでいた。

「これで……この学院内での〝裁断の刑〟の犠ぎ牲せい者しやは、全て元の姿に戻もどるでしょう」

「ちっ……随ずい分ぶんとまぁ、粋いきな計らいしてくれんじゃねーか……別に礼は言わねえけどな」

　グレンはグレンで、複雑な表情でそっぽを向いていた。

　この裏学院の学院長であった、アリシア三世自身による『恩おん赦しや』。

　それこそが、この裏学院でのルール違い反はんの犠牲者を救う唯ゆい一いつの手段だったのだ。

「そうかよ。狂くるってても……結局、性根のところでは生徒達を愛していたんだな、お前」

「それは……私にはわかりません。生前の私がこの学院の『特異法則結界』にこのような抜ぬけ道を用意したのは、果たしてそれが理由なのか、あるいはただの気まぐれなのか……」

「もういーよ。どうせ故人だ……そういう美談にしとこうぜ。絶対、許さねえけど」

　そんなふて腐くされたようなグレンの物言いに、メイベルが苦笑した。

「……で？　結局、この裏学院はどうなるんだ？　お前はどうするんだ？」

「裏学院自体はこうして残り続けるでしょう。もちろん、もうあのような恐ろしいルールなどありませんが。……そして、私は……これでお別れです」

「！」

　グレンが振ふり返ると。

　いつの間にか、メイベルの姿が、ぼやけて半はん透とう明めいになっていた。

「……私の役目はもう終わりました。ならば、私はあるべき姿に戻るだけです」

「そうか。……消えるのか、お前」

　なんと声をかけてやればいいのかわからず、グレンが押し黙っていると。

「グレン先生……貴方が生徒達を心から思う、真の教育者であると見み込こんで……貴方に頼たのみがあります」

「見込み違いだとは思うがね……なんだ？　言ってみ？　一応、聞いてやるよ」

「……禁忌教典アカシツクレコード……貴方はその言葉をご存じですか？」

　唐とう突とつに出てきた単語に、グレンが目を見開く。

「ああ、最近、とみによく聞く名だ」

「そう……ですか……ならば、彼はやはり……動いているのですね」

「……何を……知っている？」

　メイベルがグレンを真っ直すぐ見て、言った。

「グレン先生。この世界には……この国には、やがて破は滅めつが訪れます。思えば、あの狂った『Ａの奥おう義ぎ書しよ』も、かの破滅に対たい抗こうするための力を作る……当初は、それが目的でした……結局は、間ま違ちがった方法へと歪ゆがんでしまいましたが」

「…………ッ！」

「もし、貴方がやがて来たる破滅の時に抗あらがおうとするのなら……貴方は、真実に近づかなければなりません……」

「真実？」

「はい。この国の成り立ちと、王家の血の秘密について。そして、フェジテの空に浮うかぶ『メルガリウスの天空城』と禁忌教典アカシツクレコードについて。生前のアリシア三世は、彼女なりにそれらに近づいた一いつ端たんの記録を、この私……『アリシア三世の手記』に記述したのです。

　もし、貴方がこの滅ほろびに抗うのなら……この国とこの世界の未来を憂うれうのなら……私を手に取ってください。いつかきっと、貴方の役に立つでしょう。

　私の手記と、童話『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』が、きっと貴方を導くはずです。

　もし、貴方がそれを重荷に思うなら……私を信しん頼らいできる他の誰かに託たくしてください。慎しん重ちように……あの男の息がかかっていない、誰かに……」

「……あの男って誰だ？　おい、その一番肝かん心じんなところを濁にごすな」

「駄だ目めです。すでに検けん閲えつされ、私には記述がありません。ただ……幼い少年かもしれないし、若い男かもしれない。老人かもしれない。ひょっとすると女の姿かもしれない」

「なんだそりゃ!?　つまりノーヒントってことじゃねーか!?」

「だから、これは一種の賭かけなのです。生徒達のために、自らの命をも投げ出すことを厭いとわない貴方が、あの男の手の者ではないと信じて……貴方に託します。お願いします、グレン先生……どうか、この国を……世界を……よろしく……お願いしま……」

　すでに。

　メイベルは──アリシア三世の姿は、跡あと形かたもなく消えていた。

　その場に残されていたのは、一冊のボロボロの手記──マキシムが摑つかまされた偽にせ物ものではない、本物の二十四冊目の『アリシア三世の手記』だ。

　グレンはそっとそれを拾い上げる。途端、ばさりと大量に抜け落ちた頁を、纏まとめて拾い上げ、手記に適当に挟はさみなおし、中を開いて見る。

　……案の定、暗号だ。これは解読に苦労しそうだ。

　というか、自分の暗号解読の技量でこれをちゃんと解読できるかどうか。

　とりあえず、ざっと斜ななめ読みしたところ、見たこともない暗号の羅ら列れつに、まったく解読できる気がしない。

「やれやれ。面めん倒どう臭くせぇことは勘かん弁べんして欲しいんだがな……」

　だが──禁忌教典アカシツクレコード。

　今まで、何度も何度も、グレンが遭そう遇ぐうしてきたその言葉。

　そろそろ、グレンもそれに向き合わなければならないのかもしれない。

「まっ、世界を守る……そんな大それたことにゃ、いまいちピンとこねーがな……生徒守んのは教師おれの仕事だ」

　誰だれにともなくそう呟つぶやき、グレンはその手記を懐ふところに押し込む。

　そして、未いまだ大泣きする生徒達に取り囲まれ、抱だきつかれ、もみくちゃにされて、目を白黒させているイヴの下へ歩み寄っていくのであった──




　教育方針をかけた決けつ闘とう戦せんから始まった、事件は収束した。

　まず、マキシムが打ち立てた学院改革だが──当然、頓とん挫ざに終わった。

　というのも、武断派の教導省官かん僚りよう数名と学院理事会の有力者、そしてマキシムとの間にかなりの収しゆう賄わいがあったことが後日、露ろ呈ていしたのだ。

　これを暴いたのは、なんとマキシムが就任する少し前から、ふらりとどこか学院の外へと出かけていたセリカ＝アルフォネアであった。

　彼女は、どこからか上の動きを摑んだリゼ＝フィルマーに依い頼らいされ、マキシムとその一派の横暴を叩たたき潰つぶすために、ひそかに行動を開始。関係役員を片かた端はしから訪問して回り、時に物理的に、時に社会的に破滅させながら、犯罪すれすれの強引な手段で、暴君のように不正行こう為いの証しよう拠こをかき集めて回ってきたのである。

　そして、セリカが集めてきた証拠を元に、リゼが的確に関係各位へと働きかけ、マキシムを糾きゆう弾だん、失しつ脚きやくへ追い込み、リックがめでたく学院長復帰となったのであった。

　もっとも──それだけの不正の証拠があっても、マキシムの後ろ盾だての力は、まだまだ健在であり、真っ向からマキシムと全面衝しよう突とつすれば、どうなっていたかはわからない。

　だが、どういうことか、マキシムは、リゼやセリカの糾弾を不思議なほど素直に受け入れ、あれだけ固こ執しつしていた学院長の座から、驚おどろくほどあっさり退たい陣じんするのであった……

「私は、まだ人を導けるような器ではなかったよ。……零ゼロからやり直しだ」

　……誰にともなく、そんな言葉を残して。

　そして、マキシムの退陣と教育改革の頓挫に従い、当然、模も範はんクラスも廃はい止し。

　件くだんの事件に巻き込まれ、精神的に大きなダメージを負った模範クラスの生徒達は、故郷へ帰ることになった。きちんと一から真ま面じ目めに学ぶ気があるなら……と、リゼに編入試験案内要よう項こう一式を手て土産みやげに渡わたされて。

　こうして、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院は概おおむね元通りになったのである。

　だが、唯一元に戻らなかったものもある。

　それは、新しく増えた『軍事教練』の授業だ。

　こればかりは、帝国政府の方針なので、どうしたって動かなかったようだ。

　左さ程ほど多くの時間を割くわけではないが……『軍事教練』は学院の新カリキュラムの一つとして、授業に取り入れられることになった。

　もっとも──学院の生徒達からは、そのことについてはほとんど不満が出なかったが。

　なにせ、帝国軍から派は遣けんされてきた、とびきりの美人戦術訓練教官が、その授業の講師を務め、いつもやや不ふ機き嫌げんで不満そうな顔ながらも、手取り足取り教えてくれるのだ。

　その戦術訓練教官は、男子からの評判はもちろん、クールで格好かつこ良くて素敵と女子からの評判すらとても良くて……文句など出ようはずもなかった。




　そして──

「「「「イヴ先生ぇ[image: ～][image: ～]ッ！」」」」

「ああああもうっ！　まったく貴女達は──っ！　いちいち、私にまとわりつかないでよ、鬱うつ陶とうしい!?」

「今日はわたくし達と一いつ緒しよに食事しませんこと!?」

「こら待て！　今日は俺達がイヴ先生のために、パン買ってきたんだぜ!?」

「ちょっと！　イヴ先生がそんな貧相なパンを口にするとお思いで!?」

「あー、わかった、わかったから！　うるさい！　騒さわぐな！　もうっ！」

　──以来、アルザーノ帝国魔術学院では、講師服に身を包んだイヴが、あちこちで生徒達に振り回される姿が散見されるようになっていた。

「ふん……もう間違っても、〝何の価値もない私〟……なんて言わねえこったな」

　そんなイヴの姿を、今日もグレンは遠くから流し見る。

「なにせ、お前も、もう連中には必要なやつになっちまったんだしな」

　そして、そんなことを嘯うそぶきながら、生徒達に絡からまれるイヴに背を向け、歩き出す。

「……ま、俺はお前のこと、やっぱ嫌きらいだけど」

　だが、廊ろう下かを行くグレンは、どこか穏おだやかな苦笑いを零こぼしていて。

「い、痛たたたたたた──っ！　こ、こら、貴方あなた達、引っ張るんじゃないわよ!?」

　一方、イヴの不機嫌そうな表情は相変わらずではあったが……どこか、満まん更ざらでもなさそうでもあった。

「しっかし、あいつが講師か……なんでこう厄やつ介かいごとが増えていくかねぇ？」

　溜ため息いき一つ。立ち去りながらグレンは懐に手を入れる。

　その手が摑んで懐から引っ張り出したのは……件の手帳『アリシア三世の手記』だ。

「厄介ごとはそろそろ打ち止めにしてくんねーかなぁ？」

　肩かたを竦すくめ、グレンは片手で弄もてあそぶその手帳を、指先で器用に回転させる。

　手帳がまるで風車のように、くるくる回るのであった──
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　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第十一巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。

　まぁ、大おお雑ざつ把ぱに第一巻から第五巻までを第一部、第六巻から第十巻を第二部とすると、第十一巻からは第三部～ということになるのでしょうか？

　そんな『ロクでなし』の新スタートな今回にピックアップされたのが、イヴさんです。

　思えば、近きん距きよ離り魔術戦最強とか、紅焰公ロード・スカーレツトとか、特務分室のエリート室長とか、鳴り物入りで登場したわりには散々だった彼女がついに面めん目ぼく躍やく如じよする回だと言えるでしょう。

　なんだかんだで、彼女は作者的にも（つい苛いじめたくなる意味で）お気に入りのキャラだったりするので、今回は書いていて非常に楽しかったです。

　しかし──作中でイヴを描びよう写しやする度に思うのですが。

　なんで、こいつ、こんなに人気あるんでしょう？（人気投票第八位話）。

　お、おかしい……個人的に気に入ってるとはいえ、僕はこのイヴ＝イグナイトを『読者からヘイトを集めまくる嫌いやな女』として、デザインしたはずなのです。そのどん底から少しずつ巻き返していく……みたいなキャラだったのです。担当編集に『特務分室の室長をこんな小物の痛い女にするのはやめろ、それよりも可愛いロリ幼女にしろ』と言われ、電話で散々やりあったのは良い思い出です。

　実際、イヴが初登場する第七巻は、自分で読み返していてもイヴは酷ひどい女で、人気投票はその何一つ良いところがない時期にあったのですが……それでも第八位。

　なんでしょう？　何気に我が人生最大級の謎なぞです。世の中には『ヒス女萌もえ』とか、『カマセ萌え』とか、そんな僕の理解の及およばない萌え要素があるのでしょうか？

　……くっ、ラノベ業界……闇やみが深すぎる……ッ!?

　え？　何？　ひょっとして、イヴさん、このまま何の良いところもない、ヒステリックで嫌なカマセ女のままの方がいいんでしょうか？　し、しかし、それでは、イヴに予定していたストーリー展開が……ッ！　一体、僕はどうしたらいいんだ!?

　とまぁ、色々作者を悩なやませるイヴさんの話、お楽しみいただければ幸いです。
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羊太郎

●ひつじたろう



あの、地獄の〆切りを乗り越えて、早三ヶ月──羊は精神的な成長を遂げ、さらなる〝強さ〟を手にいれたのであった。

羊「ふっ、あの苦痛を乗り越えた経験さえあれば……粗方の苦痛は苦痛のうちに入らん！　さぁ、なんでもかかってこい！　……何？　健康診断？　人間ドック？　バリウム飲んで？　これが結構な苦痛？　ふっ、バカめ！　今の私に乗り越えられない苦痛など──ないっ!!」（ドヤァ）

後日、バリウムの想像を絶する不味さに、吐き気で涙目になりながら「無理無理！　絶対、コレ無理ぃ!?」検査台の上でのたうち回って、医者を困らせる、哀れな羊の姿があった──
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